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９

［辞］Ｎン生

棒状のものを数える単位。

N(1)ン［助］沖Ｍ

…も。添加等を表す係助詞。ujaNbarasaduaru;親も悪い。anuNhirukaja;私も行こうか

しら。

Ｎ(2)ン［助］Ｔ

…も。事のはなはだしいことを表す係助詞。taNburanuN;誰もいない。uNkariNnaranu；

あれもこれもできない。

Ｎ：ン_ ［感］昔2５

ああ。Ｎ:uNninai;ああ、そうか。

［感］Ｎ：ン_１６

はい。（同輩に使う)。

Ｎ:､ａ ン_ナ［副］１１

たくさん。amitinuhataniN:nakuganinuburusaduaDa;道の端にはたくさん黄金の固まりが

あるが…。何気なしにそこにあるような時に使われる。

Ｎ:ｔａ ン_タ ［名］昔127

三日。dwai9ahukkaNN:taNcidikiti;祝いが二日も三日も続いて。

MtaiNtuン_タイントゥ ［名］昔１５

三人。

Ｎｂａ ン（ ［名］生

（植）西表シャミセンヅル＜カニクサ科＞・蔓は魔よけにしたり、司の冠にしたりする。

Ｎｂａ ン（ ［名］生

唇。

ＮｂａＮｂａ ンバンパ ［副］３

＜擬＞メーメー。山羊の泣き声。

Nbaiンパイ［名］生

小便。

［名］Nbakagiンバカギこ５

兎唇（いぐち)。

NbakuriruNンバクリルン ［動］６Ｂ型NbakuruN生

ひねくれる。

NbasaNンバサン ［名］３

おきがまち。おさ（機織の付属具）の枠。

Nbatiンバティ ［名］Ｔ

口笛。Nbak,uN;口笛を吹〈。（黒潮）

Ｎｂｅ ンベ ［名］５
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＜幼＞やぎ。

Nbi（１）ンビ ［名］生

尻。NbinaNsuja;長居したね。

Nbi（２）ンビ ［名］ 昔224

びり。最後。後ろ。ittiNbi;－番最後。

Nbibuniンビブニ ［名］５

尾てい骨。

Nbiburaンビブラ ［名］続2２

いざり。尻を地につけたままで進むこと。足の立たぬ不具者。尻の重い人、すぐ仕事につか

ない人。

Nbiciンビチ ［名］２

踊りおさめの踊り。

Nbinaga ンビナガ ［名］生

（貝）カワニナ。

＊
Nbinumasa ンビヌマサ［名］Ａ３７

田の名。

NbirumaOaiンビルマカ゜イ［名］こ３６

痔疾。

Nbirumiンピルミ ［名］生

こう門。尻の穴。

Nbisisiンビシシ ［名］５

尻肉。

Nbjagiンビャギ［名］生

尻がい。牛、馬の尻に掛けるひも。

Ｎｂｕンブ ［名］沖Ｉ

用水池。田の水の落しロなどの深くなっている所なども言う。

Ｎｂｕンブ ［名］Ｔ

＜擬＞モー。牛の泣き声。

Ｎｂu(ti）ンブ(テイ）［名］生

（貝）宝貝（ホシダカラなど)。背のまるい事と模様が牛を思わせる。子供はこれを牛にみ

たてて遊ぶ。

ＮｂｕＮンブン ［動］４Ａ型NbusjaN３

蒸す。kibuNcisiNbusi;煙でいぶせ(Ｔ)。NbanuN;蒸さない。内間論文ではNbwanuNo

Nbuciンプチ ［名］生

ひざぼうず。膝。

Nbuciンプチ ［名］こ1５
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１１

錘（おもり）。hagainuNbuciとも言う。

Nbucikamaiンブチカマイ［名］

ひざまずき。

NbucipaNdi＊ンブチパンデイ ［名］

膝が外れること。脱臼。

Nbugu ンブグ ［名］

釣り竿。

Nbuguciンブグチ［名］

芋を掘る道具。

Nbugudaki＊ンブグダキ［名］

（植）ホテイチク＜イネ科＞o

Nbunumaci＊ンブヌマチ ［名］

田の名。

Nburisiンブリシ ［名］

岩の名。比川湾中に立っている。潮の満ち引きの目安となっていた。

Nburuンブル ［名］

（植）ユウガオ＜ウリ科＞o

Nburu＊ンブル ［名］

田の名。

NburuNンブルン ［動］２Ｂ型NbwaN

しぼる。NbuitihuNdiduburu；しぼって干そうとしている。

Nburubagaciンブルバガチ ［名］

ヒョウタン製の瓶。ヒョウタンでつくった液体などを入れる容器。

Nburuhata ンブルハタ ［名］

（昆）クマンバチ。

Nbusa ンブサ ［名］

蒸し器。蒸し篭。蒸し網。

Nbuta＊ ンブタ ［名］

田の名。

Ｎｄａンダ ［名］

機織りの付属具の名。小管（糸を巻つける棒)。

Ｎｄａンダ ［名］

あなた。おまえ。

Ｎｄａンダ ［名］

稲をこく道具。竹製で、稲をはさんでもみを取るもの。

Ｎｄａンダ ［名］

９

黒6３

生

生

植１８２

Ａ３７

1１

３

Ａ４６

Ｔ

昔1５

生

民

Ａ４５

３

生

生

沖Ｔ
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1２

（貝）オミナエシダカラ，ヒメヤクジマダカラなどの貝。底面が広く周縁部に黒斑をもつ。

Ｎｄａ ンダ［名］６

未熟な木の実。Nda;つぼみ。に61）

Ｎｄａ ンダ［名］Ｔ

＜古＞（貝）タカラガイ。Ｎｂｕ参照。

Ｎｄａ ンダ［名］生

（植）ニラ＜ユリ科＞oNdanuhaとも言う。

Ｎｄａ ンダ［名］昔212

（昆）南京虫の類。和名不明。不潔にした畳の中から出てくる人の血を吸う白い虫。

［形］NdaNンダン沖４

塩辛い。ａｂａＮよりもっと辛い意。

［名］ＮｄａＮンダンＡ８

（地）帆安。与那国町内の字名。サンニヌ台の西の辺り。末尾の地図参照。東崎の近くにあ

る。（３）祖納村の発祥地。その後、ウラダ、ウラヌ、現在小学校のある所へと移動する。（３）

［動］３Ａ型NdasjaNNdaNンダンＴ

出す。diNbuNNdaN;知恵を出す。

［名］ＮｄａＮンダン１０

畑。

NdaNgaru＊ ンダンガル ［名］植８０

（植）リュウキュウアカメガシワ＜トウダイグサ科＞・

［名］NdaNuOaNンダンウカ・ン２

ンダンという拝所。

NdaNuibaru ［名］ンダンウイバルＡ８

（地）帆安上原。与那国町内の字名。末尾の地図参照。

Ndabu ンダプ［名］生

（植）ハマゴウ＜クマツヅラ科＞・

［名］Ndaciンダチ３

麻を巻く小管。米寿のお祝いに銘柄入りで配る。普通の小管よりも大きいd

Ndadagiンダダギ［名］生

（植）ホウライチク＜イネ科＞。編んで篭を作る。

Ndagi（１）ンダギ［名］Ｔ

よう。同様。様子。連用形に接続し、助動詞のように用いられる。karijakatiNdagiaN;彼

は書きそうだ。uNniNdidagikabaranuN;そんなに言うほど変わらない。dagi参照。

Ndagi（２）ンダギ［名］Ｔ

…しよう。連用形に接続し、勧誘をあらわす。文末に来る。maduNkatiNdagiju;一緒に書こ

うね。mitudanasiNdagiNdidaguduki;夫婦にさせようと約束をし…。（昔36）
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1３

Ndaginu ンダギヌ ［連］昔５９

…ほどの。…くらいの。Ndagi（丈）＋nｕ（の)。subanihaNiriNdaginuacibaduitak'uri;側

に足を入れられるほどの足場を作りなさい。

Ｎｄａｉ ンダイ ［名］３

家畜小屋の柵。竹で編んで、出来ている。

Ｎｄａｉ ンダイ ［名］生

すだれ。

Ｎｄａｉ ンダイ ［名］Ｔ

左。

Ｎｄａｉ ンダイ ［名］こ２２

いさり（漁)。

Ndamatiンダマティ ［名］生

糸を巻く物。四角あるいは六角。

Ｎｄａｍｉ ングミ ［名］Ｔ

（動）カタツムリ。

Ndamidagu ンダミダグ ［名］Ｔ

（動）ナメクジ。

NdamikaNna ンダミカンナ ［名］Ｔ

（動）山の川にいるカニ。陸地ではほとんど動かない。前の二本が平たくて、後ろの足は小

さい。

ＮｄａｍｕＮンダムン ［動］ｌＤ型NdamjaN２

きざむ。ubuniNdamuN;大根をきざむ。kuNniNdamariruna;こんなにきざまれるか。

ＮｄａｍｕＮンダムン ［動］ｌＤ型NdamjaNT

踏む。nucinuhaNduNdamitaba;主人の足を踏んだので…。（昔27）

Ndanida＊ ンダニダ ［名］Ａ２０

田の名。

NdaraNンダラン ［形］生

可愛い。

Ndataki＊ ンダタキ ［名］植１７３

（植）ホウライチク＜イネ科＞ｏ

Ｎｄａｔｕ＊ ンダトゥ ［名］Ａｌ８

田の名。

Ndatugara ンダトゥガラ ［名］生

（動）シュウジャ（臭蛇)。捕えられるとこう門から悪臭を放つ。

Ｎｄｉンデイ ［名］生

あなた達。おまえ達。
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Ｎｄｉンデイ ［助］Ｔ

…しに。動作の目的をあらわす格助詞。動詞の連用形に接続する。timunutuiNdihire;薪を

取りに行け。aNbiNdihiranuna;遊びに行かないか。Ｎが重なる時は、１つＮが脱落する。

Ndiンデイ ［助］Ｔ

…と。引用を表わす格助詞。naikadikuNdi;今、暴風が来るってよ。NmaNkihirariruka

ja:NdiumuiburuNdja:;どこに行こうかと思っているんですよ。

Ndiarasiンディアラシ ［名］こ３

言い争い。言い合い。

Ndihajasiンディハヤシ ［名］続２０

言いふらすこと。subiNkiruN参照。

Ndikuru ［名］ンデイクル７

抜け殻。

Ndimaciriンディマチリ ［名］年182

祭りの名。１２月頃に比川で行う。結婚奨励、家庭円満、子孫繁盛の祈願祭である。

ＮｄｉｍｉＮンディミン ［名］生

泉。

Ndimuraンディムラ ［名］Ｔ

（地）比川。与那国町内の字名。末尾の地図参照。

Ndinuンディヌ ［名］Ｔ

（地）比川にある放牧場。

Ndinu ンディヌ ［連］Ｔ

…ての。…という。Ｎｄｉ（引用の格助詞て）＋ｎｕ（の)。icibagiNdinuciruci;いつまでも（離

れない）という印。（昔186）

Ndinuhama ンディヌハマ ［名］Ｔ

（地）比川村落東方の小さな浜の名。ここは潮が干いた時、砂を少し堀ると湧水が出る。

NdiruNンディルン ［動］２Ａ型NdiraNl

出る。

＊

Nditaburusugu ［名］ンデイタブルスグＡ３７

田の名。

Nditiンデイテイ ［名］３

ひ゜機織りの時横糸を通す物。船の形をしている。

ＮｄｉｔｉＮｍｕ ［名］ンディティンムＴ

一本だけ長く横にたなびいている雲。

NdiuDaNンデイウカ゜ン ［名］２

比川村にある拝所。

Ｎｄｊａ ンデャ ［名］資
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1５

君達の家。お宅。Ｎｄｉ（君達）＋jａ（家）の熟合した形。NdjaNkihiraNna;お宅へ行きませ

んか。

Ndja＊ ンデャ ［助］ｓｌｌ

…よ。軽い強調を表す終助詞。gamaNkitiku:NdiduarutudutiNdja;我慢して来いと言うこ

となのよ。

Ｎｄｕ ンドゥ ［名］Ｔ

溝。

NduNンドゥン ［動］ｌＤ型NdjaN 生

一、

百一）o

NduguNンドゥグン ［動］ｌＢ型NdutjaN３

退く。

Ndugudariンドゥグダリ ［名］４

（植）シチク＜イネ科＞oNbugudagi（ホウライチク）のことか？

NduOi＊ ンドゥキ゜［名］資359

気の毒。かわいそう。Ndugii:hamitidarai；きのどくに、ご飯を食べさせて行かしなさい。

unuagamiNduOinagaNna;その子はかわいそうに、泣かさないで。
＊

Ndunaimunu ンドゥナイムヌ ［名］昔138

かわいそうなもの。

Ndutihaga ンドゥティハガ［名］沖Ｉ

苗の縦幅。

Ngajati＊ ンガヤティ ［名］Ａ２３

田の名。

Ngana ［名］ンガナｌ

（植）ホソバワダン＜キク科＞・葉をすり潰して汁を飲むと、腹痛に利く。俗にニガナと言っ

ているもの。

Nganiンガニ ［名］１３

どもり。どもる人。

NgaruNンガルン ［動］２Ａ型ＮｇａＮＴ

濡れる。

Ngiンギ［名］Ｔ

とげ。

ＮｇｉＮｄａ＊ ンギンダ［名］Ａ４８

田の名。

NgiNdiンギンデイ ［名］沖Ｉ

粘土質の白みがかった土。湿気が強くて一番干ばつに強い。

Ngibaru ンギバル ［名］沖Ｉ
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満田原内の田の名。

Ngidata ンギダタ［名］

（動）ウニ。

Ngimuja： ンギムヤー［名］

毛がたくさん生えている人。

Ngimujadagu ンギムヤダグ［名］

（昆）虫の一種。毛深い虫。

NgiruNンギルン ［動］６Ａ型NgjaN

（穴などに）入れる。はめる。

Ngitagu ンギタグ［名］

（動）テナガダコ。全長６０ｃｍくらいのタコ。背中側のｌ対の腕がとくに長い。

Ngu（１）ング［名］

－升桝。

Ngu（２）ング［辞］

升。穀物などを計るときの単位。ｔ，uNgu;１升。液体の時はbagaciを使う。

Nguciングチ［名］

針の目。Nbuciとも言う。

Ngudimiングディミ ［名］

升に物を詰めること。ぎっしりと満たし詰めること。hagudimi参照。

Nguiングイ［名］

こう丸。ふぐり。

Nguikatiングイカテイ ［名］

おべっか。

Nguja： ングヤー［名］

（動）ヤシガニ。体長が３０cm前後あり、アダンの木の下に巣をつくる。夏'

生

Ｔ

Ｔ

Ｔ

沖Ｔ

生

６

９

昔162

生

続1６

生

（動）ヤシガニ。体長が３０cm前後あり、アダンの木の下に巣をつくる。夏の夜出て来て

アダンの実を食べる。

［名］Ngujabari＊ングヤバリＡ５１

田の名。

［名］Ngujatiングヤテイ沖Ｉ

満田原内の田の名。

［動］６Ｂ型NguruNNguriruNングリルン生

ずれ落ちる。NguruNsai；（ほら、言った通りに）滑くりこけたでしょう。NgurihjuNsai;ず

れ落ちたでしょう。karaOaNguriruN;瓦が剥げておちる(資353)。kigaraNguriutiruN;木か

らずれおちる(資353)。

［動］２Ｂ＊NguruNングルン生

むしりとる。稲を扱に）〈。maiNguruN;稲を扱<(資354)。ｂｕ:NguruN;麻の皮から繊維
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1７

をはぎとる(資354)。duruNguruN;高い所の土を掻き取って低い所に埋める(資354)。

ン力･シヤ［助］NOasijaT

…すると。…するやいなや。接続助詞。huganuc'uNniNDasijakanadikabi;他の大便を見る

と必ず嗅ぎ…。（昔226）

ＮＤｕ ンク｡

三味線の箱になっている部分。

ＮｋａＮンカン

沈める。

ＮｋａＮンカン

満たす。

Nkaciンカチ

昔。

Nkaciduciンカチドゥチ

旧友。

Nkacihanasiンカチハナシ

昔話。

NkacituNンカチトゥン

昔の事。昔話の始めに使う語。

Nkadiンカデイ

（動）ムカデ。

Nkaiンカイ

向い。

Nkaidatu ンカイダトゥ

よく反抗する人。

Nkaisimunu ンカイシムヌ

[名］ 生

[動］３Ａ型NkasjaN（１） 生

[動］３A型 生

[名］ Ｔ

[名］ こ２２

[名］ Ｔ

[慣］ 昔185

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ ５

霊を迎える吸い物。豚肉ｗａ:nuusai、ねぎ（c，iNda)、椎茸などを入れる。

NkaruNンカルン ［動］２Ａ型ＮｋａＮ

向く。向かう。今帰仁ではムカールン。

Nkiンキ ［助］

…に。動作の対象・帰着点等を表わす格助詞。daNkidi:;家に（帰）

１

Ｔ

ｎｕ:ｎｕ…に。動作の対象・帰着点等を表わす格助詞。daNkidi:;家に（帰ろう）、ざl

kutuNkiNt，usatinituNdiranukutudu;何事につけ人より先に出ないことだよ。（昔Ⅲ

Nkiンキ ［助］

…ないで。動詞の否定形に接続する。hisakubaikiranuNki;寒さにも凍えないで…。

Nkida＊ンキダ ［名］

田の名。

Nkidamaja＊ンキダマヤ ［名］

さあ。

(昔13）

昔219

(昔219）

Ａ３３

Ａ３３

Hosei University Repository



1８

田の名。

NkiruN ンキルン ［動］６Ｂ型ＮｋｕＮ

沈む。

ＮｋｕＮ ンクン ［動］１Ａ型NtjaN

満ちる。NtiruNとも言う。

Nkuti ンクティ ［名］

幼児。

Ｎｍａ ンマ ［名］

馬。ｍｉＮｍａ;雌馬。bigiNma;雄馬。

Ｎｍａ ンマ ［名］

どこ。NmaNmaja;どこどこは。（昔45）

Ｎｍａ ンマ ［名］

午（十二支の一つ)。

Ｎｍａ： ンマー ［名］

こしきの管。

NmaNkiruN ンマンキルン ［動］６Ａ型NmaNkjaN

くくる。結ぶ。NmaNkiri；くくりなさい。NmaiNkiruNとも言う。

Nmaabuci ンマアブチ ［名］

低い畦。

NmabagiN ンマバギン ［連語］

どこまでも。Ｎｍａ（どこ）＋bagiN（までも)。

Nmabana(sati）ンマバナ(サティ）［名］

（地）馬鼻崎。

Nmabarasati ンマバラサティ ［名］

（地）岬の名。今の飛行場の裏の、断崖になった辺り。

Nmaburu ンマブル ［名］

（貝）マルクチヒメジ、イトタマガシラ。頭部に青色の斜線をもち、ひげが

生

生

生

３

生

Ｔ

３

１

沖Ｉ

続８

３

Ａ６１

沖Ｔ

尾びれは（貝）マルクチヒメジ、イトタマガシラ。頭部に青色の斜線をもち、ひげが長い。

ややくびれ、上端は赤味がある。

Nmaharasiンマハラシ ［名］

競馬。ツァバムヌンの時に行われる。

NmaiNkiruNンマインキルン ［動］６Ａ型NmaiNkjaN

くくる。結ぶ。NmaiNkiNna;結ぶな。NmaNkiruNとも言う。

Ｎｍａｍｉンマミ ［名］

田の土をならすこと。雨が少ない時、牛、馬等で土をならす。

Nmanaga ンマナガ ［名］

（地）島仲。与那国町内の字名。人桝田のある辺り。末尾の地図参照。

２

こ’1０

１１

Ａ８
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Nmanagahaciンマナガハチ［名］

島仲橋。テインダバナに行く途中にある橋。

Nmanagamaciriンマナガマチリ［名］

島仲祭り。旧島仲部落で行う豊作の祈願祭。ご馳走として、

の日に行われる。（16）

Nmanuca ンマヌツァ ［名］

馬草。

Nmanuda ンマヌダ［名］

馬舎（うまや)。

Nmanuha ンマヌハ ［名］

南の方角。

NmanuhaNンマヌハン ［名］

馬の判。耳を切ってその切り方で持ち主を判別する。

NmanuhaNnuNンマヌハンヌン ［名］

家の南の隅。

Nmanuhahuciンマヌハフチ［名］

南十字星。

Nmanui：ンマヌイー［名］

昼飯。cumadugiとも言う。

Nmanukata ンマヌカタ ［句］

どの辺。どの方向。

NmanumaratagaciNンマヌマラタガチン ［名］

（植）トウモロコシ＜イネ科＞ｏ

Ｎｍａｎｕｔａ ンマヌタ ［名］

まないた。

Ｎｍａｓａ ンマサ［名］

ひずめ。

Ｎｍａｔｉンマテイ ［名］

（貝）ヒザラガイ（火Ⅲ貝)。親指くらいの大きさの楕円形C

Ｎｍｉンミ ［名］

爪。

Ｎｍｉンミ ［名］

糸車の小管を入れる棒。

Ｎｍｉンミ ［名］

どこで。

ＮｍｉＮｋｕ＊ンミンク ［名］

５

年182

陸の幸・海の幸が出される。午

こ８７

こ１０

Ｔ

続3６

Ｔ

生

生

Ｔ

３

Ｔ

２

続187

(火Ⅲ貝)。親指くらいの大きさの楕円形の貝。淡黒褐色で、岩礁上にすむ。

［名］ンミ生

３

生

歴143
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＜古＞小鼓の一種。野底屋の所有する神器。

Ｎｍｉｍｕｎｕ ンミムヌ

履物。

Ｎｍｏ ンモ

＜幼＞牛。

Ｎｍｕ ンム

雲。

ＮｍｕＮンムン

澄む。

ＮｍｕＮンムン

（下駄、靴を）履く。

ＮｍｕＮンムン

編む。NmamjaN;編ませた。

ＮｍｕＮンムン

汲む。

ＮｍｕＮンムン

踏む。Nmitiburja;踏んでいたら。

Ｎｎａ ンナ

綱。

Ｎｎａ ンナ

[名］ Ｔ

[名］ ５

[名］ Ｔ

[動］ｌＤ型 生

[動］１，型NmjaN ３

[動］１，型NmjaN ３

[動］ｌＤ型NmjaN ３

[動］ｌＤ型NmjaN 昔9４

[名］ Ｔ

[副］ Ｓ６０

ただ。NnauNniisihagataba;ただこのようにして測ったら…。（S60）

ＮｎａＮンナン ［動］３Ａ型NnasjaN

死なす。kadaNkuNnasi;蚊を殺せ。

Nnada＊ ンナダ［名］

田の名。

Nnadamiンナダミ ［名］

かたず（固唾)。

Nnaga ンナガ［名］

中。途中。間。

Nnahataratiンナハタラティ ［名］

無駄働き。徒労。

Nnahiンナヒ ［名］

欠けた米。酒の材料や、家畜の餌などにする。

Nnaiンナイ［名］

船酔い。NnaikiranutaN;船酔いしなかった。

Nnakuru＊ ンナクル ［名］

Ｔ

Ａ１３

続5９

Ｔ

こ６６

沖Ｉ

１

歴151
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＜古＞船香炉。

Nnaniンナニ ［名］８

着物。

Nnara ンナラ ［名］続128

（深田）の中で稲を運ぶ小舟。

Nnaratagabiンナラタガビ［名］歴151

祭りの名。旧の大晦日に行われる航海の安全を祈る祭り。

Nnasiンナシ ［名］３

機織りの道具の名。かせぎ。（Ｉ字形で整経する貝)。

NnasuNンナスン ［動］１，型NnasjaN１１

揃える。

Nnatiンナティ ［名］２

綱引き。豊年祭の時に部落対抗で行う。

Nnatotu＊ ンナトトゥ ［名］歴117

（地）ンナトトゥ。浦野共同墓地をそう呼んでいた。平田親雲上之碑が建立してあるところ。

Nnatu ンナトゥ ［名］こ２７

港b

NneNne：ンネーンネー［名］続３０

入船の知らせ。

Ｎｎｉン二 ［名］５

稲。米。

Ｎｎｉン二 ［名］生

船。

Ｎｎｉン二 ［名］Ｔ

ように。itimucinuburuNnibu:rudusisi:ti;動物のいる限り、全部、寄せ集めて来て。（昔223）

amitinua:ruNni;道のあるままに。（昔61）

ＮｎｉＮｎｉｎｕｔ，ｕ ンニンニヌットゥ ［句］続６０

飾り気のない人。

ＮｎｉＮンニン ［名］生

（植）ミカン。九年母。

NniNguimunuンニングイムヌ ［名］民

脱穀管。NniNgurumunuとも言う。二本の竹を紐で結んだもの。その間で、脱穀する。

Nnia9iンニアキ。［名］こ９７

棟上げ。

Nnicagikaba ンニツァギカバ ［名］芸288

横杵。玄米の精白を大量に処理する場合に用いる。
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NnicaOiuciンニツァキ゜ウチ［名］芸288

臼。玄米の精白を大量に処理する場合に用いる。ｃ，aDiuci,c'i:uci,iciuciなどの種類がある。

Nnicira ［名］ンニチラこ１０３

死相。死んだ人の顔。

Nniciruuciンニチルウチ ［名］生

もみを半分ぐらい取るためのつき臼。

Nnicubihatu ンニツビハトゥ ［名］Ｔ

（鳥）河原バト。セキレイ。（続120）

Nnidamiンニダミ ［名］６

死に目にあうほどの大病。

Nniguti＊ ンニグティ ［名］昔203

死に目。死にぎわ。

Nnikatikaba ンニカティカバ ［名］昔286

杵。この杵の打撃面はデイゴの木製で、直径約２０ｃｍ、長さ２５ｃｍほどの大きさである。

katikabaとも言う。

Nnikita ンニキタ ［名］生

屋根組の一番上にある棟（桁)。

Nnimunu ンニムヌ ［名］２

忌み物（動物の死骸など)。寝ている者の胸を押えつけたりする。（T）

Nninu ンニヌ ［連言吾］昔169

…のような。Ｎｎｉ（さま）＋nｕ（の)。kidimunuNninumunu;ゆうれいのような者。

Nninukagu ンニヌカグ ［名］昔141

船員。

Nninukamabugu ンニヌカマブグ ［名］続９２

米のかまぼこ。米粉をねって赤や黄色で綾どりこれを蒸して、かまぼこのように切って御祝

いに使う。

Nninuku ンニヌク ［名］続９２

米の粉を水と砂糖で調合した食べ物。

ＮｎｉｒｕＮンニルン ［動］６Ａ＊ こ７２

似る。Nniduburu;似ている。

NniruNンニルン ［動］６Ｂ型ＮｎｕＮＴ

死ぬ。uduhaiOasijaNniruNdo;これを食べたら死ぬよ。ｈｕ:minuNkiNnituN;餓死する。

Nnitaruciンニタルチ ［句］こ100

命日。死んだ日。maitaruciとも言う（敬語)。

Nnitu ンニトゥ ［名］Ｔ

死人。Nnitunutudutikiti;死人の始末をして…。（昔31）
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Nnitunumikadiンニトゥヌミカデイ ［名］続５３

怨霊（死人の霊)。

Nniurusiンニウルシ ［名］こ４５

進水（船下ろし)。haciurusiとも言う。

NniutusuNンニウトゥスン ［動］１，型NniutusjaN３

見落す。

Ｎｎｕ ンヌ ［名］生

昨日。

Ｎｎｕ： ンヌー ［名］民

ゴー

哀ｏ

ＮｎｕＮンヌン ［名］生

太鼓。

ＮｎｕＮ ンヌン ［名］生

隅。

ＮｎｕＮンヌン ［名］Ｔ

（牛などの）角。

NnuN(1)ンヌン ［動］１，型ＮｎｊａＮＴ

見る。覗く。

ＮｎｕＮ（２）ンヌン ［助］昔128

…してみる。こころみる。uNniisiNni;そうやってみなさい。naimatiNni;今、待ってみて。

ちょっと待てどらん。

NnuNka:iju ンヌンカーイユ ［名］沖Ｔ

（魚）テンジクハギ。ＮｎｕＮ（角）という意味から命名。頭に角状突起を持っている。尾の

根元に２個の骨板突起がある。

Nnubututiンヌブトゥティ ［名］Ｔ

一昨日。

Nnugasa ンヌガサ ［名］Ｔ

みのかさ。Nnukasaとも言う。Nnukasacamjarumamaagamijatu:NNgaranu;蓑笠を着せた

継子は全然漏れずに…。（昔92）

Nnumaci＊ ンヌマチ ［名］Ａ２７

田の名。

NnurutuNンヌルトゥン ［句］こ８４

亡妻。死んだ妻。

ＮｓａａｉｗａｔａＮｓａ ンサアイワタンサ［慣］資

お元気でしたか（敬い言葉)。Ｎｓａ（元気で）＋siwataN（いらっしゃった）＋sａ（ね)。

ＮｓａＮンサン ［形］沖４
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良い。大丈夫。ｍａ:tiNsarMuduaNsuja:；とても良い人でありますネ。arujuNgaraNsaN；

あるからいいよ。Nsarukaja;大丈夫でしょうか。（昔149）

［動］６Ａ型NsimjaNNsimiruNンシミルン１

見せる。

ＮｓｕＮｂｕｓａ ンスンブサ［名］生

味噌の煮付け。

Nsudiru ［名］ンスデイル５

味噌汁。

Ｎｔａ ンタ ［名］生

土。

Ｎｔａ ［辞］ン夕Ｔ

…たち。複数を表す接尾辞。agamitiNta;小さな子供たち。itimusiNta;生き物など。ｔ,uNta；

人達。人々o

NtaNンタン ［連語］１６

…なども。Ｎｔａ（など）＋Ｎ（も)。uciNtaNumaNtaNbutaN;牛とか馬とかいた。

ＮｔａＮｔａ ［副］ンタンタ３

＜擬＞豚を呼ぶ時の言葉。豚に餌をあげる時や、呼ぶ時に言う言葉。鍋をたたきながら言う

と喜んで、寄って来る。

Ntabimunu ンタビムヌ ［名］こ１４

玩具。弄ぶ物。

NtabuNンタブン ［動］ｌＤ型NtabjaNこ10４

弄ぶ。

Ntairiンタイリ ［名］昔277

畑仕事の１つ。土入れ。旧暦の七・八月頃、原野の土と草とを肥料がわりに田に入れる客土

作業。

NtakudiruNンタクデイルン ［動］６Ａ型NtakudjaNT

踏みつける。

Nti-kiruNンティキルン ［動］６Ａ型NtikjaN４

太る。満ちる。harataruN参照。

Ntinatiンティナティ ［名］Ｔ

一昨年。

NtiruNンティルン ［動］６Ａ型ＮｔｕＮＴ

満ちる。ＮｋｕＮとも言う。suNtiaiguN;潮が満ちてくる。

Ntisu ンティス ［名］３

満ち潮。

Ｎｔｕ ントゥ ［助］Ｔ
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…さえ。副助詞。aiguNsuNtunaranuna;歩くのさえ出来ないか。

NtuNントゥン ［助］沖Ｍ

…さえも。副助詞。ｔ'uciNtuNnuguranu;一つも残っていません。tubataNtiNmunuiNtuN

kiranu;会っても話しもしない。

Ntuimunuントゥイムヌ ［名］Ｔ

椅子（座り物)。

NturuNントゥルン ［動］２B＊ 生

座る。

アー ［名］生ａ：

粟。

アー ［感］昔111ａ：

ああ。ａ:isimai;ああ、そうね。

a:bｕアーブ［名］６

穴。anaNpuとも言う。

a:dｉアーディ ［名］沖Ｉ

稲を広げてほすこと。脱穀機のない時は、刈りとった稲を牛馬に乗せて持ち帰った。そして、

稲を地面に広げて乾燥させた。

［名］a:dｉアーデイＳ５８

遠く。ずつと。ａ:didunaNdagigara;遠くドナン岳から…。（S58）

a:ｈａ ［感］アーハＳ６６

なるほど。

a:ijuアーイユ ［名］沖Ｔ

（魚）タイワンダツやオキザヨリなど。体が細く長い。

ama:tｉアーマーテイ ［名］昔９７

ちょっとの間。

アーサ［名］沖Ｉａ:ｓａ

（植）田草の一種。水面を青々と覆う。

ａ:ｔｕｔｕ： アートウートゥー ［感］続６４

神に祈る時の言葉。ｕ:tu:tu:,ｕ:sutuiとも言う。

aＮアン ［名］昔187

網。

aＮアン ［助動］無159

…である。断定の助動詞。否定形はaranuNoumanuhanasiduaDa;そこの話であるが…。

［動］３Ａ型asjaNaNアン２

合わす。tfasjaN;手を合わした。（T）

［動］不lＢａＮアン３
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ある。否定形aranuNは「…ではない」の意味。「ない」はminuNo

aNbuNアンブン ［動］１，型生

遊ぶ。aNbidatana;遊びがてら…。（資）

アンブク［名］aNbukuこ’

泡。

aNbusa アンブサ［名］生

漁法の一種。潮がよくひく所に網をしかけて魚をとる方法。

ａＮｄａ ［名］アンダ３

柚。

ａＮｄａ アンダ ［名］歴１０４

（地）比川の水の霊所。比川の東の出入り口にあって、小川が流れて白砂の浜に注いでいる。

（歴104）

aNdabagu アンダバグ

油箱。

aNdabutaNアンダブタン

柚っこい。aNdabutaruciru;油っこい汁。

aNdacibu アンダチブ

油壺。

aNdagiアンダギ

油で揚げた物。てんぶら・

aNdaijugacu アンダイユガツ

油ののった鰹。

aNdakabica： アンダカビツァー

（魚）サザナミヤッコ。

aNdakaciアンダカチ

油のかす。

aNdaujagu＊ アンダウヤグ

脂肪親類。昔葬儀の時、身内の次に座る親類。

aNdaujakwa＊ アンダウヤクァ

＜古＞遠い親類。脂肪親類。

aNdikaNdiアンディカンディ

あふれるさま。たくさん。

aNdikabiアンディカビ

紙銭。ちり紙に銭の形を押したもの。あの世一

[名］ ３

[形］ 生

[名］ ８

[名］ ５

[名］ ３

[名］ 沖Ｔ

[名］ ３

[名］ 続105

[名］ 歴3５

[名］ １１

[名］ 生

紙銭。ちり紙に銭の形を押したもの。あの世でのお金といい、彼岸・清明・お盆の時に後生

の人に供えて、焼く。

aNdiru アンディル ［名］生
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アダンの毛で作ったびく。

aNdunucima アンドゥヌチマ ［名］昔１６

理想郷（安堵の島)。

aNjo ［名］アンヨ５

＜幼＞歩くこと。

ａＮｋａ アンカ［名］生

く外＞錨。

aNkadiアンカディ ［名］生

病気をもたらす悪い風。悪霊が近くで片足を丘にかけ、他方の足で風を起していると言う。

［動］２Ａ型aNkaNaNkaruNアンカルン３

預かる。

aNki？アンキ［名］７

預け。

［動］６Ａ型aNkjaNaNkiruNアンキルン生

預ける。

［名］aNmaiアンマイ２

（動物などが）じやれること。majunuaNmai;猫がじやれること。

［形］aNmasaNアンマサン，生

気分がすぐれない状態。

［名］aNnaiアンナイ３

家畜の交換。売買。行商。多くは後者の意で使う。

［名］aNsjamiアンシヤミ６

（昆）キンカメムシ。カナブンに似ているが、それより小さい。

aNtadiku＊アンタデイク［名］植172

（植）ダンチク＜イネ科＞。

［名］aNtadumiアンタドゥミ生

村祭り終了の拝礼。甲申の日にハイナグ（地名）で神別れの拝礼をし、チラクンダ（地名）

で主別れの拝礼をする。これで神女は神衣装を解き、マチリは終了する。

abaNアバン ［形］生

塩辛い。

［名］ababaアババ２

おし。唖者。

［名］abamiNアバミンＴ

塩気のある水。

abanaguNアバナグン ［動］１B型生

あおむけになる。abanagi:;あおむけになれ｡相手を打ち負かした場合に勝ち誇って言う言葉。
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（昔32）

abanatiアバナティ ［名］

あおむけ。

abatikabatiアバティカバティ ［名］

狼狽。慌てる事。

abatiruNアバティルン ［動］６Ａ型abatjaN

，慌てる。急ぐ。abatiri;急げ。

abiNdasiアビンダシ ［名］

呼出。

abira アビラ［名］

（動）アヒル。

abiruNアビルン ［動］６Ａ型abjaN

叫ぶ。呼ぶ。

abja アビャ ［名］

（貝）クロチョウガイ。黒真珠を生み出す貝。表面は緑褐色で放射斑をもつ。

abjaNアビャン ［形］

美しい。abjaruminuOa;美しい女性。

abuアブ［名］

たて穴。

abu アブ［名］

祖母。abuNta;おばあさんたち。（無174）

abuciアブチ［名］

畦。

abuciNmiアブチンミ［名］

畦踏み。水田で漏水を防ぐために、畦の内側を牛に踏み固めさせること。

abucidiアブチディ ［名］

田の中に臨時に作る畦。

abuciharaiアブチハライ［名］

畦の草を刈ること。

abucimujasiアブチムヤシ［名］

畦の草を焼くこと。

abuhinusuNguiアブヒヌスングイ［句］

子宮脱（悪口に使われる)。

abuhitiアブヒテイ ［名］

（地）海岸名。ナンタ浜の北の小さな浜。末尾の地図参照。

abuta アブタ［名］

Ｔ

こ１２４

４

続5０

生

生

沖Ｔ

沖４

生

生

沖Ｉ

昔279

沖Ｉ

沖Ｉ

沖Ｉ

続102

Ａ６０

生
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母。

abuta アブタ ［名］

田の一種。地下に穴があいている田。珊瑚石のとなりにある田。

abutagukuru アブタグクル ［名］

親心。

abutaju： アブタユー ［感］

驚いた時に発する語。abutaju:anuuduritiminuN;アー、驚いた。

abutatiアブタティ ［名］

三女以下のおばさん。おばさんが二人の時は、次女のおばさんのこと。

沖Ｉ

1

Ｔ

生

[名］アブタワー

参照。

アツァン

昔3３abutawa：

親I系。ahiwa:;親豚（雌）

[形］ 沖４aCaＮ

厚い。

aCaＮ

暑い。熱い。

aci

網の下端のおもし。

aciba：

足場。

acibai

網の下部。

acidａ

げた（足駄)。

acidanubu

鼻緒。下駄の緒。

acidｕ

熱湯。

acimaruN

集まる。

acimiruN

集める。

ac1na9ul

足音。aciutuとも壱

[形］ 沖４アツァン

[名］アチ 生

[名］アチバー 昔6０

[名］アチバイ １

[名］アチダ 生

[句］アチダヌブ こ７９

[名］アチドゥ こ７１

[動］２A型アチマルン 生

[動］６Ａ型acimjaNアチミルン 生

アチナク･イ [名］ 昔117

足音。aciutuとも言う。

aciraN アチラン

温める。ｉ:acirai;御飯を温めなさい。

ac1saDal アチサカ゜イ

[動］３Ａ型acirasjaN ３

(T）

[名］ Ｔ

Hosei University Repository



3０

後ずさり。驚いて退くこと。

acitaburu＊アチタブル ［名］歴８３

＜古＞田の名。仲宗根玄雅が、ウニトラと戦っている時につまずき倒れたと言い伝えられて

いる所。

aciutuアチィウトゥ ［名］昔２８

足音。acinaOuiとも言う。

アダ［名］ａｄａＴ

あざ。

［動］１Ａ型adaNtjaNadaNkuNアダンクン６

あやす。

adagiruNアダギルン ［動１６Ａ型adagjaN素３８

（薮などを）切りひらく。かたずける。damaadagiruN;山を切り開く。amutiadagiruN;畦

の雑草を刈り払う。haiadagiruN;食べつくす。残らず食べて片づける。

adagisa＊ アダギサ［名］続１１８

清潔。adagjaNとも言う。

adagjaN＊アダギャン ［名］続118

清潔。adagisaとも言う。

［名］adamiアダミＴ

（植）アザミ＜キク科＞o

adanibana＊ アダニバナ［名］Ａ９

（地）阿陀尼花。与那国町内の字名。末尾の地図参照。

adanigu＊ アダニグ［名］黒6５

あばた。kumudaとも言う。

adanu ［名］アダヌ４

（植）アダン＜ソテツ科＞ｏ７、８月頃に花が咲き、台風が、この花を落したら、台風はも

う来ないと言われている。

［名］adanuci：アダヌチー生

アダンの皮の繊維（アダンの気根)。これで、もつこ・かごなどを作る。

adanudamaアダヌダマ ［名］昔208

阿檀山。アダンの生い茂っている山。

adanuhura ［名］アダヌフラ続１１

アダンの枯木。

［名］adanusabaアダヌサバ５

アダンで作ったぞうり。

［名］adiアディ生

えら。
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［名］adiアデイ３

綜棒（機織りの器具の名)。経糸を上下に分けるもの。

adiアディ ［名］続９

味。

adi＊アデイ ［名］昔７０

按司。王様。領主。

［動］６Ａ型adikjaNadi-kiruNアデイキルン５

味見する。

adibaraiアディバライ［名］昔１０

あざ笑い。

［名］adibuniアディブニＴ

えらの骨。

［名］adidasikiアディダシキＴ

（地）按司屋敷。満田原南方の丘の上の大きな平たい岩のこと。もと按司の住んでいた所と

伝えられている。adinudasikiとも言う。

adigara アディガラ

用水場の跡。ダンノ浜の近く。

adiha アディハ

八重歯。

adika＊ アディカ

（植）アデク＜フトモモ科＞o

adima： アディマー

ひき臼台。

aditihusiアデイティフシ

稲を地面に広げてほすこと。

adu アドゥ

かかと。

adubira アドゥビラ

かかとの平たい所。

aga アガ

赤。

aga アガ

＜新＞垢。ふけ。hurucu参照。

aga アガ

只。ａｇａｆｕｉ;只一人。
＊

aga アガ

[名］ 歴7５

[名］ ５

[名］ 植１１１

[名］ １１

[名］ 沖Ｉ

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ 生

[名］ Ｔ

[副］ 昔１５１

[名］ 昔8２
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明り。。a:t'ubuguiniturunuagaNnaritaba;一軒の家に明りが見えたので…。（昔82）
＊

aga アガ ［名］

船底にたまる水。

agaN アガン ［形］

明るい。

agaN アガン ［名］

（植）アカギ＜トウダイグサ科＞・赤檀材をとる木。agaNgiとも言う。

続６

沖４

続８

agaNda＊ アガンダ ［名］

田の名。

agaN9a アガンカ． ［名］

赤児。これより少し成長するとNkutiと言う。

agaNmaburu アガンマブル ［名］

（魚）オジサン。

ａｇａＮｍｕ アガンム ［名］

赤い雲。

agaNtaNbu アガンタンブ ［名］

（地）干瀬にある穴の名。カタバルの近くの海にある。

agaNtaduru アガンタドゥル ［名］

赤土。

agaNtahatagi アガンタハタギ ［名］

赤土の畑（固い畑)。

agaNtai アガンタイ ［形］

赤い。agaNtariとも言う。

agaagidaN アガアギダン ［名］

（昆）赤とんぼ。

agaba＊ アガバ ［名］

皮膚病の一種。首や耳のあたりにできる皮膚病。

agaca アガッァ ［名］

（植）イポクサ＜ツユクサ科＞・茎が赤く、庭のすみやjｊ

Ａ４１

Ｔ

沖Ｔ

生

Ｔ

生

１

沖４

続６

黒6５

生

（植）イポクサ＜ツユクサ科＞･茎が赤く、庭のすみや道端に生えている。

agaciriアガチリ［名］

いもち病の一種。これにかかると、植えて－か月後頃に枯れていく。

agagirasa アガギラサ［名］

（魚）ツユベラの成魚。体やひれに美しい青点をちりばめる。幼魚にはｋｕ］

沖Ｉ

沖ｔ

（魚）ツユベラの成魚。体やひれに美しい青点をちりばめる。幼魚にはkurugirasaという。

agagukaru アガグカル ［名］１１

（鳥）渡り鳥の一種。和名不明。

agaharaNアガハラン ［名］３
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魚の赤ハラミ（卵)。

agahukiアガフキ［名］

はしか。

agaiアガイ［名］

障子。

agaibana アガイバナ［名］

上がる瞬間。tidaNnuagaibana;太陽の上がる瞬間。

agaijuアガイユ ［名］

（魚）イットウダイ科の魚の総称。ギンメヒメダイも含む。体の幅が広く長い。

agairabutaアガイラブタ［名］

（魚）イチモンジブダイ，ナガブダイなど。体の色が赤味を帯びている。

続179

Ｔ

Ｔ

沖Ｔ

沖Ｔ

agaja アガヤ ［名］

二枚貝の総称。

agaki＊ アガキ ［名］

（植）サンゴジュ＜スイカズラ科＞oiributiとも言う。

agamac1 アガマチ ［名］

（魚）ハマダイ。尾びれは深く切れこみ、両端が糸状にのびる。

agamaml アガマミ ［名］

小豆。五月に収穫するので、guNgaciraとも言う。

agamamll： アガマミイー ［名］

あずき御飯。、a:miguhaNma:minui:とも言う。

agamaruuc1 アガマルウチ ［名］

赤牛。

agaml アガミ ［名］

子供。接尾辞t,iが付いたagamitiは４，５歳位の子をさす。

agamiNta アガミンタ ［名］

子供たち。

agamikaNgiアガミカンギ ［名］

子供を背負うこと。

agamikuru アガミクル ［名］

子宮。

agamlnas1 アガミナシ ［名］

出産。

agamisudatiアガミスダテイ ［名］

育児。子育て。

agamisuitu アガミスイトゥ ［名］

生

植１５１

沖Ｔ

５

８

続６

生

Ｔ

続102

２

２

Ｔ

Hosei University Repository



3４

子守りする人。

agamiurusiアガミウルシ［名］こ５４

流産。

［名］agamutiアガムテイ沖Ｔ

（魚）ロクセンフエダイなど。えらぶたに大きな切れこみがある。体は黄色で５．６本の青

色縦じまがはしる

agana アガナ［名］ｉ中Ｔ

（魚）バラフエダイ（フエダイ科)。体は紫褐色をし、食中毒をもたらす。猛毒をもっている。

［動］３Ａ型agarasjaNagaraNアガランＴ

明かるくする。

agarisuniアガリスニ ［名］Ａ６５

与那国島の近海の魚礁の名。祖納の漁場。

［動］２Ａ型agaNagaruNアガルン４

明るくなる。

［動］２Ａ型agaNagaruNアガン３

明かす。

agarucu ［名］アガルツ生

昼間。ｔ，umuti（朝）とdusabi（夕方）の間。

［名］agasatiアガサティＡ７

（地）赤崎。与那国町内の字名。末尾の地図参照。

agasimugata アガシムガタ［名］生

なぞなぞ。

agataNgasa アガタンガサ［名］４

（植）ナンキンハゼ＜タカトウダイ科＞・タビョーカの葉に似ていて、赤い。実から油が出

る。siroagataNgasaとは葉脈の色で区別する。終戦後までタバコの代用にした。

agatiNka＊ アガテインカ［名］黒６５

（小さな）おでき。nibutu参照。

agatubugiアガトゥブギ［名］生

しののめ（東雲）から暁にかけての頃。agatubuguiとも言う。（資25）

agauciアガウチ［名］６

赤牛。agamaruciとも言う。

［名］agauduアガウドゥ６

（魚）ウツボ｡uNnaganuirabuagaudujanataruNdi;海中のイラブ、ウツボになったと…。（昔

４６）

agiNdaアギンダ［名］無８

（地）アギンダ。ウラブ山の南方にある山の名。
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agidaNアギダン ［名］生

（昆）トンボ。

アギダングサ［名］agidaNOusaT

（植）クマツヅラ＜クマツヅラ科＞o

agiruNアギルン ［動］６Ａ型agjaN４

開ける。agiri;開けなさい。

アグ ［名］agu３

あく（灰汁)。灰を水に浸してとったうわ水。色止めに使われる。masu＜塩＞、hairi＜酢＞、

uru＜石灰＞なども色止めに使われる

アグ ［名］agu４

（植）アコウ＜クワ科＞o

aguiアグイ［名］生

あくび。

．＊

ａｇｕｌ アグイ［名］民

網編具の名。網針。

agunuhiアグヌヒ ［名］４

（植）サキシマスオウノキ＜アオギル科＞◎この樹液を目につけると、目が悪くなる。
．＊

agusaD1 アグサキ。［名］黒４５

頬づえ。

agutikiアグティキ［名］Ｔ

（植）モクタチバナ＜ヤブコウジ科＞・「植物方言」１２０頁参照。

aOabara アカ゜バラ ［名］生

東側。

aDabata ［名］アカ・バタＴ

東側。aOabaraに比べ近い所を指す。

aUabatanukaNnuta＊ アカ゜バタヌカンヌタ［名］Ａ１８

田の名。

aUaiアガイ［名］生

東。

aDaiNbuta＊ ［名］アカ゜インブタＡ３３

田の名。

aUaihaNda＊アカ･イハンダ［名］Ａ４２

田の名。

aOaihamatiアカ゜イハマティ ［名］歴３４

（地）柤納村の発祥地。明治の始め頃まで、港であった。現在、田んぼになっている。

アカ･イハナカ｡ ［名］a9aihanaOa＊Ａ２６
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田の名。

aDaikadiアガイカデイ ［名］４

東風。

aOaimiduciアカ･イミドゥチ［名］Ａ６２

（地）新川鼻の山中の小さな川の名。

aOaimiduci＊アカ･イミドゥチ［名］歴145

＜古＞（地）新川の上流にある水の霊所。

.＊

aDalmura アカ゜イムラ ［名］歴１１１

＜古＞（地）古い村落の名。

aOainutuアカ゜イヌトゥ ［名］昔'４１

束の海。

［名］aUaisatiアカ･イサテイこ２

（地）東崎。末尾の地図参照。

aOaitidaNアカ゜イティダン ［名］続８

朝日。上る太陽。

aDamaiアカ゜マイ［名］Ｔ

東村。柤納内の集団の一つ。aUaimuraとも言う。村内の競技などは、この集団間で行った。

aOamata＊ アカ･マタ［名］Ａ３６

田の名。

aDamura ［名］アカ゜ムラこ２

東村。aOamaiともいう。

aDarasihagu アガラシハグ［名］６

むし器(箱型)。

aDarasimutiアカ゜ラシムティ ［名］続６１

餅の一種。餅米に黒砂糖を混ぜて形を作ったのち蒸して作る。aOarasimunuとも言う。

［動］2Ａ型aOaN＊aDaruNアカ゜ルン生

上がる。揚がる。

aDiアキ゜［名］昔206

陸。

［名］aDidaアキ・ダ稲２６６

１美田。苗が若い時に植える。

［動］６Ａ型aOjaNaDiruNアキ゜ルン４

上げる。揚げる。

aOu アク゜［名］生

あぶみ。

aOu ［名］アク。昔4９
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相手・同行する者。（黒60）aDukiraijo;相手してよ。

aOuiアク゜イ［名］植193

（植）シュロ＜ヤシ科＞・クロツグにも言う。（植192）bani参照。

aOuiNna アク･インナ［名］昔４１

縄の一種。クロツグ（ヤシ科の植物）の黒髭で編んだ縄。材質が強く、雨風に耐え、長く朽

ちる事がない。魔よけに使用されることもある

a9unumunu ［名］アク゜ヌムヌ２

胎盤。a9unumunuNduN;胎盤が出た（後産した)。

アハー ［感］aha：１１

納得する時に発する語。

ahariアハリ［名］Ｔ

あわれ。みじめ。苦労。難儀。awariとも言う。aharikiruN;苦労する。anujaaharinudaN

daNkucisaki:｡u;私は、哀れなことばかりで…。（昔81）

aharitigutiアハリティグティ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

ahiwa： アヒワー ［名］続５２

（動）（雌の）親豚。

ahja ［名］アヒャ７

おしゃべり。悪口。

ahjamaruguNアヒャマルグン ［動］１Ｂ型＊素４９

うるさ<長々としゃべる。しつこく繰り返す。arguahjamaruguNna;あまりおしゃべりする

な。（14）

aｉアイ［名］沖Ｔ

（魚）サンゴアイゴ，ゴマアイゴなどの魚。目の上のトゲに猛毒をもつ。

aｉアイ［名］３

藍。

aｉアイ［感］１１

あれ。aikujaNdic'ubaratuNkaiNnja；「あれ、これは｡」と後ろを振り向くと。

aiciruNアイチルン ［動］６Ｂ型aicuN生

散る。落ちる。

aidａアイダ ［名］Ｔ

間。tugakaradugunitinuaidaburi;１０日から１５日までの間（ずっと）居れ。

aidiアイディ ［名］こ１

合図。

aidiアイディ ［名］１５

隙。
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aidubuNga アイドゥブンガ ［句］資

…（で）あるのだが。kumaniuNninuhanasiduaidubuNga;ここに、こんな話があるのだけ

れど…。

aiguNアイグン ［動］１Ｂ型aitjaN５

歩く。来る。通う。aitigurisanumiti;歩きにくい道。aiguNdo,aiguNdqhiNgiriyo;（鬼が）

来るよ，来るよ，逃げろ。gakkuNkiaigamiruN;学校に通わせる。

aijakiruNアイヤキルン ［句］Ｔ

ありはする。でありはする。ujatucinusatajaaijakiru;これは年のせいではある。（資340）

ainaka アイナカ ［名］Ｔ

（時間の）間。tugakaraduDunitinuainakakiwari；１０日から１５日の間に来て下さい。

ainaka＊ アイナカ ［名］Ａ６２

（地）海岸の名。末尾の地図参照。

ainubutu アイヌブトゥ ［名］植２８

（植）リュウキュウタデ＜タデ科＞o

ainuhiアイヌヒ ［名］Ｔ

（植）タビエ＜イネ科＞・田に稲と一緒に生える。

aisatiアイサティ ［名］昔120

挨拶。

aisu アイス ［名］こ１

相性。

aitarasiアイタラシ ［名］Ｔ

競走。aitarasikiruN;競走する。

aitasi： アイタシー ［名］５

アイタシー（遊びの名)。エノコロ草の先の部分をパンパンと手で風を送り、競争する。

aitiarasiアイティァラシ ［句］１２

駆け足。aitarasiとも言う。

aiwaruNアイヮルン ［連語］６

ありなさる。ａｉ（あり）＋waruN（いらっしゃる)。niguraNdijaaiwaranuna;恐いというこ

とはありませんか。（資343）kamisamaduaiwaru;神様でありなさる。（昔98）

aJa アヤ ［名］続１７

（動）アリ（蟻)。

aja(1)アヤ ［名］３

模様。tatiaja;縦縞。

aja（２）アヤ ［名］黒6５

しわ。

ajaNアヤン ［動］３A型生
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はれものの膿を出す。

ajaciti＊アヤチテイ ［名］Ａｌ８

田の名。

［動］６Ａ型ajaUarjaNajaOariruNアヤカ゜リルンこ’

あやかる゜

［動］２Ａ型ajaOaruNアヤカ゜ルン７

あやかる･

ajahabituアヤハビトゥ ［名］Ｔ

（植）ショウベンノキ＜ミツバウツギ科＞・「植物方言集」にはアヤハビタとある。

ajahi：アヤヒー［感］昔１Ｍ

やれやれ。（安心したりして）ホッとした時に発する語。ajahi:Ndisjanaki;ああ、よかった

と喜び…。（昔46）

［感］ajaju：アヤユーＴ

あれまあ。驚いた時に発する語。ajaju:hwicarasiminuN;あれまあ、散らかしてしまった。

ajaju：アヤヨー ［感］昔117

痛い゜ajaju:ajajuNdihiNgihitaba；「痛い、痛い｡」と逃げて行ったので…。
．．＊

ajamac1 アヤマチ［名］Ａ１８

田の名。

ajamiアヤミ［形］続３０

色混じり。ajamiuci;白黒の牛。

［名］ajamihabiruアヤミハビル生

（昆）ヨナグニサン。世界最大の蛾と言われている。

［動］６Ａ型ajamirjaNajamiruNアヤミルン１１

あやめる。競争する。

ajamutina アヤムテイナ［名］沖Ｔ

（魚）ニジハギ。眼から放射状に走る１０本くらいの青帯がある。

ajuアユ ［名］生

歌謡の一種。種まきの行事の時などに、豊作を願って歌う。八重山ではアヨーと言う。

［動］２Ａ型＊ａＮａｊｕＮアユン生

闘う。けんかする。uciaiduburu;牛が闘っている。ａＮ；（目撃していないが、その様子か

らしてきっと）けんかした。aisimaN;戦いおわった。ajuNdiduidiburu;けんかしようとして

いる。

akahudanumai＊アカフダヌマイ［名］芸

火の神。

［名］akaiアカイ１１

扱い。
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akakubi＊アカクビ ［名］植１８

（植）コウトウイヌビワ＜クワ科＞o

akamiruNアカミルン ［動］６Ａ型akamirjaN１l

怒らせる。tijaakkami;父を怒らせるので。（昔75）

akasaNtiアカサンティ ［名］生

（昆）カゲロウ。

akasiro アカシロ ［名］５

五目並べ（子供の遊び)。

akasita＊ アカシタ ［名］植４３

（植）ハスノハギリ＜ハスノハギリ科＞otudaNta参照。

akataNte： アカタンテー［名］５

人助け遊び（子供の遊び)。木に人を縛り、その人を助けるｂ

ａｋｕアク ［名］昔120

悪口。akuhiとも言う。suNtiNdasiakukirutasi;あばき出して悪口をいうと…。（昔73）

akuhi アクヒ ［名］

悪口。

akujukuアクユク ［名］

＜新＞悪欲。akujukuminuN;悪欲がない。無邪気である。

akunuturaOutiアクヌトゥラク･ティ ［名］

悪口。罵ること。

ａｍａＮ アマン ［形］

甘い。

ａｍａＮｂｕ アマンブ ［名］

（動）ヤドカリ。

amaNgi＊ アマンギ ［名］

（植）ギョポク＜フウチョウソウ科＞o

amaNkuricaiアマンクリツアイ［形］特殊

非常に甘い。非常に味が薄い意味にも使う。

amada アマダ ［名］

（植）サトウキビ＜イネ科＞ｏ

ａｍａｄａ アマダ ［名］

魚を焼く網。

amadaiアマダイ ［名］

軒。ひさし。

amaduアマドゥ ［名］

窓。

４

６

Ｔ

生

沖Ｔ

植4４

生

４

続9６

Ｔ

Ｔ
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アマグリ［名］生amagurl

雨が降る直前の薄H音い空。

アマク゜イマチリ［名］無６amaUulmac1rl

雨乞い祭り。

amamaiアママイ［名］昔13O

まみれること。ｃｉ:amamai;血まみれ。duruamamai;泥まみれ。

amamijadagu アマミヤダグ［名］Ｔ

（昆）虫の一種。３cm位の長さで、黒と朱の縞模様のある虫。雨が降ると出てくる。いじ

ると丸くなる。

［動］３Ａ型amarasjaNamaraNアマラン２

余らす。

［動］２Ａ型amaNamaruNアマルン３

余る。

amasuda ［名］アマスダ６

軒下から雨の落ちてくる所。amadaiとも言う。

amasuda アマスダ［名］続２８

犬走り。家の軒下の部分。

ａｍａｔａ ［名］アマダ１１

豊富。

［名］amatiアマテイＴ

少し。ちょっと。amatigakkuNkiititikunutunaranu;暫く学校に行って来ないといけない。

amattiとも言う。naiamatinuhimajaturasiwari;今ちょっとの暇は下さい。（昔56）

［名］aｍｉアミ４

雨。

ａｍｌｇｕｍｕ アミグム ［名］４

雨雲。

アミナグ ［名］生ａｍｌｎａｇｕ

ゆりかご。

ａｍｌｎｕｍＪａ： ［名］アミヌミャー生

虹。

アミヌミャーナバ ［名］aminumja:nabaT

（植）虹きのこ。根元は腕の太さもあり、丸く大きく虹のようにのびて行く。牧場によく生

え、乾燥させて食べる。

［名］amirikasu9aiアミリカスカ゜イこ'１４

＜新＞洋装。uraNdasuUaiとも言う。

［動］６Ａ型amjaN生amiruNアミルン
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浴びる。

amitabuja： アミタブヤー［名］ｌ

網を揚げるもの。

amitiアミティ ［名］生

道。

［名］amitiアミテイ１１

最年長のおばを敬って呼ぶ言葉。ubabuta;最年長のおば。

アミテイバタ［名］amitibataこ９３

道ばた。

amiuriアミウリ［名］生

豊年を感謝する祭り。旧暦六月カネのイヌの日に新米と酒と榊と御馳走をアガイヌユーとい

うピデイリに供える神女がアガマタ（水源の神）と東の港口の神を拝む。どらを鳴らしドゥ

ンタを歌い踊る。

amutiアムテイ ［名］

畔。畔道。

amutinadiアムティナディ ［名］

日当りをよくすること。特に畦にはえている木を切ったりする。

ａｎａＮｐｕ アナンプ［名］

穴。ａ:ｂｕとも言う。

＊

アナガ ［副］anaga

こんなにながく・anaganaruta；こんなにまで。

aniciアーチ ［名］

番所の役職名。

aniciアーチ［名］

荒地。まだ開墾されていない農地。ariciとも言う。

アニナグ［名］anlnagu

あまのじゃく。aninaguNninumunuとも言う。

アニナグムヌイ［名］anlnagumunuｌ

根拠のない話。口先だけの話。aninagumunuijakiNna;根拠のない話はするな。

アヌ ［名］ａｎｕ

私。

apaNgaraiアパンガライ［名］

自棄。やけ<そ。

アラ［名］ａｒａ

（魚）バラハタ。

ara(:)ｇｕ アラト)グ［副］

素

沖Ｉ

昔120

昔３

歴1５

１４

６

続249

生

１１

沖Ｔ

生
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とても。ara:gui:ahiwaduai;とても良い雌豚であって…(昔33)。ara:guhugarasa;大変あり

がとう。

［形］araNアラン生

荒い。

araNbihuiアランビフイ［名］歴127

新)||尻開さく。旧の川尻（波多浜の北端）を埋め立てて、新しい川尻を作った作業。

［名］araNnaniアランナニ５

新しい着物。

アラダ［名］aradaこ４５

新居。

araga アラガ ［名］歴２

東崎の西側に位置する拝所。海の神を祭る。（11）

aragaNbi＊アラガンビ ［名］Ａ２４

田の名。

アラガバナ［名］aragabanaT

（地）新川鼻（岬名)。aragasatiとも言う。

aragadatutagabiアラガダトゥタガビ ［名］歴145

新水の時期に行われる祭事。健康等の祈願を行う。年に一度、旧暦の八月にタバル川の清掃

を行う。

aragakuruアラガクル ［名］ま'２

アラガ香炉。

aragasatiアラガサティ ［名］３

（地）新川崎（岬名)。

aragata アラガタ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

aragatatiアラガタテイ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

aragau9aNアラガウガン ［名］２

新川という拝所。

araibana アライバナ［名］生

供え物の一種。洗い花。もち米を洗って、茶碗に入れ、その上にチリピの葉を数枚のせた供

え物。

araisiアライシ ［名］歴145

（地）アライシ゜東崎の方にある水の霊所。（歴145）屋手久と東崎との中間にある。（歴145）

aramidiアラミディ ［名］昔113

新水。正月の朝に初めて汲む水。
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araniアラー ［名］沖Ｉ

田の最初の耕作。

aranikisiアラニキシ ［名］沖Ｉ

最初に田を耕すこと。

arata＊ アラタ ［名］Ａ１９

田の名。

aratadu＊ アラタドゥ ［名］歴７７

＜古＞（地）浦野御嶽の南側。

［名］ariciアリチこ１

荒れ地。

aricihusiアリチフシ ［名］11

開拓。荒れ地の開墾。野原、荒地等を焼いて開拓する事。ariciukirasiとも言う。

arisiアリシ ［名］Ａ６０

（地）東崎の下方の海岸名。末尾の地図参照。

ａｒｕ アノレ ［連体］昔７３

ある。arubasu;ある時。

aruNアルン ［動］５Ａ型ａｒａＮｌ

洗う。araiburu;洗っている。ｍａａｒａＮ；もう洗った。

arubaNアルバン ［連語］Ｔ

…であっても。aruba（あれば）＋Ｎ（も)。umijanuarubaNminuN;ここには何もありませ

ん。iciarubaNtubataNi:;いつであったかわからないが会ったね。taNarubaNhirutubura

nukaja;誰か行く人はいないか。

arubaja アルバヤ［連語］無164

あったら。aruba（あれば）＋jａ（係助詞)。

arudiアルディ ［名］昔２７

主。ｎｕｃｉとも言う。

arumaNka アルマンカ ［名］昔４３

ありのまま。naibagiNnukutuarumaNkaburuhanasic'ariti;今までのことありのままに全部

話しをして…。（昔43）

ａｓａ アサ［名］生

祖父。

ａｓａ アサ［名］６

（植）アオサ＜アオサ科＞・海藻の一種で、食用にする。

asaNアサン ［形］沖４

浅い。

asada アサダ［名］沖Ｉ
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浅田。

asadusaNアサドゥサン ［名］無１６８

朝夕｡

asagl アサギ［名］こ'０２

萌黄（もえぎ)。

asa91 アサキ｡［名］１１

役所。

＊

asaOuru アサク゜ル ［名］植114

（植）フカノキ＜ウコギ科＞･

［名］asajusaNアサユサン６

朝夕。

asakadaiアサカダイ［名］ま２６

村祭りの初めの拝礼。２５日間の祭りの中で司が行う拝礼の事。この祭りの間は、４つ足の

動物を食べてはいけないとされている。

asatatiアサタティ ［形］特殊生

浅い。

asatiアサティ ［名］生

明後日。

asatimutiアサティムティ ［名］６

鳥餅。

asiアシ ［名］Ｔ

汗。

asibu ［名］アシブＴ

あせも。asiOasaとも言う。

asigasaN＊ アシカガサン ［形］生

（あせもで）かゆい。

as1Dasa アシカ･サ［名］５

あせも。asibuとも言う。

asikaiアシカイ［名］ＮｌＯ８

扱い。danaasikai;悪い扱い。

asikaruN＊ アシカルン ［動］２Ａ型＊asikaN＊ 資337

しかる（叱る)。dakuniNtaNUajabaNtaijaNtaabutaNtaasikataruatiOai;役人達は私達の父達、

母達をしかったらしい。

asikuNアシクン ［動］ｌＡ型asikjaN続２２

いじめる。

atａ アダ ［名］生
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明日。

ata： アター［高Ｉ］昔201

つい･ata:cimudarikiti;つい寝入り。(昔201)ijajaata:ciniumari;父は瞬間気配を感じ…。(昔

121）

［連語］ataNtiNアタンティンＴ

…であったとしても。…でも。ａｔａＮ（あった）＋tiN（でも)。iciataNtiN;いつであっても。

tuciataNtiNtaciataNtiNNsaN;－つでも二つでも良い。

atabita アタビタ［名］Ｔ

（動）カエル。狭義では、大正７．８年頃、沖縄本島から持って来た食用のカエル。今では、

一般のカエルもこのようにいう。

atagaju ［名］アタガユ９

明晩。明日の夜。

ataOaciminumunu アタガチミヌムヌ ［名］続１８

あわてん坊。要領の悪い者。

ataDaiアタガイ［名］生

家の裏側の軒。二番座の入口。（16）

atakaN＊アタカン ［名］歴３０

出棺前の儀式をする女性。出棺直前に、故人の身内の女が着物を頭から被って顔をかくし、

納棺のときに屍を包んだむしろの切端を持って、海浜または村外れの塵芥場へ捨てに行く、

左手にクワズイモの茎を握り、死人の家の囲りを三度廻って、握っているイモの根で、その

家の東北面の戸を三回逆打して、門を出ていく。

atakuiアタクイ［名］生

く古＞菜園。、

atama アタマ ［名］続７８

＜新＞組長。

ataniNdiアタニンディ ［名］続３５

うたた寝。

atanuduru ［名］アタヌドゥル６

明晩。

［動］６Ａ型atarakjaNatara-kiruNアタラキルン３

可愛がる。

ataraginu アタラギヌ ［形］昔202

大切な。尊い。ataraginuabuta;尊い母。

atarasaNアタラサン ［形］生

新しい。

ataribaN＊アタリバン ［句］昔１２０
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…だったんだな。

［動］２Ａ型ataNataruNアタルン４

当るｏ合う。

atatumutiアタトゥムテイ ［名］昔１２５

翌朝。明朝。

atiアテイ ［名］探１９０

四番目の姉。

atiアテイ ［名］昔８２

見当。頼り。iguatiNminuNki;行くあてもなく…。

ati＊ アテイ ［名］資５３

収穫。tinuamutibarai;収穫時の畦の木の枝葉を伐り払うこと。

［動］６Ａ型atikjaN＊ati-kiruNアティキルン３

目ざす。

［名］atiOaiアティカ゜イＴ

さま。様子。伝聞や様態を表す形式名詞。ujajaniNdiduburuatiOai;親は寝ているらしい。

NnujakaditjaruatiOaiduaNsuja;昨日台風が吹いたようだね。ｔ，uNbagaranuNkidubutaru

atiOaiirutasi;全く知らずにいたらしく…。（昔160）

atikura ［名］アテイクラ生

部厚い様子。atikurasumuti;厚い書物。

［名］atinaiアテイナイこ４０

商売。商い。

atinaru アティナル ［名］昔２７

不思議。atinarukutu;不思議な事。

atinuiju アティヌイユ ［名］生

（魚）クロカワ。

［動］６Ａ型atjaNatiruNアティルン１１

当てる。比べる。

attaru アッタル ［形］昔196

大事な。attarudunuujatarumirumirukatirukutujabatidukaNdu;大事な自分の親を目の当

り、捨てるなんて罰が当たる。

アトゥ ［名］ａｔｕＴ

跡。atisabagari;追及されて。跡をつけられ・

アトゥ ［名］ａｔｕｌｌ

（時間を示す）後。

アトゥアブタ ［名］atuabutall

後妻。継母。
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atubiアトゥビ ［名］沖Ｉ

後から植えたもの。

［名］atuci9iアトゥチギ４

後継ぎ。

atuja アトウヤ［名］生

子供が生れた後の婿。atuija（後親)の変化した形。

atunaiアトゥナイ［名］沖Ｉ

後苗。一度に全部の種をまかずに、苗がその時期に合うように分けてまくこと。（田植え期

間は約二ケ月)。

［名］atutuNアトゥトゥンこ２８

後妻。

atuumuiアトウウムイ［名］こ17

,悔悟。後`悔。

アウ［名］生ａｕ

青。

auda アウダ［名］生

（動）カエル。atabita;食用のカエル。

［名］audanuagamitiアウダヌアガミテイ続４８

（動）おたまじゃくし（蛙の子)。

ａｗａｍｕｒａ ［名］アワムラ歴１５２

＜文＞泡盛。与那国ションカネーの一節。

ｂａ （ ［助］Ｔ

強意を表す係助詞。nugusibasabatiaititakaja;どんなに尋ねて来たか。、u:bakibuN9a;何を

しているのか。ｔ，ubairubagikiNsana;人を色分けしてよいか。icibaburukudatakuitiburar‐

irukaja;いつブロック建の家を作って居られるかな。

ｂａ （ ［助］Ｔ

…ぱ。順接を表わす副助詞。uNniitabakuNninaro;こうしたらこうなるだろう。karatitaba

daNkiiritaru;乾いたので、家に入れた。

ｂａ （ ［名］１１

場合。わけ。（N135）

［名］baNバーン昔７４

留守番。見張り。

babja バービャ ［名］沖Ｔ

（魚）イスズミ。テンジクイサギ等の魚。体は楕円形で平たく、青褐色で黄褐色の縦じまを

もつ。テンジクイサギはイスズミに似るが背びれが違う。

bakiバーキ［名］生
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竹製の大きなざる。芋や野菜などを入れて運んだりするもの。米を洗ったりするのにも使う。

bａｒｉバーリ ［名］生

疲れ。体がきつい様。人から命令されたり、誘われたりした時に、断る言葉としてよく使わ

れる。butaiとも言う。

barja バーリャ ［感］９

ご苦労さん。ありがとう。目上の人が目下に使う語。

［助］baN（１）バンＴ

…ても。逆接を表わす接続助詞。ibitatiarubaNturasiwari;少しでもよいから下さい。mis

arubaNujasiwari；まずいですが、お上がりください。kagubaNkaganubaNNsaN;書いても

書かなくてもよい。nuNbaNNsaN;何でもよい。

［助］baN（２）バン沖Ｍ

…でも。逆接を表す接続助詞。nuNdiarubaNNdi;何とでも言え。NmiarubaNaN;どこにで

もあります。ｔｉ:ciarubaNNsaN;一つでも良い。

baNbaniバンパー ［名］生

えらぶた・

baNda パンダ［名］Ａ８

（地）盤田。与那国町内の字名。末尾の地図参照。

baNduganiバンドゥガニ ［名］Ｔ

角尺。香匠金。

baNgaiバンガイ［名］６

＜新＞例外。番外。

［動］６Ａ型baNgiNdjaNbaNgiNdiruNバンギンデイルンこ'２６

湧き出る。

［名］baNgimiNバンギミンこ126

湧き水。batimiNとも言う。

baNguruNバングルン ［動］２Ｂ型baNgwaNbaNgaNT

くすぐる。

baNninuju バンニヌュ ［名］歴133

（地）バンニヌユ（潮原門)。久部良から祖納へ行くところ。（１１）

baNsuru バンスル ［名］生

（植）バンジロウ＜フトモモ科＞・山野に自生し、夏から秋にかけて果実ができる。

baNta パンダ［名］Ｔ

私達（聞き手も含んでいる)。banｕ参照。

baNta パンダ［名］生

脇。

［句］baNtanukadaiバンタヌカダイ６
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脇臭。（わきが)。

baNtanukiバンタヌキ ［句］５

脇毛。

baciruNバチルン ［動］６Ｂ型ｂａｃｕＮＴ

忘れる。naraimunuburubacina?;習ったものを全部忘れたのか。baciNna;忘れるな。

badａ バグ ［名］ 生

（魚）ボラ。

badａ バグ ［名］Ｔ

仕事。業。

badabada バダバダ ［副］こl27

わざわざ。

badarabadara バダラバダラ ［副］ｌｌ

だらだら。うじうじ。sikamabadarabadarakiti;仕事をだらだらして。uNnagaNkibadara

badaraudija;海中にうようよ泳いで…。（昔46）

badaruNバダルン［動］２Ａ型ｂａｄａＮ ｌ

さく。割る。

badinaiバディナイ ［名］ 昔９０

調理。ijubadinaikiti;魚を調理し…。（昔90）

badiruNバディルン ［動］６Ａ型badjaN 素27l

怒る。ふんがいする。NdaUanuNdiMaNtiNanujabadiranuN;あなたがどんなに言っても私

は怒らない。Ndajaunukutusibadiduburuna;あなたはそのことで腹を立てているのか。

bagaN バガン ［形］ 沖４

若い゜bagarumunu;若い者。

bagaN バガン ［動］３Ａ型 生

分かつ。解き明かす。

bagaN バガン ［動］３Ａ型bagasjaN ３

沸かす。

bagaca バガツァ ［名］こ'２５

若草。

bagacaOi＊ バガツァキ。 ［名］ 黒４１

若白髪。

bagaci バガチ ［名］ 昔１５

とつくりの形をした大きな瓶。口が小さく胴体がふくれている瓶。

bagaci バガチ ［辞］ ８

升。液体を測る時の単位。ｔ'ubagaci；（酒などの）ｌ升。穀物などのときは、Nguを使う。

bagacuma バガツマ ［名］ 生
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午前１０時頃。

bagada＊ バガダ ［名］Ａ５５

田の名。

bagadikiバガディキ ［名］昔３

若月。

bagadu バガドゥ ［名］生

（動）キシノウエトカゲ。

bagaUairuNバガカ゜ルン ［動］６Ａ型bagaOairjaN 昔ll3

若返る。

bagaUaruNバガカ゜ルン ［動］２Ａ型bagaDaNこl25

若返る。bagaDairuNとも言う。

bagaiバガイ ［助］沖Ｍ

…だけ。…ばかり。限定を表す副助詞。eNpicubagaiduaru;鉛筆だけがある。uNnaja

nahaNkibagaiduhitaru;沖縄は那覇にだけ行った。haibagadukiruna;食べてばかりいるな。

agamiNtabagaidu;子供達ばかりぞ…。（Nll4）

bagaituruN＊バガイトゥルン ［動］２Ｂ型＊bagaitwaN＊

奪い取る。mutiburuNditibagaituiti;持っている筬を奪い取って…。（昔172）

bagakiバガキ［名］

若木。

bagakiバガキ［名］

若気。bagarukiとも言う。

bagamunu バガムヌ ［名］

若者。

baganaciバガナチ ［名］

初夏。若夏。

baganaiバガナイ［名］

若い苗。浅田に植えると一番良い。

bagarikinaiバガリキナイ［名］

分家。。a:datiとも言う。

bagariruNバガリルン ［動］６Ｂ型bagaruN

別れる。

bagaruNバガルン ［動］２Ａ型bagaN

分かる。

bagasaNバガサン ［形］

おかしい。おもしろい。

bagasirunukadaバガシルヌカダ［句］

昔１７２

こ’２５

９

Ｔ

９

沖Ｉ

１２

生

５

生

続4５
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お産の後の肌の匂い。

bagatiパガテイ ［名］生

新月前後の月。

bagatiバガテイ ［名］Ｔ

新芽。若芽。basuhadibagatiuikaNdibagasiti;芭蕉をはいで表皮と若い部分とをよりわけ

‘て…。（資340）

bagauitu バガウイトゥ ［名］

壮年の人。

bagaurumu バガウルム ［名］

旧暦の２，３月頃。

bagiバギ ［名］

ざる。食べ物の防腐、アリよけの為に天井からつるす。

bagiバギ ［名］

わけｄ理由。mununubagi;物のわけ。

bagiNバギン ［助］

…までも。icibagiNsimaranuN;いつまでも終らない。

bagibuNバギブン ［名］

分け前。

bagiciバギチ ［名］

＜新＞バケツ。

bagihidatiバギヒダティ ［名］

差別。わけへだて。

bagiriバギリ ［名］

区切り。

bagiruNバギルン ［動］６Ａ型bagjaN

分ける。（髪を）とく。

bagu バグ ［名］

協同。bagusikama;協同作業。

baguNバグン ［動］ｌＢ型batjaN＊

湧く。batibutaN;湧いていた。baNgiruNとも言う。

baguja バグヤ ［名］

集団でする手伝い。

baiパイ ［名］

新芽。若葉。種子から出た芽にも、木や竹の切り口から出た芽にも言う。

た。

baiパイ ［辞］

Ｔ

Ｔ

Ｔ

こ’1７

Ｔ

昔6３

Ｔ

こ３３

続8０

１

続7４

１

生

生

baiNduN;芽が出

昔2６
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…倍。tacibai；２倍。

baiNdiバインディ ［名］続119

青春。naibagasaとも言う。

baiNdiバインディ ［名］１１

２０～３０才くらいの青年のこと。

baicaNバイッァン ［動］３Ａ型baicasjaNT

砕く。割る。

baiciruNバイチルン ［動］６*型？ 生

砕ける。

baikaN＊ バイカン ［名］続８０

〈んせい（火であぶったもの)。baikaNkagasiとも言う。kaNdai（日に干したぐんせい）参

照。

baikaNja バイカンヤ ［名］１１

鰹節などを出荷していた業者。

baipuN-kiruNバイプンキルン ［動］６Ａ型baipuNkjaN 生

配る。

baja バヤ ［名］Ｔ

我が家。（私達の家)。

bajaamiバヤアミ ［名］生

菱形の模様に編むこと。

bakarigusa＊ バカリグサ ［名］植139

（植）ブソロイバナ＜シソ科＞o

bakudaNgusa＊ バクダングサ ［名］植137

（植）フトボナガソウ＜クマツヅラ科＞o

bakuju バクユ ［名］３

ばくろう。家畜の仲買人。

baniバー ［名］４

（植）クロツグ＜ヤシ科＞・黒くてよくヘビがつく。繊維が丈夫で、水にも強い。帽子、縄、

タワシに使う。家の壁に使う。

banu バヌ ［名］Ｔ

私達（聞き手を含まない)。baNta参照。

bapaiバパイ ［名］生

間違い。

bara バラ ［名］５

わら。baraNpu；２，３本のわら。

bara バラ ［辞］Ｔ

Hosei University Repository



5４

…の方，…側の意味を表す接尾辞。aUabar

bara＊ バラ

（植）コウシンバラ＜バラ科＞o

baraNバラン

（植）ワラビ＜ウラポシ科＞o

baraNna バランナ

わらひも。

baraNpu バランプ

（２，３本の）わら。

baraNta バランタ

稲こきの際のわら〈ず。

barabutu＊ バラブトゥ

（植）オオイワヒトデ＜ウラポシ科＞o

baraicira バライチラ

笑顔。

baramiruNバラミルン

笑わす。

barasa-kiruNバラサキルン

謝まる。

barasaNバラサン

藁算（わらざん)。わらを結んでする計算。

bariバリ

岩の割れ目。谷。

barimiバリミ

割れ目。岩と岩の間。

barinusiバリヌシ

aUabara;東の方。

[名］ 植5１

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ ８

[名］ 沖Ｉ

[名］ 植８

[名］ こ１１

[動］６Ａ型baramjaN ３

[動］６Ａ型barasakjaN ３

[名］ 続248

[名］ 生

[名］ ３

[名］

稲扱きが終った後のお祝い。

[動］６Ａ型？

沖Ｉ

疲れ直し。晩酌。一日の仕事が終ってくつろぐこと。稲扱きが終った後’

bariruNバリルン ［動］６Ａ型？

疲れる。

bariruNバリルン ［動］６Ｂ型baruN

割れる。

baruN，バルン ［動］２Ａ型ｂａＮ

割る。

baruNバルン ［動］５Ａ型baraN

笑う。baranutaN;笑わなかった。

barumi＊ バルミ ［名］

生

生

３

1

Ａ１９
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田の名。

barumigata＊ バルミガタ ［名］

田の名。

barusaNバルサン ［形］

悪い。

barusarukutu バルサルクトゥ ［句］

悪い事。danakutuとも言う。

basja パシャ ［名］

＜新＞馬車。Nmagurumaとも言う。

basu バス ［名］

（植）芭蕉くバショウ科＞・葉は弁当を包んだりした。

basu バス ［名］

場合。時。uNninubasuni;そんな時に。

basuNnaniバスンナニ ［名］

芭蕉の着物。

basukagiバスカギ ［名］

芭蕉の繊維。

basununaiバスヌナイ ［名］

芭蕉の実。バナナ。

bata バタ ［名］

腹。腹わた゜

bata バタ ［名］

Ａ２０

沖４

民

４

Ｔ

生

生

生

生

生

あんこ。batairjanumuti;あんこを入れてある餅。あん餅。に17）

bata ノマタ ［辞］

…の傍。aDabata;東側。iribata;西側。niNbata;北側。haibata;南側。

bata バタ［名］

綿。

batairjarumutiバタイリャルムティ ［句］

あん餅。aNkumutiとも言う。

bataNパタン ［動］３Ａ型

渡す。

bataNkuta＊ バタンクタ［名］

満腹。

bataNtiバタンティ ［名］

腹いっぱい。

batabuバタブ［名］

Ｔ

こ１０１

続1７

生

黒5４

昔173

Ｔ
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腹の出た人。batakura:とも言う。

bataciバタチ ［名］生

神酒を入れる道具。

batacigaiバタチガイ［名］１５

腹違い。

batadamiバタダミ ［名］１

腹痛。

bataguciバタグチ ［名］１０

へそくり。

bataDurisaNバタク゜リサン ［形］生

腹が痛い。

batairi： ［名]バタイリーｌ

綿入れ。丹前。

bataja ［名］バタヤ沖Ｔ

（動）タイワンガサミ（カニの名)。青紫色の斑紋が著しい。ハサミの腕の内側に３つのト

ゲがある。

bataka(:)rｉバタカ(_）リ ［名］昔２１

空腹。

batakainuutuda バタカイヌウトゥダ［名］続２９

異母兄弟姉妹。腹違いの兄弟姉妹。

bataku バタク ［名］９

いやがらせ。他人にいたずらすること。

batakura： バタクラー ［名］Ｔ

腹の出た人。batabuとも言う。

batakuru バタクル ［名］こ５０

臓器。内臓。daimuguとも言う。

batamuiciruNバタムイチルン ［動］６Ｂ型batamuicuN 生

立腹する。腹が煮えくりかえる。batamuicirutakuNduNdiruN;腹が煮えくりかえるほど怒る。

batana＊ ［名］バタナＡ４１

田の名。

batanamaci＊ バタナマチ ［名］歴106

田の名。

batanuga ［名］バタヌガ１

腹ぐろい人。

batanuhana ［名］バタヌハナこ101

（植）綿花。
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＊
batanumacinunasu バタヌマチヌナス ［名］

田の名。

bataruN バタルン ［動］２Ａ型

渡る。

bati バティ ［名］

罰。batikaNduN;罰があたる。

batibani バティバニ ［名］

胸ぴれ。

batimiNバティミン ［名］

湧き水。baNgimiNとも言う。に126）

ｂｉ ビ ［助］

…だから。原因・理由を表わす接続助詞。hisabidukunuru;寒いから来な（

何をするからか。どうしてか。（昔74）

bi： ビー ［名］

亥（十二支の一つ)。

btNdugi ビーンドゥギ ［名］

田植えの一所作。受持の幅を持って植え進むこと。

bingai ビーアガイ ［名］

田植えが終了すること。ｂｉ:simarubi:simaNとも言う。

binOai ビーァカ゜イ ［名］

乱酔。無意識。

bikai ピーカイ ［名］

植え替え。

ｂｉ:samai ビーサマイ ［名］

酔い醒め。

ｂｉＳｕｂｉ ビースビ ［名］

田植えが終了したこと。

ｂｉ:tariruN ビータリルン ［動］６Ｂ型ｂｉ:taruN

酔っぱらう。酔ってグデングデンになる。

ｂｉＮ ピン ［名］

音調。ふしまわし。utanubiNbagaranuN;歌のふしまわしが、わからない。

biNdarai ビンダライ ［名］

洗面器。

biNdiruN ピンディルン ［動］６Ｂ型？

飽きる。biNdiduburu;飽きている。biNdinaranuN;飽きてどうしようも)ｂ

ｂｉＮｇａ ビンガ ［名］

Ａ４１

生

昔１１２

生

１０

T

nu:kibija；寒いから来ないのだ。

Ｔ

沖Ｉ

沖Ｉ

こ１１７

１０

こ１１３

沖Ｉ

昔126

続１４

生

Ｔ

biNdinaranuN;飽きてどうしようもない。

［名］ Ｔ
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男。

biNgacanumidu ピンガツァヌミドゥ ［名］続７５

生娘。男をしらない女。

biNgaagami ［名］ビンガアガミＴ

男の子。

biNgakinai ビンガキナイ［名］続５４

男世帯・minuDakinai;女世帯・

biNgaminuOa ビンガミヌカ｡［名］こ４３

男勝りの女（おとこおんな)。

biNgani ビンガニ ［名］生

指輪。

biNganuuja ビンガヌウヤ［句］Ｔ

父親。

biNgudati＊ ビングダテイ ［名］Ａ４１

田の名。

biNkjo： ビンキョウ ［名］昔６７

＜新＞勉強。

biNta ビンタ ［名］生

びんた。こめかみ。頬・こめかみなど、人によって多少位置が異なる。biNtautuNdu;頬を

たたくよ。

bidagiruN ビダギルン ［動］６Ａ型bidagjaN 生

強<たたく。なぐる。

bidarirutakai ビダリルタッカイ［名］７

酷使（疲れる程使う)。

bidiri ［名］ビディリＴ

霊石。庭の東側に設けられており、毎月１日、１５日に花を飾る。

bidisi ［名］ビディシ９

敷石。

bigi(1)ビギ ［名］生

雄。bigiuci;雄の牛。

［名］bigi(2)ビギＴ

男の兄弟。女からいう言葉。

bigiNna ［名］ビギンナ２

男綱。綱引きの時の一方の綱、ｍｉ:Nnaに対する。

bigihucibinumutu＊ ビギフチピヌムトゥ ［名］植０６

（植）タマシダ＜シノブ科＞。
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biginubuja＊ ビギヌブヤ ［名］植６０

（植）ハマセンナ＜マメ科＞・「男の眠り草」の意。

bigisuginujuda ビギスギヌユダ［名］４

（植）モンパノキ＜ムラサキ科＞゜この木で水中メガネを作ったり、イカ釣りの道具を作っ

たりする。

＊

bigisuruna ビギスルナ ［名］植167

（植）タイワンハチジョウナ＜キク科＞・「雄のbigina（ハルノノゲシ)」の意。

bigituruna＊ ビギトゥルナ ［名］植145

（植）オオバコ＜オオバコ科＞otumutugusaとも言う。

biOu ［名］ビク゜Ｔ

（植）ピンゴイ＜イグサ科＞ｏｄｉ（イ）よりも細くて、まん九い゜

bi9ui ビゲイ［名］生

（植）クワズイモ＜イモ科＞・この汁が肌につくとかゆい。昔、この葉でセミ取り器を作っ

た。

biOuigusa ［名］ビク･イグサ沖Ｉ

（植）田草の一種。

bihuna＊ ビフナ ［名］歴２４

＜文＞男児。

bikaruN ビカルン ［動］２Ａ型bikaN３

ひつつく。なつく。ｃ，i:Dabikai;血が付いて・今帰仁ではpiccika:ruNと言う。

biki ビキ［助動］Ｔ

べき。…しなければならない。「べし」の連用形に対応するbikiの形しか見あたらない。

katibikiaranuN;書くべきではない。

bikiruN ［動］６Ａ型bikjaNビキルン３

ひつつける。bikiri；ひつつけなさい。

bikitabika＊ ビキタビカ［名］植149

（植）ポチョウジ＜アカネ科＞･

ビヌハカディ ［名］binuhakadi４

北西の風。

biragiruN ビラギルン ［動］６Ａ型biragjaN生

開ける。広げる。

birai ビライ［名］９

付き合い。hiraiとも言う。

biramati ［名］ピラマティ１０

恋人（男)。

birati＊ ビラティ ［名］植205
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（植）シナカンゾウ＜ユリ科＞o

biri（１）ビリ ［名］Ｔ

破れた布。

biri（２）ビリ ［名］Ｔ

（薄い）膜。hugabiri;外膜。utibiri;内膜。

birikagu ビリカグ ［名］生

ぼろぎれ。単にｋａｇｕとも言う。

biriruN＊ ビリルン ［動］資284

（布地などが）よれよれになる。（糸などが）もつれる。NnaninubiriOabiriruN;着物のお

尻がよれよれになる。ituOabiritihaikurarinuN;糸がもつれてほどけない。

biruN ビルン ［動］６Ａ型ｂｊａＮ４

植える。biwataN;植えられた。

biruN ピルン ［動］６Ａ型？ １

酔う。ｂｉ:suri1酔い過ぎ。

bisuru ビスル ［名］３

酔っぱらい。ｂｉｔｕとも言う。

bita ビタ ［名］３

腰板。機織り機の椅子。

bitagati ビタガティ ［名］１１

お互い。agamijabitagatisiubut，utagat'ukimiwai;子供は互いに大きな人、高い人に育てな

さって…。（資357）

ｂｉｔｕ ビトゥ ［名］Ｔ

酔っ払い。bisuruとも言う。

bjati ビャティ ［名］生

すぐ上の兄。女の言葉。

bjuda ピューダ ［名］生

病弱の人。bju:daNtu;長い間病気にかかっている人。

bjudanai＊ ビューダナイ ［名］黒６６

半身不随。

bjumi ビューニ ［名］沖Ｉ

田ならしをして平にすること。

bjuniki ビューニキ ［名］沖Ｉ

耕作用農具。田をならして平坦にするもの。角材でできている。bju:nikuba,bjumitagi参照。

bjunikuba ビューニクバ ［名］沖Ｉ

耕作用農具。田をならして平坦にするもの。〈ぱの幹で作った。bjumiki,bju:nitagi参照。

bjumitagi ピューニタギ ［名］沖Ｉ

Hosei University Repository



6１

耕作用農具。田をならして平坦にする竹。竹を二十本ないし三十本ほど束ねて作ったもの。

bju:niki,bjunikuba参照。

bjuNOaN ビュンカ゜ン ［形］

かゆい。bjuOaNとも言う。

bjuOaN ビュカ･ン ［形］生

かゆい。毒虫に刺されたり、クワズイモの汁が付いたりした時の痛いようなかゆさ。

bjuNOaNとも言う。

bjukati ビュカティ ［名］１１

甥。自分より年下の甥。（続265）

ｂｕ： ブー ［名］３

（植）マオあるいはカラムシ＜イラクサ科＞obuduumibutaba;麻糸を紡いでいたので…。

（昔129）

ｂｕ： ブー ［名］３

棒。

bubu： ブーブー ［名］３

民間治療法の一つ。高血圧によいと言われている。背中に傷を入れて、コップに入れた花酒

を燃やし、それを傷口にあてる。すると傷口から血が出て治る。

bukai ブーカイ［名］２

棒踊り。

bumiruN ブーミルン ［動］６Ａ型ｂｕｍｊａＮｌｌ

蓄える。ｂｕｍｉ;蓄え。（昔219）

ｂｕＳｕａｍｉ ブースアミ ［名］沖Ｉ

ぼう種の頃降る雨。この雨が続くと、穂から芽が出てしまい収穫できない。

ｂｕ:ｕｍｉ ブーウミ ［名］９

苧麻をつむぐこと。

buN ブン ［名］１１

盆。marubuN;丸いお盆。ｎａ:buN;四角いお盆。

ｂｕＮ ブン ［名］昔２５

それに相当する分量。agaminubuNbagiNdi;子供の分まで。

buN（１）ブン ［動］不l型生

居る。

［動］不l型buN（２）ブン１４

…している。動作の進行を表す補助動詞。matiburjaNmatiburjaNma:niranuN;待っていて

も待っていてもまだ煮ない。（Ｎ155）

buN＊ ブン ［名］植209

（植）ダイジョ＜ヤマノイモ科＞odamauNtiとも言う。
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buNdiブンディ ［名］

恩義。

buNdiブンディ ［名］

恩礼。

buNdikaisiブンディカイシ ［名］

恩返し。昔受けた恩を返すこと。（10）

buNdiuguiブンデイウグイ［名］

恩返し。子供の祝い事に招待されたお返しに、自分の子供の祝い事に招待すること。

こ１５

７

こ1５

１０

buNgamiruN ブンガミルン ［動］６Ａ型buNgamjaN

折り曲げる。NdaUadukabibuNgamjaNsa:;あなたが紙を折り曲げたんでしょう。

buNkaN（１）ブンカン ［動］３Ａ型buNkasjaN

Ｔ

buNkaN（１）ブンカン

ほうりなげる。buruNdibuNkataba;全

buNkaN（２）ブンカン

…してしまう。buruNdibuNkataba;全

buNnumai＊ ブンヌマイ

男の一物。

buNtitiブンティティ

（年下の）おじ。

buciプチ

２

ほうりなげる。buruNdibuNkataba;全部言ってしまうと。

nＮ（２）ブンカン ［動］

…してしまう。buruNdibuNkataba;全部言ってしまうと。

3Ａ型＊ 昔193

[名］ 昔213

[名］ 生

[名］ Ｔ

節。

[名］プチ こ１０４buci

武士。

budairibudairi

ぶらりぶらり。

budasa

叔父。

budi

無事。

budi

坊主。

ｂｕｄｉ

踊り。buduiとも言う。

budida＊

田の名。

budidabari＊

田の名。

[副］ブダイリブダイリ １

[名］ブダサ 昔123

[名］ブデイ Ｔ

[名］ブディ こ８５

[名］ 昔197ブディ

Nbuci;踊りおきめ。

ブディダ [名］ Ａ４６

[名］ブディダバリ Ａ４６
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buduNcaruN ブドゥンツァルン ［動］２Ａ型buduNcaNT

跳ぶ。跳び下りる。uNnagaNkibuduNcaruNdiduitaba;海中に飛び降りようとしたら…。（昔

119）

buduNgaikuN ブドゥンガイクン ［句］

攻めてくる。buduNgaihiruN;攻めて行く。

budui ブドゥイ ［名］

舞踊。

budui-kiruN ブドゥイキルン ［動］６Ａ型buduikjaN

踊る。buduruNは「跳ぶ」の意。

buduihani＊ ブドゥイハニ ［名］

踊り。ｂｕｄｉとも言う。

buduruN ブドゥルン ［動］２Ｂ型budwaN

跳ぶ。「踊る」はbuduikiruNと言う。buduNti;飛び込む。（bl67）

bugui ブグイ ［辞］

家を数える単位。戸。軒。tiubugui;一戸。

buguriruN ブグリルン ［動］２Ａ型buguritaN

溺れる。

bugutu ブグトゥ ［名］

棒。

bu9imunu ブキ゜ムヌ ［名］

化膿する食べ物。猪（ウムダ）鰹（カツヌイユ）を食べると、傷口が化膿する。

buhaNna ブハンナ ［名］

しめなわ。お産のあった家はこれを門口に立てる。

bui ブイ ［名］

折り。時節。kadimajanubui;風車で遊ぶ時期。

buiNtu ブイントゥ ［名］

恋人。

buicaN ブイツァン ［動］３Ａ型

折る。buruNとも言う。

buiha ブイハ ［名］

おい（甥）や、めい（姪)。

buika ブイカ ［名］

続柄。自分より年上で、両親といとこ関係にある人から自分をさす呼び方。

buikati ブイカティ ［名］

続柄。自分より年下で、両親といとこ関係にある人から自分をさす呼び方。

bukamui ブカムイ ［名］

９

Ｔ

Ｔ

Ｎ１５４

Ｔ

生

こ１４

１６

続6３

生

生

Ｔ

Ｔ

生

１６

１６

歴１５
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賦役係。世話役。

bukumiブクミ ［名］生

麻を糸状にしたもの。

bunabidakiブナビキ［名］歴３３

ブナピ岳（崖葬されたと言われる場所)。人頭税の時代にここで夜なべをしたと言われる。

bunadara ブナダラ ［名］

奥方。按司の妻。

bunahituNbinaga ブナヒトゥンビナガ［名］

（貝）カワニナの一種。単にbunahituとも言う。田などにいる。

bunai ブナイ［名］

姉妹。

bunaika： ブナイカー ［名］

姉妹司。戸主の姉妹が、これになる。

bunaikaN ブナイカン ［名］

姉妹神。兄弟に対して特殊な霊力持ち、兄弟の守り神となる。

bunu ブヌ ［名］

斧。

bura ブラ ［名］

（貝）ホラガイ。

bura ブラ ［名］

声が大きい。声高い。

buri ブリ ［名］

無礼。burikiruei；（お先に）失礼します。

buri ブリ ［名］

群れ。

burinati ブリナティ ［名］

鶏があちこちで鳴くこと。

burirabari＊ ブリラバリ ［名］

田の名。

buriruNフブリルン ［動］６Ｂ型

折れる。

ｂｕｒｕ ブル ［副］

皆。

buruN ブルン ［動］２Ｂ型

折る。buicaNとも言う。

burusa ブルサ ［名］

歴9７

Ｔ

生

２

生

生

沖Ｔ

１０

生

１０

Ｔ

Ａ４６

6Ｂ型buruN 生

Ｔ

2Ｂ型ｂｗａＮ＊ 生

Ｎ１２５
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塊。固まり。kuOaninuburusa;黄金の塊。

busa ブサ ［名］続１０６

じゃんけんの一種。親指、ひとさし指、子指でする遊び。

busaNブサン ［補］busataN 昔９０

…したい。動詞連用形に接続し、希望を表す。haibusaN;食べたい。

busiki ブシキ［名］歴３５

（地）ブシキ。島の中央に当たる平地名。

butａ ［辞］ブタＴ

…の大きな人という意味を表す接尾辞。cirabuta;顔が丸くふとってる人。ｔ'ibuta;口の大き

な人。

butai ブタイ

疲れ。ｂａｒｉよりひどい疲れ。butataiti;疲れ果てて。

butiブテイ

鞭。

ｂｕｔｕ ブトゥ

夫。

butumutiuta ブトゥムティウ夕

嫁入り歌。嫁入りの時に母から娘へ送る歌。

bututi ブトゥティ

ー昨日。

Ｃａシツア

草。

c,a(:)Ｎツツァ(－)ン

臭い。ｃ'a(:)rukidu;臭い傷。

c,a(:)tuiツツァ(_）トゥイ

草取り。

c,a(N)Oiuciツツァ（ン)キ｡ウチ

もみを完全に取るためのつき臼。精米の意か。

c,aＮツツァーン

狭い。

c，a:haraiツツァーハライ

除草（手で草取りをすること)。ｃ，u:t,i:;へらなどを）

１７
１
２
１

賂
叡
賂

！

９

Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ ２

[名］ 生

[名］ 沖Ｉ

[形］ 沖４

[名］ Ｔ

[名］ 生

[形］ 沖４

[名］ ６

除草（手で草取りをすること)。ｃ，u:t,i:;へらなどを用いて草取りをする。

c,amukatanaシツァーヌカタナ［句］

なまくら刀。よく切れない刀。

c，a:ti：ツツアーティー ［名］

除草（へらなどを用いて草を引くこと)。ｃ'a:harai;手で草取りをすること。

こ６９

６
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c'aＮツツァン ［名］

（昆）シラミ。

c,aNdiruツツァンディル ［名］

籠。山糸で編んだ丸い籠・高さ３０センチ程。

c，aNguNツツァングン ［動］ｌＣ型ｃ，aNdjaN

せき止める。ｃ，aUuNとも言う。

c，aNDiツツァンキ。［名］

白髪。

c,aＮｔａツツァンタ ［名］

稲穂が水にひたり腐ること。

c，aNtaiNtuiツツァンタイントゥイ［句］

腰を抜かす。

c，abamunuNツッァバムヌン ［名］

雑草がはえないように祈る行事。旧暦の三月中旬に行う。

c，abiツッァビ ［名］

くさび。

c，adaNツッァダン ［名］

（昆）シラミの一種。洋服などにつく。溜り水などで泳ぐと付く。

c，adagiツツァダギ［名］

（植）リュキュウチク＜イネ科＞・俗の草竹。小さくて細い。

c，aOiNniツツァキ･ン二 ［名］

白米。ｃ，aDiarumaiとも言う。

c，aOiruNツツァキ･ルン ［動］６Ａ型ｃ,aDjaN

（米を）しらげる゜精米する。ｃ,aDirumai;精米した米。白米。に79)ｍｉ:］

出し、精米して。（昔73）

c,aDiuciツツアキ・ウチ［名］

精米用臼。

c，aDuNツツァク･ン ［動］lc型

塞ぐ。ｃ，aNguNとも言う。

c，aｉツツァイ［名］

白蟻。

c，aiNsiruツツァインシル ［名］

かずらの皮で作ったざる。

c，aiciツツァイチ ［名］

砂岩。石垣に利用する。

c，ajaツツァヤ［名］

Ｔ

民

１

Ｔ

沖Ｉ

昔１７６

生

生

続203

生

１

に79)miNnasic，a9iti;実を

Ｔ

生

続112

生

生

７
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潟。遠浅の海で潮が満ちると隠れ、潮が干<と現れる所。ｈｉとも言う。

c,akaiツッァカイ［名］ｌ

草かり。

c，amiruNツツァミルン ［動］６Ａ型c，amjaN５

着せる。

c，amiruNツツァミルン ［動］６Ａ型ｃ，amjaN昔３９

挿す。ｃ，aNburikitidubuciNkic，amiti;知らぬふりをして篭(まげ)に挿して…。

c，anukaNツツァヌカン ［名］歴３３

（地）ツァヌカン。テンダバナの下にある。（11）崖葬の場所であったと言われている。（歴

３３）

c，araninuNツッァラニヌン ［連語］Ｔ

寝入られない。、iNduNdiumutaNtiNc，araninuN;寝ようと思っても寝むれない。araguudur＿

utititmiNc'araninu;大変驚いて一目も寝入られず…。（昔123）

c，ariヅツァリ［感］

どうぞ。目上の人に物をすすめる時の言葉。目下の人には、uriと言う。

Ｔ

c,aribaku＊ ツツァリバク

（植）クサギ＜クマツヅラ科＞・

c，ariruN ツツァリルン

申し上げる。「言う」の謙譲語。

c，ariruN ツツァリルン

知らせる。

c，ariruN ツッァリルン

腐る。

c，asidusi ツツァシドゥシ

炊き込み御飯。

ｃ，atａ＊ ツッァタ

満田原内の田の名。

c，ｉ ツチ

タコの吸盤。

c'ｉ ツチ

田の乾き上がること。

c，ｉ ツチ

巣。

c，ｉ ツチ

固形の物を数える助数詞。ｔ，uci；１つ。ｔ，aci；２つ。

c，ｉ ツチ

[名］ 植１３７

[動］６A型 生

[動］６Ａ型c，arjaN １６

[動］６Ｂ型ｃ'aruN 生

[名］ ５

[名］ 沖Ｉ

[名］ 生

[名］ 沖Ｉ

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ 続146
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6８

釣針。

c，i：ツチー ［名］生

日。cMutaNdudatiburu;毎日炭を焼いている。（昔108）

c'i：，ツチー ［名］生

樹液。basunucY:;芭蕉の汁。

c,i：ツチー ［名］３

潮が引くこと。

［名］c，i：ツチー■生

樋。離れた所から、水をひくもの。

c，i：ツチー ［名］１

火。火事(続61)。

c'i：ツチー［名］生

わらじ。ワラで作る。アダン葉製、ゴム製のものはｓａｂａという。海に行く時によく履いた。

c'i：ツチー［名］Ｔ

乳。

c，i：ツチー［名］Ｔ

血。

c，i：ツチー［名］８

気性。ｃ,i:ataranuN;馬が合わない。

c，i:dｕツチードゥ ［名］昔108

毎日。日々・hadimaigarac'i:dunigurarutakjakuhai;毎日恐ろしい程客が入り…。（昔179）

c，i:mai」ツチーマイ［副］昔155

たくさん。maSikuよりも量が多い。

c,i:nasiツチーナシ［名］８

吉日（大みそかの日など)。

c，imutiN＊ ツチーヌティン ［句］昔201

火種。taNdic,inutiNbagihiri;お願いです。火種を分けて下さい。（昔201）

c,i:taDiツチータキ。［名］１

着丈｡

［名］c，i:tｉツチーテイ沖Ｉ

満田原内の田の名。

c，i:timunuシチーティームヌ ［名］民

火吹き竹。

［名］c，i:tｕｍｉツチートゥミ５

止血。

［名］c'i:uciツチーウチ沖Ｉ
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6９

ひき臼。木製で、籾殻をとる道具。

c，ｉＮ ツチン [名］ ４

ｏ

里
睾

c，iＮシチン ［名］昔219

粒。NninuciN;米の粒。ａ:nuciN;粟の粒。

［名］c，iＮシチンＮ１２２

てつぺん。ｄａｎｕｃ，iN;家の上。（Nl22）

［名］c,iNbikaciツチンビカチ３

せんくい。siNbikaciとも言う。

［名］c，iNbuniツチンブニ８

遺骨。

c,iNdaツチンダ［名］生

（植）ネギ＜ネギ科＞・正確にはワケギ。（植202）

c，iNdaNkiツチンダンキ［名］生

（植）センダン＜センダン科＞・この葉は毒で、ウジ虫退治になり、少量を煎じて飲むと下

剤となる。セミがよく止まり、ダンスやショウギなどを作る。（４）

［名］c，iNdaOaniツチンダカ゜二こ８０

針金。

［名］c'iNdaiツチンダイこ４０

次第。順序。

［名］c，iNdukunitiツチンドゥクニテイ２

四九日忌。

［名］c，iNgaciツチンガチＴ

四月。

c'iNgiruNツチンギルン ［動］６Ａ型＊昔l96

死ぬ。老衰。ａＤａｃ，iNgiribu:ranuNkinarubaN;自分が死んでいなくなっても…。

［名］c，iNguciツチングチＴ

洗骨。

［名］c，iNDinubaiツチンキ･ヌバイ１１

椎の木のひこばえ。昔は松がなかったので正月の門松に使った。（続186）

［動］６Ａ型ｃ，iNmudjaNc，iNmudiruNシチンムディルンＴ

つれる。mudiruN参照。

c，iNmuiツチンムイ［名］Ｔ

積み盛り。御馳走を立てて皿に盛り上げた物。

［名］c，iNnajaツチンナヤｌ

（植）ツルグミ＜グミ科＞・ミミズと一緒に、せんじて飲むと熱さましとなると言われてい
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7０

る。

c,iNpuruツチンプル ［名］

頂上。。a:nMiNpuru;屋根の頂上。

c'iNsaツチンサ［名］

非情。その人の自分に対する態度が非情であること。ｃ,iNsakiruN;気を悪く可

c，iNsaNツチンサン ［形］

憎い。

c，iNtaツチンタ［名］

鍋のふた。カヤとトウヅルモドキのつるとで作った山型状のもの。

c，iNtaiツチンタイ［名］

火遊び。

c，iNtatiツチンタティ ［名］

（鳥）ヒバリ。

c，iＮｔｉツチンティ ［名］

（植）キビ＜イネ科＞・

c，iＮｔｕツチントゥ ［名］

火縄。４０センチから５０センチで、ガジュマルを枯らして藁で包んだもの。

c'ibaNツチバン ［名］

＜古＞小皿。ｃ，ibadaraとも言う。

c，ibadaraツチバダラ ［名］

＜古＞小皿。今はkudaraという。ｃ,ibaNとも言う。

c，ibaguツチバグ ［名］

火箱。マッチのこと。ｃ，ikidagLdaNsikiとも言う。

c，ibaiツチバイ［名］

切り口。ｃ，ibaihikarigarajadjadidu;切口に突れたら大変だよ。

c，ibariツチバリ ［名］

地割れ。干ばつなどで地面が割れること。

c'ibatiツチバティ ［名］

Ｔ

[名］素

c'iNsakiruN;気を悪くする。（11）

生

生

こ８０

生

３

民6５

生

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

生

（植）ヒハツモドキ＜コショウ科＞・葉はテンプラにしたり、みそ汁に入れたりすると、香

りが良くおいしい。実はかげぼしにして酒に入れると、薬（腹痛に効く）となる。石垣島

では、実をコショウの代用にする。

c，ibu ツチブ ［名］Ｔ

壷。酒漬とか塩漬とかをする。

c，ibuツチブ ［名］Ｔ

渋。ｃ,jaN参照。

c，ｉｂｕ ツチブ ［名］Ｔ
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坪（広さの単位)。

c，ibu＊ツチブ ［名］

急所。

c，ibuNkuツチブンク ［名］

ばち。太鼓を打つ棒。

c'ibuiツチブイ［名］

（植）トウガン＜ウリ科＞o

cIbuikiツチブイキ［名］

（動物の）発情。

c,iburariツチブラリ ［名］

赤痢。

c，iburimaツチブリマ ［名］

汽船。ｃ'ihurimaとも言う。

c，iburuツチブル ［名］

千巻。機織り機の一部。織られた織物を巻き取るための木製の円棒。

c，iccja＊ツチッチャ ［名］

（植）オニタビラコ＜キク科＞odaragusaとも言う。

c'iciツチチ ［名］

すす（煤)。

c，iciツチチ ［名］

＜古＞肉。

c，iciツチチ ［名］

獅子。

c，icimasiツチチマシ ［名］

獅子舞。

c,iciratitiシチチラティティ ［名］

（鳥）メジロ。

c，idamaツチダマ ［名］

火の玉。赤色で、丸い形をして飛ぶ。天火の日に家を建てると、そ（

そして、迷わして自分の家に放火させる。

c,idiツチディ ［名］

山や丘のいただき。

c，idiツチデイ ［名］

次第。訳。

c，idiツチディ ［名］

（魚）ハマダツ。ダツ科。体が細く長い。体の後部に６個から８個（

黒6６

１６

生

１１

続120

こ２２

３

植169

Ｔ

Ｔ

続103

続1０３

生

生

その家族の者にとりつく。

生

生

［名］沖Ｔ

体の後部に６個から８個の黒い斑紋をもつ。
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［名］c，idiツチデイこ６０

堤。

［名］c'idiツチディ１１

料亭。

c，idiNツチデイン ［名］無５６

鼓。

c'idiNkaツチデインカ［名］生

ひじ。

c，idiNku＊ ツチデインク［名］黒６５

青あざ。

［名］c，idi9utiツチデイク゜テイ１６

関節。

c,idiOutinusuni＊ ツチデイク゜テイヌスニ［句］黒6３

くるぶし。単にsuniとも言う。

［動］６Ａ型＊ｃ，idikjaN＊c，idikiruNツチディキルンＴ

続ける。ｃ'idikiranutaN;続けなかった。

［名］c，idikitiツチデイキテイ５

ランプの一種。空缶やインクの空瓶などの真中に穴をあけ、芯を差し石油を入れて火をとも

す。

c'idikituruシチディキトゥル ［名］５

灯心ランプ。turu;灯ろう。

［名］c'idimaciツチデイマチ４

（植）モクマオウ＜モクマオウ科＞・白蟻がおおいので嫌がられる。葉がはずせたり、くっ

つけたりできる。

［動］２Ａ型＊ｃ'idimaN＊c，idimaruNツチディマルンＴ

かたづく。（どこにも行かず）死ぬ。ｃ'idimari;（ここで）死ぬ。

c'idimiruN（１）ツチデイミルン［動］６A型生

かたづける。ｕｎｕｎｉｄａｃ'idimitigarairanuna;この寝床をかたづけてからしないか。

c'idimiruN（２）ツチディミルン［動］６Ａ型＊Ｔ

やっつける。殺す。退治する。ｃ，idimiruNdu;殺すヨ。ｕｎｕｕＮｊａａＤａｃ'idimikatirurja;この鬼

は私が退治し、捨てるので…。（昔116）agamijac，idimikatidu:kirariru;娘を片付け捨てるこ

とができる。（昔174）

［動］６Ａ型ｃ，idinutaOjaNc，idinuta9iruNツチイデイヌタキ･ルンＴ

（腕を通して肩に）ひっさげる。かける。ｉｄｉｒｕｃ，idinuta9itiharuNkiititi;弁当を引っさげて

畑に行って…。（昔129）

［名］c,idiriツチデイリこ４７
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硯。

c，idiributaツチディリブタ［名］１１

結婚‘結納の時の料理。

c，idumicaツチドゥミツァ ［名］ｌ

（植）血止草。和名不明。もんでつけると止血作用がある。

c'igumaiツチグマイ［名］８

恥かしがること。

［動］２Ａ型ｃ,igumaNcYgumaruNツチグマルン８

しびれる。

c'igumaruNツチグマルン ［動］２A型昔６８

縮込まる。はずかしくて、小さくなる事。higuNkaNdicigumaitibu:rjadu;灰をかぶって小

さくなっていると…。

［名］c，igunitiツチグニティ８

四、五日。

,．＊

ｃｌｇｕｗａツチグワ ［名］植５０

（植）モクコクモドキ＜バラ科＞・

c，iUaNシチカ゜ン ［名］生

彼岸。最初の日、わらのたいまつを門の傍で燃やし、先祖を迎える。以後、４日間、仏壇に

位牌の数だけ水を供える。それは、後生の人は水に不自由するからだと言われている。最後

の日には御馳走をそなえる。そして、夜門の傍にバケツ言れた水、酒、火を付けた線香を置

いて送る。

［句］c，i9aNnuiriシチカ゜ンヌイリ２

彼岸の入り。

c，i9ata＊シチカ･タ［名］Ａ５７

田の名。

c，iDiツチキ。［名］Ｔ

より悪いこと。より劣ること。比較して悪い場合に言う。Ｎｄａｋａｃ，iDiNdjaanu;あなたより

悪いんだよ、私は。（S17）

，．．＊

clUlツチキ。［名］植８２

（植）オキナワツゲ＜ツゲ科＞・クルバシャの歯車の材料とした。

c'iUidaguツチキ゜ダグ［名］Ｔ

（昆）毛虫の一種。１２cm位のこげ茶色をして、とげが生えている。年中いるが、特に秋

に多い。

［名］C，i9inukiツチキ・ヌキこ３４

（植）椎の木。

c，iDuツチク｡［名］生
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＜移＞おし。ababa参照。

c,iUuNツチク゜ン ［動］ｌＣ型ｃ,ｉ

継ぐ。

c,iDuNツチク゜ン ［動］lC型ｃ'ｉ

注ぐ。

c，i9uiツチク゜イ［名］

さむけがして震える状態。ｃ,iguidami;さむけがして震える症状（病；

c，ihaツチハ ［名］

牙。

c，ihadimiツチハディミ ［名］

着初め（初めて着る着物)。

c，ihurimaツチフリマ ［名］

蒸気船（火車の意)。ｃ，iburimaとも言う。

c，ijuツチユ ［名］

露。

c，ikaシチカ ［名］

（植）スイカ＜ウリ科＞・

c,ikaragiツチカラギ［名］

綱引きのとき使う貫棒。

c，ikidagiツチキダギ［名］

マッチ。火付け竹の意。ｃ，ibagUdaNsikiとも言う。

c，ikuNツチクン ［名］

うっ血。打撲したとき等にその箇所に血が固まり、紫色になること。

c,iｍａツチマ ［名］

横糸。

c，iｍａツチマ ［名］

島。村落を意味する時もある。

c，iｍａツチマ ［名］

すもう。

c，iｍａＮツチマン ［動］３Ａ型ｃ'ｉ

済ます。

c'imabasuツチマバス ［名］

糸をとるために植える芭蕉。

c，imacarasiツチマツァラシ ［名］

島の厄払い。急`性伝染病の予防手段として、毎年１０月１日にナン‘

（歴50）

lC型ｃ，idjaN １

1C型ｃ，idjaN 生

１

(病気)。

２

８

こ４２

Ｔ

こ４６

２

９

８

生

生

生

3Ａ型ｃ，imasjaN ３

Ｔ

歴5０

日にナンタ浜の出入口で行った。
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０．．＊
c1mac，ツチマチ ［名］Ａ１８

田の名。

c，imaduツチマドゥ ［名］４

島中。

c，imaduciツチマドゥチ ［名］こ６３

同郷の友。島友。

c,imahaNtiツチマハンテイ ［名］５

おはじき陣取り（子供の遊び)。隅の方から石をはじき四角の中に入れる。入れた所が自分

の陣地になる。相手の石に当たると、自分の陣地の半分を相手にあげる。

c，imakanaツチマカナ ［名］l

ちょんまげ。

c，ｉｍａｍａｉ ツチママイ ［名］Ｔ

島内産の米。在来種の米。

c，ｉｍａｍｉ ツチマミ ［名］生

（動）ヤモリ。

c，imamihaツチマミハ ［名］５

虫歯。mucibaとも言う。

c，imanaツチマナ ［名］生

童名。島名。長男、長女には父方の祖父母の名を付ける。次男、次女には母方の祖父母の名

を付け、以下交互に付ける。ただし、入り婿の時は逆になる。

c，imanagadiNnuci＊ ツチマナガデインヌチ ［名］歴l36

新川御嶽の神名。

c1managar，ツチマナガリ ［名］８
１●

島流れ。流刑。ｃ，imanagasiとI()言う。

c1managas，ツチマナガシ ［名］こ'１８
，●

流刑。島流し。ｃ，imanagariとも言う。

c，imanagimitinuciツチマナギミティヌチ ［名］ 歴135

泊御嶽の神名。

c'imaruN ツチマルン ［動］２Ａ型ｃ'imaN３

詰まる。

c，imata ツチマタ ［名］こ５９

辻。

c，imati ツチマティ ［名］２

前夜祭。祭の前日。

c，imatujaツチマトゥヤ ［名］こ117

すもうをとる人。力士。
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c'iｍｉツチミ ［名］

罪。

c，imiNkatjarumunuツチミンカテャルムヌ ［句］

世の中から捨てられた人。最低な人にいう言葉。

c,imiruNツチミルン ［動］６Ａ型ｃ'imjaN

詰める。

c,iｍｕツチム ［名］

肝。心。本来は肝臓の意味であるが、心という意味でも使われる。

c，iｍｕツチム ［名］

炊事場。台所。昔は、炊事場のある西側の庭のことにも言っていたようである。

c,imutjaNツチムテャン ［句］

びっくりした時につかう。

cmu(:)risaNツチム(_）リサン ［名］

気の毒である。かわいそうである。

c，iｍｕＮツチムン ［動］ｌＤ型

積む。

c,iｍｕＮツチムン ［動］ｌＤ型

済む。

c，iｍｕＮツチムン ［動］１，型ｃ,imjaN

（水中に）潜る。潜水する。鹿児島方言の「すむ｣。

c，iｍｕＮツチムン ［動］ｌＤ型cimjaN

摘む。

c'iｍｕＮｄｉツチムンディ ［名］

かんしゃく。怒ること。

c,imuNdiruNシチムンデイルン ［動］６Ａ型ｃ'imuNdirjaN

怒る（肝が出る)。ｃ'imuNditaja;怒りだすと。ｃ'imu;肝。

c，imuabjaNツチムアビャン ［形］

心がきれい。

ｃ，imubagatiツチムバガティ ［名］

満月から新月に至る月。

ｃ，imudariツチムダーリ ［名］

気がゆるむ。気力をなくす事。ｃ'imutariとも言う。

ｃ'imudamiツチムダミ ［名］

心痛。

ｃ'imuduruNツチムドゥルン ［動］４Ａ型＊

心をなだめる。安心する。cmudurutaN;安心した。

１

１１

５

１

生

(12）

１

生

生

Ｔ

こ１０３

こ６１

昔110

昔8５

生

Ｔ

８

生

１
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［形］c，imugumaNツチムグマン生

小心である。

［形］c，imuOurisaNツチムク゜リサン生

気の毒である。かわいそうである。ｃ,imu(:)risaNとも言う。

c，imuOutiツチムク゜テイ ［名］生

みぞおち。胸の内。に97）

cmuhaNkiツチムハンキ［名］続７５

しゃ〈にさわること。嫌いなこと。

［名］c'imuhataratiシチムハタラティ続１０４

炊事の手伝い。下働き。

c，imuhiragiNtaiツチムヒラギンタイ［名］続5４

おったまげた（肝が冷えた）様。

［名］c'imuhuriNgaiシチムフリンガイこl28

わななく。

c,imuiriツチムイリ［名］昔３２

真面目。肝入り。cmuirihatarati;真面目に働いて。

c1mu1r1n，ツチムイリニ ［副］昔４４
，●●●・

ねんごろに。心をこめて。minuOajakabaranuNkic，imuiriniturimuti;女は平常と゛うりねんご

ろにもてなし…。（昔44）

［名］c，imukagaiツチムカガイこ'２７

心残り。わだかまり。

c，imukiabanaguN＊ ツチムキアバナグン ［句］ｃ'imukiruN８

あきれかえる。

［句］c，imunudaツチムヌダＴ

台所の問。

［句］c，imunuminukutuツチムヌミヌクトゥ８

奇蹟。

c,imunusumibanaシチムヌスミバナ［名］続５２

思い初め゜

c，imurisaツチムリサ［名］Ｎ128

かわいそう。ｃ,imugurisaとも言う。

c，imusasaraNツチムササラン ［名］１１

いらいらすること。心配事がある時など。

c,imusur，ヅチムスリ［名］こ１６

晴ればれとした気持ち。爽快。快活。心配事や考え事が、何も無い状態。cmusuri:suri:と

も言う。
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7８

[名］c，imutari ツチムターリ

気が緩み、気力が無くなる事。ｃ，imuda:ｒｉとも＝

c，imutikiツチムティキ

気を静めること。itikukuhanasiumuiNdasitic'ｉｎ

（昔153）

c，imutikiruNシチムティキルン

心を落ち着かせる。気を静める。

cmutugutunaNツチムトゥグトゥナン

心が落ち着く。

c，inaNツチナン

砂。

c，inaNdaツチナンダ

砂地の田。

c，inaNdati＊ ツチナンダティ

田の名。

c，inaNdiツチナンデイ

砂の多い土。芋などを植えるのに良い土。

c，inagakijaツチナガキヤ

追いこみ漁。

c，inakakijaツチナカキヤ

帆柱の先にある帆綱を通す穴。

c，iniツチニ

足のすね。

c'ｉｎｉｋｉ＊ ツチニキ

（植）イタジイ＜ブナ科＞・ｃ'iNgiとも言う。

c，inikuraツチニクラ

こむら。ふくらはぎ。

c，inikurakuri＊ ツチニクラクリ

８

cmuda:ｒｉとも言う。

[名］T

ki;一石話を思いだして、気を静め…。c，imutiki

[動］６Ａ型＊ １１

[句］ １１

[名］ 生

[名］ 沖Ｉ

[名］ Ａ３３

[名］ 生

[名］ １

[名］ １

[名］ Ｔ

[名］ 植1５

[名］ Ｔ

[名］ 黒6３

こむら返り。ふくらはぎの筋肉が急にけいれんを起こすこと。

c，ininumidatiシチニヌミダティ ［名］

向うずれ。

c，iniumariruNシチニウマリルン ［動］６

気に思われる。気配を感じる。

c'inuhanaツチヌハナ［句］

火花。炎。

c，inukaNツチヌカン ［名］

こ９６

6Ａ型ｃ，iniumarirjaN 昔121

こ８６

生
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7９

火の神。かまどのほとりに置いてある３つの石が神体で、

c'inukadiツチヌカディ ［句］

日ごと。日頃。

clnunaOu，ツチヌナク゜イ［句］
，●

海鳴I)。hinunaOui,hicinunaDui＊とも言う。（続36）

c，inutiツチヌティ ［名］

火口。燃え口。火種。NdaiNtu;火種。

c，iraツチラ［名］

顔。

c，iraツチラ［名］

三味線歌のデイバをはさんでいる部分。

c，ｉｒａｃ,ｕｒｕｔ，ｕツチラッツルットゥ ［句］

面識のある人。顔を知っている人。ｃ，urutuとも言う。

c，irabiruNツチラピルン ［動］

調べる。

c，iraduNgurasiツチラドゥングラシ ［名］

面汚し。

c'irakataciツチラカタチ［名］

人相。

c,irakuNdaツチラクンダ ［名］

家と食物に関する願いをする。

Ｓ２７

９

Ｔ

生

生

こ’０１

6Ａ型ｃ，irabjaN Ｎｌ２２

こ６１

８

歴141

（地）チラクンダ。与那国小学校の近く。アンタドゥミの祭りを行う場所。

c，iranutaraitiツチラヌタライティ ［句］

えくぼ。

c，iriシチリ ［名］

いもち病。ｃ，irikagai;いもち病にかかる事。

c1iriシチリ ［名］

霧。

c，iriシチリ ［名］

きせる（煙管)。

c，iriシチリ ［名］

釣瓶。

c，iribaツチリバ ［名］

＜新＞塵捨て場。

c,iribiツチリビ ［名］

（植）マサキ＜ニシキギ科＞ocoirubiとも言うか。（植）仏壇に供える。

続3９

沖Ｉ

Ｔ

Ｔ

Ｔ

Ｎｌｌ５

Ｔ
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clrlgurumaツチリグルマ ［名］Ｔ
Ｏ●①

釣瓶を上下させる車。

ツチリカ゜二 ［名］９
，●●●

c1rlOanl

（ランプなどを掛ける）吊り金。

c'iruツチル ［名］５

汁。

９．＊
ｃｌｒｕ ツチノレ ［名］ 黒６５

筋。血管。ｃ，iruN参照。

c，iruN ツチルン ［名］ 生

血管。

c，iruN ツチルン ［名］生

蔓。

c，iruN ツチルン ［動］６Ａ型c'jaN生

擦る。

c，iruN ツチルン ［動］６Ｂ型ｃ，ｕＮＴ

（潮が）引く。千る゜ｓｕ:ｃ，idubuNgaja:;潮が引いているかネー。

c，iruN ツチルン ［動］６Ｂ型c，ｕＮ<稀》 Ｔ

すえる。腐れかける。ｕｎｕｄｕｊａｃ'iduburu;このかゆはすえっている。

c,iruNmaja＊ ツチルンマヤ ［名］Ａ５５

田の名。ｃ，inuNmajaとも言う。（歴105）ナブガ豊見親という人が、その田を見てチヌンマヤ

と叫んだことから、その田の名称となって伝わっている。（歴105）

c，irubi ツチルピ ［名］５

（植）チョウメイグサ。昔はこの花を仏壇に飾った。

c,iruci ツチルチ ［名］ 昔３

印。

ツチルガ ［名］生
ｐＣ

ｃ１ｒｕｇａ

虹の一種。虹に似ているが、それよりも赤色が多く、短いもの。暴風の来る前日の昼、東南

東に出る。

c，irumaN ツチルマン ［名］６

不思議。珍しい。

ツチルマガイ ［名］Ｔ
，●

ｃ１ｒｕｍａｇａｌ

汁碗。

c，irumi ツチルミ ［名］５３

類（たぐい)。tacukui,nitakita参照。

c，irunabi ツチルナビ ［名］Ｔ

汁鍋。
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[名］ツチス こ３６c，isu

＜新＞師匠。

c，isujaツチスヤ

タバコ盆。

c，itakudiruNシチタクデイルン

こする。ねじりつぶす。

c，itatidai ツチタティダイ

（地）のろしを挙げた場所。宇良部岳の東の麓。

c，itｉ＊ ツチティ

田の名。

c，ituN ツチトゥン

（指先で）こする。

c，ituN ツチトゥン

切り倒す。

c,itumiruN ツチトゥミルン

務める。

c，iurusi ツチウルシ

妊娠１．２カ月目に流産すること。

c，ja:Ｎ ツチャーン

渋い゜すっぱい。

c,jociNmaci シチョーチンマチ

（魚）チビキ。体色は朱紅色。

c，juhuruma ツチュフルマ

突棒船。カジキ船。船の先端に人が立ってカジニ

[名］ Ｔ

[動］６Ａ型ｃ，itakudjaN 生

[名］ 歴147

[名］ Ａ２４

[動］４Ａ型ｃ'itusjaN Ｔ

[動］４B型 Ｔ

[動］６Ａ型ｃ，itumjaN ５

[名］ １６

[形］ 生

[名］ 沖Ｔ

[名］

〈ことから命名。

[名］

Ｔ

船の先端に人が立ってカジキを突く

シツー 「 ３Ｃｕ：

糞。

[名］ 生シツーＣｕ：

白。

c，ｕ:itａ

（動）アオノリイカ。

c，u:kabi

シロカビ。白いカビ。

c，ｕｍａｉ

米の品種。穂が白く、

ｃ，ｕ:、ｕ、ｕ

白い布。

ツツーイタ ［名］

４５ｃｍにも達する大型のイカ。上Ｌ

ツツーカビ 「名］

沖Ｔ

ヒレは丸みをおび発達している。

[名］４

[名］ツッーマイ

とげがある。

ツツーヌヌ

１６

[名］ 続112
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c，usataツツーサタ［名］

白砂糖。

c，uＮツツン ［動］ｌＤ型

へ1ｔひる。

c，uＮツツン ［動］ｌＤ型ｃ'jaN

着る。

c，uＮツツン ［動］ｌＤ型？

知る。ｃ，anutan;知らなかった。

c，uＮ（１）ツツン［動］ｌＤ型ｃ，jaN

切る。ｋｉ:ｃ'amiruN;木を切らす。

c，uＮ（２）ツツン［補］ｌＤ型claN

…しきれる。可能の意を表わす。dumicuna;読みきれるか。

c，uNbutiツツンブティ ［名］

（貝）フシダカキイロダカラ。

c，uＮｋｉｍｉツツンキミ ［名］

動物を交尾させること。

ｃ'uＮｍｕツツンム ［名］

白い雲。

c，uNuiNna＊ツッンウインナ［名］

黒つぐ縄。

c，ubaiNtiツッバインティ ［名］

唾液。

ｃ'ubaraツッバラ ［名］

後側。

ｃｕｃａツツツァ ［名］

魔よけの一種。麦わらとか、ススキとかを２．３本重ねて結んだもの。

ｃｕｃａツツツァ ［名］

耕作用農具。土を高い所から低い所に寄せるもの。

ｃｕｃａ ツツツァ ［名］

農具の一種。田の盛土を平にするもの。

c,ucabaiツッッァバイ［名］

白癬（しらくも・みずむし・たむし等の皮膚病)。

ｃ，uｃｕＮツツツン ［動］ｌＤ型ｃ,icjaN＊

すする。ｃ'ｉｒｕｃ，ucuN;汁を吸う。

ｃ,uda:rｉツツダーリ ［形］

白い。

続112

生

生

１

生

Ｔ

沖Ｔ

２

生

歴2４

生

Ｔ

生

沖Ｉ

Ｔ

こ４４

生

沖４
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［名］１１

c'ugakiruNsai;七尋だったら七尋と印をつけ

ｃｕｇａシツガ

反物などにつける印。nanairuatananairul

るさ。（N）

cｎｉツツイ

後。uccu:とも言う。

c，uibatabari＊ ツツイバタバリ

田の名。

c，uiUatata：＊ ツツイガタター

田の名。

c，uihaNツツイハン

後足。

，．．＊

culmac，ツツイマチ

田の名。

c，uimaiツッイマイ

年子。

ｃｈｋａ＊ ツッカ

年貢。

ｃｕｍａツツマ

正午頃。

c，umadugiツッマドゥギ

＜古＞三時頃にとる食事。

c，umakataNtiシツマカタンテイ

昼さがり。

ｃｕｍａｎｉＮｄｉツツマニンディ

昼寝。

c，unaNツツナン

白波。

c，uriツツリ

薬。

c，ｕｒｕｔｕ ツッルトゥ

面識。ｃ，iracurutuとも言う。

catati＊ ツァタテイ

田の名。

da(:)saN ダ(－)サン

ひもじい。。a:sakiranuN；ひもじくない。ｂｌ

ｄａ： グー

Ｎｄｉ

[名］ 生

[名］ Ａｌ６

[名］ Ａｌ８

[名］ ２

[名］ Ａｌ９

[名］ ２

[名］ 歴８

[名］ 生

[名］ 沖Ｉ

[名］ 生

[名］ １

[名］ ３

[名］ ５

[名］ こ１０１

[名］ Ａ５５

[形］ 沖４

batakari参照。

［名］ 生
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８．

．a： グー［名］

家。

｡a:kiruNダーキルン ［動］

家を継ぐ。NdaNkida:kimiruN;お前に家を継がせる。

生

6Ａ型dakjaN Ｔ

[感］dada： ダーダー

牛馬に対する掛け声。。a:dada＊とも言う。（続34）

８

[感］｡a:dada ダーダダ

牛馬を止める時の掛け声。

dadati ダーダティ

分家。bagarikinaiとも言う。

｡a:duDuti ダードゥク･テイ

家の出入口。

dahaN ダーハン

家判（人頭税時代の語)。

dahai ダーハイ

厄介。dakkaiとも言う。

damutu ダームトゥ

本家。

da:ｎａｉ＊ ダーナイ

家鳴り。

daniNdu ダーニンドゥ

家族。

damuciNpuru ダーヌチンプル

屋根の一番高い所。

danudugu ダーヌドゥグ

家財道具。duguhjaguとも言う。

damukita ダーヌキタ

家の桁。

danuna ダーヌナ

姓。姓と名を区別して言う時の語。

da:ridari ダーリダリ

続3４

[名］ 婚

[名］ Ｔ

[名］ 昔３

[名］ ８

[名］ ４

[名］ こ’0８

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[句］ ９

[句］ Ｎｌ４１

[名］ Ｔ

[名］ １２

垂れ下がっているさま。。a:ridarisutaba;垂れて来たので。（昔95）NniNkida:ridarisutaba

dukaNkiututjaru;みかんの木が垂れていたので（支え棒を）置いた。（12）

dasamunu ダーサムヌ ［名］Ｔ

飢えた者。貧乏人。
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datu ダートゥ ［副］昔121

やつと。。a:tusinuihiti;やっとで登って来て…。（昔60）

daNbaru ダンバル ［名］沖Ｔ

（魚）ルリハタ。体は楕円形で平い。青色で背にそって黄帯が走っている。

daNbarukucabi ダンバルクツァビ［名］沖Ｔ

（魚）ニシキベラ。頭に鱗がない。胸ぴれの根元が赤い。

daNda＊ ダンダ ［名］Ａ２６

田の名。

daNdaN グングン ［名］昔８１

段々・数々oabutaOamaisibianujaaharinudaNdaNkucisakidu;お母さんが亡くなられて私

は苦労の数々を苦労して。

daNdaN グングン ［副］昔３

あれこれ。iruirudaNdaN;色々、あれこれ。

daNdaN グングン ［動］３Ａ型daNdasjaN３

破る。こわす。daNburaNとも言う。

daNdaNta ダンダンタ ［名］沖Ｉ

田の一種。幾段にもなっている田。

daNdati＊ ダンダティ ［名］Ａ２６

田の名。

daNdatinuhana＊ ［名］ダンダテイヌハナＡ６１

（地）海岸の名。末尾の地図参照。

daNdimai ダンディマイ［名］沖Ｉ

破れ米。実らない稲。

daNdimunu ダンディムヌ ［名］昔６７

破れた物。sumutinudaNdimunu;本の破れた物。

ｄａＮｄｉｒｕＮ ダンディルン ［動］６Ｂ型daNduN 生

破れる。こわれる。wasikidaNdiruN;天気が悪くなる。kucudaNduN;靴が破れている。

ｄａＮｄｕＮ ダンドゥン ［副］昔１３

なるほど。なるほど、それでの意。

daNgasa ［名］ダンガサこ１１３

洋傘。ｓana参照。

ｄａＮｎｕ＊ ダンヌ ［名］Ａ６１

（地）海岸の名。末尾の地図参照。

daNnuhana＊ ダンヌハナ ［名］Ａ６１

（地）海岸の名。末尾の地図参照。

ｄａＮｎｕｍｉ ダンヌミ ［名］Ｔ
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暗闇。

＊
daNnumura ダンヌムラ ［名］

＜古＞（地）古い村落の名。

daNpacija ダンパチヤ［名］

理容店。

daNsaN ダンサン ［形］

悲しい。

daNsiki ダンシキ［名］

マッチのこと。ｃ，ikidagLc，ibaguとも言う。

dabadati ダバダティ ［名］

柔軟な様。

dabici＊ ダビチ ［名］

（植）オオバギ＜トウダイグサ科＞o

dabira ダビラ ［名］

ペシャンコ。物を平たく押しつぶしたさま。

dabiraNkaN ダビランカン ［動］３Ａ型

平たくする。ペシャンコにする。

dabusa ダブサ ［名］

（薬品名）みようばん。カイセンの薬として使用した。（９）

dabusa ダブサ ［名］

やぶ医者。

dacaN ダツァン ［形］

易しい。dacarumunu;安い物。dacagusiui;安くして売れ。

daci ダチ ［名］

（植）ヤシ＜ヤシ科＞o

daci ダチ ［名］

だし。だし汁。

daciNbana ダチンバナ ［名］

八つ花模様。

dacidaci ダチダチ ［副］

やすやす。dacidacimunarirunai;やすやすと物が言えるか。（昔137）

daciju＊ ダチユ ［名］

（植）ナンゴククサスギカズラ＜ユリ科＞o

dacimi ダチミ ［名］

休み。

dacimunu ダチムヌ ［名］

歴7５

続243

沖４

生

生

植7８

Ｔ

生

こ１１０

８

生

生

Ｔ

３

昔137

植204

Ｔ

こ１０８
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安物。itaujajadacimunuti;ああ、たやすい事だ。

dacinuusai ダチヌウサイ［名］

祝いの大盛御馳走。竹の串に御馳走を７品か９品貫いたもの。

daciui ダチウイ［名］

安売り。daccagusiuiとも言う。

dadigutati＊ ダディグタティ ［名］

田の名。

dadu ダドゥ ［名］

Po

daduja ダドゥヤ ［名］

宿屋。dadujanitumiruN;宿屋に泊める。

daga ダガ ［名］

（動）ジャコウネズミ。当地ではジャコウネズミを「もぐら」と理解している。

dagamasaN ダガマサン ［形］

喧しい。

dagariruN ダガリルン ［動］６Ａ型dagarjaN

抱かれる。

dagaruNgiN ダガルンギン ［名］

士の一種。フカフカした、こわれやすい士。

dagata ダガタ ［名］

脇ばら。

dagata＊ ダガタ ［名］

田の名。

dagati ダガティ ［副］

やがて。、a:dagatikuNdu；もうやがて来るよ。

dagi ダギ［名］

熱。

dagi（１）ダギ［名］

同様。agamidagikanaiburutasi;わが子同様に飼っていた。

dagi（２）ダギ［名］

…しよう。文末にきて、意志・勧誘を表す形式名詞。maduNsikamakiNdagidu

しようね。（13）

dagikiダギキ［名］

通夜。

dagina ダギナ ［名］

（魚）海にいる小さなウナギ。

８

こ１０８

Ａ３７

生

Ｔ

２

１

昔１６８

Ｔ

こ’2６

Ａｌ３

昔4５

黒6６

昔141

Ｔ

sikamakiNdagidu;一緒に仕事

生

生
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[動］２A型daginanaruN ダギナナルン

やせる。

dagja ダギャ

竹。tagi参照。

dagu ダグ

はう虫（幼虫）の総称。虫（成虫）をムチと言う。

生

[名］ ８

[名］ 生

[動］ｌＢ型datjaNdaguN ダグン

焼く。hatagidatjaN;畑を焼いた。dagi;焼け。

daguN ダグン

抱く。

dagubarai ダグバライ

厄ばらい。

dagudu ダグドゥ

約束。約定。

dagudu ダグドゥ

役所。asaniとも言う。

daguniN ダグニン

役人。dakuniNとも言う。

dagusa ダグサ

島内の役人。

dagusamiagami ダグサミアガミ

私生児。

dagusamibiNga： ダグサミビンガー

男やもめ。

dagusamiminuga ダグサミミヌガ

未亡人。

daDa＊ ダカ。

＜古＞地名。所野飛行場の南崖付近。

daOu ダク。

（舟の）かい。

da9u ダク゜

だんご゜

ｄａｈｕ ダフ

お灸をすえる人。

dahuta ダフタ

豚肉を味噌で味付けした物。

１

[動］１Ｂ型datjaN 昔178

[名］ ４

[名］ ４

[名］ 資

[名］ 昔204

[名］ １０

[名］ こ３６

[名］ ２

[名］ ２

[名］ 歴7３

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ 生
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dai ダイ［名］こ５１

代。値段。

daiba ダイバ ［名］生

すりばち。

daibaN ダイバン ［名］３

５ｋｇ位の大きさの鰹。

daibanubutu ダイバヌブトゥ ［名］生

すりこぎ。

daidai ダイダイ［名］１４

ままごと。munuNtaiとも言う。

daidibu ダイデイブ［名］７

大丈夫。daidubuとも言う。

daidubu ダイドゥブ［名］こ５２

大丈夫。daidibuとも言う。

daigu ［名］ダイグＴ

大工。

daiOu ダイク。 ［名］続５５

擢。久部良の方言。

dai9urusi ［名］ダイゲルシＴ

おろし板。芋をくずす道具。板にたくさんの竹釘を植えこみ、歯にした物。芋の澱粉を作る

時に用いる。

daimjo:dagi ダイミョーダギ［名］生

（植）カンザンチク＜イネ科＞。やや太く、天井・垣・ヘチマの棚などを作る。

daimuN＊ダイムン ［名］植183

（植）カンザンチク＜イネ科＞ｏ

ｄａｉｍｕｇｕ ダイムグ［名］こ５０

臓器。内臓。batakuruとも言う。

dainumunu ［名］ダイヌムヌ２

引手物。祝い物。

［名］daisaNダイサンこ３０

＜新＞財産。

daisibi：ダイシビー ［名］沖Ｔ

（魚）キハダ＜サバ科＞ｏ

ｄａｉｔｉ ダイティ ［名］７

棚。小さな台。

ｄａｊａ ダヤ［名］生
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岩の下にあいている大きな穴。洞窟。

dajanukuci＊ ダヤヌクチ

田の名。

dajati＊ ダヤティ

（地）海岸名。末尾の地図参照。

dakaN ダカン

やかん。

dakju ダキュ

（植）ラッキョウ。

dakkai ダッカイ

厄介。dahaiとも言う。

dakoki ダコキ

＜新＞脱穀機。

daku ダク

楽。

dakuniN ダクニン

官吏。役人。dagusa;少し身分が低い役人。

ｄａｍａ ダマ

山。

ｄａｍａ ダマ

邪魔。damakiNna;邪魔するな。

ｄａｍａ ダマ

糸車。

ｄａｍａ ダマ

牛にひかせる鋤。

ｄａｍａ ダマ

ねずみ、鳥等をとるための仕掛け。

ｄａｍａ ダマ

為様（しざま)。sizjamaとも言う。

ｄａｍａ ダマ

[名］ Ａ３０

[名］ Ａ６１

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ こ１０８

[名］ 沖Ｉ

[名］ Ｔ

[名］ こ２０

[名］ 生

[名］ １

[名］ ３

[名］ 生

[名］ こ１５

[名］ ８

[名］ Ｔ

とも言う。

２

（地）八重山。石垣島。八重山諸島の文化・行政・経済の中心地。damaNcima

damaN ダマン ［動］３Ａ型damasjaN

痛ます。haNdamasjaN;足を痛ました。

damaN ダマン ［動］３Ａ型damasjaN

だます。あやす。aUamidamaN;子供をあやす。

damaNgu ダマング ［名］

２

８
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わんぱく。tippa参照。

damaNguhibida ダマングヒピダ［名］

（動）山羊のボス。黒色の山羊で、水納島から移入。

damaNniNダマンニン ［名］

（植）山ミカン＜ミカン科＞o

damaadagiダマアダギ［名］

開墾。山開墾。

［名］
＊

damaadanusuダマアダヌス

（植）ツルアダン＜タコノキ科＞o

damaagiダマアギ［名］

開墾。山開墾。

damaamitiダマアミティ ［名］

山道。

damabiDui＊ダマビク゜イ［名］

（植）シマクワズイモ＜サトイモ科＞o

damabuciダマブチ［名］

山武士。暴れん坊。

damacibuダマチブ ［名］

（動）カナヘビ（金蛇)。山にいて、ヤモリに似ている。

damacirubiダマチルビ ［名］

（動）イモリ。

damacirugi＊ダマチルギ［名］

（植）コクテンギ＜ニシキギ科＞o

damadabari＊ダマダバリ［名］

田の名。

damadati＊ダマダティ ［名］

田の名。

damaduamitiダマドゥアミテイ ［名］

（地）道の名。比川村落の東側の浜から登って行く道。

damahata ダマハタ ［名］

旗の一種。ウガンフトゥテイ（豊年祭）に使われる。

damahirumiダマヒルミ［名］

（動）八重山ヒルミ（カニの一種)。八重山の役人達の卑１

続228

Ｔ

８

植１７０

こ１７

５

植１９４

生

８

生

植8６

Ａ３０

Ａ１３

Ｔ

無２

歴1４

（動）八重山ヒルミ（カニの一種)。八重山の役人達の卑称として使う。

damaja ダマヤ ［名］

無口な人。

damakaNna ダマカンナ ［名］

こ９６

生
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（動）ヤマガニの一種。オスはずっと山の土の中に穴を堀っている。メスは旧暦０

日、１４日頃、卵を洗いに海に来る。

damakadaNku ダマカダンク［名］

（昆）薮蚊。

damakata9aiダマカタカ゜イ［名］

山陰。

damakatana ダマカタナ［名］

山刀。

damakida＊ ダマキダ［名］

（植）ヤワラケガキ＜カキノキ科＞・山地生のkidａ（リュウキュウコクタン）のj

damakubuci＊ ダマクブチ［名］

（植）オオヒメクグ＜カヤツリグサ科＞ｏ

ｄａｍａｍｉ ダマミ ［名］

（動）ヤマガメ。山にいる亀のこと。

damamiNcibu＊ ダマミンチブ［名］

（動）カナヘビ（金蛇)。

damamitati ダマミタテイ ［名］

（鳥）カワセミ。田んぽの近くに住み、稲を食い荒す。山ばとより、少し小さい。

＊
ｄａｍａｍｕ ダマム ［名］

（植）タイミンタチバナ＜ヤブコウジ科＞ｏ

ｄａｍａｍｕｎｕ ダマムヌ ［名］

邪魔者。

ｄａｍａｎａｍｉ ダマナミ ［名］

山並み。各々言う事が違うことの比Iliiiiとして用いることがある。（８）

damanari ダマナリ［名］

山彦。kicinariとも言う。

damanusugu ダマヌスグ［名］

山の底。深山。

damanutuNdiguti ダマヌトゥンディグテイ［名］

山の出入口。

damariNkitama＊ ダマリンキタマ ［名］

（植）クスノハガシワ＜トウダイグサ科＞o

damarubaN＊ ダマルバン ［名］

（植）ヒイラギズイナ＜ユキノシタ科＞o

damarugi＊ ダマルギ［名］

（植）イヌホタルイ＜カヤツリグサ科＞。

メスは旧暦の６月1 ３

こ’０８

昔１１５

Ｔ

植123

の意。

植190

沖Ｔ

続6５

続6７

植121

１

こ３４

６

昔204

８

植8０

植4７

植191
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damasiNka ダマシンカ［名］Ｔ

同一の拝所を拝む集団。

damasikama ［名］ダマシカマこ’２０

林業。山仕事。

damata ダマタ［名］沖Ｉ

田の一種。山田。荒地になっている田。

＊

damatanaga ダマタナガ［名］Ａ５７

田の名。

ｄａｍａｔｕ ［名］ダマトゥＴ

大和。本土。昔は琉球王朝に対して大和朝廷を指した。

damatubaru ダマトゥバル ［名］歴１０７

（地）ダマトゥバル。北帆安道路から屋手久路へ入る東側の丘。

damatuhaga ［名］ダマトゥハガＴ

大和墓。平家の落武者たちの墓と言われている。歴.９７参照。

damatuhiru ダマトゥヒル ［名］沖Ｉ

（植）田草の一種。

damatuku： ダマトゥクー［名］Ｔ

大和香。黒緑色の線香。葬式の時に用いる。

［名］damatukujumiダマトゥクユミ８

大和暦。カレンダー。一年、又は一月ごとになっている暦。hasirakuyumi；（日めくりの暦）

に対する語。

damatumizjuNダマトゥミジュン ［名］続７０

（魚）キビナゴ。ニシン目の海魚。体長約１０センチメートル。イワシ型。単にmizjuNと

も言う。

ダマトゥサ［名］damatusaこ’２０

大和茶。緑茶。

damatuuciダマトゥウチ［名］生

大和臼。回りを竹でめぐらし、中に土、葉などを入れてかためた臼。大型の土製のもので

臼の摩擦面には、長さ１５センチ、幅１０センチほどのカシノキの木片が縦に埋め込まれて

いる。

ｄａｍａｕＮｔｉダマウンティ ［名］植209

（植）ダイジョ＜ヤマノイモ科＞・山芋に109)。

ｄａｍａｕＮｔｉ＊ダマウンティ ［名］植209

（植）キールンヤマノイモ＜ヤマノイモ科＞・ダイジョも意味することがある。

ダマウンティダグ［名］damauNtidaguT

（昆）山芋虫。青地に白の斑点があり、芋のかずらによくいる。
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ｄａｍｉ グミ ［名］

痛み。病気。ｃ，i:sidaminudamiduburu;火で焼くような痛み。ara:kudaminiduhiNnagiru；

ｌ

激痛。

こ１０９[名］damiaDai ダミアカ゜イ

病みあがり。

daminududu ダミヌドゥドゥ

病気の養生。

damiruN ダミルン

やめる。

ｄａｍｉｔｕ ダミトゥ

病人。

damuN ダムン

病む。痛む。

danaci ダナチ

悪い日。厄日。barusaruhinitiとも言う。（９）

danahanasi ダナハナシ

悪い話。danasataとも言う。

danakagi ダナカギ

醜い女。

danakutu ダナクトゥ

悪い事。darusarukutuとも言う。

danamunu ダナムヌ

悪者。

danasaN＊ ダナサン

（植）シマヤマヒハツ＜トウダイクサ科＞o

danasata ダナサタ

悪いうわき。danahanasiとも言う。

danasimuti ダナシムテイ

意地の悪い人。

danasimuti ダナシムテイ

悪い心。

danatagumi ダナタグミ

悪巧み。

danatina ダナテイナ

ゆっくり。durituri参照。

danawasiki ダナワシキ

悪天候。

[句］ ８

[動］６Ａ型damjaN ５

[名］ こ８１

[動］１，型damjaN ３

[名］ こ’0７

[名］ ９

[名］ こ３９

[名］ 昔1３

[名］ 昔120

[名］ 植7３

[名］ こ３９

[名］ Ｔ

[名］ １２

[名］ 昔8６

[副］ Ｔ

[名］ ４
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daniNgu ダニング ［名］

＜新＞ランニングシャツ。

daniNkaci ダニンカチ ［名］

大昔。daniは、おもる語「だに」にあたり「本当に」の意。

danuNni ダヌンニ ［句］

家の棟（むね)。

danubaNダヌバン ［句］

留守番。家の番。

danuciダヌチ ［名］

家主。

danuciN＊ダヌチン ［名］

屋根。

danukamaciダヌカマチ ［名］

祝詞。

danukubi ダヌクビ［名］

壁。

danuna ダヌナ［名］

屋号。

dapai ダパイ［名］

喧嘩する前などににらみ合うこと。

daraNダラン ［形］

柔らかい。

daraNダラン ［動］

Ｔ

８

１０

こ１２１

こ４

こ’０８

歴2２

生

生

Ｔ

沖４

daraN ダラン ［動」３Ａ型darasjaN ２

遣る。つかわす。kaisidarai;返事を出しなさい。usaOidarasjaN;帰っていただく。（16）

umibu:taruminuOajanuta:NmaNkidarasjaN;そこにいた女はどうしたのか、どこに行った

のか。（昔120)bagidaraN;手分けして行かせる。（11）

darabu グラブ ［名］生

（植）テリハポク＜オトギリソウ科＞・木は建築材料、器具などに用いる。種子から灯油を

取った。

daradara ダラダラ ［形］昔７７

ダラダラ（液体などが流れる様子)。ｃｉ:daradaraki:ｂｕ:taba;血がダラダラ流れているので…。
＊

daragusa ダラグサ ［名］植１６９

（植）オニタビラコ＜キク科＞・ｃ,icjaとも言う。

daraDaN ダラガン ［動］３A型生

やわらか〈する。

daraOuN ダラグン ［動］lc型生
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やわらかくなる。体が弱くなる。

daratati ダラタティ ［名］

柔らかい状態。daratatinuicibugu;柔らかい石。

dariruN ダリルン ［動］６Ｂ型daruN

だれる。。u:daruNsai;体がだれたでしょう。

daru ダル ［名］

（魚）ホシサヨリ。体が細く長い。

darusaN ダルサン ［形］

だるい。

dasa-kiruN ダサキルン ［動］６Ａ型

ひもじがる。。a:sakiranuN；ひもじくない。

dasai ダサイ［名］

＜新＞野菜。古くはatakuiといっていた。

dasaihatagi ダサイハタギ［名］

＜新＞野菜畑。

dasakagi-NniruN ダサカギンニルン ［句］

餓死する。。a:sakitiNniruNよりもひどい餓死の仕方。

dasakiruN ダサキルン ［動］６Ａ型

飢える。dasakitiNniruN;餓死する。

dasika ダシカ ［名］

（植）ハリツルマサキ＜ニシシギ科＞・杖に使う。「植149」には、シマ

３

Ｔ

沖Ｔ

生

７

Ｔ

１

続6０

７

４

（植）ハリツルマサキ＜ニシシギ科＞・杖に使う。’植149」には、シマミサオノキ＜アカネ

科＞とする。

dasiki ダシキ ［名］昔７６

屋敷。ｄｕｈｕとも言う。

dasikihatagi ダシキハタギ［名］１

屋敷内の畑。

datana ダタナ ［助］Ｔ

…しながら。同時の動作を表す接続助詞。NmuNnidatananiNdiduburu;雲を見ながら寝て

いる。NdajakatidatanaanuNkikagamiranuN;君は書きながら私には書かさない。

ｄａｔｉ ダティ ［名］生

小屋。小屋の傍にある倉庫など。

datigu ダティグ ［名］歴２

（地）屋手久。与那国町内の字名。東崎の近くにある。末尾の地図参照。

datigu＊ ダディグ ［名］植208

（植）ハマオモト＜ヒガンバナ科＞o

datigukui＊ ダテイグクイ［名］歴146
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＜古＞毎年１日の八月に行われる祭事。

datiku ダテイク ［名］

畑の名称。

datikucidi ダティクチデイ ［名］

（地）ダティクチデイ。昔、遠見番があった。（T）

datikukui ダテイククイ［名］

ダティク祭りの時に使用する小屋を建てること。

datimunu ダティムヌ ［名］

陶器。

datitubu ダティトゥブ［名］

焼豆腐。

datiuja ダティウヤ［名］

抱き親。人に頼んで抱いてもらう事により、いい子に成長する事を願う。

datu-kiruNダトゥキルン ［動］６Ａ型datukjaN

移植する。

datudagi ダトゥダギ［名］

祝いの言葉。新築落成した時に「幸多かれ」と祈るお祝いの言葉。

datugu ダトゥグ［名］

床の間。

ｄｉデイ ［助］

３

ま５

ま’６

こ６４

続228

１０

生

無7６

生

Ｔ

…から（経由。起点を表わす格助詞)。kumadikamaNkibagiNaiguN;ここを通ってあそこま

で歩く。hacinukamadihiri;橋のむこうを通って行け。Nditiumadihjurutuduti;言ってそこ

から出て行ったって。（昔63）

｡i： デイー ［名］生

地。地面。布などの模様のない部分。

｡i： ディー ［名］ｌ

（植）イ＜イネサ科＞・畳表にする。熱がある時、この根とdimimi：（ミミズ）を一緒にせ

んじて飲むと良いと言われている。

｡i： ディー ［名］生

字。

di： ディー ［感］８

さあ。誘いかける語。。i:aNbiNdi:;さあ、遊びに行こう。。i:｡i:｡i:;行こう、行こう。

dibaru ディーバル ［名］沖，

水はけの為の溝。大雨等で、苗や稲に大水の負担がかからないように堀ったもの。

dibudiディーブディ ［名］無２９

テー踊り。
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dijuディーユ ［名］

稲穂のしん。

dimamiデイーマミ［名］

（植）ラッカセイ。落花生。

dimuaNdaデイーヌアンダ［名］

脳。

ditugara ディートゥガラ ［名］

（動）ヘビの一種。２０cm位で、サキシマアカマタよりも小さい。

diNディン ［名］

銭。お金。

diNディン ［名］

お膳。

diNディン ［名］

来年。

diNディン ［名］

礼。お辞儀。usubidiNkiti；（頭を）下げてお辞儀をして…。

diNbaNディンバン ［名］

順番。

diNbuNディンブン ［名］

知恵。考え。diNbuNNdaN;知恵を出す。diNbuNnuarut，u;知恵のある人。

diNbuNtura ディンブントゥラ ［名］

非常識な者。

diNdagi＊デインダギ［名］

沖Ｉ

５

Ｔ

生

Ｔ

生

昔１０２

１６

Ｔ

続5３

Ｎｌ６１

＜古＞（地）デインダギ。お金の沢山ある森という意。現在はウブデイバルと言っている。

［名］diNdimunuディンディムヌＴ

同じ年の人。

［名］diNgiデインギ５

石ナグ（子供の遊び)。石をたくさん取った人が勝ち。duNgi参照。

［名］diNgi＊デインギ植７０

（植）ゲッキツ＜ミカン科＞・

［名］diNgiriディンギリ生

茶筒。

［名］diNkaniデインカニ８

銭。お金。ｄｉＮとも言う。

diNkuru ［名］デインクル１

財布。銭袋。
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diba ディバ ［名］生

かんざし。

diba ディバ ［名］生

三味線歌の糸を調節する棒。

［名］dibaNディバンＴ

＜新＞じゅばん。下着。

［名］dibarubarai＊ディバルバライ歴146

＜古＞田原川の治水の祈願祭。田原川を清掃して水の神に祈る。（ま'2）

dibata ディバタ［名］３

地機。

［名］dibuNディブン生

時分。

diciNデイチン ［名］昔１９６

立身。（親が）子供を一人前にさせる事。diciNkimjaNdu;結婚させたよ。（12）

［動］６Ｂ型diduruNdiduriruNディドゥリルン生

よろめく。didurituruN；よろめいて倒れた。

［動］３Ａ型＊digasjaNdigaN＊ディガンＴ

でかす。unut，ujadigasjaNdisuihii;その人は「本当に良かった、でかした｡」と連れて行った。

（昔178)maikuidigasiwarujuNgara;米作りに成功なさったのだから…。（昔93）

［名］digibuciデイギブチ７

秀才。学問的に秀れた人。digibusiとも言う。

［動］６Ｂ型diguNdigiruNデイギルンＴ

できる。作る。可能の意味はない。ｃ，ｕＮ参照。

［名］diguciデイグチ８

＜新＞理屈。digucinamunu;理屈の多い者。ずるがしこい者。

diOana デイガナ［名］沖Ｉ

（植）田草の一種。和名不明。引き抜こうとすると途中からよく切れる。

［名］diOikiデイキ゜キ８

（植）オキナワツゲ＜ツゲ科＞ｏｃ，iNgi参照。

［名］di9uiデイク゜イ８

（植）デイゴ＜マメ科＞o

dihata デイハタ［名］１２

地織機。

［名］diiruデイイルこ３４

地色。

［名］dikaNディカンＴ
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時間。

ｄｉｍａ ディマ ［副］

…でも。naidiNdimaataja;今お金でもあったら…。

ｄｉｍａ ディマ ［名］

土間。

dimaN ディマン ［名］

自慢。

dimajuti デイマユティ ［名］

（動）サソリ。

ｄｉｍａｍａ ディママ ［名］

自分勝手（わがまま)。dukatti(N),dugusama参照。

dimaminuti ディマミヌティ ［名］

お供えする御馳走の中の一品。落花生を抜いて、色をつけたもの。

Ｓ２６

８

Ｓ６６

８

こ１２５

ま２０

[名］dｉｍｉｍｉデイミミ

（動）ミミズ。

dimiti ディミティ

陸の道。海上の道に対する語。

dina デイナ

汚い物。dinanut，u;汚い人。

dinaN デイナン

汚ない。

dinaNda＊ デイナンダ

脳。脳みそ。dinuaNda参照。

dinaga ディナガ

地面。

dinaganuiti デイナガヌイティ

かげろう。「地面の息」の意。

dinaruca デイナルッッァ

雑草。汚い草。

ｄｉｎｕｄｉ ディヌディ

登記。。i:nudi；（あの人から）地を抜ぎ゜

dinukukuti デイヌククティ

わい躯。背の低い人をばかにして使う言葉。（８）

dippa ディッパ

＜新＞立派。

diraba ディラバ

生

[名］ 昔153

[名］ ８

[形］特殊 生

[名］ 黒4１

[名］ 生

[名］ ４

[句］ １２

[名］ 昔158

[句］ こ１２５

[名］ ８

[名］ 生
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歌謡の一種。進水式、棟上げ式の時や、旅に出る時、その良き将来を願って歌う。八重山で

はジラバと言う。

diru ディル ［名］ 生

いろり。

ditiDudama ディティク･ダマ ［名］ 歴136

ディティグ山。

ditiOuuOaN ディティク･ウカ゜ン ［名］ ２

デイティクという所の拝所。

ｄｉｔｕ ディトゥ ［名］ こ４０

種痘。

dja デャ ［助］ Ｔ

…だよ｡終助詞。matibutaDasudukuNdja;待っていたが今日来るんだよ。

dja(:)｡ｉ デャ(－)デイ ［名］ Ｔ

大変。大ごと。dja:dido:;大変だよ。dja:dinakutu;大変な事。

。ｕ ドゥ ［助］ 沖Ｍ

…ぞ。強意の係助詞。、a:umuiciduburu；もうあきらめている。guma:tatinumunudu

nuguiburudo:;小さい物しか残っていない

。ｕ ドゥ ［助］ Ｔ

ぞ（強意の終助詞)。aragudaNnaibuUaamidu;大変曇っているが、雨だぞ。niNsagunaidu

burudu;遅くなっているぞ。

。ｕ ドゥ ［名］ Ｎｌｌ２

…の中。…じゅう。cimadu;島中。

｡u(:)｡ｉ ドゥ（－)デイ ［名］ ４

＜新＞上手。

｡u(N)guni ドゥ（ン)グー ［名］ １

欲張り。

。ｕ： ドゥー ［名］ 生

４．

．ｕ： ドゥー ［名］ 生

門の前の道。

。ｕ： ドゥー ［名］ 生

牧場の入口。

。ｕ： ドゥー ［名］ ３

湯。

。ｕ： ドゥー ［名］ Ｔ

体。自分。
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[名］｡u： ドゥー

おかゆ（粥)。

｡u： ドゥー

用。ｄｕｄｕとも言う。。u:dunaranuN;用になら

dudiN ドゥーディン

どうぞ。どうか。taNdidu:diN；どうかお願い

｡ｕ:ｄｉｇｉ ドゥーディギ

豊作。上出来。

｡u:digiruN＊ ドゥーディギルン

良く出来る。豊作になる。

ｄｕｇａ ドゥーガ

明明後日。

ｄｕｇａＮｄｕ ドゥーガンドゥ

健康。元気。単にgaNduとも言う。

dugaci ドゥーガチ

１０月。

｡ｕ:icigaci ドゥーイチガチ

１１月。

｡ｕ:itiniti ドゥーイティニティ

１１日。１２日以後は此に準ずる。

duja ドゥーヤ

牢屋。

dujagu ドゥーヤグ

ようやく。やつと。

duminuN ドゥーミヌン

凶作。「世果報が無い」の意。

dumui ドゥームイ

重箱に詰めたご馳走。

｡ｕ:nai ドゥーナイ

身動き。

ｄｕｍｉ ドゥーニ

ー年忌。ｄｕｎｕｄｕｎｉとも言う。

dunigaci ドゥーニガチ

１２月。

dunisi ドゥーニシ

Ｔ

ドゥー ［名］

)。。u:dunaranuN;用にならない（役にたたない)。

ドゥーディン ［副］

taNdidudiN；どうかお願いします。

Ｔ

[名］ ２

[動］６Ａ型dudiguN 沖Ｉ

[名］ 生

[名］ 昔179

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ こ１２３

[副］ 昔123

[名］ 沖Ｉ

[名］ 昔5６

[名］ 昔198

[名］ ８

[名］ Ｔ

[名］ 昔223
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taci;辰。ｍｉ:;巳。Nma;午。hici;未。saru;申。十二支。、i:;子。uci;丑。tura;寅。ｕ:;卯。

turi;酉。ｉＮ;戌。ｂｉ:;亥。

dunui ドゥーヌイ

豊作。世直り。

ｄｕｒｉ ドゥーリ

由来。ibariとも言う。

duuti ドゥーウティ

近い親戚。身内。

duN ドゥン

弓。玉祭の時の神器。

duN ドゥン

順。maibaraNkisuruduN;前に来た順。

ｄｕＮ ドゥン

夜。ｄｕｒｕとも言う。

ｄｕＮｂａｉ ドゥンバイ

寝小便。

ｄｕＮｂｉ ドゥンビ

準備。duNbikiranutu;準備しないと…。

ｄｕＮｇｉ ドゥンギ

石ナグ（遊技の一種)。diNgi参照。

duNgurimiN ドゥングリミン

汚れ水。

duNgurimunu ドゥングリムヌ

汚れ物。

duNguru ドゥングル

[名］ 沖Ｉ

[名］ 昔1１８

[名］ ８

[名］ Ｔ

[名］ 昔224

[名］ 昔213

[名］ Ｔ

[名］ 昔181

[名］ Ｔ

[名］ こ1３

[名］ こ１４

[名］ 生

（植）カクレミノ＜ウコギ科＞・昔はこの樹皮から灯油を取った｡

duNDi ドゥンキ。［名］

苗と苗の間をはかる竿。

duN9u ドゥンク。 ［名］

道具。

duN9uN ドゥングン ［動］１Ｂ型

ゆすぐ。ｔ'i:duNDuN;口をゆすぐ。duNDi;ゆすぎなさい。

duNkagadiruN＊ドゥンカガディルン ［動］６Ａ＊

沖Ｉ

昔181

1Ｂ型duNdjaN ８

１２

崩れる。abutajaduNkagadinati;母は泣き崩れ…。duNkagadinati;一人で泣き崩れ…。

duNkanigusai＊ ドゥンカニグサイ［名］ 年182

ドゥンカニグ祭。クブラ祭り。久部良で行われる海賊退散の祈願祭。
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［名］duNkariドゥンカリＴ

ゆがくこと。

［動］ｌＡ型duNtjaNduNkuNドゥンクン１

湯がく。ゆでる。（暑さで）うだる。

duNni＊ドゥンニ ［副］資

十分に。

duNnupa ドゥンヌパ ［名］Ｔ

弓矢。玉祭の時の神器。

［名］duNpaniドウンパニ生

尾。

duNsa ドゥンサ［名］Ｔ

＜新＞巡査。

duNta ドゥンタ［名］生

歌謡の一種。農民の生活や男女関係を歌った内容のものが多い。八重山ではユンタという。

duNtuniUaiドゥントゥニカ゜イ［名］無７６

ドント願い。新築落成の時の願い。家主の兄弟の中の女の年上の方に、お祈りしていただく。

duaNドゥアン ［名］生

夜網。夜しかける網。午前３，４時頃が満潮になる時に網をしかけておき、明け方の干潮に

取る。

duagamja ドゥアガミャ ［名］沖Ｔ

（魚）ミヤコテング。尾の根元に２個の骨板突起をもつ。そのまわりは燈色。

duagigata ドゥアギガタ［名］生

夜明け方。

duagihuci ドゥアギフチ［名］生

明けの明星。

dubada名ドゥバダ９

健康な体。dubaraとも言う。

dubagu ［名］ドゥバグＴ

重箱。

dubagunuhana ドゥバグヌハナ［名］Ｔ

重箱の周囲の飾り。赤と白の紙を少しずらせて重ね、折目を入れた物。

dubara ［名］ドゥバラＴ

健康な体。dubadaとも言う。dubaramutiwariju;健康な体を保ちなさい。

ｄｕｂｉ ［名］ドゥビ生

昨夜。

dubuci ドゥブチ［名］昔3９
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まげの一種（ちょんまげ)。

duburu ［名］ドゥブル’５

腿。

［名］duciドゥチＴ

同志。友達。

［名］duciドゥチＴ

（大根などの）砂糖づけ。sataduciとも言う。

ducibagu ドゥチバグ［名］続178

箱枕。朱のうるし塗りの箱枕。引き出しが二つついていて一尺角位の大きさ。良家の娘の嫁

入道具の一つ。

［名］duciOiドゥチキ。１６

（植）イスノキ＜マンサク科＞okipaOai（木製のくわ）の刃の部分に使う。お産の時囲炉

裏に焚く。（歴25）

［名］duci9uNドゥチク゜ン２

四つ組料理。御飯(hudimai),汁(udiru),煮物(nimunu)，おかず(Sai)の四品目の料理。彼岸に

お供えする。

［名］ducikaduドゥチカドゥＴ

四つ角。

duciku：ドゥチクー［名］昔３２

幸福。ducikumukurasi;豊かな暮し。

duciraminudiNドゥチラミヌデイン ［名］続104

死に金。

duda ドゥダ［名］生

枝。

ドゥダ［名］ｄｕｄａ＊Ａ９

田の名。

［名］dudaNドゥダンこ’１１

＜新＞油断。

dudaciドゥダチ［名］１２

自由。katatisijadudacikiraninuN;片手では不自由でどうしようもない。（昔78)dudacinara

nuN;何もできない。（12）

dudaiドゥダイ［名］５

よだれ。

dudiruNドゥディルン ［動］６Ａ型dudjaNT

ゆでる。（暑きで）うだる。に9)アクセントは高平調。

dudiruNドゥデイルン ［動］６Ａ型dudjaN生
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譲る。aNuNkidudiri;私に譲れ。

duduドゥドゥ 名

用事。。ｕとも言う。

duduドゥドゥ ［名］

＜新＞養生。

duduNドゥドゥン ［名］

（昆）イモムシ。

dudumuNドゥドゥムン ［動］１，型

淀む。dudumanuNki;よどますに。しばらくすると。（昔163）

duga ドゥガ ［名］

床。

duga ドゥガ ［名］

四日。

dugaNtara ドゥガンタラ ［名］

床下。

dugaNtu ドゥガントゥ ［名］

士族。

dugadagiドゥガダギ［名］

床竹。

dugajahitiドゥガヤーヒティ ［名］

こ１１３

こ’1４

続2８

こ’1５

生

Ｔ

Ｔ

資

こ５１

沖Ｔ

（魚）ミツバモチノウオ。頭に白線や白点がある。体に４本の褐色の横帯がある。

dugamiruNドゥガミルン ［動］６Ａ型dugamjaN

休ます。

dugamuti ドゥガムティ ［名］

根太。床板をうけるために床下にわたす横木。

duganati ドゥガナティ ［名］

一昨昨日。

duganuhi ドゥガヌヒ ［名］

大漁と航海安全を祈る行事。旧暦の五月四日、久部良でハーリー（舟漕ぎ競争）な

３

こ７５

生

生

大漁と航海安全を祈る行事。旧暦の五月四日、久部良でハーリー（舟漕ぎ競争）などを行う。

dugata ドゥガタ［名］生

脇腹。

dugataja ドゥガタヤ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

［名］dugatautuhiドゥガタウトゥ上生

大きなふろしき。

［名］dugatiドゥガティ生
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廊下。

dugi ドゥギ ［名］

ものさし。定規。

duginaN ドゥギナン ［動］３Ａ型duginasjaN

どける。

dugu ドゥグ ［名]

横。

dugu ドゥグ ［名］

欲。

duguN ドゥグン ［動］５Ｂ型dugaN

休む。duguiwariyo;お休みなさい。

duguhjagu ドゥグヒャグ ［名］

家財道具。ｄａ:nuduguとも言う。

dugui ドゥグイ ［名］

憩い。休み。

dugukagaruN ドゥグカガルン ［動］２Ａ型dugukagaN

欲張る。uNkaridugukagai;あれこれに手を出すこと。（16）

duguru ドゥグル ［名］

所。

dugusagubu ドゥグサグブ ［名］

六尺棒。

dugusama ドゥグサマ ［名］

自分勝手。dimamadukatti(N）とも言う。

＊

dugusama ドゥグサマ ［名］

反対。

dugusati ドゥグサテイ ［名］

かぎざき。斜めに裂く事。

duDu ドゥク。 ［名］

（新）道具。

du9bu ドゥガブ ［名］

豊作。世果報。

du9abuami ドゥカ･ブアミ ［名］

慈雨。日照り続きの後の雨。

duDaja ドゥガヤ ［名］

十五夜。旧暦８月１５日に、餅を作り月見をする。

duDamuN ドゥカ･ムン ［動］１，型

３

続3４

Ｔ

昔155

３

続6０

１

１３

Ｔ

昔3０

昔189

Ｎ１６６

続5７

Ｔ

こ８４

こ３５

Ｔ

生
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いがむ。仲たがいする。

［名］du9iドゥキ。Ｔ

定規・ものさし。haNnuduOi;足の尺。。u:duDisifuhagaNnaju;自分の計りで人を計るなよ・

duNOi参照。

［名］duOunitikujuドゥク･ニテイクユこ９０

十五夜の月（満月)。ubuta;満月。

［動］６Ｂ型duDuruNduDuriruNドゥク゜リルン生

汚れる。

［形］du9urjaNドゥク゜リャン生

みつともない。はずかしい。ｔ，uhaNkaNに比べ、程度が強い。

［名］duOutiドゥク゜テイ生

門の出入口。

［名］duhuドゥフ生

屋敷。

［副］duhuduドゥフドゥ７

しばらく。余程。

duhuruドゥフル ［名］生

風呂。

［名］duiドゥイ生

夕飯。duihai;夕飯を食べなさい。

［名］duiドゥイ生

結い。労働交換。田植え、稲刈り、キビの植え付け、刈り取り家造りなどの仕事を共同です

ること。

［名］duiドゥイＴ

用意。

［名］duiドゥイＴ

（鍬などの）柄。

［名］duiciドゥイチ生

瓦の下敷にする竹。屋根のカヤと天井のたる木の間に、間隔をおいて結び合せた細い竹｡‘

［名］duicidagiドゥイチダギこ５１

ドゥイチ（瓦の下敷）につかう竹。

duiOusa＊ ドゥイク･サ［名］続225

もくず（藻屑)。寄り草。（比職として）決断力のない人。あっちにつき、こっちにつきする

者。（続60）

［名］duikiドゥイキ３

寄り木。浜に打ち上げられた流木。
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duiki ドゥイキ ［名］

足の指の付け根の裏側。

duikiraN＊ ドゥイキラン ［動］３Ａ＊

縛り付ける。結び付ける。

duitubu ドゥイトゥブ ［名］

おぼろ豆腐。ｌこがりを加えてから、桶か椀に汲み取って、そのまま固まらせたもの。

９

昔4１

Ｔ

[名］duituci ドゥイトゥチ

うるう年。

duja ドゥヤ

硫黄。

duju ドゥユ

（植）ユリ＜ユリ科＞o

duju： ドゥユー

たこの糸。

duka ドゥカ

（岩の）筒抜けた所。

dukananumunu ドゥカナヌムヌ

体の不自由な人。

dukatti(N） ドゥカッティレ）

自分勝手。dimamadugusama参照。

dukiduki ドゥキドゥキ

ドキドキ。激しくどうきのするさま。

duku ドゥク

ヨニ

１日酢o

dukuNgaci ドゥクンガチ

六月。

dukudubaN ドゥクドゥバン

盛り飯を盛る黒い御碗。

dukuduiti ドゥクドゥイテイ

６１歳。還暦。

dukuru ドゥクル

封筒。状袋。

dumaN9uri ドゥマンゲリ

気絶。

dumamiruN ドゥマミルン

読ます。

こ１０

[名］ こ４

[名］ ９

[名］ ５

[名］ ３

[句］ ７

[名］ ８

[副］ Ｓ３５

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ ２

[名］ 続6８

[名］ こ８２

[名］ 1

[動］６Ａ型dumamjaN ３
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ｄｕｍｉ ドゥミ ［名］

嫁。

dumiNgaN ドゥミンガン ［動］３Ａ型

ドンとさせる。dumiNgasiutti；ドカンと打って…。（昔30）

dumiaN ドゥミアン ［動］３Ａ型dumiasjaN

読み合わす。

duminuabu ドゥミヌアブ ［名］

＜古＞鼠。

dumisui ドゥミスイ［名］

求婚。

dumituN＊ ドゥミトゥン ［動］４Ａ型dumitusjaN

読み通す。

dumuN（１）ドゥムン ［動］１，型dumjaN

読む。

dumuN（２）ドウムン ［動］1,型dumjaN

数える。

dumunumunuN ドゥムヌムヌン ［名］

稲むらにネズミやスズメが寄らないように祈る行事。旧暦の五月に行う。

Ｔ

昔3０

３

無2７

９

３

３

３

生

dumutiドゥムティ ［名］

＜古＞村の責任者。

duna ドゥナ［名］

上納。税金。ｓｕ:dunausamiruN;今日税金を納める。

dunaNドゥナン ［名］

（地）与那国。

dunaNda＊ ドゥナンダ［名］

田の名。

dunaNdagiドゥナンダギ［名］

（地）与那国嵩。与那国町内の字名。末尾の地図参照。

dunaNdakiドゥナンダキ［名］

（地）ドナン岳。

dunabiドゥナビ ［名］

夜なべ。夜業。

dunaga ドゥナガ ［名］

夜中。

dunagakuNda ドゥナガクンダ［名］

のろまな人。夜遅くなるまで仕事をし終えないのろまな人。

無7６

Ｔ

Ｔ

Ａ２７

Ａ７

Ｓ５７

こ１０７

生

生
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dunagamitaドゥナガミタ ［名］２

夜中に鳴く鶏。凶事の前兆とされる。

dunaha＊ ドゥナハ ［名］Ａｌ９

田の名。

dunaidu ドゥナイドゥ ［名］ま１６

船の模型。その船を使った踊りのことも言う。

dunausami ドゥナウサミ ［名］６

年貢。上納物をおさめること。現在では税金の事を言う。

ｄｕｎｉ ドゥニ ［名］生

田などで盛り上がった土。田を耕した跡などに土が盛り上がって、水面から出ている所。

ｄｕｎｉＮｇｕｉ ドゥニングイ［名］沖Ｉ

盛り土を低い場所に寄せること。

duniNpa ドゥニンパ ［名］４

（植）オオハマポウ＜アオイ科＞・この花が咲く頃になると、夜、魚がよく捕れる。葉をチ

リ紙代用、おにぎりを包んだりしたduriNpadunuNpa,dunaNpaなどとも言っている。

dunimaci ドゥニマチ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

＊
dunimacina:ｓｕ ドゥニマチナース ［名］稲268

田の名。祖納の田原川の近くにある。

ｄｕｎｉｍｕｉ ドウニムイ［名］芸280

水田面の高い部分｡水田の周囲の道などから土が崩れ落ちた結果、局部的に高くなった部分。

田を耕した跡に土が盛り上がって、水面上に出ている所

dunimuticuca ドゥニムティツツア ［名］沖Ｉ

耕作用農具。土を高い所から低い所に寄せるもの。cucaより頑丈にできている。

dunimutimaOu ドゥニムティマク｡ ［名］稲271

鍬。

duninuta＊ ［名］ドゥニヌタＡ３３

田の名。

duniurusi ［名］ドゥニウルシＴ

盛り土を低い場所に移すこと。duniNguiとも言う。

ｄｕｎｕ ドゥヌ ［辞］Ｔ

同じ。dunucimanut，u;同郷の人。

dunuNpa＊ ドゥヌンパ ［名］植

（植）オオハマポウ＜アオイ科＞oduniNpaとも言う。

dunudu ドゥヌドゥ ［句］ｓｌＯ
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自分自身。。u:を強調した表現。sikataminuNdunudusiduisjarujuNgara;仕方がない。自分

自身でしたのだから。（slO）

dunuguniti ドゥヌグニティ ［名］Ｔ

１６日祭。死んだ人の正月。durukunitiとも言う。その項参照。

dunuiragu ドゥヌイラグ ［名］こ１５

おもゆ。おかゆ。

dunuku ドゥヌク ［名］生

はったいこ。

dunukumuti ドゥヌクムティ ［名］５

餅の一種。生米を焼き、粉にして、砂糖を入れ蒸したもの。正月に作る。

dunumunu ドゥヌムヌ ［形動］Ｎ１５２

同様。

dunumuti ドゥヌムティ ［名］ま２０

お供えする御馳走の中の一品。

dununiDai ドゥヌニガイ［名］ま２２

ドゥヌ願い。毎月の月立に行う。４月と１０月は衣替祈願を始めにすまして、引続き供え物

を新しく取り替えて、島の繁栄と一般住民一人一人の健康を特に祈願する。

dunutaga ［句］ドゥヌタガこ９３

身の程。体の高き。

dunutumaru ドゥヌトゥマル ［句］７

身の廻り。

dura:Ｎ ドゥラーン ［形］沖４

ゆるい。

duraN ドゥラン ［動］３Ａ型durasjaN３

揺らす。

duruN ドゥルン ［動］５Ａ型duraN＊ 生

寄り合う。集まる。madiduraiwaranuN;まだ集まっておられない。

duraci ドゥラチ ［名］生

古い、目のあいているざる。米に混じっているごみやぬかを取ったり、米の質を均一に選び

取ったりするのに用いる。

durai ドゥライ ［名］Ｔ

寄り合い。集会。

durai ドゥライ ［名］９

由来。言い伝え。

durakani ドゥラカニ ［名］生

どら。青銅製の盆状の打楽器。
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[名］duri ドゥリ

遊女。

duri ドゥリ

いわれ。unudurikara;そのいわれから。

duri:duri： ドゥリードゥリ_

ゆっくりゆっくり。duri:duriaitiku:;ゆっくり

duriNpaki ドゥリンパキ

（植）ユウナの木。オオハマポウ＜アオイ科〕

durimunu ドゥリムヌ

けもの。獣類。durimunuhanun；（祭には）h

duriruN ドゥリルン

譲る。dudiruNとも言う。

duriti ドゥリテイ

行列。仮装行列。

durititui ドゥリティトゥイ

仮装行列。この時にドナイドを演じる。

durituri ドゥリトゥリ

ゆっくり。duri:duri：とも言う。

ｄｕｒｕ ドゥル

夜。durucuN;夜も昼も。

ｄｕｒｕ ドゥル

泥。

duru:duru ドゥルードゥル

（擬）とろとろ。弱火で物を煮込でいる様子。

duruN ドゥルン

寄る。umaNkiduri;ここに寄れ。

duruN ドゥルン

許す。tuUadurusjaN;罪を許した。

duruai ドゥルアイ

泥藍。染料の一種。

duruamiti ドゥルアミティ

泥道。

durudumi ドゥルドゥミ

泥染め。

duruhaN ドゥルハン

土足。

Ｔ

ドゥリ ［名］

rikara;そのいわれから。

ドゥリードゥリ_ ［副］

り。duri:duriaitiku:;ゆっくり歩いてこい。durituri

ドゥリンパキ ［名］

木。オオハマポウ＜アオイ科＞・

ドゥリムヌ ［名］

durimunuhanun；（祭には）けものは食べない。

昔118

５

とも言う。

こ２１

Ｔ

[動］６Ａ型dudjaN 昔113

[名］ 無8０

[名］ １６

[副］ Ｔ

[名］ 生

[名］ 沖Ｉ

[副］ ９

[動］２Ｂ型ｄｗａＮ(duisuN） こ１１５

[動］４Ａ型durusjaN 生

[名］ ３

[名］ ５

[名］ ３

[名］ こ６５
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［名］生

親類が集まって、墓の掃除をした後，御

durukunitiドゥルクニティ

死んだ人の正月。十六日忌。旧暦の１月１６日に、

馳走を囲んで楽しむ。dunugunitiとも言う。

durumiNドゥルミン

泥水。

durumiruNドゥルミルン

緩める。

durunukadiドゥルヌカディ

毎晩。元来は、夜の数の意。

dusaNnudaiドゥサンヌダイ

１３歳（数え年）の祝い。

dusabiドゥサビ

タ方。

dusabiamiドゥサビアミ

夕立。

dusai ドゥサイ

今晩。今夜。

dusi ドゥシ

雑炊。

dusikiドゥシキ

（植）ススキ＜イネ科＞o

dusikinuhaciドゥシキヌハチ

ススキの箸。旧暦の１２月の一期作の田植えの頃、

dusiruNドゥシルン

寄せる。

dusuku ドゥスク

ロウソク。

duta ドゥタ

ユタ。巫女。munuciとも言う。

dutaburiruNドゥタブリルン

（水などが揺れ）あふれ出る。

dutaiドゥタイ

体つき。体格。guttaiとも言う。

dutatiドゥタティ

しま模様で、えりの部分が黒い与那国独特の着物。

dutatiドゥタティ

[名］ こ６６

[動］６Ａ型durumjaN ５

[句］ 昔4２

[名］ 生

[名］ 生

[名］ 生

[名］ 生

[名］ 生

[名］ Ｔ

［句］

ススキの箸を作って、

［動］６Ａ型dusjaN

生

御飯を食べる。

３

[名］ Ｔ

[名］ ４

[動］６Ｂ型dutaburuN Ｔ

[名］ こ５２

[名］ 生

[名］ 資
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野良着。

duti ドゥティ ［名］

小さな斧。

duti ドゥティ ［名］

雪。

dutiki ドゥティキ ［名］

後ずさり。

dutinati ドゥテイナテイ ［名］

一昨昨年。

ｄｕｔｕ ドゥトゥ ［名］

上等。duttunimuNt，jaNgaei;上手に麦をひいてありますね。aragudutuduaOae；

であるネ。若い人達はduttuとも言う。

dutugumi ドゥトゥグミ ［名］

死者の頭の上に竹３本を組合せた物。死者が７０歳以上である時にする。

dutuguru ドゥトゥグル ［名］

四方。四か所。

dutunu＊ ドゥトゥヌ ［名］

（植）イスノキ＜マンサク科＞o

dutunubai ドゥトゥヌバイ［名］

良い芽。

ｄｗａＮ ドァーン ［形］

弱い。

dwaNcjaNkiri ドァンチャンキリ ［名］

暗黒。

ｄｗａＮｎａｉ ドァンナイ［名］

暗くなること。、i:dwaNnai;目の前が真暗になり…。

ｄｗａＮｎｕｍｉ ドァンヌミ ［名］

暗闇。

ｄｗａｉ ドァイ［名］

祝い。若い人達は、多くｄａｉと言う。

dwaikiruN ドァイキルン ［動］６Ｂ型dwaicimasja

祝う。

dwainukutuba ドアイヌクトゥバ ［句］

祝辞。祝いの言葉。

ｅ エ ［助］

…だね。ｓｕｊａとも言う。

生

Ｔ

昔121

生

Ｔ

とても上等

生

Ｓ５８

植4８

沖I

続1８

昔１８４

９

昔４

こ６

こ３８

１２

Hosei University Repository



116

e:haiehaiエーハイエーハイ ［感］

牛に田を踏ませる時の言葉。

ｅｉ エイ ［感］

はい｡目下、同輩に使う。eiNdiNdi;はいと言いなさい。

eito(:）エイト(＿） ［感］

ヨイショ（掛け声)。

ｇａ ガ ［名］

３

昔101

１

ガｇａ

意地。我。gaidikiruN;我を張る。

ガーラga:ｒａ

（魚）アジ科の魚の総称。体は、ひし形・

ジも含む。

ga:susaN ガースサン

我（意地）が強い。

gamturi ガーウトゥリ

落胆。

gaNbagu ガンバグ

棺箱。

gaNdu ガンドゥ

頑丈。元気。

gaNkataNtu ガンカタントゥ

棺をかつぐ人。

gaNku ガンク

頑固。

gaNmaruN ガンマルン

まがる。

gaNmiruN ガンミルン

曲げる。gamiruNとも言うｑ

ｇａＮｓｕ ガンス

元祖。位牌をひっくるめて言う語。

ｇａｂａ ガバ

垢。hurucuとも言う。

ガチｇａｃ１

飢きん。

ガチユgaclJu

餓死の世。飢きん。

ｇａｄｉ ガディ

１

［名］沖Ｔ

鱗は著しく小さい。カイワリ、カスミアひし形で平たい。

[形］ 生

[名］ 昔1７

[名］ ２

[名］ 生

[名］ ２

[名］ ７

[動］２Ａ型gaNmaN ３

[動］６Ａ型gaNmjaN 生

[名］ Ｔ

[名］ 黒

[名］ Ｔ

[名］ １２

[名］ 生
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小さな入れ物。カヤと竹を編んで作る。

gadi ガディ ［名］民

芋容器。主に米を入れていた。

gadimaru ガディマル ［名］４

（植）ハマイヌビワ＜クワ科＞・木炭にする。沖縄で言うところのカジュマルには、saOai

と言う。

gadimaruNmu ガディマルンム ［名］生

枝が何本もくれって出ている雲。

gadurja ガドゥリャ ［名］生

（植）オオヒルムシロ＜ヒルムシロ科＞・－番悪性の田草で、稲の成長を妨げ収穫に大きな

打撃を与える。これが多い時は、二期作をせずに、土地を掘り返して、夏の水の暑さで殺し

た。

gai ［名］ガイＴ

反抗。gaikiruN;反抗する。

gajamujai ガヤムヤイ［名］Ｔ

茅模合。家を作ったりする時に持ち回りで茅を持ちあうこと。

gakku ガック ［名］Ｓ６３

＜新＞学校。

gakumuN ガクムン ［名］昔６７

＜新＞学問。

ｇａｍａ ガマ ［名］３

ほら穴。洞窟。

ｇａｒａ ガラ ［辞］生

魚、牛、などを数える単位。ｔ'ugara;－匹。inujasa:agamimi:garasudatibuida:tana;犬は自

分の子供三匹を育てていたが…。（昔27）

ｇａｒａ ガラ ［辞］Ｔ

…頃の意味を表す接尾辞。iciNgaratubarukabagaranuN;いつ頃会うかわからない。

ｇａｒａ ［助］ガラＴ

…やら。…だか。不確実の意を表わす副助詞。nuNgarasabicaN;何やら寂しい。nuNgara

bagaranuN;何だかわからない。

ｇａｒａ ガラ ［助］Ｔ

…から。起点を表わす格助詞。gakkugaradusuru;学校から来た。umagarakamaNkihiruN

sujataja;ここからあそこへ行くのは誰か。

ｇａｒａ ［助］ガラＴ
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…したら。仮定条件を表す接続助詞。uNniitagarajaNsaN；こんなにしたら良い。ｔ,umutl

garabi:runumitibi:garajanaranuN;朝からビールを飲んで酔ったらいけない。

ガラ［名］garaこ１０５

模様。柄。

garaciガラチ［名］Ｔ

（鳥）カラス。garasaとも言う。

garasa ガラサ［名］続６６

（鳥）カラス。移入語か。garaci参照。

garatama ガラタマ ［名］歴９６

まが玉。

garigariガリガリ［副］Ｎ172

＜擬＞ガリガリ。garigariki:kamitaba;ガリガリ噛んだので。

garu ガル ［名］

（鳥）鳥の名。和名不明。この鳥が１回クヮッと大きく鳴くと不吉な事があると言われてい

て、お祓いをする。この鳥が数回鳴くと雨になると言われている。

garuNja＊ ガルンヤ［名］黒４１

渦巻状の髪。

［名］gasamiガサミ生

（動）ガザミ。ワタリガニ。浅い海、川口などの水の底にいる。

［助］gataiガタイＮｌｌ３

…ばかり。それだけに限定する意の副助詞。aNbigatai;遊んでばかり゜（12)niNdigatai;寝て

ばかり。（12）

［動］ｌＡ型gataraNkuNガタランクン続5７

驚く。（危険な目にあって）びっくりする。がくぜんとする。（続5)gataraNkuna;びっくり

するな。

［名］gatiガテイ生

米びつ。カマとトウヅルモドキで作ったもの。

［名］gattiNガッテインＴ

合点。了解。gattiNkjana;わかったか。

gi： ギー［名］１２

粗悪なもの。織物に使う。ｔ，atibatadinaminuNuribata9adugi;タテイバタは汚くないウリバ

タが粗悪だ。（織物の話）

ｇｉｒａ ［名］ギーラ生

（貝）ヒメジャコ。大きいものは体長４０ｃｍばかりある。食用にする。

［名］giNdukusudiギンドゥクスデイＴ

短くて丸い袖。元禄袖。
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ｇｉＮｔｕ ギントゥ ［名］

本当。念を押す。

ｇｉｃｉ ギチ ［名］

大根、ウリなどを泡盛につけた物。satagici;さとう漬け。

ｇｉｃｉ ギチ ［名］

使用人。にait，ｕと比べ下品な言葉。「下司」に対応する。

giharuN ギハルン ［動］２Ａ型gihaN

頑張る。gihari;頑張れ。

gihwaruN ギファルン ［動］２Ａ型gihwaN

＜古＞頑張る。giharuNとも言う。

gisakaNna ギサカンナ ［名］

（動）山ガニの一種。旧暦の６月１４，１５日頃、卵を洗いに海に来る。

ｇｉｔｉ ギティ ［名］

罰すること。

gia:gisi ギャーギシ ［名］

からかうこと。gja:gisiburuN;からかっている。（Nl55）

gujaグーヤ ［名］

（植）ニガウリ＜ウリ科＞・

＊

ｇｕ:、a： グーナー ［名］

びっこ。suga＊とも言う。haNsuga参照。

ｇｕｒｕＮｔａｉ グールンタイ ［名］

見張ること。ｍｉ:ｇｕ:ruNtaitiNniburutasi;目を見張って見ていると…。

guNbu グンブ ［名］

私生児。

guNbu： グンブー ［名］

（植）ゴボウ＜キク科＞ｏ

ｇｕＮｄａ グンダ ［名］

こなごな。ガラスなどの割れた状態。guNdanaN;こなどなになった。

guNgaci グンガチ ［名］

五月。

guNgacira グンガチラ ［名］

（植）赤豆。

guNOaki グンガキ ［名］

（植）リュウキュウガキ＜カキノキ科＞o

guNUu：グンク。－ ［名］

五合。

Ｎｌ４２

生

Ｔ

３

Ｔ

生

７

Ｎｌ４１

生

黒6３

昔213

Ｔ

３

Ｔ

Ｔ

８

４

３
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guNkaNicibugu＊ グンカンイチブグ ［名］Ａ６２

（地）海岸名。末尾の地図参照。

ｇｕＮｎａ グンナ ［名］１

（植）ポタンポウフウ＜セリ科＞・一般は、長命草と言われている。葉の汁を飲んだり、サ

ラダ・サシミ・すいものに入れて食べたりする長寿、肺結核に利く。根は、酒につけてのむ゜

guNtiグンテイ ［接］昔224

口。物を食べる時の口数。ｔ'uguNtisihai;一口で食べなさい。

gubaNamiグバンアミ ［名］Ｔ

真四角の縞模様に編むこと。

gudiNbu グディンブ ［名］Ｎｌ８７

かぎやで風節。

gudigudikiグディグデイキ［名］１２

ぶつぶつ言う事。kurukuruikiとも言う。

gugidumiN＊グギドゥミン ［動］Ｎ122

考える。gugidumi;考えをして。（Nl22）

guguciググチ ［名］Ｓ２６

愚知。苦情。

gugukananumunu ググカナヌムヌ ［句］７

半人前の人。身障者。（続59）

guiグイ ［名］素

おもしろみ（妙味)。utanuguiaNsuja;歌のおもしろみ（節まわしがきれい）があるね。

［名］guiグイ１６

刃先。

guiru グイル ［名］Ｔ

（植）クロトン＜トウダイグサ科＞o

gujuhu グユフ ［名］１２

御用布。王府に納める布。

ｇｕｍａ グマ ［名］３

（植）ゴマ＜ゴマ科＞ｏ

ｇｕｍａＮグマン ［形］生

小さい。

gumaNdaramutasi＊グマンダラムタシ ［名］稲274

農具。塊状になった土をくだき、これる。長さ１５，，２０ｃｍほどの角材に、サンゴ礁など

多孔質の小石を15-20個ほどくくりつけた農具

gumaabuciグマアブチ ［名］沖Ｉ

小さい畦。
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gumaamiti(ti）グマアミティ（ティ）［名］

路地。

gumabata グマバタ ［名］

小腸。batakuru;腸。daimugu;内臓すべて。

ｇｕｍａｈａｍａ グマハマ ［名］

小さな浜。

gumahatagiグマハタギ［名］

小さな畑。

gumamutiグマムティ ［名］

小さな餅。

ｇｕｍａｔａ グマタ ［名］

小さい田。

gumata:tｉグマターティ ［名］

小さな。gumata:titinudatitituciataba;小さな家が－つあったので。

gumatatiグマタテイ ［名］特殊

小量。

gumaubiグマウビ ［名］

小さい帯。

gumaujubiグマウユピ ［名］

小指。

gumuNグムン ［名］

＜新＞ゴム。

gumutiNniグムテインニ ［名］

御物船。税金を運んだ船。

グラグラ ［副］guragura

スヤスヤ。ぐっすりと寝ている様子。

グリ［名］ｇｕｒｌ

タコの墨。

グリ ［名］ｇｕｒｌ

御辞儀。

グリ［名］ｇｕｒｌ

おり（液体の底に沈んだカス)。

グルグ ［名］gurugu

要領よく行うこと。guruguminuN；要領がない。tuNDaguruguki

要領よく行って夫の命を守り…。（昔127）

gurukuNグルクン ［名］

５

続109

３

１

５

生

昔4７

生

５

Ｔ

８

歴1６

昔1９

生

続4６

こ１５

昔127

butununutiNmuibi;妻が

沖Ｔ
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（魚）タカサゴ科の魚の総称。体は紡錘形で、吻はとがる。尾びれは深く切れこみ、両端は

黒褐色。２本の黄色の縦じまをもつ。

［名］gusaNグサン生

杖。

gusagu グサグ［名］３

五勺。

［名］gusiNグシン生

神に供える酒。

［名］gusikuグシク生

石垣。

ｇｕｓｕ グス ［名］生

後生。死者の行く所。あの世。

gusunuhana グスヌハナ［名］続196

（植）ブッソウゲ＜アオイ科＞・

［名］gusunuhikatiグスヌヒカテイ生

二番座（あるいは三番座）と「ウテイ」との出入口。死んだ人はここから出入りをすると

言う。

gusunutataiグスヌタタイ［句］続５３

怨霊。祖先の崇り。

［名］gutaiグタイ２

体つき。五体。dutaiとも言う。

ｈａ ノ、 ［辞］生

着物や本を数える単位。

ｈａ： ノ、_ ［名］Ｔ

歯。

ｈａ： ノ、－ ［名］Ｔ

葉。

ｈａ： ノ、－ ［名］Ｔ

刃。

ｈａ：ハー ［感］昔６２

ほう゜ｈａ:isinaiuNniduNataja;ほう、そうか。そうであったら…。

ha:ciriハーチリ［名］沖Ｉ

葉のいもち病。稲穂が出る前にかかる。

［名］ha:dａｍｉハーダミこ３７

歯痛。

ｈａ:dｉハーデイ ［名］昔176
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造ること。Nniha:｡i;船を造って。

hamaguハーマグ

子孫。

＊
ha:ｍｕｒａハームラ

田舎村。

hapaNdiハーパンディ

歯がはえること。

haNハン

足。

haNハン

判。印。

ｈａＮハン

牛、馬の耳印。

haNbari＊ ハンバリ

足にできるひび、あかぎれ。

haNbuhuri＊ ハンブフリ

もうろく。kaNturimaguri参照。

ｈａＮｄａ＊ ハンダ

田の名。

haNdaNハンダン

[名］ こ３７

[名］ 昔6１

[名］ ２

[名］ 生

[名］ こ１０５

[名］ 民

[名］ 黒6３

[名］ 黒6６

[名］ Ａ２９

[動］３Ａ型haNdasjaN ２

はずす。kagihaNdai;鍵をはずせ。munuihaNdasi;言いはずし。ｐ，aNdaNとも言う。

haNdimiruNハンディミルン ［動］６Ａ型haNdimjaN３

脱がさせる。

haNdiruNハンディルン ［動］６Ａ型haNdjaN２

外れる。

haNdu ハンドゥ ［名］昔179

繁盛。kjakuhaihanduki;客が入り繁盛して…。（昔179）

haNdukamiハンドゥカミ ［名］生

かめの一種。飲料水をためるかめ。高さ約６０ｃｍ、口径約３０ｃｍで、荒焼で赤味をおびて

いる。

haNgama ハンガマ ［名］生

釜。

haNgiハンギ ［名］４

（植）ハゼノキ＜ウルシ科＞・薪に用いる。

haNiNciハンインチ ［名］沖Ｉ

苗床の半端なもの。
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haNkiruNハンキルン ［動］６Ｂ型haNkuN４

はじける。

haNkitama＊ ハンキタマ ［名］植112

（植）ノポタン＜ノポタン科＞ｏ

ｈａＮｋｕハンク ［名］沖Ｔ

（動）フトュビシャコ＜甲穀類＞・体長３ｃｍぐらいでエビに似ている。ハサミではじくこ

とからの命名。

haNku ハンク

田の水が干上がり割れること。

haNkuNハンクン

はじく。

haNkuja＊ ハンクヤ

武器の一種。棒の両端を刺々しく作る。

haNkuraNハンクラン

はずす。haNkurasi;はずせ。

haNkurimiハンクリミ

ニ重まぶた。kamimi;－重まぶた。

haNnubata ハンヌバタ

足の裏。

haNnuca ハンヌツァ

足首や甲のあたり。

haNnukuciハンヌクチ

足の甲。haNnukucibuni;足の甲の骨。

haNnusa ハンヌサ

足跡。

haNnusatiハンヌサテイ

つま先。足の先。

haNsihiruNハンシヒルン

はずしていく。

haNsuga ハンスガ

びっこ。

ｈａＮｔａ ハンタ

絶壁。

haNtabata ハンタバタ

足の裏。haNnubataとも言う。

haNtaDiruNハンタキ･ルン

[名］ 沖Ｉ

[動］１A型 生

[名］ 昔3８

[動］３A型 生

[名］

[名］ Ｔ

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ 続９

[名］ ５

[動］６Ａ型haNsihjuN ９

[名］ 続188

[名］ 生

[名］ ９

[動］６Ｂ型haNtaOuN Ｔ
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跳ね上げる。

haNtaraNハンタラン

肥やす。

haNtaruNハンタルン

肥える。太る。harataruNとも言う。

haNtimata ハンティマタ

（植）フヨウ＜アオイ科＞o

habaguNハバグン

精を入れて働く。はかどる。仕事が進む。

[動］２A型 Ｔ

[動］２A型 生

[名］ ４

[動］ｌB型 生

[名］habiru ハビル

（昆）蝶。

habudiハブディ

先祖。

haburiハブリ

羽織り。

haciハチ

橋。

haciハチ

箸。

haciハチ

端。幅の広い板や帯などの先の方。

haciハチ

（食べ物、ご飯の）お初。

haci： ハチー

梯子。

haciNnaniハチンナニ

産衣。初衣。

hacibiハチビ

初植え。田植えの初日。

haciciハチチ

歯茎。

haciOaciciUaNハチカ・チ弓

八月彼岸（秋期の彼岸)。

hacimaOu ハチマク・

初孫。

hacituNdiハチトゥン

生

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ 昔166

[名］ 民

[名］ １

[名］ 沖Ｉ

[名］ こ７８

[名］ハチカ゜チチカ･ン ２

[名］ こ７９

ハチトゥンディ [名］ 生
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赤ん坊の最初の外出。

hadacanu ハダッァヌ ［形］素

わずらわしい。

hadaga ［名］ハダガ１

裸。

hadagiruN＊ハダギルン ［動］資265

はずれる。はぐれる。

hadamusu ハダムス ［名］１２

ござ。いつも使用しているござ。

hadasagaNハダサガン ［形］７

着る物が少ない。原義は「肌が少ない｣。

hadiハディ ［名］１

恥。hadibagaranumunu;恥を何とも思わない人。

hadiハディ ［名］生

家の表側の軒。

hadiハデイ ［名］生

はず゜多くは、文末にあって、推量の意味をあらわす｡tugamadijabirariruhadi9ajo;１０日

までには、植えられるはずだがヨ。aiguhadi;来るだろう。（昔189）

hadiciハデイチ ［名］生

入墨。女子が１２歳頃から少しずつしてもらい、結婚する時、模様を完成させる。

hadigama＊ ハディガマ ［名］Ｎ127

報告。

hadikira ［名］ハデイキラこ９７

恥知らず。hadiminuNとも言う。

hadimaruNハディマルン ［動］２Ａ型hadimaN３

始まる。

ｈａｄｉｍｉハディミ ［名］昔４

初め゜

hadimiruNハディミルン ［動］６Ａ型hadimjaN５

始める。

hadinuhiraハディヌヒラ ［名］Ｔ

軒を支える柱。

hadjarukidiハデャルキディ ［名］６

擦り傷。

haduja ハドゥヤ ［名］生

（鳥）スズメ。
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[名］haga ハガ

墓。

haga ハガ

植え手の幅。田植えの際の植え手一人分の幅のこ

haga＊ ハガ

＜古＞境界。

hagaburiハガブリ

墓場。

hagacju： ハガチュー

（魚）イソマグロ。

hagaiハガイ

計器。秤（はかり）。

hagama ハガマ

袴。

hagamairiハガマイリ

墓参り。abutahagamairiki:;母の墓参りに…。

hagara ハガラ

しっかり。hagarairiju:；しっかりやりなさいよ。

hagaruNハガルン

測る。計る。

hagasudiハガスディ

墓の掃除。旧の１月１６日、盆、清明祭に行う。

hagu ハグ

炭俵。taNdaraとも言う。

haguNハグン

吐く。

hagudimiハグディミ

箱に物を詰める事。ぎっしりと満たし詰める事。

箱詰めに（するほど）もうけ…。（昔162）

ha9aNハガン

きしむ音が耳に響くさま。

ha9aNハカ゜ン

枕元。

ha9icidiハキ゜チデイ

禿げ山。

haUiruNハキ゜ルン

４

[名］ 沖Ｉハガ

田植えの際の植え手一人分の幅のこと。

[名］ 歴9７

[名］ 民343

[名］ 沖Ｔ

[名］ こ２４

[名］ Ｔ

[名］ 昔7３

[副］ 素

[動］２Ａ型hagaN ３

[名］ ５

[名］ ７

[動］ｌB型 Ｔ

[名］ 昔162

diNkaniNhagudimimugirari;金を升詰め、

[形］ 生

[名］ 昔1９

[名］ ３

[動］６Ｂ型haOuN Ｔ
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（皮などが）はげる。むける。miNburuhaDuN;頭７

haOu＊ ハゲ

かご（駕篭)。人を野せてかついで行く道具。

haDuN ハゲン

配る。

ha9uN ハゲン

（皮などを）剥ぐ。basuhadibuhadi;芭蕉を剥ぎ、

hai ハイ

南。

hai ハイ

（昆）ハエ。

hai ハイ

針。

haiNbuta＊ ハインブタ

田の名。

haiNdaN ハインダン

（地）南帆安。与那国町内の字名。末尾地図参照。

haibara ハイバラ

南側。

haidagi ハイダギ

伸子。機織り機の付属具の一つ。

haidama ハイダマ

いやしい人。くいしんぼう。

haidatu＊ ハイダトゥ

田の名。

haidu ハイドゥ

方向。haidubappai;方向違い。

haidunaN ハイドゥナン

南与那国。与那国の遥か南にあると信じられていZ

haigamati＊ ハイガマティ

与那国島の近海名。

haigata ハイガタ

食べ方。

haiDuti ハイク゜ティ

入口。

haijati ハイヤティ

はげる。むける。miNburuhaDuN;頭が禿げた。

ハク｡ ［名］

人を野せてかついで行く道具。

ハゲン ［動］

資336

ｌＣ型hadjaN 生

［動］ｌＣ型hadjaN

糸を紡いで…。（資340）

Ｔ

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ Ａ２６

[名］ Ｔ

[名］ 生

[名］ ３

[名］ 生

[名］ Ａ２０

[名］ ９

[名］ 歴1１

与那国の遥か南にあると信じられている楽土。

ハイガマティ ［名］ Ａ６５

[名］ １２

[名］ 昔117

[名］ Ｔ
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平焼き。

haiju ハイユ ［名］

（魚）ホシサヨリ。体が細く長い。ｄａｒｕとも言う。

haikadiハイカディ ［名］

南風。

haimaciハイマチ ［名］

満田原内の田の名。

haimaciハイマチ ［句］

食べるだけ。haimacihaitibuNdiminuN;食べるだけ食べて、御礼もない。（12）

haimaja＊ ハイマヤ ［名］

田の名。

haimitiハイミティ ［名］

食べ方。unumununuhaimitiNduNbagataja;その物の食べ方がわかったら。（昔183）

ｈａｉｍｕｎｕ ハイムヌ ［名］

食べ物。

haimutu＊ ハイムトゥ ［名］

＜古＞（地）ハイムトゥ。南帆安の南方、ダマトゥハガのある所。

haina ハイナ ［名］

はえ縄。

hainagatagata＊ ハイナガタガタ ［名］

田の名。

＊

hainagu ハイナグ ［名］

＜古＞（地）南帆安道路から前嶽路へ別れる所。

hainanaciハイナナチ ［名］

南に七つ並んでいる星。

hainucadaNハイヌツァダン ［名］

しみ。ｃ'adaN（毛じらみ）参照。

hainuguNハイヌグン ［動］４Ａ＊hainugusjaN＊

食べ残す。

hainuguciハイヌグチ ［名］

食べ残し。残飯。

hainukiciハイヌキチ ［名］

（地）ハイヌキチ。南の丘。崖葬の場所であった。

hainusuniハイヌスニ ［名］

与那国島の近海名。釣り場である。haigamatiとも言う。

haira ハイラ ［名］

沖Ｔ

４

沖Ｉ

昔209

Ａ５４

昔183

Ｔ

歴9３

生

Ａ４８

歴141

生

５

１２

こ３３

歴3３

Ａ６５

こ３３
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山賊。

hairiハイリ

酢。

hairicatiハイリツァティ

（植）「植物方言集」によると、カタバミ＜カタバ

haita＊ ハイタ

＜古＞拝板。村番所内に設置してあった一種の方I

haiuranu ハイウラヌ

（地）南浦野。与那国町内の字名。末尾地図参照。

haiutimunu ハイウティムヌ

蝿叩き。

haizaNhiハイザンヒ

海賊。

hajaNハヤン

早い゜速い。

hajaNハヤン

入れる。おさめる。

hajaNsa ハヤンサ

（烏）ハヤブサ。

hajaaciハヤアチ

早足。

hajagu ハヤグ

＜新＞早く。急いで。taiguとも言う。

hajamamitiハヤマミテイ

（在来の）豆の一種。昔はこれで豆腐を作った。

hajariハヤリ

はやり。疫病。hajaridami＊;流行性の病気。疫病。

hajariハヤリ

近道。

hajaruN＊ハヤルン

流行る。

hajatiハヤテイ

早足。

hajatirariハヤテイラリ

早死に。ijajahajatirarikitabaabutajatuiburubiM

[名］ 生

ハイリツァティ ［名］

｢植物方言集」によると、カタバミ＜カタバミ科＞・

ハイタ ［名］

拝板。村番所内に設置してあった一種の方向指示板。

生

歴144

[名］ Ａ８

[名］ 民

[名］ １３

[形］ 生

[動］３Ａ型hajasjaN Ｔ

[名］ こ８０

[名］ １２

[副］

[名］ Ｔ

[名］ こ１２

[名］ １２

[動］２Ａ型hajaN ３

[名］ １２

[名］ Ｎｌ６６

早死に。ijajahajatirarikitabaabutajatuiburubiNgaagamiduarujuNgara;父は早死なさって、

母は－人しかいない男の子だったから…。（昔189）
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［動］２MhaNhajuNハユン２

入る。活用はａｊｕＮ（戦う）と同じ。

hakamiハカミ ［名］続177

歯ぎしり。

hakka ［名］ハッカＴ

二十日。

［形］hakkaNハッカン生

かゆい。体にこまかいとげなどがついたかゆさ。

［名］hamaanici＊ハマアニチ歴１５

＜古＞番所の役職名。布晒し女のことで、役人の昼弁当を取りに行く役も兼ねていた。

hamabataハマバタ ［名］

浜辺。

hamaiハマイ ［名］

食料。hamaiminuNdiNnikaiko:;食料がないよ、米を買って来い。

hamaidaハマイダ ［名］

田の一種。代かきの後、すぐに植えつけないと植えにくくなる固い土の田。

hamaidaiハマイダイ［名］

食費。

hamaidiハマイディ ［名］

固い士。

hamaisikiハマイシキ［名］

一生懸命にしている事。umihamainutikagiriとも言う。

hamajatiハマヤテイ ［名］

＜古＞浜小屋。

hamakaNdaハマカンダ ［名］

（植）ハマヒルガオ＜ヒルガオ科＞o

hamakugani＊ ハマクガニ ［名］

（植）ハマポッス＜サクラソウ科＞o

hamamujaハマムヤ ［名］

（貝）ハマグリ。

hamaubuniハマウブニ ［名］

（植）ハマダイコン＜アブラナ科＞o

hamauguduri＊ ハマウグドゥリ［名］

（植）クロキ＜ハイノキ科＞・沖縄で俗にクロキと言っているのは、リュコ

こと。

hamiruNハミルン ［動］６Ａ型hamjaN

Ｔ

生

沖Ｉ

こ４３

沖Ｉ

昔6７

歴1５

植131

植122

生

Ｔ

植126

リュキュウコクタンの

５
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はめる。

hamiruNハミルン

食べさせる。

ｈａｍｕ： ハムー

歯のない人。

hamunuハムヌ

刃物（切れ味のすぐれた剣)。

[動］６Ａ型hamjaN Ｔ

②

[名］ Ｔ

[名］ こ１２７

[名］ｈａｍｕｒａ

田舎。端村。

hana

花。

hanaN

離す。放す。

hanaN

：話す。

hanaNki

風邪。

hanaNkikagai

風邪をひく事。

hanabura

鼻の低い人。

hanaburu

鼻。

hanaburunucu：

鼻くそ。

hanabuti

いびき。

hanabutu

（魚）アオブダイ、

ている。

hanaci

くしゃみ。

hanadai

はながたれること。

hanadaki

花酒。hanazakiと）

ハムラ ４

[名］ハナ Ｔ

[動］３Ａ型hanasjaNハナン ２

[動］３Ａ型hanasjaNハナン ３

[名］ハナンキ 昔215

[名］ハナンキカガイ 続6１

[名］ハナブラ ５

[名］ハナブル 生

[名］ハナブルヌツー 生

[名］ハナブテイ こ６

[名］ハナブトゥ 沖Ｔ

ナンヨウブダイなどの魚。成魚の額は突出する。鱗の縁は濃い青色をし

[名］ハナチ こ２３

[名］ハナダイ Ｔ

[名］ハナダキ こ２

hanazakiとも言う。
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hanadasikiハナダシキ ［名］９

花壇。

hanadubagu ハナドゥバグ ［名］生

祭壇用の重箱｡台はたがいちがいになっており、低い方に重箱､高い方に餅を置く。(花重箱)。

hanagumiハナグミ ［名］Ｔ

供え物の一つ。餅米を洗って茶碗に入れ、その上に「チビリ」の葉を数枚のせた供え物。

＊

hanaUa ハナカ・

田の名。

hanaDimunuiハナキ゜ムヌイ

冗談。

hanaDuiハナク･イ

鼻声。

hanahija ハナヒヤ

花綜こう。花織り専用の線こう。

hanaikiハナイキ

花瓶。

hanaitiハナイティ

鼻息。

hanakusa＊ ハナクサ

（植）オオシラタマホシクサ＜ツユクサ科＞o

hanamiNハナミン

鼻水。

hanariハナリ

（地）新城島。

hanariruNハナリルン

離れる。

hanasiハナシ

話。hanasikiruN;話をする。

hanaurisidariハナウリシダリ

花織り手拭。hanazumisidariとも言う。

hanazakiハナザキ

花酒。hanadakiとも言う。

hanazumisidariハナズミシダリ

花染めの手巾。

hａｎｉハニ

羽。

[名］ Ａ２６

[名］ こ４１

[名］ １

[名］ ３

[名］ こ１６

[名］ こ７４

[名］ 植199

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[動］６Ｂ型hanaruN 生

[名］ Ｔ

[名］ １２

[名］ ３

[名］ ３

[名］ Ｔ

P｡、
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haniabaiju ハニァバイユ ［名］沖Ｔ

（魚）ミノカサゴ。猛毒をもつ魚。背びれのトゲに毒をもっている。

haniatiハニアティ ［名］沖Ｔ

（魚）バショウカジキ。体が細く長い。体高よりも高い背びれをもっている。

hani9uNハニク゜ン ［名］生

翼。

hanikiraNハニキラン ［動］３A型昔169

はねかえす。はねとばす。ｐ'a9aiNkiataitika:ndinatitip，aDaihanikirataba;鍬に当たってカー

ンと音がして跳ね返したので…。

hanizikuro ハニジクロ ［名］

米の品種。羽地から来た米でとげがある。

haraNハラン ［動］３Ａ型

揺るがす。

haraNハラン ［動］３Ａ型harasjaN

（水を）流す。（船を）走らす。

haraga ハラガ ［名］

脂肉。

haragu ハラグ ［名］

腹皮。

haramiハラミ ［名］

妊娠。haramiNma;身ごもった馬。

haramiNtu ハラミントゥ ［名］

妊婦。

haramuNハラムン ［動］１，型

妊娠する。

harataruNハラタルン ［動］２Ａ型

太る。haNtaruN,NtikiruNとも言う。haNtaruNはやや新しい語。

hari ハリ ［名］

晴れ。

haribaritu ハリバリトゥ ［副］

晴々と。kuguruharibaritu;心晴々と。

harijaku ハリヤク ［名］

晴れ厄。

hariruNハリルン ［動］６Ａ型haruN

晴れる。

haru ハル ［名］

１６

生

Ｔ

続1４

３

２

２

生

４

４

１２

４

昔197

Ｔ
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畑。原野。小字。

haruN

張る。

haruN

払う。harai;払え。

harudati

田畑に作る。､屋・

haruhakka

（植）ハッカ＜シソイ

haruhata

部落を象徴する旗頭。

haruja

農作小屋。

harumai

畑廻り。田畑の巡視。

haruna：

畑の名。

hasaN

はさみ。

hasaNti

（動）サソリ。

＊
hasama

田の名。

hasamati＊

田の名。

hasira

帆柱。

hatａ

（昆）蜂。

hatａ

[動］２Ａ型ｈａＮ ３ハルン

[動］５Ａ型haraN ２ハルン

[名］ハルダティ １

[名］ハルハッカ Ｔ

ハッカ＜シソ科＞。

[名］ハルハタ ２

[名］ 稲265ハルヤ

[名］ハルマイ 資336

[名］ハルナー １４

[名］ 生ハサン

[名］ハサンティ ２

[名］ハサマ Ａ４８

[名］ハサマテイ Ａ４５

[名］ １ハンフ

[名］ハタ Ｔ

[名］ハタ Ｔ

旗。野辺送りをする時「ティカ･ランカカ゜ン」の次に持って歩く。

hata ハタ ［名］

端。畳などのへり。

Ｔ

hataNハタン ［動］３Ａ型hatasjaN

果たす。irihatarumunu；し果たしたものを（やれば良かったね)。irihatai；

hataNgihi： ハタンギヒー ［名］

Ｔ

し果たしなさい。

４
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（植）ハマイヌビワ＜クワ科＞・祖納の方言。

hatagaruNハタガルン ［動］２Ａ＊hatagaN＊ Ｔ

開く。、i:hatagarutasiuNOat，ihatagaiti;目を開けると鬼が口を開けて･･･。（昔25）hatagaiti

huNdi；（大きな口を）開けて食べる。（昔121）

hatagiハタギ ［名］Ｔ

畑。

hatagida ハタギダ ［名］沖Ｉ

田の一種。畑田。もともとは田んぼでなく、水の出入りの便利な場所を利用して作った田。

雨水を利用して耕す田。

hatagidanuui＊ ハタギダヌウイ［名］Ａ４４

田の名。

hatagidu ハタギドゥ ［名］１２

（植）畑のり。和名不明。木くらげのようなもので、畑にできる。若芽のように美味。数珠

藻。

hatagikasidama ハタギカシダマ ［名］１６

畑を耕す時に用いるすき。牛に引かせて使う。

hatagimaiハタギマイ ［名］こ'１８

陸稲。畑に植える稲。

hatamiNgaN＊ ハタミンガン ［動］３Ａ＊ Ｔ

パタパタさせる。ドンさせる。hattamiNgasiumuruNnidwaiki;爆発させたように思う存分

お祝いをして。（昔88）

hatamunu ハタムヌ ［名］昔８３

機織機。

hatamunuda ハタムヌダ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

hatanuNgiti＊ ハタヌンギティ ［名］植135

（植）オオムラサキシキブ＜クマツヅラ科＞o

hataragaNハタラガン ［動］３Ａ型hataragasjaNT

（頭などを）働かす。

hataraguNハタラグン ［動］１Ｂ型hataratjaN 昔225

働〈。

ｈａｔａｒｕｍｕｎｕ ハタルムヌ ［句］３Ａ型hatasjaN 昔５１

…すればよかったのに。tamiranuNkiburjahatarumunu;教えなければよかったのに…。（昔

５１）kuNninukutukiranuNkiburjahatarumunuNdi;こんな馬鹿な事をしないでいればよかっ

たのにと…。（昔222）

hatauiハタウイ ［名］Ｎ140
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機織り。nunuuiとも言う。

hatiハティ ［名］

（魚）イロブダイ。ブチブダイなど。雄は青味が強く、美しい。

hatiNgaciハティンガチ ［名］

八月。

hatiNgacimariDaNハティンガチマリカ゜ン［名］

旧八月中に年の始まりとして家族の健康を祈願する事。

hatiburu ハティブル ［名］

おこった顔つき。hatiburucira;おにのようなＩ布い顔。

沖Ｔ

雌は茶褐色。

Ｔ

ま’４

１０

[名］hatti ハッテイ

ヘど。

hatu ハトゥ

（鳥）鳥の総称。

hi-kiruN＊ ヒキルン

‘性交する。

hi： ヒー

環礁。

hi： ヒー

陰門。

hi： ヒー

（船の）へさき。＜新＞umutio

hi： ヒー

おなら。へ。

hija ヒーヤ

気合いを入れる時に発する語。掛け声。

hmugirai ヒーヌギライ

陰核。

himuiku： ヒーヌイクー

前乗りの漕ぐかい。

hiNbai ヒンバイ

なぎなた。棒踊りの時、使用。

hiNdimami ヒンディマミ

（植）ソラマメ＜マメ科＞か。土地のノ

hiNga： ヒンガー

すてかすの人。hiNgimunuとも言う。

hiNgaN ヒンガン

２

[名］ 生

[名］６Ａ＊hi-kjaN＊ 黒6０

[名］ 生

[名］ 生

[名］ １

[名］ Ｔ

[感］ ９

[句］ 続3２

[名］ １

[名］ 1０

[名］ １６

鯵か。土地の人はフロウ豆のことと言う。

ヒンガー ［名］

とも言う。

ヒンガン ［動］３A型

hurumami参照。

Ｔ

生
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逃す。hiNgataNUakacimjaN;逃がしたが（あとでまた）つかまえた。

hiNgimunu ヒンギムヌ ［名］

すてかすの人。ぐうたら。本来は、「家も何もかも捨てて逃げる人」という意味。

ｉ()言う。

hiNgiruNヒンギルン ［動］６Ａ＊hiNgjaN＊

持ち上げる。icibuguhiNgiruN;石を持ち上げる。hiNgikatiruN;持ち上げて捨てる。

T

hiNga:と

Ｔ
へ
卯
３

１－

[動］６Ａ＊hiNgjaNhiNguNhiNgiruN ヒンギルン

逃げる。アクセントは低平調。

hiNgu ヒング

鍋墨。鍋や釜の底に付いた墨。

hiNgumami ヒングマミ

豆の種類（黒色)。

ｈｉＮｎａｒｕＮ ヒンナルン

減る。

ｈｉＮｐａ ヒンパ

（動）サキシマアカマタ（蛇の名)。

ｈｉＮｓｕ ヒンス

貧乏人。貧乏。

hiNtakumiruN ヒンタクミルン

押さえつける。いじめる。

hiNtakumiruN＊ ヒンタクミルン

つっこむ。

ｈｉＮｔｕ ヒントゥ

返答。hiNtukiruN;返答する。

hibida ヒビダ

（動）山羊。

hibidadaja＊ ヒピダダヤ

（地）海岸名。末尾の地図参照。

hibidanumi： ヒビダヌミー

山羊の肉。

hicaN ヒッァン

薄い゜

ｈｉｃｉ ヒチ

瀬。干瀬。

ｈｉｃｉ ヒチ

未（十二支の一つ)。

[名］ Ｔ

[名］ 続127

[動］２A型 生

[名］ 生

[名］ Ｔ

[動］６Ａ型hiNtakumjaN 続2２

[動］６Ａ＊ Ｓ９

[名］ Ｔ

[名］ 生

[名］ Ａ６２

[句］ ３

[形］ 沖４

[名］ １０

[名］ Ｔ
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hiciNdidama ヒチンディダマ ［名］生

糸繰り車。

hiciNgu ヒチング［名］５

菓子の一種。落雁。kugaciとも言う。

hiciNtaiヒチンタイ［形］沖４

冷たい。hiragiNtaiとも言う。

hicicu(N)ｇａ ［名］ヒチツ(ン)ガ１

（植）ホウセンカ＜ツリフネソウ科＞・根を乾燥させ、せんじて飲む。高血圧に利く。

［名］hiciduraciヒチドゥラチＴ

ザルの一種。目が粗い。

hiciganiヒチガニ ［名］Ｓ５７

ピッチ鐘。どら鐘。

hicimatiヒチマティ ［名］生

（蛇が）とぐろをまくこと。

hicimiruNヒチミルン ［動］６Ａ型hicimjaN生

間を広げる。間隔を開ける。、aitariNdagiminujuNgarahicimiri;苗が足りそうにないので間

を広げなさい。

hicimusa ヒチムサ［名］Ｔ

よくおならをする人。

hidatiヒダティ ［名］Ｔ

環礁のすぐそば。

hidatiruNヒダティルン ［動］６Ａ型hidatjaN生

隔てる。

hidatu＊ヒダトゥ ［名］Ａ３７

田の名。

hidiヒディ ［名］８

火のついた薪。

hidiguru ヒデイグル ［名］続５９

鰹の削り節。

hidiriヒデイリ［名］生

傷跡。

higawataburuヒガワタブル ［名］Ａ７

（地）比川田原。

higuNヒグン ［名］Ｔ

灰。hiNgu;すす。higuNkanda:kuNkaNda:;ほこりをかぶって汚らしい。

hiOaNna ヒガンナ［名］生
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潮が干いた時、波がえしのサンゴ礁の所にいるカニ。色が黒く、体長５cm前後ある。

hija ヒヤ ［名］３

綜こう。織物製造の際、緯糸を通す緋ｄ足で踏んで縦糸を交互に上下させる用具。

hijaasi ヒヤアシ ［名］こ122

冷や汗。

hijahui ヒヤフイ ［感］９

気合いを入れる時に発する語。掛け声。

hijasasa ヒヤササ ［感］続４０

えい！（掛け声)。

hika ヒカ ［名］ 昔219

小さい穴。anaNpu;大きい穴。hikahugiduburu;小さい穴があいている。

hikadiiri ヒカディイリ ［名］

旧暦の８，９月頃。

hikariNkai ヒカリンカイ ［名］７

光っているさま。（ガラスなどが）透き通っているざま。hikariNkaiduburu;ピカピカ光っ

ている。

hikariruN＊ ヒカリルン ［動］６Ａ＊ ｌ３

引かれる。魅せられる。tuiagamijammuOaNkikuguruhikari;一人息子は、娘に心引かれ…。

（昔77）

hikaruN ヒカルン ［動］２Ａ型hikaN ３

光る。

hikiruN ヒキルン ［動］６Ｂ型hikuN 生

穴があく。hugiruNとも言う。

hikuN ヒクン ［動］１Ａ型hitjaN 生

突く。刺す。ｋ，ｕＮとも言う。anuhikuNdo;私が突くよ。

hikuN ヒクン ［動］４Ａ型hikusjaNT

引っ越す。

ｈｉｍａ ヒマ ［名］ 昔２７

＜新＞暇。ｄｕｒｕｃ，u:niNdu:himaNminusagu;夜昼寝る暇もなく…。

ｈｉｍｉｋｉ ヒミキ ［名］こ４９

ぜんそく。himikimutitu;ぜんそく病み゜（続120）

hinai ヒナイ ［名］Ｔ

＜古＞（地）比川の戦前の名。髭川をあてる。これは行政上の名で、比川の老人達は昔から

Ndimuraと言っていたという。

hinuburi ヒヌプリ ［名］ 生

環礁の外側。
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[動］２A型hiparuN ヒパルン

＜新＞引っぱる。

hippaiarasi ヒッパイァラシ

遊びの一種。松の葉を引っ張つりあって争う。

hira こう

柱。

hira ヒラ

ヘら。草取りや植えつけに使う。

hiraccaN ヒラッツァン

乳飲み児などがおとなしい。

hiragiNtai ヒラギンタイ

冷たい゜hiciNtaiとも言う。

hiragimiN ヒラギミン

冷や水。

hirai ヒライ

付き合い。

hiranuhi ヒラヌヒ

柱の差し込みをうける穴。

hiranumara ヒラヌマラ

柱の差し込み。

hirapaOai ヒラパカ゜イ

ー般用平鍬。

hirasika ヒラシカ

怠け者。ふまじめ。よくない事をする人。

ｈｉｒｉ 上り

Ｔ

[名］ ５

[名］ 生

[名］ Ｔ

[形］ 生

[形］ 生

[名］ こ１２２

[名］ 昔4３

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ 民

[名］ １０

[名］ 生

＜古＞午前１０時頃食べる食事。多くは芋であった。今頃は早朝から働かなくてよいので、

この習慣がなくなった。hirja参照。

［名］hiri上りＴ

ヘリ。ふち。

hirja ヒリャ ［名］生

く古＞午前５時頃食べる食事。昔は午前中に２回食事をした。今ごろは仕事が楽になったの

で、このように早朝に食事する習慣がなくなった。hiri参照。

hiru ［名］ヒルｌ

（植）ニンニク。潰して少量の塩と混ぜて塗り、包帯の代りにばしょうの葉で巻くと魚の毒

消しになるといわれている。酒に漬けて飲む（hirusaki）と破傷風の予防となる。破傷風は

miNma参照。

Hosei University Repository



142

hiruNヒルン ［動］６Ｂ型ｈｊｕＮ３

冷える。

hiruNヒルン ［動］６Ｂ型ｈｊｕＮ 生

行く。himinuribaNja:inamunu；（行くなと言ったのに）行ってしまったんだな－．hjaNja:；

（本人は行かなかったと言うが）行ったんだな_。

［動］６Ａ型hjaNhiruN（１）ヒルンｌ

＜古＞くれる。物をやる。hiraninuna;やれないのか。hiri；くれなさい。NdaNkihirui:;おま

えにやろうね。

［補］６Ａ型hjaNhiruN（２）ヒルンｌ

…てくれる。ある人のために何かをする。tuiwaihiri;受け取って下さい。hamihiranukaja；

食べさせてくれないかな。（昔21）sihiNna;来てくれるな。

hirumiヒルミ ［名］生

（動）浜辺に穴を作って住んでいるカニ。白色で目が高くつき出ている。甲がかたい。

hirusaNヒルサン ［形］生

広い。

hisaNヒサン ［形］生

寒い。

hisarikaNda＊ ヒサリカンダ［名］植148

（植）ヘクソカズラ＜アカネ科＞o

hisikiruNヒシキルン ［動］６Ａ*型続２２

いじめる。

ｈｉｔｉ ヒティ ［名］沖ｔ

（魚）スズメダイ科の魚の総称。体に５，６本のしまをもつ。コガネシマアジも含む。

ｈｉｔｉ ヒティ ［名］こ６４

幼女。

hittui ヒットゥイ［名］Ｔ

１日。

ｈｉｔｕ ヒトゥ ［名］こ７

（動）イルカ。

hitumibana＊ ヒトゥミバナ ［名］歴136

＜古＞ディティグ御嶽の神名。詳しくは、ヒトミバナ、ブナダラと言う。

hitusikumiヒトゥシクミ ［名］３

－仕込み。

hizinu＊ ヒジヌ ［名］植７７

（植）カンコノキ＜トウダイグサ科＞o

hja： ヒャー ［感］昔213
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掛け声。驚きの声。ｊａ:hja:Ndi;さあ、と言って。

［名］hjakaniciヒヤーカニチ２

百日忌。

hjaniヒャーニ ［名］民

杓子（汁用)。

hjamu ヒャーヌ ［感］続4O

かゆくていやな気持ち。例えば、しらみが腕に上ってくる時のたまらなくいやな気持ち。

［名］hjaNヒャンＴ

（昆）虫の一種。和名不明。小さくて、よく藁にいる。

hjagusu ヒャグス ［名］Ｔ

百姓。

hjuciヒユーチ［名］昔165

拍子。…ところに。nigaicaritibu:ruhju:cinibutujaharugarakaisisiti;願っているところに、

夫が帰って来て。（昔165）

hjuriヒューリ［名］

日の吉凶日取り。

hdcjuホーチュ［名］

（魚）アカマンポウ。

ho:ihoiホーイホーイ［感］

牛を歩かせる時の言葉。

hokamanusajati＊ホカマヌサヤティ ［名］

（地）海岸名。末尾の地図参照。

ｈｕ フ ［名］

穂。

ｈｕ： フー ［名］

幸運。huminutaN;運がなかった。

ｈｕ： フー ［名］

帆。

hu:ciriフーチリ［名］

穂のいもち病。

ｈｕｈｕ：フーフー ［慣］

＜幼＞熱い物をさます時に言う言葉。

humunuNフームヌン ［名］

害虫を忌む祭。旧四月吉日稲穂の出る時季に行う。munuN;物忌み祭。

hunuijuフーヌイユ［名］

沖Ｔ

３

Ａ６２

Ｔ

２

Ｔ

沖Ｉ

５

続5５

沖Ｔ
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（魚）シイラ。体が細く長い。頭の形でオス、メスの区別をする。オスは頭部ズ

いる。

hu:tiNkiフーティンキ ［形］特殊

大きい。

huwataフーワタ ［名］

帆の風袋。

huzjo： フージョー ［名］

＜移＞煙草入れ。漁師用は枕としても使われる。

ｈｕＮ フン ［動］４Ｂ型husjaN

閉める。ふす。

ｈｕＮ フン ［動］４Ｂ型husjaN

干す。Nnanihui;着物を干しなさい。

ｈｕＮ フン ［動］５Ａ型ｈａＮ

食べる。kacihamiri;お菓子を食べさせなさい。naiduhaitiaigu;今食べて来た。

ｈｕＮ＊ フン ［名］

＜古＞組。huNnusira*;組の稲倉。

ｈｕＮｄａｉ フンダイ ［名］

わがまま。あまえる事。huNdaikiruN;あまえる。huNdaikimiruN;あまやかす。

ｈｕＮｎａｉ フンナイ ［名］

準備。sikirLsitagwiとも言う。

ｈｕｂｉ フビ ［名］

ほうぴ。賞。

ｈｕｃｉ プチ ［名］

（植）ヨモギ＜キク科＞・雑炊に入れて食べる。この汁をつけるとあせもにヅ

内熱に効く。モグサを指す時もある。（続75）

ｈｕｃｉ プチ ［名］

星。

ｈｕｃｉ プチ ［名］

癖。hucitui；（人の）癖をとること。（12）

ｈｕｃｉ プチ ［名］

遺骨。仏骨。

hucibaフチバ ［名］

（植）ヨモギの葉。

hucibamutiフチバムテイ ［名］

よもぎ餅。三月三日の浜下りのときに、身体内の不浄を清める意味で食す。

hucibi フチピ ［名］

オスは頭部がはり出して

生

１

１

生

生

生

歴１

１

昔106

こ４１

生

飲むとこの汁をつけるとあせもに効き、

４

１

２

１

２

１２
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（植）オオタニワタリ＜チヤセンシダ科＞ohucibinubutu;オオタニワタリの一部分。

hucibinumutu＊ フチビヌムトゥ ［名］植０８

（植）シマオオタニワタリ＜チヤセンシダ科＞ohucibi参照。

hucidatiフチダテイ ［名］５

お灸。

hucidi＊ フチディ ［名］資335

対策。uNnidunanuhucidikibutaru;このように税金の対策をしていた。

hucigamiフチガミ ［名］生

骨がめ゜遺骨を入れるかめ。

hucigiraiフチギライ［名］生

洗骨。死後３年から７年経て、骨を酒で洗った後、かめに入れて安置する事。洗骨する日は、

現在では適当な吉日を選ぶが、昔は１月１６日か７月７日と決っていた

huciDuN＊ フチグン ［動］lC型＊hucitjaN＊

防ぐ。対策。munukuikuidunutinuhucidi;作物を耕作して命を防ぎ…。（昔192）

hucinuciフチヌチ ［名］

（植）クスノキ＜クスノキ科＞o

hucinuhamutiフチヌハムテイ ［名］

蓬餅。hucibamutiとも言う。

hudahuda： フダーフダー ［感］

フダーフダー。ヒヤッとしたり、ホッとした時に発する語。

hudagatiフダガティ ［名］

危機一髪。

hudiフデイ ［名］

筆。

hudimunu フディムヌ ［名］

（植）ハマシタン。浜に群生する。白い花を咲かせる。

hudimunu フディムヌ ［名］

（植）ミズガンピ＜ミツハギ科＞o

hudiriamiフデイリアミ ［名］

かすり模様に編むこと。

huduiフドゥイ［名］

成長。

huduruNフドゥルン ［動］６Ｂ型huduN

成長する。aUamihuduruNsudutanusiminibu:rutasi;我が子の成長を楽しみにし

huga フガ ［名］

１２

Ｔ

１２

昔162

続7１

４

Ｔ

Ｔ

生

昔179

昔2６

bu:rutasi;我が子の成長を楽しみにしていると…。

［名］Ｔ

Hosei University Repository



1４６

外。よそ。hugagarairaikuna;よそから借りて来るか。hugat，uNdukamaisiti;別の妻をもらっ

て来て…。hugaNkidutuNdihjuru;よそに出て行った。（資345）

hugarasa フガラサ［感］４

ありがとう。お礼の言葉。

［名］hugatuNフガトゥン２

妾。「外の妻」の意。

hugu フグ［名］Ｔ

矛。玉祭の時の神器。

［名］huguNフグン生

（植）フクギ＜オトギリソウ科＞・暴風林として屋敷の周囲に植える。染料を作る。

［動］１Ｂ型huguNフグンＴ

拭く。掃く。minaOahuguhuti;庭を掃くほうき。

［名］huguNdumiフグンドゥミ続７１

副木染め。huguNdumiiru;黄色（副木染めの色)。

［動］３Ａ型huOaNフカ･ン生

穴などをあける。huOai;開けなさい。huDiruN参照。

［動］６B＊huOuN＊huDiruNフキ･ルン生

（穴が）開く。huDaN参照。

［動］ｌｃ型huOuNフク゜ン生

満足する。ｃｍｕｈｕＤＮ;心が満足する。

［名］huiブイこ８２

笛。Nbati参照。

［動］３Ａ型huicaraNフイッァラン生

放り捨てる。散らかす。huicarasikatiruNdu；（早くかたずけないと）放り捨てるよ。

huicaraikacaraiフイツァライカツァライ［名］Ｎｌｌ５

散らかっている様子。

huimuduフイムドゥ ［名］続３１

岩を堀りぬいて造った墓。

［名］hujuフユＴ

冬。

［名］ｈｕｊｕフユＮｌ３２

楽すること。なまけること。hujuNkiruN;なまける。

ｈｕｊｕ＊フユ ［名］資

骨惜しみ。なまけること。

［名］hujuNmajaフユンマヤ１２

怠ける人。hirasikaとも言う。
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[名］hujuNnani フユンナニ

冬の着物。

hujumusikiフユムシキ

冬の時期。旧暦の１月から６月までの時期。

hukaNda フカンダ

（植）山カズラ。山から取ってきて乾燥させ、

hukka フッカ

ー日。

humikuN＊ フミクン

ほてる。hadahumiti;肌がほてる。（黒65）

humiruN フミルン

誉める。

ｈｕｍｉｔｉ フミティ

刈りとった米が湿気をおびて熱をもつこと。

ｈｕｎａ フナ

（魚）フナ。

hunadama フナダマ

船魂。女性の髪の毛を航海祈願に使った。

ｈｕｎｉ フニ

骨。

hunibura フニブラ

ロ達者で全然仕事をしない人。

hunu フヌ

たつまき。

ｈｕｒａ フラ

鞍。

hura フラ

空洞。adanuhura；（古くなって）空洞のある

、ⅡＴ⑪＊_＝、‘岸

１

[名］ Ｔ

［名］

せんじて飲むと熱さましとなる。

１

[名］ Ｔ

[動］ｌＡ型＊ １６

[動］６Ａ型humjaN ５

[名］ 沖Ｉ

[名］ 沖Ｉ

[名］ 昔205

[名］ Ｔ

[名］ １１

[名］ ４

[名］ 生

[名］ Ｔ

空洞。adanuhura；（古くなって）空洞のあるアダン。

huraNda＊ フランダ［名］

（地）海岸名。末尾の地図参照。

huraNdamaruNフランダマルン ［動］２Ａ型

曇る。

hurahutiフラフテイ ［名］

ほらふき。

huriNgaiフリンガイ［名］

震え。madihuriNgainuranutaba;まだ震えが治らなかったので…。

Ａ６１

生

１０

Ｔ

(昔123）

Hosei University Repository



148

[動］２Ａ型huringaNhuriNgaruNフリンガルン

震えあがる。

huridamanuiフリダマヌイ

急に狂気になり、暴れ出すこと。

hurimaiフリマイ

御馳走。

ｈｕｒｉｍｕｎｕ フリムヌ

気違い。hurituとも言う。

huriruNフリルン

気が狂う。

hurisiプリシ

黒い石。

huritu フリトゥ

気違い。hurimunuとも言う。

hurja フリャ

少年。

ｈｕｒｕ フル

青年男子。

ｈｕｒｕ フル

＜古＞鰹漁の餌。

huru(tu）フル（トゥ）

梅毒（を持っている人)。

hurUmami＊ フルーマミ

（植）ジュロクササゲ＜マメ科＞o

huruNフルン

振る。

huruNフルン

掘る。

huruNフルン

降る。

huruN＊ フルン

（植）ハマセンダン＜ミカン科＞ｏ

ｈｕｒｕＮ＊ フルン

（植）ハリツルマサキ＜ニシキギ科＞ｏ

ｈｕｒｕＮ＊ フン

放る。

Ｔ

[名］ 昔222

[名］ 昔171

[名］ １０

[動］６Ｂ型huruN 生

[名］ 生

[名］ 続7２

[名］ 生

[名］ 生

[名］ 歴４

[名］ こ７８

[名］ 植6４

[動］２Ｂ型ｈｗａＮ 生

[動］２Ｂ型ｈｗａＮ 生

[動］２Ｂ型ｈｗａＮ 生

[名］ 植6８

[名］ 植8７

[動］２Ｂ型＊huN＊ 昔6７
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huruNbu フルンブ ［名］沖Ｔ

（貝）ハチジョウダカラ。大型で丸味を帯た貝。背面はべっこう模様をし、腹面は黒色。

huruNdaフルンダ ［名］

（貝）ホシダカラ。

huruNgiフルンギ［名］

陰毛。

huruNnaniフルンナニ ［名］

古着。

hurubu＊フルブ ［名］

（地)。島仲の近くにある。

hurubucira＊フルブチラ ［名］

汚れた顔。

huruci＊フルチ ［名］

＜古＞古い血。

huruciciフルチチ ［形］特殊

黒い゜

hurucuフルッ ［名］

垢。

hurugiフルギ ［名］

（植）リュキュウコクタン＜カキノキ科＞okidakiとも言う。

huruOiフルキ。 ［名］

＜稀＞（植）クロキ＜ハイノキ科＞okidaki参照。

hurujaフルヤ ［名］

豚小屋。便所。以前は豚小屋と便所は同じ建物であった。外から

生

続3１

1

無4５

黒4４

歴5０

生

生

Ｔ

Ｔ

生

豚小屋。便所。以前は豚小屋と便所は同じ建物であった。外から帰ると、家に入る前に便所

に入る習`慣があった。

hurukumaiフルクマイ［名］続７

青あざ。紫色になった唇。（黒50）

hurumaiフルマイ［名］沖Ｉ

古米。

hurumiフルミ ［名］特殊生

古くなっていること。

hurumi＊フルミ ［名］黒４６

瞳。

hurusagiフルサギ［名］３

古酒。

hurusataフルサタ ［名］３
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黒砂糖。

hurusida＊ フルシダ

田の名。

hurusisati＊ フルシサティ

（地）海岸名。末尾の地図参照。

hurusitati＊ フルシタティ

田の名。

hurutiフルティ

かわいい幼い男の子。

hurutija フルティヤ

（動）田に生息する食用生物の一種。和名不明。

husaNフサン

欲しい・

husiiju フシイユ

日干しにした魚。

husu フス

ヘそ。

husuciabu フスチアブ

産婆。「へそを切るお婆」の意。

husugu フスグ

不足。husugumunu;不足者（不具)。

husugumunu フスグムヌ

不足者。不具者。timinuhusugumunu;手のない者。

[名］ Ａ４２

[名］ Ａ６２

[名］ Ａ２６

[名］ １０

[名］ 沖Ｉ

[形］ 生

[名］ ６

[名］ 生

[名］ 生

[名］ 昔219

[名］ 昔8０

huta（１）ブタ ［名］

包丁。

huta(2)ブタ ［名］

祝いの時に頼む料理人。板前。隣近所の料理の上手な人を頼む。

すか。

hutaNgi フタンギ ［名］

お餅の粉をやわらかく炊いた物。十五夜に作る。

hutai フタイ ［名］

横木。

huti フティ ［名］

稲光り。

huti フティ ［名］

ほうき。

生

こ６

も指こ１６によると「板場」

ま’５

Ｓ６５

生

生
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hutiNkinucimiフティンキヌチミ ［句］９

大罪（大きな罪)。nigurarucimiとも言う。

hutitiフテイテイ ［名］５

仏壇に供える掃木。ススキの穂で作る。お盆の時、ミデイヌクと一緒に供えられる。

hutjaNフテャン ［形］ｌ

わさわさする。気分が悪い。ｃ，imuhutjagunai;心がわさわさして…。ａｎｕｃ，imuhutjaru;私

は心がおっかない。ｃ，imuhutjarutakagarai;気分が悪くなるほど叫び…。

hutta ブッダ ［名］ｌ

おしめ。

hutuNkuNフトゥンクン ［動］ｌＡ型hutuNtjaNlO

（hutuNtuN）

ふやける。水にうるおってふくれる。

hutuNtiフトゥンティ ［名］３

おき。織機の付属具。経糸の位置を整え緯糸を織り込むに用いる。

hutugiフトゥギ ［名］沖Ｔ

（貝）ヤキイモ＜イモガイ科＞。細長い円錐形で、黄褐色の不規則な帯をめぐらす。

hutugiフトゥギ ［名］昔８１

（神棚にある）仏。

hutugibuni＊ フトゥギブニ ［名］黒5３

うなじの骨。

hutugisubu フトゥギスブ ［名］生

イモガイを使った遊び。昔、子供はイモガイをコマの代用にして遊んだ。

hutuguNフトゥグン ［動］ｌＢ型

ほどく。解く。haNnimagaributaruNnahututitisuiiti；（牛の）足に巻き付いた縄を解いて連

れて…。uOaNhututi;豊年祭（１年間の願いを解く意）hutubuNとも言う。

hutuOuNフトゥク゜ン ［動］１B型生

く稀＞ほどく。hutubuNとも言う。

i(:)gunaga イト)グナガ ［名］昔６４

幾日。

i： ［名］イー５

御飯。ｉ:ujai;御飯をお上がりなさい。

i： ［名］イーＴ

０

画
目

[名］イー Ｔ1：

絵。

[助］ 沖Ｍイーl：
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…ね。軽く念を押す終助詞。音声としては[e:]とか[ei]と聞こえる。uNnie:;そうですね。

kimirue:；させようね。maduNaNbiNdihirue:;一緒に遊びに行こうね。kamitatibuNsuya

kamadue:;あそこに立っているのはカマドだね。

i:ba： イーバー ［名］昔８２

良い時。

i:ｃｉ イーチ［名］９

良い日。

i:duguru イードゥグル ［名］昔122

急所。良いところ。uNnui:duguruNki;鬼の急所に…。（昔122）

ihati イーハティ ［名］生

供えもの。お膳に丸いおむすびを盛ったもの。種取祭りの時に供える。シラ（稲むら）を力、

たどったものと言う。

i:kamirari

胃けいれん。

＊
i:kikazimunu

鱗とり。

i:kuja：

乞食。

i:kutu

めでたい事。良い事。

lmagal

飯碗。

lmagas1

炊事。

i:nuciN

飯粒。御飯の粒。

1:sagu

適量。いい量。

i:tatｉ

出世。

i:wasiki

好天。

iＮ

[名］イーカミラリ こ５

[名］イーキカジムヌ 民6２

[名］イークヤー Ｔ

[名］イークトゥ ６

[名］イーマガイ Ｔ

[名］イーマガシ こ４６

[句］イーヌチン 昔7３

[句］イーサグ Ｓ１１

[名］イータティ 昔218

[名］イーワシキ ４

[名］イン

、ｉＮ

生

（動）イセエビ（甲殻類)。ｉ:Ｎとも言う。（沖４）

ｉＮ イン

戌（十二支の一つ)。

[名］ Ｔ
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ｉＮ イン ［名］

縁。関係。iNarutu;縁のある人。

ｉＮ イン ［名］

軒下。

ｉＮｂｉ インビ ［名］

いぼ。

ｉＮｂｉ＊ インビ ［名］

皮膚病の一種。

ｉＮｃｉ インチ ［名］

苗床の区画を数える単位。ｔ，uiNci（１区画）には１反分の種籾がまか】

はt，aNci）；２区画。

ｉＮｄａ＊ インダ ［名］

田の名。

ｉＮｄｕ インドゥ ［名］

遠慮。

iNgaNdaruma インガンダルマ ［名］

（魚）カッポレ＜アジ科＞・体高は高く、色は濃い黒褐色をしている。

ｉＮｇｕｍｉ イングミ ［名］

縁組。

iN9uti インク゜ティ ［名］

（田畑の）入口。

ｉＮｍａＮ インマン ［名］

＜新＞円満。

ｉＮｎｕｍｉ＊ インヌミ ［名］

田の名。

iNsaN インサン ［形］

重い。

ibaja イバヤ ［名］

威張り者。

ibani イバニ ［名］

家の東側の庭。

ｉｂａｒｉ イバリ ［名］

いわれ。由来。ｄｕｒｉとも言う。

ibaruN イバルン ［動］２Ａ型

威張る。

ｉｂｉ イビ ［副］

こ１２

６

５

黒6５

［名］

には１反分の種籾がまかれる。

沖１

t'aiNci（あるい

Ａ３７

１

沖Ｔ

２

１２

昔170

Ａ５５

生

１

１３

昔177

３

昔4９
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少し。ibihanariti;少し離れて…。（昔49）

ibiiti イビーイティ ［名］

一休み。一息。

ibiNkaN イビンカン ［副］

もう少し（時間的にも量的にも)。

ibidugui イビドゥグイ［名］

息抜き。小休止。

ibira イビラ ［名］

大きなしゃもじ。大鍋で多人数のおかずや、芋を煮る時に混ぜるために用いる。

ibisaN イビサン ［形］

小さい。ibisaruta;幼い頃。

ibita イビタ ［副］

少し。ibitatiと使うことが多い。maibita;もう少し゜

ibugi イブギ［名］

どのくらい（大きさ)。ibugiarukaja:;どれだけあるかね。

ici イチ ［名］

５．

ici イチ ［名］

いつ（何時)。

iciN イチン ［副］

いつも。kanMujaicciNsagidunumiburu;あの人はいつも酒を飲んでいるo

iciN＊ イチン ［名］

（植）シマシラキ＜トウダイグサ科＞o

iciNbinaga イチンビナガ［名］

（貝）カワニナの一種。

iciNDu： イチンク｡－ ［名］

＜新＞一合。

iciaba イチアバ ［名］

（魚）オニオコゼ。猛毒をもつ魚。石のようなかっこうをしているこよから命名。

昔7６

昔202

１３

生

昔5７

生

Ｔ

生

Ｔ

Ｔ

植7７

Ｔ

３

沖Ｔ

（魚）オニオコゼｂ猛毒をもつ魚。ｂのようなかっこうをしているこよから命名。トゲに猛

毒をもつ。

icibagiN イチバギン ［副］昔186

いつまでも。ｉｃｉ（いつ）＋bagiN（までも)。icibagiNuNniaOak，anaiNdija;いつまでもこの

ように私が養うことは…。（昔63）

icibiN ［名］イチビン１２

酒びん。結婚式の時、酒をいれて持っていく陶器の入れ物のこと。

icibugu イチブグ ［名］生
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石。道にころがっている石。

icibugu イチブグ

石遊び。keNkeNpa:とも言う。

icibuguhatagi イチブグハタギ

石のまじっている畑。

icibugumuruku イチブグムルク

畑などの石を積んだ所。icimurukuとも言う。

icibuguti イチブグティ

小石。乳幼児の歯。

iciciNbana イチチンバナ

五つ花模様。五つ花。与那国島花織りの模様。

icidaigu イチダイグ

石大工。

icidarai イチダライ

石だらい。

icidati＊ イチダティ

田の名。

iciduNgusa イチドゥングサ

田の－番目の草取り。

icidukasi イチドカシ

農具で最初に田を耕すこと。

iciguN イチグン

砂利。

iciiN イチイーン

（動）ゾウリエビ。甲は平たく、ゾウリの形１

[名］ ５

[名］ １

[名］ １

[名］ 里

[名］ ３

[名］ こ５

[名］ １２

[名］ Ａ３６

[名］ 沖Ｉ

[名］ 沖Ｉ

[名］ 生

[名］ 沖Ｔ

（動）ゾウリエビ。甲は平たく、ゾウリの形をしていることから命名。

iciika イチイカ ［名］

何月何日。某日。

icimibai イチミーバイ ［名］

（魚）カモンハタ。サラサハタなど。石垣状の斑紋をもち、尾びれはう

昔223

沖Ｔ

全体に黒（魚）カモンハタ。サラサハタなど。石垣状の斑紋をもち、尾びれは丸味をもつ。

い丸斑をちりばめ、浅い岩礁にすむ

icimutasi イチムタシ［名］

耕作用農具。泥を柔らかくする為、牛に引かせる石。多くは、ｃ，aisi（さんご石）

ている。

icinagicima： イチナギチマー ［名］

（地）石垣島。

icinup'asagu イチヌッパサグ［句］

沖Ｉ

を使用し

昔1４

続3１
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岩の間。

icinuku ［名]イチヌク生

（動）浜辺に穴を作って住んでいるカニ。ハサミの根元と尻が赤味を帯ている。甲がやわら

かい。

［名］icitaraiイチタライＴ

石で造った水ため。icidaraiとも言う。芋洗い用。

ida イダ［名］１０

（昆）南京虫。

idani＊イダニ ［名］黒５０

どもり。Ngani参照。

［名］idiイディｌ

意地。idiNdiriju:意地だせよ（頑張れよ)。

［動］３Ａ型idiNdasjaNidiNdaNイデインダン３

意地を出す。力む。

idiburuta イデイブルタ［名］こ４６

生前。生きている間。

［動］６Ａ型idimjaNidimiruNイデイミルン生

いじめる。

idiru イディル ［名］昔l８９

ｉｔｕ（葛のつる）をさいて作った入れ物。吊り寵（高さ５０ｃｍくらいで、食料保存に使う）

や弁当箱など。

イエーハイ［感］iehai続３４

牛馬に対する掛け声。進め！。

［名］iguNイグン生

一本刃のもり。

［動］１Ｂ型iguNイグンＴ

行く。終止形は単独では使わないようである。完了形がでてこない欠陥動詞。keiro:nohinu

atadusuguitjarutuduti;敬老の日の翌日すぐ行ったわけ･･･。（S10）kunuNsaNdiatuuiigja

buranu;「この奴｣と後を追って行くと、居ない。（昔122）ｉ:tatiki:ikiju:;幸せな暮しをして

いきなさい。(昔218）daNkisuihititi;家に帰っていって…｡(昔128）suiititi;連れていって。

（昔120）

iguciイグチ［名］Ｔ

いくつ。

iguga イグガ ［名］昔３

幾日。何日。

igumuruci イグムルチ［名］こ3０
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幾度。何回。

igunaga イグナガ ［副］

いつでも。igunaganarubaNwariju:;いつでも、いらっしゃいよ・（13）

igura イグラ ［名］

（動）小さなタコの総称（軟体動物)。

igurati イグラティ ［名］

いくら。iguratija；（値段は）いくらですか。

ｉｈａｉ イハイ ［名］

位牌。

イフナihuna［連体］

変な。

ija イヤ ［名］

父。

ija イヤ ［感］

あれ。驚いた時発することば。

ijai イヤイ［名］

＜古＞手紙。今はｔ，igamiと言う。

ijati イヤティ ［名］

三男以下のおじさん。おじさんが二人の時は、次男のおじさんのこと。

iju イユ ［名］

魚。ijunumi;きしみ。魚の身。

ijukakida イユカキダ ［名］

＜移＞釣（漁猟用具)。魚をかけておくかぎ状のもの。

ijunumara イユヌマラ ［名］

リンパ腺。

ijunumi イユヌミ ［名］

うおのめ゜

ijupasi イユパシ ［名］

魚釣。

ijutuNtu イユトゥントゥ ［名］

＜稀＞漁師。isuNtu参照。

ｉｋａ イカ ［名］ｌＤ型

Ｎｌｌ２

沖Ｔ

Ｔ

Ｔ

６

生

Ｓ２５

昔7９

生

３

民

生

５

６

昔206

Ｔ

一家。ｉｋａｍｕｔｕＮで成長する、大人になるという意に用いられる。naigaraikamutidukiru；

今から大人になる。ikaNmutasibuibi;一家も持たしているので。ikamutitabamaihuna

naiburu;成長したのでお利口になっている。

ikaN イカン ［副］ 昔4８
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絶対。全く。anaranuNikaNtumarukutunaranuN;あ一駄目だ、絶対泊まることはできない。

（昔48）否定語をともなう。

＊
ikadikaNnamu イカディカンナム ［名］植175

（植）タツノツメガヤ＜イネ科＞o

ikaikanukutu イカイカヌクトゥ ［句］昔14４

これこれの事。

ikaju： イカユー ［名］民

イカ釣擬餌針（漁猟用具)。

ikana イカナ ［副］昔７３

どのような。ikanaciN；どのようになっても。

ikaraNpu イカランプ ［名］民

船用のランプ。

ike＊ イケ ［名］Ａ５１

田の名。

ikenobariti＊ イケノバリティ ［名］Ａ５１

田の名。

ｉｋｉ イキ ［名］Ｔ

池。

ikida イキダ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

ikigusara イキグサラ ［名］沖Ｔ

（魚）ゴマヒレキントキ＜キントキダイ科＞・各ひれに淡赤色の斑点をちりばめる。

ikimai イキマイ ［名］Ｔ

一期米。一期作。

ikiru イキル ［名］こ７７

呪い。ikirukiruN;呪う。

ikiruN イキルン ［動］６Ａ型ikjaN４

（花などを）生ける。

iku イク ［名］１

舟を漕ぐかい。tumunuiku;参照。

ikuN イクン ［動］１Ａ型itjaN 生

煎る。煎じる。ikuNna;煎るな。

ikuN イクン ［動］１A'＊ituNT

生きる。ituruuti;生きている内。（S32）mabiNikuN;もっと生きる。

ikuca-kiruN イクツァキルン ［動］６Ａ型ｋｊａＮ 昔132
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ikucakiributaba;お祝い

(昔132）itiburuta;生

死ぬのかわからない。

戦争する。大騒ぎする。dwaikiruNdiuciwa:kurusic，igunicimaigara

をしようと牛や豚を殺し、４．５日前から大騒ぎをしていたが…。

きている間。生前。（６）ikuNtuNninuNtubagaranuN;生きるのか、

瀬戸際。（続121）

ikuku＊ イクク ［名］

異国。

ikurubi イクルビ ［名］

（地）海岸名。末尾の地図参照。

imasimikutuba イマシミクトゥバ ［名］

格言。いましめ言葉。

imasimiruNイマシミルン ［動］６Ａ型

いましめる。

iｍｉイミ ［名］

昔８

Ａ６２

こ１９

生

１

夢。

ｉｍｉ ［名］イミこlOl

喪。忌み。

イミバライ［名］imibaraiこ６

忌み明け。忌み払い。

イミカンディ ［名］imikaNdiこ１０３

喪中。忌中。

imikuguru イミクグル ［名］昔１０７

夢心地。

イミルン ［動］６Ａ型imjaNimiruN２

＜古＞太陽に当て干す。照らす。tidaNkiimirihai;太陽に当てなさい。naitidaNkiimjaru

juNgarakaratuN;今太陽に照らしたから乾いた。

imudakaN＊ ［名］イムダカンこ６２

鉄瓶。

lmuJa： イムヤー［名］Ｔ

おむすびや煮た芋を盛るザル。

ｍａｇａ イナガ［名］ＮｌｌＯ

田舎。

ｍａｇａｍｕｃ１ イナガムチ［名］続２７

いなか者。

ｉｎａｍｕｎｕ イナムヌ ［名］生

残念。inamunuduaNsuja;残念だね。

inigadani イニガダニ ［名］無３
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タナンドゥリ（種取り祭）に唄われる歌。

ｉｎｉｍａｉ イニマイ［名］生

飯米。

ｉｎｕ イヌ ［名］昔132

＜新＞犬。

inuNdaki＊ イヌンダキ［名］植１７３

（植）ホウライチク＜イネ科＞o

inugaN イヌガン ［名］歴６６

（地）イヌガン。現在はnunugaNといわれている。（13）久部良の燈台の裏にある。（13）

inuti イヌティ ［名］１６

畑のあぜ。

inutiagi イヌテイアギ［名］１６

畑にあぜを作ること。

ira イラ ［名］Ｔ

色情。情欲。

iraN イラン ［名］Ｔ

（動）クラゲの一種。青色で、１０cm位の糸状である。比川では、南風の時に多い。人に

巻きついたらなかなか離れず、刺されたらミカンの皮の汁をつけるとよい

iraN イラン ［動］５Ａ型iraN 生

借りる。hugagarairaikuna;よそから借りて来るかo

iraNda ［名］イランダ３

宇良部岳の周囲の山々o

irabu イラブ ［名］生

（動）エラブウミヘビ。

irabuN イラブン ［動］１，型Ｔ

選ぶ。

irabugama イラブガマ ［名］Ａ６２

（地）海岸名。比川の南牧場の近く。（13)末尾の地図参照。蛇の形をしている。（13）

irabuta イラブタ ［名］沖Ｔ

（魚）スジブダイ、ツキノワブダイ、ブチススキベラなど。頭に帯状紋がある。背びれとし

りぴれに黄色の条がある大きいものをhatiと言う。

iragu イラグ ［名］１

デンプン。

iraguti イラグテイ ［名］１２

台所の入口。

irakaNdimunu イラカンディムヌ ［名］６
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痴漢。助平。

irakagaimunu

助平。好色者。

iramida

貸家。

iramiiraN

貸し借り。

iramiruN

貸す。iramiri;貸せ。

irara

鎌。

iraraN

かもじ゜入れ髪。

iri

西。

iriNbuta＊

田の名。

iribara

西側。

iribatanukaNnuta＊

田の名。

iribi

[名］イラカガイムヌ Ｔ

[名］イラミダ ６

[名］イラミイラン １

[動］６Ａ型iramjaNイラミルン ２

[名］ 生イララ

[名］イララン ６

[名］イリ 生

[名］イリンブタ Ａ４５

[名］ 生イリバラ

[名］イリバタヌカンヌタ Ａｌ８

[名］イリビ Ｔ

＜古＞（地）比川村発祥の地。現在の久部良のこと。西の方にあったからこういったとのこ

と。kuburiNともいった。kuburiNititikutajo:;久部良に行ってきます。

iributi＊ イリブティ ［名］植151

（植）サンゴジュ＜スイカズラ科＞ｏａｇａｋｉとも言う。

irida＊ イリダ［名］Ａ１９

田の名。

．．．＊
イリガニ ［名］植l911rlganl

（ｷ直）クグテンツキ＜カヤツリグサ科＞･

＊

イリカ゜サ［名］黒661rlOasa

はしか。agahuki参照。

イリカデイ ［名］irikadi４

西風。

［名］イリマグラ２１rlmagura

西枕。西に頭を向けて寝ること。死者には西枕をきせる。
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ｌｒｌｍａｌ イリマイ［名］Ｔ

（地）祖納の西村。

ｌｒｌｍｕｇｕ イリムグ［名］４

入り婿。

irimutu イリムトゥ ［名］Ｔ

（地）西表。

irinaNtemaci＊ イリナンテマチ［名］Ａ４５

田の名。

．＊
irinamacl イリナマチ［名］Ａ１８

田の名。

．＊
irinumacl イリヌマチ［名］Ａ３７

田の名。

イリルン ［動］６Ａ型irjaNiriruN５

入れる。kagiiri;鍵を入れなさい（差しなさい)。tiduguNiriruN;げんこつを入れる。

irisati イリサテイ ［名］Ａ６１

（地）西崎。海岸名。末尾の地図参照。

iritagata＊ イリタガタ［名］Ａ４４

田の名。

iriti イリティ ［名］生

いためもの。豆腐、ニガウリにもやしや、人参や木くらげなどをいれる。

iru イル ［辞］生

深さ。長さを測る単位。尋。ｔ，uiru;一尋。

iru ［名］イルＴ

色。

iruN ［動］不４isjaNイルンl

為る。kiruN（為る）が複合語を作るのに対し、これは複合語を作らない。iri；（そう）しろ。

irubaiしたら。iruta;するうち。irja；しなさいisiburuta；しているうちに。isibusaN；したい。

isiwaruN；しなさるisicibina;しきれるか。itagadu;したが。（Ｎ184）

iruN（１）イルン［動］６Ａ型jaN生

射る。

iruN（２）イルン［動］６Ａ型ｊａＮＴ

（蜂などが）刺す。hataDaiDasijadamundu;蜂が刺したら痛いよ。irja;刺したら。

irubanasi ［名］イルパナシ。2５

わい談。色話。

iruburi イルブリ［名］こ４２

情痴。色狂。
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[名］ １２lrugl イルギ

色付け。

irukiNdi イルキンディ

年頃。春情。色気が出ること。

irukisaN イルキサン

涼しい゜

isa イサ

医者。

isanuda： イサヌダー

病院。医者の家。

．＊

ｌｓａｒａ イサラ

田の名。

isatumai イサトゥマイ

（昆）カマキリ。

isi イシ

そう。ａ:isinai;ああ、そうネ。（昔111）

isigaNtu イシガントゥ

＜移＞石敢当。

isika イシカ

苗束を数える単位。ｔ，utabaiの１５倍の苗束。

isiti イシティ

そして。ｉｔｉとも言う。

isitidaja イシティダヤ

（地）イシテイダヤ。比川から久部良に行く

isjaNdamunu イシャンダムヌ

‘憎いやつ。

＊

lsJaranasu イシャラナス

田の名。

isｕ イス

磯。

isuNtu イスントゥ

漁師。

isubagu イスバグ

磯箱。漁に用いる針、糸、小刀、重りなどを

isubibata イスビバタ

海岸。

[名］ こ４０

[形］ 生

[名］ こ５

[句］ ９

[名］ Ａｌ８

[名］ 生

[感］ Ｔ

[名］ ７

[名］ 沖Ｉ

[接］ Ｓ２５

[名］ 歴104

(13）比川から久部良に行く途中にある。

イシャンダムヌ ［名］ Ｔ

[名］ Ａ２７

[名］ ６

[名］ Ｔ

イスバグ［名］

小刀、重りなどを入れる箱。

イスビバタ［名］

生

昔118
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isubibata イスビバタ［名］

磯辺。

isuDasaN イスカ゜サン ［形］

忙しい。isuOasaduaru;忙しい。

isuOuNイスク゜ン ［動］ｌｃ型

急ぐ。

isuhibita イスヒビタ［名］

（昆）イソヒビタ虫。井戸や海岸にいるゴキブリみたいな虫。

isukabai イスカバイ［名］

衣替え。旧十月と四月の年二回行われる祭事。isuDabaiとも言う。（13）

isukabudu イスカブドゥ ［名］

タバコ入れ。

isumagura イスマグラ ［名］

漁師枕。

isumika9aN イスミカガン ［名］

水中眼鏡。

isumunu イスムヌ ［名］

磯の物。潮干狩り。

isunuhata イスヌハタ［句］

磯辺。

isusiku イスシク ［名］

（植）モクビャクコウ＜キク科＞・葉を煎じて飲むと胃病・神経痛にきぐ･

ita イタ ［名］

（動）イカ。

ita イタ ［接］

では。じゃあ。itauNniduataja;では、そんなことであったら…。（昔35）

itａ＊ イタ ［名］

昔152

生

Ｔ

続2７

ま２２

６

続243

民

生

続2４

Ｔ

こ４

昔3５

歴6８

＜古＞「いぬがん」の東南方にある大きな偏平の黒石。島建ての伝説「女と犬との同棲物語」

の中で、犬の死骸を埋めた場所という言伝えがある。（歴68）

ｉｔａＮｄａ イタンダ［名］こ９７

無償。ただ。itadiraとも言う。

itaNda＊ イタンダ［名］植１９

（植）イヌピワ＜クワ科＞o

itaNDuci イタンク･チ ［名］生

屋根の棟。

ｉｔａＮｎｉ イタンニ ［名］Ｔ
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板舟。板で作った簡単な舟。

itabaN イタバン

＜新＞板番。料理人。

itabu イタブ

押板。

itadiN イタディン

板銭。神仏に供える紙銭の一種。aNdikabiは

付けない。普通１００枚位重ねて供える。

itadira イタディラ

無償。ただ。itaNdaとも言う。

itahanasidari イタハナシダリ

板花織の手巾。

itamuN イタムン

＜新＞いたむ。道路などにひびがはいること。

itani イタニ

板の間。多くは台所の間。

itaruti イタルティ

先月。「行った月」の意。

itatiruN イタティルン

こぼす。miNitatjaN;水をこぼした。（T）

itaturu イタトゥル

四角状のランプ。角ランプ。「板燈籠」の意。

iti イティ

息。

iti イティ

そして。isitiの融合した形。

itiN イティン

ー番。最も。

itibaNda イティバンダ

ー番座。客間。与那国では、普通、家に向かマ

itibaNnumita イティバンヌミタ

ー番鶏。

[名］ １３

[名］ 民

［名］

は白紙に銭の型を付けるのに対し、

Ｔ

これは型を

[名］ ６

[名］ ３

[動］１，型 ３

[名］ こ５

[名］ Ｔ

[動］６Ａ型itatjaN ２

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[接］ Ｓ１０

[名］ Ｓ７２

[名］ こ２２

上、普通、家に向かって一番左の部屋。

イテイバンヌミ夕［名］ ３

itidaku イテイダク ［名］

生きている喜び。、u:NnaNgiminuNdjaitidakuNdja;何の苦労もなく、

itidui イティドゥイ ［名］

生け捕り。

生

生き楽だ。

歴7７
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itigu イテイグ［名］Ｔ

いとこ。

itigumaci イテイグマチ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

itigurisaN イテイグリサン ［形］生

息､苦しい。

itikai イテイカイ［名］１０

生きがい。

itimuN ［名］イティムンＴ

一門。

itimuci イティムチ ［名］昔223

生き物。動物。

itimudui イテイムドゥイ［名］こ'１２

行き戻り。行き来。

itirihanaNki イテイリハナンキ［名］昔５３

流行`性感冒。

ititaki イテイタキ［名］昔124

生きたまま。ititaki:nuniNgiNtarukunuNsanikuNnikiraritaNsuja;生きたままの人間をこい

つにこんな目に合わされたのだね。（昔124）

itu イトゥ ［名］生

うろこ。

itu イトゥ ［名］こ２２

絹。

itu イトゥ ［名］続５９

（植）トウヅルモドキ＜トウヅルモドキ科＞゜また、その蔓をさいてつくった縄。薪を束ね

たりするのに使う。糸にはｎｕｉｍｉと言う。

ｉｔｕＮｍｕ イトゥンム ［名］生

うろこ曇。

ituma9ui イトゥマゲイ［名］６

暇乞い。

itunubudi＊ イトゥヌブディ ［名］無５２

唄。昔の賄女制度を赤裸々な物語りに描写した唄。

itunubudi？イトゥヌブディ ［名］Ｎ１７５

イトゥヌ節。とてもきれいな、上等な着物というような意味。

itununu イトゥヌヌ ［名］こ２６

絹布。
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ヤ［助］沖Ｍｊａ

…ね。疑問を表す終助詞。isikaja;そうかね。kunakarinanu:ja;これか、あれか、イ可か。

NdaOakagudijanu:NdiNdudija;君の書く字は何という字か。

ヤ［助］沖Ｍｊａ

…は。他と区別する係助詞。suguNdijairaninuN;すぐには出来ません。zju:niNbagaijaburu

hadie:;十人くらいは、いるだろう。anujakaganuN;私は書かない。uNkisabainitadajadara

nuNdo:;それに触って見ろ。ただではすまさんぞ。

jahaNヤーハン ［名］

屋判。山羊の耳を切り持ち主がわかるようにした印。

ja:ko:nako：ヤーコーナーコー ［慣］

目で叱ること。

jaNヤン 接

…ても。NdijaNuituranujuNgara;言っても売ってもぐれないから。

jai ヤイ［助］

…て。疑問を表す助詞。nujai;どうして。

jaitu ヤイトゥ ［感］

ヨイショ（掛け声)。

jakara ヤカラ ［名］

やり手。上手。移入語か。

jamatubaru＊ ヤマトゥバル ［名］

田の名。

janagiヤナギ［名］

＜植＞ソウシジュ＜マメ科＞o

japa ャパ ［副］

やっぱり。

jasimahaga ヤシマハガ ［名］

屋島墓。damatuhaga（大和墓）とも言う。平家の落武者の墓と言われている。

ju：ユー ［助］

ね_。さ_。間投助詞。unuju;あのね－．

ju：ユー ［助］

…よ。相手に呼びかけるようにして注意を促す終助詞。hanasiduaiburuju:同

意の終助詞。

jUtuiユートゥイ［名］

＜移＞湯取り。船垢を汲み出す道具。

juNユン ［名］

故。ほとんど慣用的に、juNgara（故から)、juNsi（故で）の形で用いら；

生

５

昔9５

昔5６

１

昔146

Ａ２０

４

Ｓ２８

探173

９

昔224

二。強話があるよ。

１

T

dusabijaの形で用いられる。
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burukujuNgaraNdaNkuju;夕方皆んな来るから君も来いよ。nunujuNsiuNnitarukiwa

taNOa;どうしてこのような悪企みをされたか。（昔88）

juakami(jumi）ユアカミ（ユーミ）［名］１

＜移＞へさきの穴。

judaユダ ［名］昔７６

枝。ｄｕｄａ参照。

juiユイ ［感］１３

ハイ・目下の者に向かっての返事。ｕ:は目上の人に向かっての返事。

juihijaiユイヒヤイ［感］Ｓ５８

ヨイショ。力を入れる時のかけ声。juihijaihijaiNdimarasi;ヨイショ、ヨイショと転がして

…。（S58）

juijuiユイユイ［感］１３

それそれ。応援の掛け声。juijuikatiburudu;ハイハイ、勝っているヨ。

jukuユク ［副］１３

よく（何度も)。jukukuN;よく来る。

jukubu：ユクブー ［名］３

＜新＞家畜小屋の横木。

junuka ユヌカ ［名］生

浮きの一種。捕った魚を糸に通して浮べておく物。

jusaNdihana ユサンデイハナ［名］植

（植）オシロイバナ＜オシロイバナ科＞か｡jusaNdi（夕方）という語からして移入語らしい。

juta ユタ ［名］歴、

ユタ（巫女)。

ｋ'ａシカ ［辞］沖Ｉ

稲束を数える助数詞。両手いっぱいの稲束を三つ合わせた量。ｔ'ukaはt'utabaiの３倍の量。

ｋ，a：シカー ［名］生

神女。司。終身職で、死んだ時は、その長女が継承する。

［名］ｋ'a：シカーＴ

（刃物などの）柄。

ｋ，a:Ｎシカーン ［形］沖４

深い。

ｋ，a:dａツカーダ［名］沖Ｉ

深田。

ｋ，aｍｉツカーミ ［名］ゾ沖Ｉ

つかむこと。田植の場合、苗を一度に七・八本つかまえること。

ｋ，aＮシカン ［助］昔5４
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…よりも。niNgiNkaNmaisaN;人間よりも大きい。（昔54）

k，aＮシカン ［動］３Ａ型

ふかす。沸騰させる。

k，aN-kiruNツカンキルン ［動］６Ａ型ｋ,aNkjaN

支える。

k，aNmaja:＊ ツカンマヤ［名］

ちぢれ毛。

k，aNmiruNツカンミルン ［動］６Ａ型ｋ，amjaN

曲げる。

k'aabuシカアブ ［名］

司を呼ぶ時のことば。直訳すると「司おばあさん｣。

k'agajaツカガヤ［名］

（貝）チョウセンハマグリ。三角形に近く、表面には斑紋が少ない。

k，aihaツカイハ ［名］

経費。suDatikaiha:;正月を迎えるための経費。

k，aimiNシカイミン ［名］

使い水。用水。

k，aimunuツカイムヌ ［名］

御祝儀。

ｋ，airｉ＊ ツカイリ［名］ｋ，aisjaN

招待。

ｋ'airｕ＊ ツカイル ［感］

お入り下さい（目上の人に対して)。ｗａ:rja:nakaNkikairukairu;ぃらっ[

生

こ３２

黒4１

資

Ｔ

沖Ｔ

昔221

こ’１４

２

７

昔３

中にお入お入りﾄｰきい（目上の人に対して)。ｗａ:rja:nakaNkikairukairu;いらっしゃい。

り下さい。（昔3）

k，airuNツカイルン ［動］２A,３ｋ，aisjaN

迎える。招く。kairariwari;招かれてください。Ｎｄａｋ，airuna;君を招待するか。

招待して来い。

k，aituツカイトゥ ［名］

使用人。ｇｉｃｉと比べ上品な言葉。

k，amiruNツカミルン ［動］６Ａ型

使わす。ｋ'amiturasiwari;使わせて下さい。ｋ'amiturai;使わせてくれ。

k，aｍｕＮツカムン ［動］１，型

つかむ。

k'anaiツカナイ［名］

（動物を）飼うこと。

k,anaiagamiツカナイアガミ［名］

１３

k'aisiku；

Ｔ

昔8３

Ｔ

２

こ１１４
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養子。

k'anaimunu ツカナイムヌ ［名］

養われている人。

k，anuN ツカヌン ［動］５Ａ型

飼う。養う。

k，asi ツカシ ［名］

嘘。

k，asｉ＊ シカシ ［名］

農具を使用して耕すこと。

k，asidami ツカシダミ ［名］

仮病。tubjadamiとも言う。

k,asimunuツカシムヌ ［名］

迷信。偽もの。

k，atiruNツカティルン ［動］６Ａ型ｋ,atjaN

捨てる。Nninumunukatiri;こんな物すてろ。

k,ihajuNツキーハユン ［動］２Ａ＊ｋ'ihaN

引込む。dinagaNkik，i:haihiirutasi;地下に引っ込んでいると。（昔17）

k，imunuツキムヌ ［名］

漬物。

k，iruN ツキルン ［動］６Ａ型ｋ，jaN

浸ける。

k，iruN ツキルン ［動］６Ａ型ｋ，jaN

付ける。

k，ｕ ツク ［名］

肺。

k，ｕＮ ツクン ［辞］

包んだ物を数える単位。

k，ｕＮ ツクン ［名］

ほこり。

k，ｕＮ ツクン ［動］１A型

吹〈。

k，ｕＮ ツクン ［動］１Ａ型

敷く。

ｋ，ｕＮ ツクン ［動］ｌＡ型

突く。hikuNとも言う。

ｋ，ｕＮ ツクン ［動］１A型

７

生

４

沖Ｉ

続8３

１

４

昔1７

Ｔ

３

７

生

生

生

生

生

生

生
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引く。

k，uＮツクン ［動］１Ａ型t'jaN生

聞く。hanasik，amiruN;話を聞かせる。ｔ，iwaiti;聞かれて。（昔168）

k'uＮツクン ［動］１Ａ型t'ｊａＮＴ

息せく。息切れする。unuataijaitik，anuN;この位では息切れしない。itifiduburu;息切れ

している。

k，uＮツクン ［動］１Ａ型t，jaN 資341

（芭蕉の繊維などを）す〈。dusaijaaNOabasufihiri;今晩は私の芭蕉をすいてくれ。

［動］１Ａ＊

(S22）

k,uＮツクン

効く。eiju:t，isutaba;栄養が効いて来たので･･･。

k，uＮツクン

使う。

k，udaツクダ

深田。

k，uimunuツクイムヌ

作り物。偽物。

k，uimunuツクイムヌ

お供えする御馳走の中の一品。

k，uimunuiツクイムヌイ

嘘つき。tubjamunuiとも言う。

k，uinusiツクイヌシ

作り直し。改築。

k，ujuツクユ

月。

k，ujuduツクユドゥ

月夜。

k，ujunuagaiツクユヌアガイ

月あかり。ｔ，inuagaiとも言う。

k'ukarukaNnaツクカルカンナ

（動）蟹の一種。和名不明。小さくて、赤い蟹。

k,uｍａＮツクマン

含ませる。

k，umjaツクミャ

子守用のひも。与那国独特のもの。おんぶしたヨ

[動］５Ａ型ｋ，aＮ（T） ４

[名］ 沖Ｉ

[名］ こ７１

[名］ ま２０

[名］ １３

[名］ こ１６

[名］ 生

[名］ Ｔ

[句］ こ２５

[名］ Ｔ

[動］３A型 生

[名］ 生

子守用のひも。与那国独特のもの。おんぶしたまま前に廻してお乳を与えたり、

させることも出来る。

k，ｕｍｕＮ ツクムン ［動］ｌＤ型

おしっこを

生
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含む。

k,uraシクラ ［名］

（魚）ボラ。体が細く長い。

k,uraシクラ ［辞］

丸くふっくらしている事。ｃ，inikura;ふくらはぎ。batakura;腹の大きい人。

の丸い人。

k，uraNツクラン ［動］３Ａ型

ふくらす。

k，uriシクリ ［名］

むくみ。打たれて腫れること。

k，uriruNツクリルン ［動］６Ｂ型ｋ，uruN

ふくれる。ｈｕ:tiNkikmriruN;大きくふくれる。

k，uruツクル ［名］

袋。

k，uruNツクルン ［動］２Ｂ型ｋＷａＮ

作る。

k'uruNツクルン ［動］２Ｂ型ｋＷａＮ

すくう。taigukurjahai;早くすくいなさい。ｋ'uituruN;すくい取る。

ｋ，uruNツクルン ［動］５Ｂ型

繕う。修繕する。Nnanik，urui;着物をつくろいなさい｡

ｋ,urunagaツクルナガ ［名］

懐（ふところ)。

ｋ，utaツクタ ［名］

おむつ。

ｋ，utaNnuツクタンヌ ［名］

袷。つづれ。

ｋ'ututiツクトゥテイ ［名］

稲こきの時出るごみ。

kWaNgiruNツクァンギルン ［動］６Ａ型kWaNgjaN

（物を）すくう。ｋ,a9ik，atirihai;すくって捨てなさい。？

ｋ，waruduツクァルドゥ ［名］

固い粥。

ｋａ 力 ［辞］

日を数える単位。

ｋａ： カー ［名］

井戸。

沖Ｔ

T

kamatikura;頬

生

こ９６

Ｔ

Ｔ

生

こ４７

Ｔ

続197

Ｔ

１

沖Ｉ

１

続5９

生

生
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ｋａ： ［名］カーＴ

皮。

ｋａ:cimata ［名］カーチマタ５

しわ。

ｋａ:gucu ［名］カーグツＴ

＜新＞革靴。

kakainasi カーカイナシ［名］２

蛇が脱皮すること。皮の交換。

kamudiカームディ ［名］６

皮をむくこと。

ｋａｓａ ［名］カーサ１

葉の広いもの（ばしょうの葉など)。上に塩を載せて炭火の中で焼き、それを喉に巻いたり、

またはその焼いた塩をなめると、喉の痛みに利く。

［名］ka:tatｉ＊カータティＡｌ３

田の名６

［名］kaNカンl

感。勘。

［名］kaNカンこ４２

上。上座。

［名］kaNカンＴ

神。

［名］kaNカンＴ

棺。焼かないで死体を入れたまま墓に納める。

［名］kaNカンＴ

ユウナの芯。

［動］３Ａ型kasjaNkaNカン１

（田を)す〈。耕す。

［名］kaNbagatiカンバガティＴ

新月から満月に至る月。

［名］kaNbakariカンバカリｏ

神別れ。ンダン祭りの小屋から村へ帰る途中のハイナゴで、宇良部岳に向かって拝礼する

［名］kaNbana＊カンバナＡ６０

（地）海岸名。末尾の地図参照。

kaNbana：＊ カンバナー［名］植１７

（植）カジノキ＜クワ科＞ｏ

ｋａＮｂｉカンビ ［名］生
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麦の粉に砂糖を入れ丸く油で揚げた物。

［名］kaNbiカンピ１２

看病。

［名］kaNburiカンブリ４

神がかり。

＊
kaNcanunasu ［名］カンツァヌナスＡ３６

田の名。

kaNcja カンチャ ［名］沖Ｔ

（動）ホシマンジュウガニ。甲らは丸味を帯て赤色。ハサミは大きく先が黒い。

kaNcja カンチヤ［名］こ２１

鍛冶屋。kaNdajaとも言う。

kaNcjanudaiカンチヤヌダイ［名］続６１

鍛冶屋の祝い。ふいご祭。旧暦の１１月７日に、ウンテイムテイ（芋餅）をつくって祝う。

kacjanudaiとも言う。

ｋａＮｄａ カンダ［名］Ｔ

（植）カズラ。つる草の類。

［名］kaNdaiカンダイこ２４

〈ん製・baikaNkagasiとも言う。

kaNdaiiju ［名］カンダイイユ６

〈ん製にした魚。kaNdaikjaruiju,kagasiijuとも言う。

kaNdaja カンダヤ［名］こ２１

鍛冶屋。kaNcjaとも言う。

kaNdakasaNカンダカサン ［形］生

神高い。霊力が高い。

kaNdana カンダナ［名］続６９

神棚。

kaNdana カンダナ［名］無７５

差桁式の家の模型。神が家の作り方を教えるために天から落とした。大屋家では毎年秋にな

ると祭礼がある。（b75）

kaNdananudaiカンダナヌダイ［句］続６９

神棚の祭。大屋家に伝わる神棚の祭。

［名］kaNdaniカンダニ２

神の種。神の子。

［名］kaNdatiカンダティ１

（植）ツルムラサキ＜ツルムラサキ科＞・葉をもみつぶして塗るとカサブタがとれる。紫の

実がなる。
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kaNdatunasu カンダトゥナス ［名］稲268

苗代名。比川の北部にある。

kaNdi カンディ ［名］生

神女の冠。イリオモテシャミセンヅルを輪に結んで作る。

kaNdiN カンディン ［名］生

床に祭ってあるturanuhaと香炉。turanuha参照。

kaNduN カンドゥン ［動］ｌＤ型kaNdjaNT

かぶる。

kaNduNabira カンドゥンアビラ ［名］続１４

（動）カントウアヒル（広東アヒル)。このアヒルは水に入らない。kaNduabiraとも言う。

kaNduna カンドゥナ ［連体］ｌ

肝要な。肝心な。kaNdunamunu;肝要な物。

kaNgai カンガイ ［名］ｌ

考え。

kaNgaicigai カンガイチガイ［名］こ２７

考え違い。思い違い。

kaNgaruN カンガルン ［動］２Ａ型kaNgaNT

考える。kaNgairuNとも言う。kaNgaiOurisanu;考えにくい。kaNgaruba;考えると。kaNgai

Nniturasiwariju;考えてみて下さい。

kaNgi カンギ ［名］９

魚のひれ。

kaNgiruN カンギルン ［動］６Ａ型kaNgjaN 昔168

背負う。ututumitudajaagamikaNgiti;弟夫婦は赤ん坊を背負って…。（昔168）
＊

kaNgusugu カングスグ ［名］続８１

刑務所。

kaNhutugi カンフトゥギ ［名］生

神仏。万物を支配しているもの。

kaNkairutu カンカイルトゥ ［名］７

霊を招く人。霊媒師。kaNkaisituとも言う。（続64)ユタやムヌチの事。

kaNkaraja カンカラヤ ［名］続６１

＜新＞ブリキ屋。飾り職。

kaNkjadatibaru＊ ［名］カンキャダテイバルＡ５７

田の名。

kaNmuci カンムチ ［名］２

死者の上に被せる白い布。

kaNmutinuiju＊ カンムティヌイユ ［名］ま2６
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神に捧げる魚。

kaNna カンナ

腕。

kaNna カンナ

（動）カニ。

kaNnadi カンナデイ

雷。kaNnariとも言う。

kaNnari カンナリ

雷。kaNnadiとも言う。

kaNni カンニ

あのように。

kaNnuta＊ カンヌタ

田の名。

kaNnuti＊ カンヌティ

神月。

kaNnutuki＊ カンヌトゥキ

神の刻・朝９時～１０時頃。

kaNpa カンパ

小さなはげ。傷跡。

kaNpaki： カンパキー

（植）「植物方言集」によれば、アカハ

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ 生

[名］ ４

[名］ Ｔ

[名］ Ａ３６

[名］ 年１８２

[句］ Ｇ

[名］ Ｔ

[名］ 生

ヨナグ（植）「植物方言集」によれば、アカハダグス＜クスノキ科＞・昔は火種に用いた。

二蛾が好んでこの木に巣を作る。

kaNsiruNカンシルン ［動］６Ａ型kaNsjaN

被せる。ｂｏ:sikaNsimiruN；（子供に）帽子を被させる。

kaNta カンタ ［名］

あれなど。

kaNta カンタ ［名］

彼達。彼等。kaNtati;彼等（卑称)。（昔73）

kaNtabarubari＊カンタバルバリ［名］

田の名。

kaNtiカンティ ［辞］

…しかねること。…できかねること。matikaNti;待ちかねること。

kaNtiNカンティン ［名］

寒天。水ようかん。

kaNturiカントゥリ［名］

もうろく。ポサッとして何を考えているのかわからない事。

２

Ｔ

１３

Ａ５５

昔3９

Ｔ

こ１０２
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kaNuriカンウリ ［名］１６

神降り。神がのりうつること。

kaba カバ ［名］沖Ｉ

きね（杵)。大きな木槌。

kabaimuNカバイムン ［名］６

変り者。

［動］２Ａ型kabaNkabaruNカバルン３

変わる。

［名］kabatati＊カバタティＡ１９

田の名。

kabiカビ ［名］生

紙。

kabica： カピッァー ［名］沖Ｔ

（魚）タテジマキンチャクダイ。シテンヤッコ、ツノダシ，ハタタテダイも同じ呼び方をす

る。体は長楕円形で尾は短い。えらぶたに大きなトゲがある。

kabidatimunu ［名］カビダティムヌ２

霊前にて紙銭を焚いて供養すること。紙銭(kabidiN)、又は打紙(utidiN)、を器の中で焚き

ながら、きしみ.イリチャ・酒を少量ずつ〈べておこなう。

kabigi＊カビギ［名］植２５

（植）オオイワガネ＜イラクサ科＞o

kabisana カビサナ［名］続６５

からかさ（唐傘)。紙をはった傘。

kabiutimunu ［名］カビウテイムヌ２

紙銭の型を押して付ける器具。

［名］kabuカブ生

（鳥）シラサギ。

kabu＊カブ［名］昔７

果報。幸運。

［動］１，型kabjarukabuNカブンＴ

臭く露｡ka9uNとも言う。aOacu:marubaNdakabi;俺がくそをすれば､おまえが臭げ゜(昔226）

［名］kabuciカブチ生

鍋敷き。釜や鍋を平な所に置く時にそれらを安定さすために下に敷く輪。ワラやアダンのひ

げで作る。

［動］１Ｂ型kabudaguNカブダグン昔３３

抱き合う。unudurukabudatititaitujaniNdi;その夜、抱き合って二人で寝て…。

kabusa カブサ［名］生
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貯め池。牧場の牛が水を飲むように作った池。

kabusaN カブサン ［形］１

芳しい゜

kaci カチ ［名］５

お菓子。kacciとも言う。

kacidai カチダイ ［名］３

酒粕。

kaciUi カチキ。 ［名］続６１

樫の木。

kacimasaN カチマサン ［形］生

うるさい。

kacimiruN カチミルン ［動］６Ａ型kacimjaN５

捕まえる。

kacinati カチナテイ ［名］昔14O

鋭い、いやな鳴き声。鳴き騒いでいる様子。、ajununaguUaduununatigatanuduara:gu

kabaitikacinatidukitaba;猫が鳴く声がするが、その鳴き方が、とても変わったいやな鳴き

声で鳴き騒いでいるので…。

kacira＊ カチラ ［名］植３７

（植）ハスノハカズラ＜ツヅラフジ科＞o

kacjanudai カチャヌダイ ［名］生

旧暦の１１月に鍛冶屋の人がする祭り。kaNcjanudaiとも言う。

kacubuci カツブチ ［名］３

鰹ぶし。

kacunuiju カッヌイユ ［名］３

＜魚＞カツオ（鰹)。単にｋａｃｕとも言う。

kada カダ ［名］Ｎ190

匂い。香り。

kadaNku カダンク ［名］生

（昆）蚊。

kadaNkuuitu 力ダンクウイトゥ ［句］続２５

蚊をおっぱらう人。夜遊びの見習いとして先輩について歩く者。ｔ，unuNbiuimunuとも言う。

カダマルンkadamaruN［動］２A型生

固まる。

kadarabugu カダラブグ ［名］歴７５

（地）カダラブグ。比川のトゥニがある。

kadaruN カダルン ［動］２Ａ型kadaN３
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飾る。

kadi カデイ ［名］４

風。

kadi カディ ［副］昔226

…の度。kumanikurukadima:rumunuhaitihiruna:;ここに来る度おいしいもの食べていくね。

（13）tucinukadi;毎年に。毎年。（16）

kadi カディ ［名］Ｎ164

数。kadikadi;数々o

kadiNmajanudai カディンマヤヌダイ［句］６

９７才の祝（風車の祝)。kadimajadaiとも言う。

kadigumu カディグム ［名］４

風雲。

kadimaja カディマヤ ［名］生

台湾坊主。三月頃、台湾北方の東シナ海に発生する低気圧のために風向きが急に変る風。測

候所がない時は、この風で多くの船が沈んだ。

kadimaja カディマヤ［名］生

風車。

kadimajadai カデイマヤダイ［名］２

９７才の祝い。kadiNmajanudaiとも言う。

kadiniDai＊ カデイニガイ［名］ま５

船旅の風願い。

kadinuwara カディヌワラ ［句］続６０

かざかみ（風上)。

kaditi カディティ ［名］生

台風。

ｋａｄｕ カドゥ ［名］生

条理。家を建てたりする時、日取りなどが良いかどうかを巫女（ユタ）に占ってもらう。良

い時には「カドゥが当たる」と言う。

ｋａｄｕ カドゥ ［名］Ｔ

角。

kaduati カドゥアティ ［名］歴３４

施主を定めること。洗骨などをする時に、誰がそれを行うのかを占い師が占って決める。（歴

３４）

kadumunuNカドゥムヌン ［名］生
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虫害や水害がないように祈る行事。旧暦の三月初旬の吉日に、ｋａｄｕ（条理）に当った人が

虫を取って来る。虫をクワズイモの葉で包み竹の先に結んで、橋のたもとに置く。ウガン山

とムヌンシ浜で祈り「安堵の島に越えて行け」と言って海に流す。

kadurija＊ カドゥリヤ ［名］植171

（植）オオヒルムシロ＜ヒルムシロ科＞o

kagaN カガン ［名］Ｔ

鏡。

kagaN カガン ［名］続８９

腰衣。女性が腰から下に着る着物。

kagaN カガン ［動］３A型Ｔ

火にあぶって焼く。火にあてる。かつお節を作るのもkagasiと言う。ｃ'iNkikagasi;火にあ

て…。

kagaN＊ カガン ［動］３A型１３

乾かす。ひからびさす。dugukagaruNdiaitiagamiMakagasi*;欲から子供達を飢え死にさ

せ…。（昔176）

kagaNnuhu カガンヌフ ［名］生

幅が約１０ｃｍで、模様がほどこしてある帯。

kagadiruN カガディルン ［動］６A型生

（爪などで）掻く。引っ掻く。（鍋のこげなどを）掻き起こすようにして掻く。nabiNta

kagatikatiri；（鍋の）こげを掻いて捨てろ。

kagaimuN カカガイムン ［名］７

懸かりもの。悪霊。kagaimunuとも言う。

kagaimunu カガイムヌ ［名］続６

懸かりもの。悪霊。kagaimuNも言う。

kagaruN カガルン ［動］２Ａ型kagaN３

触る。

kagaruN カガルン ［動］２Ａ型kagaN３

掛かる。

kagasiiju カガシイユ ［名］６

くん製にした魚。kaNdaiju,kaNdaikjaruijuとも言う。

kagatai カガタイ ［名］ 昔199

声高い。aruNnisikaraNdasikagataidatana;ある限りの大声を、力いっぱい張り上げながら

…。（昔199）

kagataruN カガタルン ［動］２A型生
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叫ぶ。大声で話す。怒鳴る。buduNcaisjanakikagatai;跳び跳ねて喜んで叫び…。（昔１０）

tjaNgiruN参照。ataraginunamanutitarukatiruNdijanaranuNdikagatarutasi；「尊い命を、

捨ててはいけない｡」と、大声でどなると。（昔119）

kagi ［名］カギ５

賭。約束。指切り。kagikiruna;約束するね。

kagida： カギダー［名］１３

＜移＞下げばり。自在ばり。

kagidaNカギダン ［名］歴143

三又のもり（天底屋の所有する神器)。神が持っていたと言われているもの。戦で使われた

といわれている。

kagimunu ［名］カギムヌこ２０

掛け軸。

kagiraNカギラン ［名］Ｔ

棒状の金の両端を曲げたもの。ランプや篭をつるすのに用いる。

kagiruNカギルン ［動］６Ａ型kagjaN４

賭ける。

kagiruNカギルン ［動］６Ａ型kagjaN 生

（秤などに）掛ける。

kagiruNカギルン ［動］６Ｂ型kaguN 生

欠ける。ｈａ:kagiruNdo:;刃が欠けるよ。jumisikukiranuNtuhatakagiruNdu;気を付けてし

ないと（碗の）端が欠けるよ。

kagu カグ［名］生

屋敷内の畑。

kaguN ［動］ｌＢ型katjaNカグン２

掻く。kjabikatjaN;かゆいので掻いた。

kaguNカグン ［名］１Ｂ型katjaN生

書く。

［動］４Ａ型kagusjaN＊kaguNカグンＴ

隠す。kagui;隠せ。

kagudiカグデイ ［名］生

あごの両端のとがった所。

［動］６Ｂ型kaguruNkaguriruNカグリルン１

隠れる。kaguri;隠れよ。

kaguzja： カグジャー ［名］９

＜移＞顎骨のはった者。

［名］kaDaNカカ･ン２
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（鶏の）とざか。mittanukaDaNとも言う。

ka9aNda＊ カガンダ

田の名。

ka9amutiカカ・ムテイ

鏡餅。karunamutiとも言う。

kaOataburunamaci＊ カカ･タブルナマチ

田の名。

ka9iカキ･

影。

ka9ibusiカキ･ブシ

陰干し。

kaUuNカク゜ン

（匂いを）かぐ。kadiNni;かいでみなさい。ｋ

ｋａｉ カイ

赤ん坊の頭にできる白いかさ。

kai カイ

木製のつづら。

kaida＊ カイダ

田の名。

kaidacidi＊ カイダチディ

田の名。

kaidadiカイダディ

数量を指示した文字。

kaidazu カイダズ

与那国に伝わる象形文字。kaidadiとも言う。

kai9u カイク゜

卵。

kaiDunuhaijatiカイク゜ヌハイヤテイ

卵焼き。haijatiは平焼きの意。

kaihu カイフ

養子。kaibuとも言う。

ｋａｉｋｕ カイク

（昆）かいこ。

kaikukanaiカイクカナイ

養蚕。

kaimunu カイムヌ

[名］ Ａ２８

[名］ ５

[名］ Ａ５４

[名］ ６

[名］ ３

［動］１c型

とも言う。

２

kabuN

[名］ 生

[名］ 昔129

[名］ Ａｌ９

[名］ Ａ２０

[名］ 歴4４

[名］ 図

[名］ 生

[名］ ５

[名］ １３

[名］ ３

[名］ こ１１４

[名］ １３
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＜新＞買物。

kainaN カイナン ［動］３Ａ型kainasjaN

換える。変える。kainai;換えなさい。

kainudu カイヌドゥ ［名］

薄いかゆ。お盆に仏壇に供える。

kaisi カイシ ［名］

返事。返し。kaisidarai;返事を出しなさい。

kaisikadi カイシカディ ［名］

返し風。台風の時よくある。

kaitu カイトゥ ［名］

買人。kaituadati;買人を訪ねて…。（昔221）

kaja カヤ ［名］

（植）萱。屋根をふいている草。

kaja カヤ ［助］

…かね。軽い疑問を表す終助詞。

kajabuni カヤブニ ［名］

肩硬骨。単にｋａｊａとも言う。kajabunisusaN;肩が強い。担ぐ力がつよい。（資103）

kajada カヤダ［名］

かやぶき家。

kajakubai カヤクバイ［名］

症状の重い性病。

kajuda カユダ ［名］

田の一種。野原にある水もちのよい田。

kajudaagi カユダアギ［名］

荒地を開けること。

kajuti カユティ ［名］

小ｍｏ

ｋａｋｕｍａｉ カクマイ［名］

世話（牛や馬などの)。kakumai-kiruN;保存する、保護する。

kakumai カクマイ［名］

保存。kwaruki:Nkitakikakumaikidu;固い木を選び、それにつけて保存しておき…。

ｋａｍａ カマ ［名］

あそこ。kamaNkihiruN;あそこに行く。kamaNkihirikumaNkihiri;あっちに行き

行き。

kamabugu カマブグ ［名］

かまぼこ。本土のかまぼこのように板についていない。

生

Ｔ

続5６

昔221

Ｔ

７

５

続6５

１３

沖Ｉ

沖Ｉ

Ｔ

昔138

昔202

Ｔ

こっちに

５
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＊
kamacinasu カマチナス ［名］

田の名。

kamadikuru カマデイクル ［名］

かます袋。

kamadu(ti）カマドゥ(テイ）［名］

かまど。

kamaikaiカマイカイ［名］

男の人の再婚。

kamairuNカマイルン ［動］５Ａ＊kamaN＊

（妻を）めとる。tuNkamaisitikurasibuNOadu;妻を迎えて暮らしていたが…。ｋｌ

もいう。

kamanukata カマヌカタ ［句］

向側。

kamaruNカマルン ［動］２Ａ型

（妻を）めとる。tuNkamaruN;妻をめとる。

kamasa カマサ ［名］

（魚）ヘコアユ。体が細く長い。ロを下に向け、逆立ちして泳ぐ。

kamasa カマサ ［名］

（魚）カマス類の魚。体が細く長い。体には８本の横じまをもち、円筒形に近い。

kamasu カマス ［名］

乾燥した米を入れる袋。藁でつくられている。

kamasuta＊ カマスタ ［名］

＜古＞（地）カマスタ。昔の崖葬の場所。

kamata カマタ ［名］

門柱。

kamati カマティ ［名］

頬。頬骨。

kamatikura カマティクラ ［名］

頬が丸い人。

kamatinutaraitiカマティヌタライティ ［句］

えくぼ。単にtaraitiとも言う。

ｋａｍｉ カミ ［名］

（動）カメ。普通は海にいる亀を指す。

ｋａｍｉ カミ ［名］

かめ（瓶)。

ｋａｍｉ カミ ［名］

Ａ４２

７

３

１０

昔５７

kamaruNと

昔8４

生

沖Ｔ

沖Ｔ

沖Ｉ

歴3３

生

生

Ｔ

続3９

沖Ｔ

３

Ｔ

Hosei University Repository



185

あそこに。あそこで。kamiaNsai;あそこにあるき。

kamiabuci カミアブチ[名］

畦のないところ。山裾の田んぽに多く見られ、人が通ることができない。

kamibata＊ カミバタ ［名］

田の名。

ｋａｍｉｍｉ カミミ ［名］

一重まぶた。haNkurimi（二重まぶた）に対する語。

kaminuNbi カミヌンビ［句］

瓶の底。kaminuNbibagiNt，uci;瓶の底に入る時まで一緒。偕老の契り。

kaminuku カミヌク ［句］

亀の甲羅。

kaminuta： カミヌター ［句］

瓶の蓋。骨壷の蓋。

kamirari カミラリ ［名］

胃けいれん。

kamiruN カミルン ［動］２C型kamjaN

覆う。taruNnakaNkiiritabusikamjaruc，idi;朽の中に入れて蓋をして覆ったわけさ。

kamiruN カミルン ［動］６Ａ型kamjaN

頭にのせる。

kamiruN カミルン ［動］６Ａ型kamjaN

洗面する。洗う。umutikamiruN;顔を洗う。

kamiti カミティ ［名］

（動）小さいカニの総称。

kamizaki＊ カミザキ［名］

（地）海岸名。末尾の地図参照。

kana カナ ［名］

かんな（大工道具)。

kanaN カナン ［名］

髪。karaNとも言う。

kanaNguru カナングル ［名

髪の切れはし。

kanabuca カナブツァ ［名］

機敏。

kanadi カナディ ［副］

必ず。ｋana:diNdurja;必ず言うから。

kanai カナイ［名］

沖Ｉ

Ａ４１

続189

続5５

こ２７

２

１３

Ｎ１９０

(N190）

生

素

沖Ｔ

Ａ６１

生

生

Ｔ

生

１３

続175
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みそがめのふたに巻く荒布。納税（人頭税）の時、納める布。その他にイリムヌ・グュフな

どがある。昔、賃金の代わりにあげた。（13）

kanaimunu カナイムヌ ［名］７

大物。将来見込みのありそうな人。

kanaimunu カナイムヌ ［名］Ｔ

年貢。

kanasa カナサ ［名］１３

可愛がること。（恋人を）愛でること。attaraNとも言う。kanuci;可愛い。kanasa-kiruN;可

愛がる。

kanasaNカナサン

可愛い゜

kaniNカーン

鐘。

kaniNdakaNカニンダカン

鉄瓶。

kaniNkasa＊ カニンカサ

鉄笠。

kanigu カニグ

砂地。

kanigudiカニグデイ

（地）兼久地（砂地)。

kanimacidaja＊ カニマチダヤ

（地）海岸名。末尾の地図参照。

kanimata＊ カニマタ

田の名。

kanimatanasu＊ カニマタナス

田の名。

kaninutu カニヌトゥ

錆（さび)。

kanipaOaiカニバガイ

鉄製の田打ち鍬。（馬にひかせるもの)。

kaniruNカニルン

囲む。lか所に集める。ucikaniNdihir

[形］ 生

[名］ こ1７

[名］ ６

[名］ Ｎ１６１

[名］ ３

[名］ １３

[名］ Ａ６２

[名］ Ａ2６

[名］ Ａ３０

[名］ ８

[名］ 民

[動］６Ａ型kanjaN 生

囲む。lか所に集める。ucikaniNdihiruN;牛を集めに行く。Nmakani;馬を囲って飼うこと。

kaniuciカニウチ［名］沖Ｉ

耕作用の牛。数頭で耕している時の－番外側にいる牛。行動範囲が広いので、敏感で力があ

り足の速い牛が良い。
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kanu カヌ ［名］

あの・

kanuN カヌン ［動］５Ａ型kanaN

叶う。anuNkikanunai;私にかなうネ。（昔15）

kanujama カヌヤマ ［名］

比川、島仲部落での念仏踊り。

kanuti カヌティ ［副］

かねて（以前)。

kanuti カヌティ ［名］

井桁（いげた)。井戸の上部のふちを木で四角に組んだもの。

１３

生

無1８

昔223

こ５

[名］ 生kara カラ

ノ１１．小川。

karaN カラン

軽い。

karaN カラン

辛い゜唐がらしなどの辛さ。

karaN カラン

髪。kanaNとも言う。

karaN カラン

枯らす。

karaNdui カランドゥイ

髪を結うこと。

karaNduju カランドゥユ

元結い（髪をたばねる糸のこと)。

karaNgi カランギ

たてがみ。

karaNhaja カランハヤ

（昆）カミキリ虫。

karaNsukatana カランスカタナ

剃刀（カミソリ)。

karadagi カラダギ

（植）マダケ＜イネ科＞・太い竹で、力

[形］ 生

[形］ 沖４

[名］ 昔107

[動］３Ａ型karasjaN Ｔ

[名］ ６

[名］ こ’０４

[名］ ２

[名］ 続6４

[名］ 続6４

[名］ 生

（植）マダケ＜イネ科＞・太い竹で、カツオを釣る竹竿を作る。

karagaN カラガン ［動］３Ａ型karagasjaN

乾かす。

karaguN カラグン ［名］

（地）カラグン。東崎の南側海岸にある。（歴77）

Ｔ

歴7７
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karaguNカラグン ［動］lBkaratuN 素

乾く。

karagui カラグイ［名］１３

自分でやるべき事。karuguiともいう。naNtokakaraguiisjaNdo;なんとかやりとげたよ。

karahaN ［名］カラハンＴ

はだし（裸足)。

karahai カラハイ［名］生

羅針盤。

karakaN ［名］カラカンこ５０

石油缶。sikitaNbaguとも言う。

karamuN カラムン ［動］１，型１３

からtfo

karamuNbai カラムンバイ［名］昔122

格闘。uNkituikagaikaramuNbaikirutasi;鬼に取り掛って格闘をしたので…。（昔122）

karamujai カラムヤイ［名］Ｔ

瓦模合。家を作ったりする時に持ち回りで瓦を持ち合うこと。

karanabi カラナビ［名］沖Ｉ

水もちの悪い土。表土の下の土が赤土と黒土の混合したような±で、かさかさしてる。

karananja＊ カラナニャ ［名］Ａ５５

田の名。

karanati カラナテイ ［名］１

空泣き。

karasu カラス ［名］Ｔ

塩から。カツオ、イカの腸や小魚などを塩づけにした物。

karatagiduna ［名］カラタギドゥナ１６

人頭税。

karati カラテイ ［名］こ１９

小jIlo

kari カリ ［名］生

あれ。彼。

ｋａｒｉ ［名］カリ１３

嘉例。めでたいこと。縁起のよいこと。

kariNni カリンニ ［名］昔187

飢え死に。kariは飢えること。

karihuciruN カリフチルン ［動］６Ｂ型＊arihucuN？７

枯れ果てる。huciruN＊は朽ちるの意か？
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karijusi カリユシ ［名］６

嘉例吉。船が順調に航海をすること。karijusiduniOaicariru;安全を祈る。

karimata＊ カリマタ ［名］Ａ５２

田の名。

karini カリニ ［名］Ｔ

あんなに。karinima:siku;あんなに沢山。

kariruN カリルン ［動］６Ｂ型ｋａｒｕＮＴ

枯れる。ｃ'akariruNdo;草が枯れるよ。ｃ，akariminuN;草が枯れてしまった。NnunutidaNni

kariduburu;昨日の太陽で枯れている。

kariruN カリルン ［動］６Ｂ型＊ Ｔ

飢える。お腹がすぐ。kariduburu;飢えている。batakarinaranuN;おi夏がすいてしょうが

ない。

karuNカルン ［動］２Ａ型ｋａＮ

刈る。ｔ'uNkikaramiruN;人に刈らす。

karuikiruNカルイキルン ［動］６Ａ型

あやかる゜karuikiturasiwari;あやからさせて下さい。（続16）

karutatiカルタティ ［名］

（とても）軽い状態。

kasa カサ［名］

天然痘。

kasa カサ［名］

＜文＞笠。

kasa＊ カサ［名］

（植）アミガサギリ＜トウダイクサ科＞o

kasaNta カサンタ［名］

（昆）バッタ。

kasaNta＊ カサンタ［名］

かさぶた。

kasabaruNカサバルン ［動］２Ａ型kasabaN

かさばる。

kasabiruNカサビルン ［動］６Ａ型kasabjaN

重ねる。

kasaDiカサキ。［名］

（植）アカメガシワ＜トウダイクサ科＞６

kasahaNdi＊カサハンディ ［名］

田の名。

３

Ｔ

３

生

１３

植7３

生

黒6５

３

生

Ｔ

Ａ４９
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kasaja(ti）カサヤ(テイ）［名］

（鳥）コウモリの一種。kubujaよりも小さなコウモリ。

kasamudiカサムディ ［名］

（植）ハスイモ＜サトイモ科＞・クワズイモに似ているが、

あえものにする。

kasiカシ［名］

織物の経糸。たて糸。

kasiカシ ［名］

加勢。手伝い。aDakasikiruN;私がお手伝いをする。

kasiNgi＊カシンギ［名］

（植）オキナワウラジロガシ＜ブナ科＞o

kasiNkiカシンキ［名］

小豆入り御飯。餅米で作る。

kasikagiカシカギ［名］

整経。経糸を巻きつけること。

kasikakidama カシカキダマ ［名］

糸を巻き付けるもの。Ｈ型になっているもの。

kasikiカシキ［名］

盛り飯。

kasinuriカシヌリ［名］

経糸につける糊。

kasisaba カシサバ ［名］

（魚）シュモクザメ。

ｋａｔａ カタ ［名］

蚊帳。蚊屋。

ｋａｔａ カタ ［名］

あたり。辺。

ｋａｔａ カタ ［名］

２

生

これは茎が白い。煮つけ、酢の

生

Ｔ

植1６

５

３

民

２

３

沖Ｔ

生

Ｔ

Ａ７

（地）嘉田。与那国町内の字名。比川にある。末尾の地図参照。

kata-kiruN カタキルン ［動］６Ａ型

えこひいきする。

kataN カタン ［形］

続4０

生

固い。（液体などが）濃い。親しい。kataruduci;親しい友人。仲良い友。katarumituda;仲

の良い夫婦。

［名］kataNカタン７

片方。
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［動］

かき混ぜなさいよ。

３Ａ型生

沖縄方言のカチャースン。

kataN カタン

これる。かき混ぜる。katasimamiriju;かき混ぜ

kataNgaca カタンガツァ

髪型の一種。カタカシラ。

kataNkaN カタンカン

傾かす。NdakataNkai;お前、傾かせなさい。

kataNkiruN カタンキルン

傾ける。

kataNkuN カタンクン

傾く。kataNkiduburu;傾いている。

kataNtidinaga カタンテイディナガ

傾いた地面。傾斜地。

katabara カタバラ

かたわら。傍。

katabarati＊ カタバラティ

田の名。

katabarubama カタバルバマ

（地）カタバル浜。比川にある。

kataburu カタブル

（地）比川の南側の湾。

kataburuci カタブルチ

肩。kataburuciNkinusiruN;肩にのせる。（続59）

kataca カタツァ

魚の片身。

kataca＊ カタツァ

片頭。琉球風の男`性の結髪。

katacaiju カタツァイユ

（魚）ヒラメ。

kataci カタチ

形。姿。

kataci カタチ

（植）ヤブツバキ＜ツバキ科＞・俗にいう椿。

kataga カタガ

さえぎるもの。陰。kataRa:kiriiu:;日陰にしなさ

[名］ 昔4３

[動］３Ａ型kataNkasjaN Ｔ

[動］６Ｂ型kataNkuN＊ Ｔ

[動］１Ａ型kataNkjaN＊ 生

[名］ ６

[名］ 生

[名］ Ａ３７

[名］ 歴149

[名］ １０

[名］ 生

[名］ 続5８

[名］ 黒6６

[名］ ６

[名］ Ｔ

[名］ こ６０

[名］ こ８０

さえぎるもの。陰。kataga:kiriju:；日陰にしなさいよ。

katagaja： カタガヤー

（貝）マツバガイ。殻は大きく茶色の放射斑がIまつき

[名］ 沖Ｔ

殻は大きく茶色の放射斑がはっきりしている。
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kataguciカタグチ［名］続115

すき櫛。しらみを取る櫛。

［名］katagutiカタグテイＳ６９

かたっぱし。みんな。katagutigara;かたっぱしから。

kataOaciカタカ゜チ［名］沖Ｔ

（魚）ヒメジ科の魚の名。ヨメヒメジ、ミナミヒメジ、モンツキアカヒメジ、キスジヒメジ

などの総称。

kataOata カタガタ［名］１３

幕。ｋａｔａとも言う。に87）

［動］６Ａ型kataOjaNkataUiruNカタキ゜ルンＴ

掛ける。吊す。

katahaNカタハン ［名］昔122

片足。

katahamaDu カタハマク。［名］稲274

農具。耕起具。ｍａ９ｕ（牛、馬などに引かせる農具）と同様の機能を持つ。

［名］katahuiカタフイ生

片降り。スコール。空の一方では晴れており、他方では降っている大雨。

katakaNna カタカンナ［名］昔１６

片腕。

［名］katakuriカタクリ１

＜新＞片栗。uNti(芋）を擦り水につけ、さらして作る。それを湯で溶かして、そうめんに

して食べたりする。

［名］katakuriuNtiカタクリウンテイＴ

（植）イモの一種。これからデンプンを取った。デンプンを取ったかすは味噌の材料にした。

［動］２Ａ型katamaNkatamaruNカタマルン３

固まる。kadamaruNとも言う。

［名］ｋａｔａｍｉカタミ５

片目。

［動］６Ａ型katamjaNkatamiruNカタミルン生

固める。

katamjukka カタミュッカ［名］黒

片目くら。

［動］１，＊型katanjaN＊katamuNカタムン生

（荷などを）かつぐ。kuniduNkatamatrigarajaanujammu;こいつにでも担がれたら、私は

見る影もない。katamariruN;担がれる。katamaninuN;担がれない。katamiruNか？ｋａｔａ－

ＤｕＮか？
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katana カタナ［名］Ｔ

刀。玉祭の時の神器。

［名］katanusajaagaja力タヌサヤアガヤ沖Ｔ

（貝）スエヒロガイ。細長く内部は真珠光彩をしている。殻の中央に肋が走る。

［名］katanusiカタヌシ生

肩車。

kataraiカタライ［名］昔７３

＜新＞申し上げること。語ること。maisuruabuta:Nkinati:kataraikiti:;亡き母に泣いて申

し上げて。

［名］katasiカタシ生

歌舞の一種。自由乱舞。沖縄のカチャーシーにあたる。急テンポな三味線の曲に合わせ手を

上に上げ手首をひねりながら踊る。

katasuba カタスバ ［名］Ｔ

片隅。

［名］katasudiカタスディ１

片袖。

katatiカタテイ ［名］昔３９

炊いた芋を叩きつぶすこと。

［名］katatiカタテイ７

片手。katakaNnaとも言う。

［名］katatiカタティ１３

かたき。

katazinaNカタジナン ［名］沖Ｔ

（魚）テンジクガレイ（ヒラメ)。平たい形の魚。

［名］katiカティＴ

垣。

［名］katigaiカテイガイＮ109

（土などを）かきわけること。katigainui;かきわけて登る。、iNburuniarudurudukatigai

katigai;頭にある土をかきわけかきわけ。（N109）

kati9asa カテイガサ［名］続５４

かいせん（折癬)。かいせん虫の寄生から生じる伝染性皮膚病。

［動］５Ａ型katihuNカテイフン１３

がつがつ食べる。katihai;さっさと食べろ。

katikamuN・カティカムン ［動］１，型素

ひっかく。

katikapa カティカパ ［名］生

Hosei University Repository



194

米のひげをたたき落すもの。katikabaとも言う。

ｋａｔｉｍｕｎｕ カティムヌ ［名］

おかず。katimununiruN;おかずを煮る。

katinaN カティナン ［動］３Ａ型

かき分ける。掻く。katinasikatjaN;掻いて捨てる。

kattiN カッティン ［名］

勝手。dukattiN;自分勝手。

katuN カトゥン ［動］１，型

勝つ。

kerikeN ケリケン ［名］

蹴り野球（遊びの一種)。ベースにポールを置き、それを蹴る。

ki(:)buNtai キト)ブンタイ［名］

鳥肌。鳥肌が立つこと。ｋｉ:tatti,kisarasaraiとも言う。

ki(:)dari キト)ダリ ［名］

行事。

ki： キー ［名］

気。

ki： キー ［名］

毛。

ki： キー ［名］

木。

khdamahatagi キーダマハタギ ［名］

山畑。

ki:dati キーダティ ［名］

霊気。妖気。不吉な気分。気合いが入って毛が立つ場合も言う。（13）

kidi キーディ ［名］

乾燥中の米をかき回すこと。kiNOiとも言う。

kikai キーカイ ［名］

気使い。kikaisusanu;気を使いすぎる。

kikatana キーカタナ ［名］

木刀。

kikuN＊ キークン ［動］１Ａ*型

気付く。ｋｉ:kanutaN;気付かなかった。hituihukajaki:kanuNkidubutaDa；

ないでいたが…。（昔24）

kinunai キーヌナイ ［名］

木の実。

生

生

昔125

生

５

５

昔104

１

Ｔ

Ｔ

１

こ’2２

沖Ｉ

１

１３

昔２４

気付か一日二日は、

３
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[名］ 沖Ｔｋｉ:ruNmaburu キールンマブル

（魚）タカサゴヒメジ。

kitatti キータッテイ

身の毛がよだつ。ｋｉ:buNtaLkisarasaraiともｉ

ｋｉＮ キン

斤（重さの単位)。

ｋｉＮｂａｉ キンバイ

針灸。

kiNdaguni キンダグニ

（植）ニンジン。

ｋｉＮｄａｉ キンダイ

酒を飲んで暴れる事。

kiNdigusiku キンディグシク

きれいに削ってある石垣。

kiNduN キンドゥン

削る｡髪をすぐ。

kiNgai キンガイ

気嫌。

kiNgui キングイ

狂言。

kiN9i キンキ･

乾燥中の米をかき回すこと。ｋｉｄｉとも言う。

kiNmaja キンマヤ

裏返し。kimajaとも言う。

ｋｉＮｍｉ キンミ

（魚）ウルメイワシ＜ニシン科＞・体が細〈

[名］

とも言う。

[名］ ７

[名］ こ４５

[名］ 生

[名］

[名］ Ｔ

[動］１，型kiNdjaN ２

[名］ 続7５

[名］ 生

[名］ 沖Ｉ

[名］ １

[名］ 沖Ｔ

（魚）ウルメイワシ＜ニシン科＞・体が細く長い。

kiNtaku キンタク

（植）ホウセンカ。染料の一種。黄茶の薄い色に’

[名］ ３

（植）ホウセンカ。染料の一種。黄茶の薄い色に染まる。

kibaNsaN キバンサン ［形］

貧しい。

kibana キバナ ［名］

牛の鼻縄。牛の鼻に穴をあけて通した縄。

kibiN キビン ［名］

とつくり。祭の時に用いる口の細長いとつくり。

kibisa キビサ ［名］

立派。豪華。kibisaruNnani;立派な着物。

１

生

生

Ｎ１１７
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kibuNキブン ［句］Ｓ５５

している。kiruN（する）という語の連用形にｂｕＮ（居る）という語が付いた形。daiguN

kibuN;大工もしている。

kibuNcaN ［形］キブンツァンＴ

煙たい。kibuNcakimiri;煙たくさせなさい。

kibuNci キブンチ ［名］生

煙。

kibuNcibamai キブンチバマイ［名］続７７

火がくすぶっている状態。

kibuNcihumui キブンチフムイ［名］７

火が今にも燃えそうな瞬間。

kica キツァ ［名］Ｔ

さっき。さきほど。ｋｉｓａとも言う。kicawaidusutana;さっき来られたのですか。

kici キチ ［名］生

崖。絶壁。

kicinari ［名］キチナリこ'０９

山彦。

kidaNDidama キダンキ゜ダマ ［名］歴136

キダンギ山。ｔ'uNgudaの東側にある。

kidabai ［名］キダバイ１０

気障り。邪魔。

kidaki ［名］キダキ４

（植）リュウキュウコクタン＜カキノキ科＞・三味線の材にする。この木の芯は固いので火

種に用いた。

kidati＊ キダティ ［名］Ａ５４

田の名。

kidi キディ ［名］昔１６９

傷。kidiMruN;傷付ける。

kidiNcaraN キディンツァラン ［動］３Ａ型kidiNcarasjaN生

散らかす。ちりぢりにする。掻き回す。kiriNcaraNとも言う。

kidiNgusa＊ キデイングサ ［名］続119

（植）セイロンベンケイソウ＜ベンケイソウ科＞o

kidikuN キデイクン ［動］１Ａ型kiditjaN＊Ｔ

気付く。icibagiNkidikanuN;いつまでも気付かない。

kidimunu キディムヌ ［名］生
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邪神の一種。海の上を歩き、魚をとるのが上手。取った魚は目だけを食べ残りは仲良くなっ

た人にくれる。人をだまして、山とか海の上とかあちこち連れて回る。

kiduDiraN キドゥキ゜ラン ［動］３Ａ型kiduUirasjaN

蹴る。

kigai キガイ ［名］

機械。ｋｉ:ｇａとも言う。

kiguN＊ キグン ［動］ｌＤ*型

騒ぐ。ｓｉ:kigja:kiguNgadu;来ては騒ぎ、騒ぐが…。

kiDuN キク゜ン ［動］lc型

こきまぜる。回す。

kikaNda＊ キカンダ ［名］

（植）コンロンカ＜アカネ科＞o

kikucaN キクツァン ［形］

蒸し暑い。kikucadaru;蒸し暑い。Nbusi；とも言う。

kimaja キマヤ ［名］

（着物の）裏返し。

kimiruN キミルン ［動］６Ａ型kimjaN

決める。tucituciniNniNjakimiti;その年々を決めて。

kimuja キムヤ ［名］

新芽。bai参照。

kimujaami キムヤアミ ［名］

霧雨。１月から３月頃によく降る。草木を成長させる雨といわれている。

kimusudi キムスディ ［名］

釣糸。

kinai キナイ ［名］

家庭。

kinaiduri キナイドゥリ ［名］

家族全員が（病気などで）倒れること。

kinairanumunu キナイラヌムヌ ［句］

怠け者。

kinuburi キヌブリ ［名］

木切れ。木の折れ端。

kinukataga キヌカタガ ［名］

木陰。

kinuna： キヌナー ［名］

木の精。

Ｔ

７

Ｎｌ７９

生

植147

４

生

１３

Ｔ

生

Ｔ

生

昔215

６

昔190

こ’2０

４
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kipa キパ ［名］ 生

常にごそごそする人。腕白者。

kipaOai キパガイ ［名］ 沖Ｉ

木製の鍬。鉄製の鍬がない時に使用した。

kiraN キラン ［動］３Ａ型 生

ひっくりかえす。

kiriNcaraN キリンツァラン ［動］３Ａ型kiriNcarasjaNT

ちりぢりにする。散らかす。kidiNcaraNとも言う。hatagikiriNcaraNdu;畑を荒すよ。

kiriNmu キリンム ［名］ 生

薄い雲。かすみのような雲。

kiridai キリダイ ［名］３

まな板。切り台。カツオの頭を切り落す幅３０cm程の長い板。

kirikumi キリクミ ［名］３

切り込み。

kirimunu キリムヌ ［名］こ２５

仕事の手際が良い人。傑物。

kiriruN＊ キリルン ［動］６Ａ*型 昔213

切れる。nutikiridukiNdagi:ai;息もたえだえ死にそうになり。

kirisa キリサ ［形］ 生

清潔。奇麗。kirisaduaru;清潔である。

kiruN キルン ［動］６Ａ型ｋｊａＮ 生

為る。ｉｒｕＮ（為る）が複合語を作らないのに対し多くの複合語を作る。sikamadukiburu;仕

事をしている。

kirumaN＊ キルマン ［形］ 生

下手である。

kisa キサ ［副］ ７

＜移＞さっき。ｋｉｃａとも言う。

kisarasarai キサラサライ ［名］ ６

身の毛がよだつ。kibuNtai,ｋｉ:tattiとも言う。

kisati キサティ ［名］ 昔110

警察。

ｋｉｓｉ キシ ［名］ 沖Ｉ

田を耕すこと。

ｋｉｓｉｋｉ キシキ ［名］ 生

鞍あて。

kisuniNnani キスニンナニ ［名］ Ｔ
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ネルの着物。

kita キタ

たる木。

kitaaN キタアン

まっすぐのびた網。

kitahaNdi キタハンディ

例外。けたはずれ。kitakabaiとも言う。（13）

kitamira キタミラ

説教。

kiti キティ

小さな垂木。

kittu キットゥ

＜外＞毛布。

kiuci キウチ

気持ち。ｉ:kiuciduataru;いい気持ちであった。

kiui キウイ

きゅうり。

kizigusa＊ キジグサ

＜移＞（植）セイロンベンケイ＜モウセンゴケ科＞o

kja:ｇｉ キャーギ

[名］ Ｔ

[名］ 生

[名］ こ１２１

[名］ １

[名］ 生

[名］ こ’0２

[名］ １

[名］ 2２

[名］

kidiNgusa参照。

[名］

植4６

芸278

（植）イヌマキ＜マキ科＞・木製のくわの柄の部分に使われている材料。柱の材料にも使う。

材質は固く淡黄色で、最上の用材である

kja:tunai キャートゥナイ［句］Ｔ

近い隣。

kjaN キャン ［形］生

かゆい。蚊に刺されたり、もみがらが付いたり、サンゴの汁が付いたりした時のかゆさ。

sajanimagihadakjaduaru;サンゴに負けかゆい。bjuDaN参照。

kjaN キャン ［動］３Ａ型kjasjaN２

消す。agaikjasjaN;明りを消した。

kjaNgi キャンギ ［名］生

（植）イヌマキ。

kjaOiruN キャキ･ルン ［動］６Ａ型kjaDjaN 生

蹴り上げる。

kjaku キャク ［名］Ｔ

客。

kjama キャマ ［名］３
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畑にするために伐採した所。

kjamaagiキャマアギ［名］

開拓。開墾。

koko ココ ［名］

＜幼＞鶏。

kｕク［名］

これ。ｕ;に比べ近い所の物を指す。

ku：クー［名］

香。長方形で六つの波があり、黒色である。

ku：クー［名］

孝行。ｕｊａｎｕｋｕｋｉ;親孝行をし…。

ku：クー［感］

怒った気持ちを表す終助詞。、a:kunumiNburubutajaku:；もう、

ｋｕ:;つぎからつぎにしゃべるな！

ku:＊クー［名］

＜古＞番所に徴用されていた小使い。

kubuクーブ［名］

（昆）小さな〈も。黒糖と一緒に潰して塗るとカサブタに利く。

kｕｄｉクーデイ ［名］

こうじ。

kuiクーイ［名］

好意。

ku:ju：クーユー ［名］

供養。

ku:kamiti＊クーカミテイ ［名］

田の名。

ｋｕｍａ クーナ［名］

（植）ハルノノゲシ＜キク科＞ｏ

ｋｕｓａＮクーサン ［形］

貧しい。kiba(N)saNとも言う。

kuNクン ［名］

（植）カビ。kuNmui；（服などに）カビがつくこと。

kuNクン ［名］

粉。

kuNクン ［動］５Ａ型

買う。kamiruN;買わす。

こ１７

５

Ｔ

Ｔ

昔218

このバカは１ｔ，a:mununa

歴1５

１

３

１

昔124

Ａ２１

Ｔ

昔201

Ｔ

Ｔ

5Ａ型ｋａＮ 生
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kuN クン ［動］不2型suN 生

来る。ｋｕ;来い。ｓｉ:NniNni;来てごらん。kurja:｡u;来たら…。Nniitikukumutisutajai:hana

sit,amiwaruNdi;米１石持って来たら良い話を教えて下さると…。（昔154）hanasit,iNdidu

surjaNdic，aritaba;話を聞きに来たので（よろしく）と申し上げたら…。（昔154）

kuNbaru クンバル ［名］Ａ８

（地）貢原。与那国町内の字名。祖内にある。末尾の地図参照。

kuNcimi： クンチミー ［名］ 昔163

協力。同志を固めること。

kuNda クンダ ［名］こ１

（昆）ゴキブリ。

kuNdi クンディ ［名］２

婚礼式。nibiti、nibitidwaiとも言う。

kuNdiNnani クンデインナニ ［名］２

花嫁衣装。butumutiNnaniとも言う。

kuNdu クンドゥ ［名］ｌ

怒り。はらだち。「根性」の転意。kuNduNdiruNdu;怒るよ。uNniNduisiDasijakuNduN

Ndidukiru;そんなにしたら怒るよ。

kuNduNdiruN クンドゥンディルン ［動］５Ａ型kuNduNditaN 昔8５

怒る。kunduguriruNとも言う。（13）

kuNdugura クンドゥグラ ［名］生

短気な人。kuNduburaとも言う。

kuNduguraN クンドゥグラン ［動］３Ａ*型続妬

怒らす。

kuNduguriruN クンドゥグリルン ［動］６Ｂ型kuNduguruN 続妬

怒る。

ｋｕＮｄｕｍｉ クンドゥミ ［名］Ｔ

紺染め。

kuNgaci クンガチ ［名］Ｔ

九月。

kuNgatana クンガタナ ［名］１４

小刀。

ｋｕＮｇｕｍｉ クングミ ［名］９

（甘い）もろみ。

kuNki:diru クンキーディル ［名］民

腰籠。葛の蔓をさいて作った。

ｋｕＮｋｕＮｓｉ クンクンシ ［名］昔205
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＜新＞民謡の工工四（楽譜)。

ｋｕＮｍａ＊ クンマ ［名］Ａ８

（地）貢馬。与那国町内の字名。末尾の地図参照。

kuNniクンニ ［名］Ｔ

こんなに。このような。kuNninumunutiNta;このような者達。

kuNta クンタ［名］Ｔ

のどぶえ。声。kuNtaUamaisaNsuja:;声が大きいねえ。

kuNta クンタ［名］Ｔ

これなど。

［名］kuNtiburariクンテイブラリＳ３１

根気疲れ。

kuNtinumunu クンテイヌムヌ ［句］続７４

強精剤。

ｋｕｂａ クバ ［名］生

（植）ビロウ＜ヤシ科＞゜この若葉で扇や釣瓶を作る。

kubaNクバン ［名］ま１２

供え物の並べ方の一種。御馳走を皿に横にして盛ったもの。

kubaNgu クバング［名］昔７３

おにぎり。mainui:nitikubaNguk，ui;米の御飯を炊いて、おにぎりを作り…。（昔73）

kubaNtaniクバンタニ ［名］続７８

〈ばの実。

kubadisa クバデイサ［名］生

（植）モモタマナ＜フトモモ科＞・一般にコバデイシと言われている木。

kubagasa クバガサ［名］民

〈ぱで作った笠。竹ひごを密に巻き、頂上が平なのが特徴。

kubuhatu クブハトゥ ［名］Ｔ

山鳩。

ｋｕｂａｍａ ［名］クバマＴ

（地）小浜。

kubamai＊クバマイ［名］黒６５

筋違い。

kubanuhauburuクバヌハウブル ［名］無６

雨ごい祭りの時、水を入れる物。クバの葉で出来ている。（13）

［名］kubanuhwamutiクバヌファムテイ５

クバの葉餅。特に豊年祭の時に作る。

［名］kubariクバリ７
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仲が悪くなること。

kubaruNクバルン ［動］２A型生

配る。

kubata クバタ［名］歴１００

（地）クバタ。タバル川流域、クバタ及びマンタバル地域等の水田を初めて開拓したのは、

大屋の七兄弟であったと伝えられている。

［名］kubatati＊クバタティＡ２１

田の名。

kubauNクバウン ［名］民

クバの扇。

kubiクビ［名］昔６１

壁。ｄａｎｕｋｕｂｉとも言う。

kubiNクビン ［名］Ｔ

瓶。

kubitaクビダ［名］７

壁板。

kubuクブ［名］３

昆布。kubunuhaniとも言う。

kubuciクブチ ［名］Ｔ

（植）ハマスゲ＜カヤツリグサ科＞･鶏が元気がない時、これをつぶして匂わすと、良い。

kubuja クブヤ［名］生

（動）コウモリの一種。kasaja(ti)よりも大きなコウモリ。

［名］kubunuhaniクブヌハニ５

昆布。ｋｕｂｕとも言う。

kubura ［名］クブラＡ７

（地）久部良。与那国町内の字名。末尾の地図参照。

［名］kuburabariクブラバリＴ

（地）久部良バリ。

［名］kuburadagiクブラダギ歴３

（地）久部良岳。

［名］kuburagiクブラギこ９８

しゃっくり。

［名］kuburahurisiクブラフリシ３

（地）久部良フリシ。奇岩名勝の地。

kuburamaciriクブラマチリ［名］生

久部良部落の祭り。庚申の日に久部良のトゥニで外敵防御の祈願をする。
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kuburamitu クブラミトゥ ［名］３

久部良にある池。

kuburauOaNクブラウカ゜ン ［名］２

久部良という拝所。

kuburiクブリ ［名］沖Ｉ

（稲などが）枯れていくこと。

kuburiクブリ ［名］Ｔ

＜古＞（地）久部良。字名。iribiとも言った。

kuburimaiクブリマイ［名］沖Ｉ

水腐れした稲。

kubusimiクブシミ ［名］沖Ｔ

（動）イカの一種。コウイカ。背中に舟型の甲をもっている。

ｋｕｃａ クツァ ［名］生

フィラリア病。

ｋｕｃａ＊ クツァ ［名］こ３８

癩（しゃく)。

kucabi ［名］クツァビ沖Ｔ

（魚）ヤマブキベラ＜ベラ科＞・頭に鱗がなく５本の青条をもつ。胸びれの縁に褐色の幅広

い条がある。

kuciクチ ［名］６

腰。

kuciクチ ［名］こ２３

櫛。

kucibani クチバニ ［名］生

背びれ。

kucibuni クチブニ ［名］Ｔ

背骨。背中。kucibuninubai;背中を伸せ。

kuciduguiクチドゥグイ［名］沖Ｉ

骨休め。田植などが終ってする骨休めの酒宴。「腰休め」の意。

kucigumu クチグム． ［名］黒５７

せむし。猫背。kucikumuとも言う。に75）

kuciUagi クチガギ［名］７

後立て。後押し。

kucisaNクチサン ［形］生

Hosei University Repository



205

苦しい。きつい。病気などをして、起きもできないような時に言う。abutabaki:kaikucisa．

ｂａ;お母さんに、気遣いや苦労を…。（昔190）

kudakiクダキ

下痢。

kudamaci＊クダマチ

田の名。

kudasiクダシ

下痢。kudakiとも言う。

kudasicuriクダシツゥリ

下し薬。

ｋｕｄｉ クデイ

釘。

kudi クデイ

マメ・タコなどの皮膚病の総称。手、足にできる。

ｋｕｄｉ クディ

澱粉。untinukudi;芋の澱粉。

kudikaiクデイカイ

小使い（使用人)。

kudira＊ クデイラ

（動）クジラ。

ｋｕｄｕ クドゥ

去年。

kuduriamiクドゥリアミ

[名］ ９

[名］ Ａ４２

[名］ こ２５

[名］ ５

[名］ 生

[名］ こ５４

[名］ 続209

[名］ こ２８

[名］ 昔212

[名Ｉ

[名］ 生

４，５月頃降る小雨。田植えをする時、足についた泥を落す雨といわれている。

kuduru クドゥル ［名］

汚い水たまりにある泥。

kugaci クガチ ［名］

粉菓子。

kuganimicihuci クガニミチフチ ［名］

天の中心に三角形をなしている星。

kugasi クガシ ［名］

落雁。粉菓子。hiciNguとも言う。

kugunu クグヌ ［名］

９．

kugunuka クグヌカ ［名］

九日。

Ｔ

Ｔ

生

５

生

Ｔ
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kuguru クグル ［名］１

心。kugurugahuriOai;胸騒ぎしている様。ujanukuguru;親の心。kuguruucita;心が落ちつ

いた。

クカ･ニ ［名］こl2kuDani

黄金。

クゲン ［動］lC型kudjaN 生kuOuN

漕ぐ。

クイ［名］Ｔｋｕｉ

０

－
戸

kui クイ［名］続４６

納戸。kui;押し入れ。に70）

kuimugu ［名］クイムグ１３

乞い婿。女の方から結婚の話をもちかけ結婚した婿。

kuiruNクイルン ［動］２Ａ型?ｋｕＮＴ

越える。damakuihiruN;山を越えて行く。kuihjaN;越えて行った。manaijakuN；（きっと）

もう今は越えた。

kuiti＊ クイテイ ［名］Ａ４２

田の名。

kuitu クイトゥ ［名］２

嫁を乞いに行く人。

kuitutatasi クイトゥタタシ ［名］生

嫁を貰う挨拶に行ってもらうこと。

kujaN クヤン ［動］３Ａ型kujasjaN 生

運ぶ。引っ越す。

kujaNku＊ クヤンク ［名］黒５３

咳。suti参照。

kujama クヤマ ［名］続159

鳥篭。

kuju クユ ［名］昔220

苦労。aharikujuNkiburuNdi;苦労しているんだって。（昔220）

ｋｕｋｕ クク ［名］昔152

米を計る単位。itikuku;一石。

kukuNbanari ［名］ククンバナリＡ６０

（地）海岸名。飛行場の東側にある。末尾の地図参照。

kukukaNdaNククカンダン ［動］３Ａ型kaNdasjaN 昔184

髪を振り乱す。karaNtirakukukaNditi;髪を振り乱して…。
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[名］ククテイ ８kukuti

出始めの竹の子。

kｕｍａ

－￣

Ｌ－ｃｈ－ｏ

ｋｕｍａ

こま（独楽)。

kumaN

細かい。

kumaNdati＊

田の名。

kumaidugiruN

困惑する。

ｋｕｍａｋｕ

＜新＞鼓膜。

ｋｕｍａｍａｄａ＊

田の名。

ｋｕｍａｍｉ

小豆。小さい豆の意。

kumaruN

困る。

ｋｕｍａｒｕＮ

篭もる。haikaguriku

kumatati

細かい様子。

[名］ 生クマ

[名］ 続9１クマ

[形］ 沖４クマン

[名］クマンダテイ Ａｌ３

[動］６Ａ*型クマイドゥギルン ９

[名］ Ｓ９クマク

[名］クママダ Ａｌ３

[名］ ３クマミ

[動］２Ａ型kumaNクマルン ３

[動］２Ａ型kumaNクマルン Ｔ

kumati;入り隠れ寵もって。

クマタティ [名］ 生

[名］ｋｕｍｉ クミ

ここに。ここで。

kumibudui クミブドゥイ

組踊り。

kumigura クミグラ

米倉。mumigura;米倉。Nniguraとも言う。

kumihikasiuci＊ クミヒカシウチ

すり臼。

kumiruN クミルン

込める。kumiutugiju:;込めておきなきいよ。

kumisukuciN クミスクチン

（植）クミスクチン＜シソ科＞・葉をきざ，

Ｔ

[名］ 生

[名］ 昔9５

[名］ 民

[動］６Ａ型kumjaN ３

なきいよ。（13）Nninikumiriju:;胸にこめなさいよ。

アチン ［名］

葉をきざんでお茶として飲むと高血圧に利く。

(13）

１
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kumuN＊クムン ［動］１，型kumjaN＊

混む。込む。

kumudaクムダ［名］

満田原内の田の名。

kumui＊クムイ［名］

岩の間の水たまり。池。

kumutiクムテイ ［名］

貢物。御供え物。

kunaNクナン ［動］３Ａ型kunasjaN

こなす。踏みつけて細かくする。

kuniruNクニルン ［動］６Ａ型kunjaN

これる。

kunitidaiクニテイダイ［名］

三歳以下の子供の拝所参り。旧暦の９月９日に行う。

kunitiniDaiクニテイニカ゜イ［名］

クニテイ願い。健康と繁盛を祈願する祭事。旧暦の９月９日に行う。

kunuNsa クヌンサ［句］

こいつめ。kunuNsata;こいつらめ。（昔110）

kunuhadiクヌハデイ ［名］

最近。

ｋｕｎｕｍａ クヌマ ［名］

日頃。

kunutiクヌテイ ［名］

今月。

kuraNクラン ［動］３Ａ型kurasjaN＊

暮す。budiNikurasiwari;無事にお暮し下さい。

kuraNクラン ［動］３Ａ型kurasjaN

崩す。damakuraN;山を崩す。

kurabiruNクラビルン［動］６Ａ型kurabjaN

比べる。

kurabuクラブ［名］

土を堀りおこす道具。今から九十年前に出て現在でも残っている。

kurai＊クライ［名］

位。役名。

kuraiaOaiクライアカ゜イ［名］

位上がり。出世。

３

沖Ｉ

７

２

３

生

生

ま２０

昔4１

１３

こ８１

Ｔ

Ｔ

Ｔ

沖Ｉ

昔145

１６

Hosei University Repository



209

kurasi クラシ ［名］

＜新＞暮し。生活。

kurasigata クラシガタ ［名］

暮しぶり。

kuri クリ ［名］

これ。

kuributu＊ クリブトゥ ［名］

かんてん。

kurima クリマ ［名］

車。

kuriruN クリルン ［動］６Ａ型kurjaN

（お金を）くずす。kudiNkikuriri;小銭にくずしてくれ。

ｋｕｒｕ クル ［名］

香炉。

kuru クル ［名］

黒。

kuru クル ［名］

殻。Ndikuru;抜け殻。

kuruN クルン ［動］４Ａ型kurusjaN

殺す。

kurubaN クルバン ［動］３Ａ型

転ばす。

kurubaci クルバチ ［名］

枕。kurubacikiruN;枕をする。

kurubasa クルバサ ［名］

田の砕土に用いる道具（牛馬に引かす木の車)。

kurubasisjobu クルバシショウブ ［名］

遊びの一種。転ぱし勝負。勝ち抜き戦で、勝ち残った人に二、三人で、かかる。

kurubi クルビ ［名］

（魚）カワハギ科の魚の総称。尾の根元に２０個くらいのトゲが３列に並んでし

昔8３

昔221

生

続6９

生

５

４

Ｔ

こ７４

３

生

生

生

５

沖Ｔ

頭の上（魚）カワハギ科の魚の総称。尾の根元に２０個くらいのトゲが３列に並んでいる。

で角を出し入れする。

kurubuNクルブン ［動］１，型kurubjaN

転ぶ。

kurugirasa クルギラサ ［名］

（魚）カンムリベラ。ウロコは褐色に縁どられている。

kurukaNda クルカンダ ［名］

生

沖ｔ

７
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（植）オキナワサルトリイバラ＜ユリ科＞・黒の染料とする。kurukaNdaNkikataNgai*;オ

キナワサルトリイバラに引っかかり…。（昔117）

kurukuruiki ［名］クルクルイキｌｌ

苦`情を言うこと。gudigudiki＊とも言う。

kurumabasja クルマバシャ ［名］沖Ｉ

耕作用農具。田の砕土用で牛に引かせて転がす。木製もあるが、現在は鉄製を使用。

kurumairi＊ クルマイリ ［名］民

車錐。

kurumi クルミ ［名］Ｎ122

計画。企み。baNtakurumituNkitaminaju:;私達の計画は、誰にも教えるなよ・（13）tagurabi

とも言う。

kurutati クルタティ ［名］歴４９

願事（平時には旧八月頃行われる)。祈祷によって病気を1台し、厄払いをすることができる。

（歴49）

kusaNdagi ［名］クサンダギこ５１

（植）ケイチク（桂竹)。釣竿に使われる竹。

kusaba クサバ ［名］続136

たむし。

kusadik，ａｉ クサデイッカイ［名］続８７

こき使うこと。

kusai クサイ ［名］９

交際。

kusati クサティ ［名］婚

香炉の一種。

kusi クシ ［名］ｌ

（植）コエンドロ＜セリ科＞・グンナに似て、それより小さい。２，３月に多い。塩でもん

で食べる。kusitiとも言う。

kusiNki クシンキ ［名］民

こしき（米などを蒸すのに用いる器)。

kusiNkinuta クシンキヌタ ［名］３

こしきの蓋。

ｋｕｓｕ クス ［名］生

（植）トウガラシ＜ナス科＞o

kusugajahada クスガヤハダ［名］５

鮫肌。

kusugu クスグ ［名］沖Ｔ
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（魚）モンツキハギ、ニセカンランハギ。胸ぴれの上にオレンジ色の斑紋がある。両眼の間

に黄帯がある。

kusugudahaicariクスグダハイツアリ［名］続1３

あばた。天然痘のあと。

kusugudahaicariuNtiクスグダハイツァリウン[名］続２８

テイ

イモムシに食われ、あばたの様な模様のある芋。

kusukaNda クスカンダ［名］Ｔ

（植）アマチャヅル＜ウリ科＞o

kutaNdiクタンデイ ［名］ｌ

疲れ。くたびれ。tabikutaNdi;旅疲れ。

kutaju クタユ ［慣］昔18l

来るからね。attaNkutaju;明日も来るからね。ititikutaju;行ってくるね。いってまいります。

kutinagiクテイナギ［名］沖Ｔ

（魚）クロダイ。フエフキダイ。

kutja クテャ ［名］７

（鳥）カモ。鴨。昔は苗床に植えた時など、いっぱい来て荒らしたりした。

kuttja クッテャ ［名］生

壮年のおす牛。

kutu クトゥ ［名］生

事。文末にあって、命令の意味をあらわすこともある。Nda9akagukutu;お前が書くべきこ

とだ。

kutuNクトゥン ［名］３

（植）クロトン＜トウダイグサ科＞・染料に用いる。

kutuba ［名］クトゥバＴ

言葉。

［句］kutubanuhuciクトゥバヌフチこ６９

言葉のくせ。なまり。

kutuciクトゥチ［名］１４

今年。

kutukiクトゥキ［名］生

三味線歌の一種。口説き。７，５音の句を連ねた、軽`快な調子の歌。

kutuwada クトゥワダ［名］１０

諺。

kuzaクザ［名］Ａ８

（地）久座。与那国町内の字名。祖納に行く途中（嘉田の東側）にある。末尾の地図参照。
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kwa:numuciクァーヌムチ［名］

（昆）桑の虫。和名不明。桑の木の中に入っている虫で、知恵熱に効く。

kｗａＮクァン ［形］

低い。

kｗａＮクァン ［形］

固い。

kwaNziN＊クァンジン ［名］

香炉の一種。１３歳になった時長女に持たせたりする。kaNdiNとも言う。

kwaciクァチ ［名］

お菓子。kaci,kacciとも言う。

kwaiクァイ［名］

肥料。

kwaimurikuiクァイムリクイ［名］

肥だめ。

kwaruNクァルン ［動］２Ａ型ｋｗａＮ

凍る。凍える。kwaiduburu;凍っている。

kwatatiクァタティ ［名］

低い状態。kwatatinudama;低い山。

kwatikati＊クァテイカテイ ［名］

無雑作。

、ａ： マー ［冒I］

もう。mahittuimatiwarijo;もう１日待って下さいよ。ｍａＮｓａＮ；もう良い。

maNbinagaマーンビナガ ［名］

（貝）カワニナの一種。尻が長い。

maNnaniマーンナニ ［名］

晴れ着。

ｍａ:agamiマーアガミ ［名］

実子。

ｍａｂｉＮマービン ［副］

もう少し。もつと。ｍａ：（もう）＋ibi（少し）の熟合形。mabitatihamiri；

い。、a:bihamiri；もっと食べなさい。ｍａｂｉＮｋ，a:guhuri；もっと深く掘れ。

ｍａ:ciraマーチラ ［名］

相対。二人が向い合うこと。

ｍａ:ｃｕｍａマーツマ ［名］

正午。真昼間。

ma:daina＊マーダイナ［名］

Ｔ

生

沖４

婚

(１３）

昔2４

１

１

３

３

こ９７

Ｔ

沖Ｉ

１

昔9０

昔111

もう少し食べなさ

(昔58）

１０

Ｔ

無7６
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家主｡新築落成にざるなどをかつぐ人が､｢マーダイナ」といいながら一番座からまわる。(13）

ｍａ:dｉマーデイ ［名］沖Ｉ

±の一種。粘りと、栄養があり、－番良質の土。稲を植えるのに良いが、干ばつには弱い。

マードゥヌムヌ ［名］

kaihaiburu;おやつを買って食べている。

、a:dunumunuマードゥヌムヌ ［名」

おやつ。ｍａ:dunumunukaihaiburu;おやつを買って食べてし

、a:dutiマードゥティ ［名］

３年後。

ｍａｈｕマーフ ［名］

手品。妖術。

．＊

ｍａＪａマーヤ ［名］

田の名。

ｍａｋａＮｄａ＊ マーカンダ ［名］

（植）リュウキュウウマノスズクサ＜ウマノスズクサ科＞o

makatagaja：マーカタガヤー ［名］

（貝）アミガサガイ。

ｍａｍａＮｋａマーマンカ ［副］

＜新＞まっすぐ。mamaNkahiri;まっすぐ行け。

mamiguhaNマーミグハン ［名］

あずきご飯。

ｍａｍｕｎｉマームニ ［名］

本当の事。mamunuiとも言う。

mamunuiマームヌイ ［名］

本当。ｍａｍｕｎｉとも言う。

、a:nug1munuマーヌギムヌ ［名］

石敢当。道の突き当りに置いた魔よけの石。

ｍａｎｕｉマーヌイ ［名］

狂乱。mamuruN参照。

mamui：マーヌイー ［名］

間食（間の飯)。

manuruNマーヌルン ［動］

怒り狂う。tuNUamanutaba…;妻が怒り狂うと…。（昔85）

ｍａ:rｉマーリ ［名］

発酵。

marigaNマーリガン ［名］

出産願い。

､a:rja:bjaruminuUaマーリャービャルミヌカ。［名］

Ｔ

こ１１４

Ａ４１

植2６

沖Ｔ

Ｎ１１０

３

昔213

昔6１

Ｔ

１４

生

１４

昔219

２

６
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非常に美しい女性（最上級の形容)。abjaruminuNOa;美しい女性。

masikuマーシク ［副］生

たくさん。

ｍａ:taraマータラ ［名］こ８７

真下。

ｍａ:tｉマーテイ ［副］ 昔100

とても。よく。ｍａ:timarikataciabjaruagami;とても美しく生まれついた子。

ｍａＮマン ［形］生

おいしい゜、a:rusagi;おいしい酒。maminu;おいしくない。

maNdiruNマンディルン ［動］６Ａ型maNdjaN２

混ぜる。

maNduigiマンドゥイギ ［名］４

（植）パパイア＜パパイア科＞・生の実を漬けものにしたり、根を削って炊いて食べたりし

た。maNruiとも言う。（植.105）

maNguマング ［名］Ｔ

＜新＞（植）マンゴー。高さ約１０cm位で、おいしい果実ができる。

maNguruマングル ［名］Ｔ

頃。

ｍａＮ９ｕマンク｡ ［名］７

（牛、馬に曳かし）田を平らにする木の車。kurubasaとも言う。

ｍａＮｋａマンカ ［名］５

まっすぐ。強調する時はmamaNkaという。

maNkiマンキ ［名］６

（髪などを）たばねる事。、i:tuiとも言う。

ｍａＮｍａＮマンマン ［名］５

＜幼＞ご飯。

maNnaマンナ ［名］沖Ｔ

（貝）イポアナゴウ＜ミミガイ科＞・アワビに似て長楕円形。殻表にイポ、又は、コブ状の

列が出来、孔の数が多い。

maNnabuマンナブ ［名］生

６尺棒を使ってする棒踊りの一種。

maNnagaマンナガ ［名］Ｔ

（平面的なものの）真中。

maNnagiマンナギ ［名］Ｔ

真中に。maNnagiNtuibuN;真中に坐っている。

maNnibi＊ マンニピ ［名］Ａ3７
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田の名。

maNnituciマンニトゥーチ ［名］

万分の－．

ｍａＮｐａｎｉマンパニ ［名］

抄めもの。大根やパパイヤ、ニンジンなどをおろし、いためた物。お祝い、

る。

ｍａＮｔａマンタ ［名］

（植）モロコシソウ＜イソマツ科＞・葉を乾燥させて、着物などの香料とl

maNtabaru＊マンタバル ［名］

満田原。

ｍａＮｔｉ マンテイ ［名］

再来年。

mabuiマブイ ［名］

（生きている人の）魂。驚いた時、離れた魂を呼び戻す事。

maburuNマブルン ［動］２Ａ型mabaN

（種などを）まく。tanimabui;種をまきなさい。

ｍａｃｉマチ ［名］

まし。良いこと。anuNkimaciaraNna;私にいいんじゃない（好み)。

ｍａｃｉマチ ［名］

（田などの）区画。

ｍａｃｉマチ ［名］

（植）リュウキュウマツ＜マツ科＞o

maci:ｔａ＊マチータ ［副］

取ってすぐ、そのままの意。

macidamaマチダマ ［名］

松林。

macinuaNdaマチヌアンダ ［名］

松脂。

maciri マチリ ［名］

祭。

maciruNマチルン ［動］６Ａ型macjaN

祭る。進上する。

ｍａｃｉｒｕｍｕｎｕ マチルムヌ ［名］

供え物。祭る物。

macjaN マチャン ［形］

こ９０

続２４

焼香の時に食べ

続8５

着物などの香料として使う。

ａ､７

Ｔ

昔8６

Ｔ

１

Ｔ

４

Ｎ１５４

３

こ８７

昔４

Ｔ

こ２４

昔189
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より良い。良い。ましである。saUamaccjaruNnibagaidukiti;自分の良いようにばかりして

…。（昔189）ｍａｃｉ（良い）＋aＮ（合う）の融合形。damijamacjagujanaranu;病気は軽く

ならず…。

madagiruN(１）マダギルン［動］６A型昔３０

放り投げる。buNkaNとも言う。

madagiruN(2)マダギルン［動］６Ａ型madagjaNT

（思いきって）する。やる。tuimadagiruN;取ってしまう。取ってすてる。himadagiruN;行っ

てしまえ（けんかした時などの語)。isimadagiruN;思いきってする。

madamauriマダマウリ［名］無３３

祖納の東部落の船の名。ドナイド（歌劇）の中に出てくる船名。sudamauriとも言う。

ｍａｄｉマデイ ［副］１４

まだ。madihuriNgainu:ranutaba:；まだまだ震えも止まらずにいるので。（、123）ｍａｄｉ

kunuN;まだ来ない。madimadi;まだまだ。madina;まだか。

madimuNnukaNdaマディムンヌカンダ ［名］

（植）オキナワスズメウリ＜ウリ科＞o

madimunuマディムヌ ［名］

幽霊の一種。これに見られると、病気で死ぬ。（マジムヌが死んだ時と同じ病気)。

madimunuciマデイムヌチ ［名］

鬼火。マデイムヌの火。不幸の予兆。

ｍａｄｕマドゥ ［名］

間。aN9aNnananumaduni;私が見ない間に…。

maduNマドゥン ［名］

一緒。hiruNsutumaduN;行くと同時に。

maduNマドゥン ［動］５Ｂ型madwaN

迷う。＜稀＞maduruNとも言う。

maduiマドゥイ ［名］

迷い。ｃ'adamaduikiruN;迷う。

madunagaマドゥナガ ［名］

真夜中。dunaga;夜中。

magaNマガン ［動］３Ａ型

負かす。

magaNマガン ［動］３Ａ型magasjaN

炊く。ｉ:magai;御飯を炊きなさい。

magaNマガン ［動］３Ａ型magasjaN

任す。

magaNdaマガンダ ［名］

Ｔ

生

無2７

昔225

４

Ｔ

Ｔ

Ｎ１４９

生

生

３

ａ､７
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（地）真嘉謝。

magaNdijaマガンディヤ

満田原内の田の名。

マガイmagal

お碗。お碗を数える単位としても使う。

magamunuマガムヌ

炊いたもの。炊いたご飯。

magamutaマガムタ

満田原内の田の名。

マギリmaglrl

限り。全部。ｔ，unumagiri;人の限り。

magiruNマギルン

負ける。

magitaマギ夕

大きい田。

maguN マグン

巻く。

maguN マグン

蒔く。maburuNとも言う。

magumas1マグマシ

[名］ 沖Ｉ

[名］ 生

[名］ 昔166

[名］ 沖Ｉ

[名］ Ｎ１１７

[動］６A,６magjaN(4),ｍａｇｕＮ４（T）

[名］ 沖Ｉ

[動］１B型 生

[動］１B型 こ８６

[名］ 生

野辺送りの反物。野辺送りする時、棺の両側で持って歩く芭蕉の反物。

maguraマグラ ［名］

＜新＞枕。kurubaciとも言う。（10）

maguriマグリ ［名］

もうろく。

maUaiマガイ ［名］

曲り。ma9aikadu;曲り角｡（10）

maDaiamitiマカ゜イアミテイ ［名］

まがり道。

ma9anaiマカ゜ナイ ［名］

世話をすること。maOanait,u;世話をする人。

maOaruNマカ゜ルン ［動］２Ａ型ma9aN

曲がる。

ma9iruNマキ・ルン ［動］６Ａ型ma9jaN

曲げる。

ｍａＯｕマク。 ［名］

Ｓ５９

６

こ８７

５

歴131

３

生

Ｔ
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砕土に用いる道具。馬にひかせ畑の砕土に用いる道具。

ｍａ９ｕマク。 ［名］

孫。

＊
mahenumaraマヘヌマラ ［名］

（植）ケイノコヅチ＜ヒユ科＞ｏ

ｍａｉ マイ ［名］

Ｔ

植１

生

－巫一

目Ⅱ。

ｍａｉマイ ［名］

稲。米。苗を田に植えると、naiからmaiに変わる。

maiNdimaUuマインデイマク。 ［名］

千歯こき。穂から籾を取る農具（昔の脱穀機)。大正六年頃フ

maiNguidamaマイングイダマ ［名］

新式の脱穀用農具。

maiNsuマインス ［名］

米で作った味噌。

maibaraマイバラ ［名］

前側。

maibiマイビ ［名］

田植え。稲を植えること。

maibizikiマイビジキ［名］

田植えの時期。

maicja：マイチャー ［名］

＜移＞腰布。１００年ぐらい昔の女性の下着。maita参照。

maidanaマイダナ ［名］

糸枠。紡いだ糸を巻いておく枠。

maidatuマイダトゥ ［名］

（地）海岸名。馬鼻崎の西にある。

maiduiマイドゥイ ［名］

稲を束ねること。

maidusiマイドゥシ ［名］

前寄せ。dusiruN;寄せる。maibaraNkidusiruN;前に寄せる。

maihaNマイハン ［名］

前足。

maihunaマイフナ ［名］

お利巧。「ご苦労さん」という意味で、年下の人に向かって

いい子。

沖Ｉ

［名］

大正六年頃から普及。

稲286

沖Ｉ

生

Ｔ

沖Ｉ

沖Ｉ

婚

３

Ａ６１

９

１４

２

生

年下の人に向かって使う。 maihunaaOami;いい子、
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[動］６Ｂ型maihunamaruNマイフナマリルン

立派に成長する。

マイユシ

１０maihunamariruN

いい人に成長する。

ｍａｌＪｕｓ１

近づき。前寄せ。

maikai

稲刈り。

maikaiNnani＊

稲刈り用の着物。

maikaiirara

稲刈り鎌。

maikaniti

予め。前もって。

maiku

稲作。米作。

mainubuci

稲の節。

mainudu

米のおかゆ。

mainuhana

稲の花。

mainuhi

[名］ １０

[名］ 沖Ｉマイカイ

[名］ 資341マイカインナニ

[名］ 沖Ｉマイカイイララ

[副］マイカニティ １０

[名］マイク Ｎｌ４４

[名］ 沖Ｉマイヌブチ

[名］ 生マイヌドゥ

[名］ 沖Ｉマイヌハナ

［名］

稲とよく似ているが、

沖Ｉマイヌヒ

（植）和名不明。粟の－種らしい。小さいときは、稲とよく似ているが、根の方が白っぽく、

葉の裏は毛がある。これが田に繁茂すると、収穫量が落ちる。

mainuhuマイヌフ ［名］沖Ｉ

稲の穂。

mainui：マイヌイー［名］Ｔ

米の御飯。

mainukuruマイヌクル ［名］こ104

籾殻。

mairuNマイルン ［動］特殊maisuN生

死ぬの敬語。maisiminuruNdja;おなくなりになったんですよ。（資354）

maisaN（１）マイサン［形］生

大きい。

maisaN(2)マイサン［形］生

く稀＞多い。ｍａ:ｓｉｋｕａＮの方をもっぱら用いる。tisijamasanu;手が多い。（よけいなことに

手を出したがる）
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maisirasiマイシラシ ［名］

前兆。前触れ。

maisu9atiマイスカ゜テイ ［名］

前すがき゜門前から、家の中を見られるのを防ぐための垣。

maitaマイタ ［名］

女性用ふんどし。

maitaruciマイタルチ ［名］

命日（亡くなった日)。Nnitaruciとも言う。

maiuNkiマイウンキ ［名］

米作り。maikuとも言う。

ｍａＪａマヤ ［名］

曲った田。

＊

maJagwa：マヤグァー ［名］

＜文＞歌の名。猫小節。

ｍａｊｕマユ ［名］

（動）ネコ。

ｍａｋａマカ ［名］

（地）真嘉。比川にある畑の名。

makikuNbuマキクンブ ［名］

まき昆布。

makutuマクトゥ ［名］

誠。真実。

［名］ｍａｍａママ

まま。そのとおりに任せること。unumamautuguN;そのま

こ８７

生

生

こ１００

Ｎｌ５２

沖Ｉ

昔140

生

Ａ８

５

Ｔ

Ｔ

まま゜そのとおりに任せること。unumamautuguN;そのまま置いておく。（昔220)uciNma

janunitiNdimama;牛馬は野原に繋ぎっぱなしで…。（昔135）

mamaabutaママアブタ ［名］こ６

継母。

mamaagam，ママアガミ ［名］ 昔９０

継子。

mamaruNママルン ［動］２Ａ型ｍａｍａＮＴ

まみれる。たちこめる。ｃ，imamaruN;血がまみれる。kibuNcimamaruN;煙がたちこめる。

ｍａｍｉマミ ［名］生

腎臓。

ｍａｍｉマミ ［名］Ｎ154

兄。

ｍａｍｉＮｇｉ＊ マミンギ ［名］ 植136
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（植）オオムラサキシキブ＜クマツヅラ科＞o

mamikaNdaマミカンダ ［名］

（植）ヒナアズキ＜マメ科＞・『植物方言集』からすると、タイワンクズ＜マ

指すか？

ｍａｍｉｎａマミナ ［名］

もやし。豆菜の意味。

maminukaマミヌカ ［名］

いつちようら。maminukati;薄着、なにもないという意味。（Ｔ）

maminumitiマミヌミテイ ［名］

（植）ハマイヌビワ＜クワ科＞・島内でも村落によって相違があり、これはク

ある。gadimaru参照。

ｍａｍｕｉマムイ ［名］

守り。

ｍａｍｕｎｉマムニ ［名］

真実。本当。

manaciマナチ ［名］

真夏。

ｍａｎｉマニ ［名］

真似。

maniaNマニアン ［動］３Ａ型maniasjaN＊

間に合わす。

manikaマニカ ［名］

おしゃれ。manikaagami;おしゃれっ子。

manuguNマヌグン ［動］ｌＢ？

招く。招待する。manuganutaN;招かなかった。manuiju;招きなさい。（?）

manutiマヌティ ［名］

招き。

ｍａｒａマラ ［名］

陰茎。

maraNマラン ［形］

短い。

maraNマラン ［動］３Ａ型marasjaN

転がす。ｍａ:rasiutusi;突き落とす。転がして落とす。

maraNniマランニ ［名］

山原船。帆船。

maratiマラテイ ［形］

生

タイワンクズ＜マメ科＞なども

生

７

４

これは久部良の方言で

昔142

生

こ４８

１

４

続4８

Ｔ

昔2１

生

沖４

昔2７

生

１０

Hosei University Repository



222

かわいい。

［名］ｍａｒｉマリこ１１４

容貌。人相。

mariNDabu＊ マリンカ゜ブ ［名］ 資355

生まれ果報。子供が生まれること。安産。mariNUbukibisjanakiduburu;生まれたので喜ん

でいる。

mariabjaNマリアビャン ［名］１４

生まれた時からきれいな人。

maribikiマリビキ ［名］生

直系の血統。

maridimaマリディマ ［名］４

郷里。

maridu＊ マリドゥ ［名］続３９

運命。mariduabjaN;兄弟の中で抜き出て優れている者。（１０）

marikabaiマリカバイ［名］こ３１

生れ変り。昔、`性格が悪かった人が、良い性格になったりすること。

marikaiマリカイ ［名］１０

生れ変り。先祖の人に似ていること。

ｍａｒｉｍａｍａマリママ ［名］ 昔８０

生まれつき。

．．＊

ｍａｒ１ｍ，マリミ ［名］昔242

女性'性器。生まれ道の意。

marlrlnl9alマリリニカ゜イ［名］４

生まれ年の日の御願い。madidiniOaiとも言う。

mariruNマリルン ［動］６Ｂ型ｍａｒｕＮＴ

生れる。maritakaciminuN;生れた価値がない。maritaNtiNdu:dunaranuN;生れても用事に

ならない。kaiDugaramariruN;卵からかえる。ｍａ:ruruagami;生まれた子供。（昔9）

mariruNマリルン ［動］６Ｂ型maruNB122

回る。転び回る。ｍａ:riutiruN;転り落ちる。

marisiマリシ ［名］１０

人相。ｍａｒｉとも言う。

ｍａｒｕマル ［辞］生

回る数を数える単位。tumaru;－廻り。

maruNマルン ［動］２Ａ型ｍａＮ 昔226

まる゜糞をする。aOamaruba;私が糞をすれば…。（昔226）

maruNDiマルンキ。［名］沖Ｉ
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（植）田草の一種。和名不明。misubadiに似ているが、これは茎が丸い。

maruNkaマルンカ ［名］

丸い状態。

marubaiマルバイ［名］

無着衣。はだか。

marubuNマルブン ［名］

丸いおぼん゜

marucinuada＊・マルチヌアダ ［名］

蒙古斑。

maruguNマルグン ［動］１B＊

おしゃべりする。ahjamaruti;おしゃべりして…。

marukaNdiマルカンディ ［名］

他人の借金や罪をかぶること。丸損に90)。

marukimunukuiマルキムヌクイ［名］

輪作。同じ畑に、異なる作物を周期的に交替させて作ること。

［動］６Ａ*marumjaN＊marumiruNマルミルン

丸める。まとめる。baNtasiNkamarumiriju;私達の仲間をまとめなさい。

ｍａｒｕｍｕｎｕマルムヌ ［名］

御馳走。

marunumiマルヌミ ［名］

九飲み。

marutiマルティ ［辞］

束ねた物を数える単位。isikaの２倍の苗束。（沖I）

maruudugiマルウドゥギ［名］

（全てを）失うこと。丸損。

masagaruNマサガルン ［動］２Ａ型

勝る。

masainiマサイニ ［副］

よりいっそう。…以上に。ｔ，umasaini;人以上に。naikaNmasaini;今よりＬ

生

５

Ｔ

黒6５

Ｔ

１０

こ’2０

Ｔ

昔5６

７

生

こ９０

生

昔165

よりいっそう。…以上に。ｔ，umasaini;人以上に。naikaNmasaini;今より以上に。（昔165）

masainitatidukirariru;よりよい暮しができる。（昔166）

masaruN＊ マサルン ［動］２Ａ＊ １４

勝る。aUasikarajakarikajamasaidukiru;私の力は彼より勝っている。masagaruNとも言う。

asisiujakwa＊ マシシウヤクァ ［名］歴３４

＜古＞近い親類。ujaha:;親子。

ｍａｓｕマス ［名］生

塩。
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[名］ 生masukiマスキ

塩づけ。

masuusaiマスウサイ

小Ⅲに塩を盛り上げた供え物。

matａマタ

でき上がった反物を巻く物。

matａマタ

歩数を数える単位。ｔ，umata；１歩。（こ16）

matａマタ

また。mataataaNbuN;また明日遊ぶ。

matabusuマタブス

股の間。

matabutumutiマタブトゥムティ

女の人の再婚。mutikaiとも言う。

mataOasaマタガサ

外股の人。

mata9iruNマタキ゜ルン

またげる。股の間にはさむ。

mataOuNマタク゜ン

またぐ。

matamaOuマタマク・

曽孫。

matamatiマタマテイ

芽の出ない所に種をまくこと。一回蒔いて、

mataraマタラ

（鳥）ツバメ。

ｍａｔｉ マテイ

牧場。

ｍａｔｉ マテイ

市場。

matｉ＊ マテイ

つむじ。mudati参照。

matigutagiマティグタギ

[名］ 生

[名］ 生

[辞］ こ６

[副］ Ｔ

[名］ 昔213

[名］ こ３０

[名］ 生

[動］６Ａ型mataUjaN こ８６

[動］ｌA型 こ８８

[名］ こ５０

[名］ １

それが発芽しない時もう一度蒔くこと。

［名］ 生

[名］ 生

[名］ こ５

[名］ 黒4４

[名］ 生

（植）リョクチク＜イネ科＞・非常に太くて長い竹。

matijaマテイヤ ［名］

＜古＞店。最近はmisijaを使う。

生
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matikagaNマテイカガン ［名］

腰巻。

matimuduN＊マティムドゥン ［動］４Ａ型

巻き戻す。

matiniNduマティニンドゥ ［名］

牧人衆。牧場の組合員。

matusaNマトゥーサン ［形］

正直な。

matuNマトゥン ［動］ｌＤ型

待つ。

matumaruN＊マトゥマルン ［動］２Ａ＊

まとまる。sudaNmatumaiti;相談がまとまって…。

matumiruNマトゥミルン ［動］６Ａ型

まとめる。

ｍａｔｕｍｕマトゥム ［名］

まとも。正面。

maumiti＊マウミテイ ［名］

（地）海岸名。末尾の地図参照。

mazimunukusu＊マジムヌクス ［名］

（植）メジロホウズキ・ハダカホウズキ＜ナス科＞ｏ

ｍｉミ ［名］

身。

、i：ミー ［名］

３。

、i：ミー ［名］

雌。

ｍｉ：ミー ［名］

巳（十二支の一つ)。

ｍｉ：ミー ［名］

目。

ｍｉ：ミー ［名］

中。間。留守。ｂａｍｉ:hagai;私達の留守を見計らい。

、（１）ミー［名］

実。中身。tigurisamiNdasi;手早く精米し゜ｎａｉ（実）参照。

、i:（２）ミー［名］

肉。

生

[動］４Ａ型matimudusj ３

３

生

生

昔161

[動］６Ａ型matumjaN ５

こ８８

Ａ６１

植１４２

昔8６

生

生

Ｔ

Ｔ

昔7４

昔7３

３
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ｍｉＮｍｕｈａｉ ミーンムハイ ［名］ １０

白内障。目に雲のようなものが、広がる目の病気。

ｍｉＮｎａ ミーンナ ［名］ ２

雌綱。綱引きの時の一方の綱。bigiNnaに対する。

ｍｉＮｎａ ミーンナ ［名］ ｌ

帆綱。

miagaNtai ミーアガンタイ ［名］ １０

目の赤い状態。結膜炎(続82)。

ｍｉｂａｉ ミーバイ ［名］ 沖Ｔ

（魚）ハタ類。チョウチョウダイ等の魚。体は茶褐色で大きい。青い斑点をちりばめる。

体に大きい石垣状の斑紋をちりばめる。

ｍｉｂｕｃｉミーブチ

雌ぶし。腹わた側の鰹ぶし。

、i:ｄｉＮｔｕ＊ ミーディントゥ

（地）海岸名。末尾の地図参照。

ｍｉ:dｕｍｉミードゥミ

新嫁。

mihaNkasaNミーハンカサン

まばゆい。

mihaga： ミーハガー

眼病で目のふちのただれた人。

mikubai＊ ミークバイ

目がさえて寝つかれない状態。

ｍｉｍａｉミーマイ

新米。

ミーミゲイmlmlDul

目まい。

ｍｌｍｕｇｕ ミームグ

新婿。

ｍｉｍｕｎｕ ミームヌ

見物。見事なもの。

mi:nami(kani）ミーナミ（カニ）

へさきの滑車。

．．．＊
ｍｌ:ｎｌｃ１ ミーニチ

北風。秋に吹きはじめる北風。nicikadi;北風。

ミーピラマイｍｌ:plramal

[名］ ３

[名］ Ａ６３

[名］ ２

[形］

１１１土
日

[名］ Ｔ

[名］ 黒4７

[名］ 沖Ｉ

[名］ ５

[名］ ２

[名］ 昔197

[名］ １

[名］ 続６

[名］ 沖Ｉ
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実が小さい稲。

mitabusi＊ ミータブシ

目隠し。

ｍｉｔｉミーテイ

田で食べ物を用意する人。普段はしないが、

､i:tusaNミートゥサン

＜移＞疎遠である。

mi:tｗａＮミートァン

疎遠である。久しく会っていない。

ｍｉＮミン

水。

ｍｉＮａｍｉミンアミ

水浴び。

miNbata ミンバタ

布の横の両端。

miNburu ミンブル

頭。

miNburubuta ミンブルブタ

頭の悪い人。

miNburudamiミンブルダミ

頭痛。

miNcibu ミンチブ

耳のある壷。

miNdacaamiミンダツァアミ

小さな格子じまの模様。

miNdaiミンダイ

ものもらい。

miNdaramutiミンダラムテイ

頭からかぶり両耳まで届く餅。miDaimutiと

miNgamasaNミンガマサン

やかましい。耳障り。

miNgasa ミンガサ

耳にできたはれもの。中耳炎のような病気。

miNguramuciミングラムチ

１５糎位の細長く平たい餅。

miNguru ミングル

[名］ 黒4７

［名］沖Ｉ

寒い時期などは田で温かいものを作る。

[形］ 生

[形］ 生

[名］ ３

[名］ 昔114

[名］ １６

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ こ４８

[名］ Ｔ

[名］ 生

[名］ 続226

[名］ ま２６

祭りの時に作る。

［形］

とも言う。

１０

[名］ ５

[名］ ア

[名］ Ｔ
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干して食用にする。（植）キクラゲ＜キクラゲ科＞・人の耳の形に似ている。

miNgusa ミングサ ［名］

水草。浮き草のこと。

miNOajadu ミンカ゜ヤドゥ ［名］

裏座。（二番座の後ろ)。miOaidu;嫁の間。urada;裏座。

沖Ｉ

図

[名］ｍｉＮｋａ ミンカ

つんぼ。老人によるとこれは沖縄の言葉。

miNkuburi ミンクブリ

破水。

ｍｉＮｋｕｋｕ ミンクク

（鳥）フクロウ。

miNkumja ミンクミャ

水ぶくれ。miNpamai;水ぶくれの症状。

ｍｉＮｍａｓｉ ミンマーシ

田に水を入れること。

ｍｉＮｍｉ ミンミ

水汲み。

miNnuhaci ミンヌハチ

若水。正月や祭りの時に初めて汲む水。

miNnukaN ミンヌカン

水源。

ｍｉＮｐａｍａｉ ミンパマイ

水っぽい。水腐れの状態。

ｍｉＮｐａｍａｉ ミンパマイ

湿地。

ｍｉＮｔａ ミンタ

Ｔ

[名］ ２

[名］ 生

[名］ 続214

[名］ 沖Ｉ

[名］ １０

[句］ こ１２５

[句］ 続114

[名］ １０

[名］ こ３７

［名］

河、泥

沖Ｉ

水の豊富な田。一期作、二期作が自由に作れる田。河、沼などから水を引いて耕作する田。

miNtabu ミンタブ［名］生

耳。耳たぶに94)。miNtahuとも言う。祖納の人が多くmiNtahuを使うと言われている。

miNtahunucu ［句］ミンタフヌツこ９４

耳垢。

miNtahunuhika ミンタフヌヒカ［句］５

耳の穴。

ｍｉＮｔａｍａ ミンタマ ［名］

目の大きな人。mibutaとも言う。

ｍｉＮｔａｍａ ミンタマ ［名］Ｔ
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目玉。

miNtira ミンティラ ［名］

目にできた傷跡。

miNtura ミントゥラ ［名］

つんぼ。miNtuka;とも言う。

miNugiミンウギ［名］

水桶。

miatiミアテイ ［名］

目当て。目標。

mibagu ミバグ［名］

迷惑。

mibaiミバイ［名］

見栄え。

mibatamiミバタミ［名］

身仕度。市場や祭などにいく時の仕度。

mibucinutama＊ ミブチヌタマ ［名］

玉の一種。美しい玉。

miburiミブリ［名］

わき見。miburikiNnaju；（子供から）目をはなすなよ・

mibuta ミブタ［名］

目の大きい人。miNtamaとも言う。

mlcaJa： ミツァヤー［名］

（貝）アッキガイの総称。殻は厚く突起が角状に長くのびる。

micajakudi＊ ミツァーヤクデイ ［名］

（貝）オキニシ。

micirubiミチルビ ［名］

（魚）センカエルウオ＜ハゼ科＞・体は細長く、吻も素直で左右l

micubata ミツバタ［名］

三刃になった鍬。micumatapa9aiとも言う。

micumatapaOaiミツマタバカ゜イ［名］

三本歯の鍬。micubataとも言う。

midacisjunu＊ ミダチシュヌ ［名］

＜古＞目差主（時の役名)。

midaganaNミダガナン ［動］３Ａ型

平坦にする。

ｍｉｄａｍａ ミダマ ［名］

５

生

１０

昔2９

１

こ９３

こ９２

昔100

こ１２６

Ｔ

沖Ｔ

生

沖ｔ

吻も素直で左右にひらく。

［名］ Ｔ

民

昔206

生

生
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ビーダマ遊び。

midasika＊ ミダシカ ［名］

（植）オオバルリミノキ＜アカネ科＞o

midatiミダティ ［名］

つむじ。

midi-kiruNミディキルン ［動］６Ａ型midikjaN

見比べる。

midiNgasa ミディンガサ［名］

水ぼうそう。

midiNtuミディントゥ ［名］

（地）サンニヌダイの北側にある。水の霊所。

midiabuciミデイアブチ［名］

苗代に土を盛って区切ること。種の先まき後まきを区別する為のもの。

midigani＊ミデイガニ ［名］

（植）テリハノブドウ＜ブドウ科＞o

midiDasa＊ ミディガサ［名］

水ぼうそう。midiNgasa参照。

midikura ミディクラ ［名］

水槽（貯水するためのカメ)。

midinukuミディヌク［名］

お盆の供え物。ナスビの葉と、キビのわかごと、米の粉と、粟の穂と、水を

植１４７

５

１

生

歴145

沖Ｉ

植9３

黒6６

こ４７

生

お盆の供え物。ナスビの葉と、キビのわかごと、米の粉と、粟の穂と、水を碗に入れた物。

祖納で調査した時は、カボチャやヘチマのわかごも入れるとのことであった。

midiruiru ［名］ミデイルイルこ120

緑色。

ｍｉｄｕ ミドゥ ［名］生

少女。

ｍｉｄｕ ミドゥ ［名］沖Ｉ

溝。苗床と苗床の間など。

miduNgutitumiミドゥングティトゥミ［名］沖Ｉ

水口を止めること。傍にある泥等を畦の高さ程に積んで、水の流れを止める。

midubariミドゥバリ ［名］Ｔ

溝を通すこと。

miduda＊ ミドゥダ［名］Ａｌ３

田の名。

midududama ミドゥドゥダマ ［名］歴9７
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（地）小高い丘の名。ミドゥドゥ山。与那国島の北側にあり、祭りの時にはそこで拝む。

［名］miduOutiミドゥク･テイＴ

（田の）水口。miduNgutiとも言う。（沖I）

［名］midukaNミドゥカン３

川上。

［名］midumacciミドゥマッチア

部落祭りの一つで、柤納で行われる。本家の地祭りしている田んぼの水を抜いて行う祭り。

miduru ミドゥル ［名］

新芽。新緑。midurumidurubuNsuja;青々しているね。

生

[名］midutara ミドゥタラ

川下。

midutiミドゥティ

幼くて、かわいい女の子。

migaNsi ミガンシ

湯潅。死体を棺に納める前に、もく浴させること。

miguti＊ ミグティ

田の名。

migutiNbu＊ ミグティンブ

田の名。

migutita：＊ ミグテイター

田の名。

miOai-kiruN ミガイキルン

自慢する。みせびらかす。

miOaidu ミカ･イドゥ

１番座の裏の部屋。

miOuraNミク゜ラン

巡らす。

miDurasiNnuNミク゜ラシンヌン

見回す。

miUurisaNミク･リサン

＜新＞見苦しい。

miOuruNミク･ルン

３

[名］ １０

[名］ ２

[名］ Ａ２７

[名］ Ａ４２

[名］ Ａ２３

[動］６Ａ型miOaikiruN＊ Ｓ７３

[名］ 生

[動］４A型 Ｔ

[動］１，型miDurasiNnjaN ３

[形］ １

[動］２Ｂ型miUwaN 生

巡る。kamamiDuitiku;あそこを巡って来い。ｔｉ:miOuraninu;手がまわらなくて…。（資）

mihaNkasaNミハンカサン ［形］生

まぶしい。

mihukuragiミフクラギ［名］植129
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（植)オキナワキョウチクトウ＜キョウチクトウ科＞･別名ミフクラギ｡mikuragiとも言う。

（T）

ｍｉｈｕｒａ ［名］ミフラ昔9l

憎いこと。mihurakiti;憎くて。

mijarabiミヤラビ ［名］続

愛人。普通、「美童」と宛てられている。

mijarabja ミヤラビャ ［名］歴

娘。美人。

ｍｉｋａ ［名］ミカＴ

三日。

［名］mikaa9ahukiミカアカ゜フキ５

三日はしか。ねぎの根とかつおぶしを混ぜてたき、塩をおとしたものを食べるとなおると言

われている。

［名］mikaOaNミカガン生

水中眼鏡。

mikaka ミカカ［名］１０

おっちょこちょい。

［名］mikazukiミカヅキ４

＜新＞三日月。

［動］６Ａ型mikjaNmikiruNミキルンＴ

見つける。さがす。

mikka ［名］ミッカこ３７

盲（卑小語)。mimunuNnaninut，u;物の見えない人が一般的に使われる。（10）

mikusu ［名］ミクス１０

＜新＞目脂（めやに)。minucuとも言う。

ｍｉｍａｎｉミマニ ［名］１６

姪。

［名］mimanitiミマニテイ１０

＜文＞恋人（女)。

ｍｉｍａｔａ ミマタ［名］Ｔ

三つ股。

ｍｉｍａｔａ ミマタ［名］歴135

十山御嶽の神名。川の神様。詳しくは、チマガニン、ソウダルミ、ミマタ、ヌチと称してい

る。

mimatadama ［名］ミマタダマ３

（地）与那国島内にある山の名。どの道から登っても道が三又に分れている。
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mimiミミ［名］昔９３

真似。ｍａｎｉとも言う。

ｍｉｍｉＮｋｕ ミミンク［名］歴l35

浦野御嶽の神名。詳しくは、ウゴウラ、クウラ、ミミンク、タマンク・ヌチと称している。

ｍｉｍｉｄａ ミミダ［形］昔４４

細かい。mimidaaminumi;細かい穴の目。hainumimida;針の目。

［動］６Ａ型mimidjaNmimidiruNミミデイルンＴ

（人を）押える。（指先で）もむ。muNtakuN参照。

［名］mimitimimitiミミテイミミテイ１６

津々浦々・

mimiziN＊ ミミジン ［名］植150

（植）アカミミス＜アカネ科＞・

［名］沖Ｔ
～～､゛

mlmlzJa：ミミンヤー

（魚）ヒメフエフキ。頭部は直線状で吻はとがり、体は濃赤色。

ｍｉｍｕｎｕ ミムヌ ［名］昔197

見もの。（踊り、相撲、競場など）興味を引くもの。buduihanimimunu;面白い踊り。（昔197）

ｍｉｍｕｔｉミムテイ ［名］昔６３

独立。mimutijanarurja;一人でもなんとかやっていけるので…。（昔63）

［名］minaNkabagasiミナンカバガシ暦３１

新七日の判定。死後三日目から三週間以内に霊前にユタを向かえて行う。ユタが霊界の人か

らの伝言をその家族の人に伝える神事。

［名］minabiミナビ民

下げ鍋。tinabiとも言う。

ｍｍａｇａ ミナガ［名］生

庭。

minagada ミナガダ［名］歴７３

＜古＞集会場。与那国の北（祖納）にあり、祭りなどを行う。

ｍｉｎａｍｉｎａ ミナミナ［感］３

＜幼＞山羊を呼ぶ時の言葉。

minaruuta ミナルウタ［名］続146

歌の一種。ミナル唄。通夜の時に歌う。

minuN（１）ミヌン［形］特殊Ｔ

無い。minuNkinasjaN;なくしてしまった。kadiminuN;風がない。NnutasijaminuNki;見て

いるうちに、消えてしまい…。（昔175）

minuN（２）ミヌン［補］昔201
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…してしまう。すっかり…する。動詞の漣

ninubuiki;母の事は、忘れてしまって居眠り

minuNbiミヌンビ

目尻。

minucu ミヌツ

目やに。mikusuとも言う。

ミヌカ゜mlnuOa

女。

ミヌカ゜ヌウヤｍｌｎｕＯａｎｕｕＪａ

母親。

ミヌガアガミmlnu9aagaml

女の子。

minu9akinaiミヌカ゜キナイ

女世帯。

ミヌカ゜スガイmlnuUasuOal

女装。

minuka ミヌカ

まぶた。

minumaNgiミヌマンギ

まつげ。

minumaiミヌマイ

身の廻り。dunutumaruとも言う。

minumaibara ミヌマイバラ

目前。

ミヌマユｍｌｎｕｍａｊｕ

まゆＩｆ。

minutama ミヌタマ

瞳。目の玉。

miriNミリン

＜新＞みりん。

miruNミルン

…させる。使役の助動詞。ｋ，amiruN;聞かす。

miruku ミルク

動詞の連用形に接続する。 abutakutujabaciminuNki

し…。

[名］ ５

[名］ こ１０１

[名］ Ｔ

[句］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ 続5３

[名］ こ４３

[名］ ５

[名］ 生

[名］ ７

[句］ こ１０３

[名］ 生

[名］ ５

[名］ ３

[助動］６Ａ型ｍｊａＮ Ｔ

aigamiranuN;歩かせない。

［名］ 無4４
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弥勒菩薩。部落の行事のときに、ミロクの面をかぶる。１６１１年、与那国島検地に随行し

た慶田城という人が、島仲部落と比川部落を配下にしようと思い娘二人を嫁がせた。そのと

き家の格式を上げるためにミロクの面を嫁入り道具としてもたせた。田島家と前竹家に面が

ある。

［形］misaNミサン生

味がまずい。misarusagi;おいしくない酒｡misarubaNujasiwari；まずいですがお上り下さい。

［動］６Ａ＊misaOiruN＊ミサキ゜ルンこ３１

さげすむ。見下す。

misija ミシヤ［名］Ｔ

＜新＞店。

misｕ ミス ［名］歴4９

４０日間肉食を断つこと。祭りの行われる４０日前から四本足の動物の肉食を断つ。

［名］misubadiミスバデイＴ

（植）田草の一種。和名不明。イグサに似ているが、茎が三角になっている。

［名］misucibuukikui＊ミスチブウキクイ図

味噌壷置き小屋（三番座の裏)。

［名］misugadiミスガデイ沖Ｉ

（植）田草の一種。和名不明。

misuginujuda ミスギヌユダ［名］４

（植）クサトベラ＜クサトベラ科＞・芯がスポンジみたい。suginujuda；（モンパノキ）の雌

の意。

misumaciミスマチ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

ｍｉｔａ ［名］ミタ生

鶏。

［名］mitaajamiミタアヤミ２

闘鶏。

＊

mitanaga ミタナガ ［名］黒４４

眉間。

mitanumiミタヌミ ［名］３

鶏肉。

［名］mitanusaganatiミタヌサガナティ２

夜更けて鶏の鳴くこと。鶏の鳴く時分でないのに鳴くこと。凶事の前兆とされる。

［動］１，型mitatjaN＊mitatuNミタトゥンＴ

目立つ。mitatiduburu；目立っている。

ｍｉｔｉミティ ［名］生
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御神酒。米のすり粉を発酵させ、砂糖を入れ甘くした酒。昔は米を16-18歳の女性にかませ

て粉にしたが、現在は臼で粉にしている。

mitijusa ミテイユサ［名］続214

（昆）アメンポ。水上を歩く大型の蚊のようなもの。

mitinaga ミテイナガ ［名］昔１７５

途中。

mitiujaミテイウヤ ［名］続215

道親（昔のならわし)。小児が親と性が合わないとのことで小児を抱いて道に出て一番始め

に会う人に抱いて貰う“抱き親，，即ち道親になって貰う。以後その方を父と呼ぶ。

mitiuta ミティウタ ［名］２

歌の一種。ミティ唄。祝い（豊年祭など）の時、道を歩きながら歌う歌。

ｍｉｔｕミトゥ ［名］生

沼。池。

mituda ミトゥダ ［名］Ｔ

夫婦。

mituhuミトゥフ ［名］Ｔ

（植）イポタクサギ＜クマツヅラ科＞・白い花が咲く。毒なので山羊、馬などに食べさすと

いけない。

mitumiruNミトゥミルン ［動］６Ａ型mitumjaN１０

認める。

mitunuhataミトゥヌハタ ［句］続６０

池の端。

mituta＊ ミトゥタ ［名］Ａ３３

田の名。

mitutihatagi＊ミトゥティハタギ［名］Ａ１８

田の名。

miuguruNミウグルン ［動］２Ｂ型miugwaN生

見送る。

miutiミウティ ［名］続211

まぱたき。

mizau ミザウ ［名］１

舟を進める竹竿。根元は金具がついていて、海面を叩くのに用いる。単にｓｏ:とも言う。

mizikaNna＊ ミジカンナ［名］植121

（植）ルリハコベ＜サクラソウ科＞o

mizjuNミジュン ［名］続７０

（魚）キビナゴ。
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ミャーチーミャーチー［副］ｍｊａ:ｃｌｍｊａ:Cl：

易々と。ujagiki:bimja:cimja:cima:rumunuNta…;金持ちになり、福々と、

を…。

ミャーヌ ［名］ｍｊａｎｕ

（魚）アイゴ。サンゴ礁地帯に住む。こ}ｻﾞ茶色と白色との縞模様があり、

ミャール ［形］ｍｊａ:rｕ

遠い。（比較して、…より遠い)。mja:runaga;ずっと中。ｔｗａＮとも言う。

無18O

美味しいものなど

Ｔ

食用にする。

昔100

[名］ ５mjaN ミャン

＜幼＞猫。

mjaNgi ミャンギ

土産。

ミャグｍｊａｇｕ

（地）宮古（沖縄諸島の一つ)。

ミャグｍｊａｇｕ

脈。

ミャキ･mjaO1

庭木。

mjakuN ミャクン

ちり。

mjaraN ミャラン

まり。

mjarubi ミャルビ

美童。娘。mijarabjaとも言う。

ミューガｍＪｕｇａ

目の細い人。

ミューグイｍｊｕ:gul

野辺送り。

ミューサｍＪｕｓａ

機草（機織り機の付属具)。

ｍｕ：ムー

６．

ｍｕｍａｉムーマイ

穂米。

ｍｕ:rｕムール

全部。ｂｕＴｕとも言う。

ｍｕＮムン

[名］ ５

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ ７

[名］ 生

[名］ ５

[名］ 歴152

[名］ 生

[名］ ２

[名］ ３

[名］ 生

[名］ ５

[名］ Ｎｌｌ４

[名］ 生
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（植）麦。

ｍｕＮ＊ ムン ［名］キ直１７

（植）クワノハエノキ＜ニレ科＞･

［名］ｍｕＮｂａＮムンバンこ１０５

門番。

ｍｕＮｂａｒｕＮムンバルン ［動］２A型生

もつれる。

［動］１，型muNbjaNmuNbuNムンブンＴ

結ぶ。

［名］muNbuciムンブチこ７０

縄目。

［動］ｌＤ型ｍｕＮｃａＮｍｕＮｃｕＮムンッンＴ

つれる。摘む。muNcidukitaru;つねった。ｃ'amuNcuN;草をねじって取る。

［動］ｌＢ型muNdatjaNmuNdaguNムンダグンＴ

ぐしやぐしゃにする。もみくちゃにする。muNdaguna；ぐしやぐしゃにするな。aOamitiDa

muNdaguNdiduisiburujuNgarahajaguturi;子供がもみくちやにしそうだから、早く取れ｡

muNdaiムンダイ［名］昔７８

問題。

muNdaniムンダニ ［名］生

釣りの餌。

muNdaniムンダニ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

ｍｕＮｄｕ ［名］ムンドゥＴ

けんか。

ｍｕＮｋｕ ムンク［名］こ'０５

文句。

muNkuUi＊ ムンクキ。［名］こ７０

難癖。

ｍｕＮｎａＮｇｕｔｉ＊ ムンナングテイ ［名］昔140

わめくこと。

ｍｕＮｎｕｋｕ ムンヌク［名］３

はつたい粉。小麦粉。

ｍｕＮｎｕｋｕ＊ ムンヌク［名］植１４

（植）ヤマモモ＜ヤマモモ科＞ｏ

ｍｕＮｎｕｋｕｒｕ ［句］ムンヌクルこ９６

麦藁（むぎわら)。麦の袋の意か。
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muNtabaru ムンタバル ［名］Ａ７

（地）久部良にいく途中の右手にある田んぼの名。

muNtakudiruNムンタクディルン ［動］６Ａ型muNtakudjaNT

操む゜mimidiruNに比べ、やや大きいものを操むといった感じがある。

、ubiciムビチ ［名］１４

縁談の前もっての話しあい。婚約。

mucaNムッァン ［形］生

ねばっこい。

mucarasuNムッァラスン ［動］３Ａ型mucarasjaNll

焦がす。火にあたためて焦がすこと。

［名］ｍｕｃｉムチＴ

成虫。

mucimaca ムチーマツァ ［名］昔５３

話し合い。

muciNムチン ［副］１ｏ

もし。muciNduriとも言う。

muciNduriムチンドゥリ［副］昔116

もしも。muciNとも言う。muciNdurikariOaunuhanasiNduNt'jarubaja；もしも彼がこの話

でも聞いていたら…。

muciba ムチバ ［名］５

虫歯。

mucibiムチピ ［名］こ５６

結び。誓い。人が集まって話し合い、決った事をしっかりと約束する事。

muciha ムチハ ［名］１０

虫歯。

mucikagaiムチカガイ ［名］ｌ

野菜に虫がつくこと。

mucikasaNムチカサン ［形］生

難い､o

mucikigara ムチキガラ ［名］２

虫の害。

mucimacaNムチマツァン ［形］昔５３

陸じい。mucimacakiburutasi;睦まじくしていると…。（昔53）

ｍｕｄａ ムダ ［名］昔165

（植）サトイモ＜サトイモ科＞ｏｍｕ:danukatimunu;里芋の料理。（昔165）

ｍｕｄａｄａ＊ ムダダ ［名］Ａ4４
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田の名。

mudadaNbi＊ ［名］ムダダンビＡ４４

田の名。

［動］６Ａ型mudjaNmudiruNムディルン１

ねじる。ひねる。

ｍｕｄｕ ムドゥ ［名］９

（門中墓のように）大きな墓｡huimudu;岩を堀りぬいて造った墓｡koNkurimudu;コンクリー

ト墓。ｈａｇａとも言う。

［動］４Ａ型muduNムドウン生

戻す。

［辞］muduciムドゥチ生

くりかえしの数を数える単位。

［名］muduikadiムドゥイカデイ生

戻り風。北風が東風になった後、また北風に戻るような風。この風が吹<と天気の悪い日が

続く。

muduru ［名］ムドゥルＴ

（地）海岸の急に深くなっている所。例えば､南牧場の絶壁など。kici;陸上の絶壁。例えば、

tiNdabanaである

［動］２B*型muduN？muduruNムドゥルン生

戻る。

ムギ［名］こｌＯ２ｍｕｇｌ

儲け。

［動］６Ａ型mugjaNmugiruNムギルンｌ

もうける。

ムグ［名］Ｔｍｕｇｕ

婿。

［動］１Ｂ型mutjaNmuguNムグン生

（皮などを）むく。kamuguN；（果物の）皮をむく。

muguNda ムグンダ［名］生

嫁の家で生計をたてている婿。

ムグチ［名］８muguc1

無口。

muguriruN＊ ムグリルン ［動］資330

むける。剥げる。tinukaDamuguriruN:手の皮が剥げる。nuriOamuguriminu;塗（ぬり）が

剥げてしまった。

［名］ムグラTmuDura
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＜新＞（動）ジャコウネズミ。

［名］muhuNムフンこ９８

悪企み。

［動］６Ｂ型＊muiciruNムイチルンＴ

燃え付く。燃えあがる。ｃ，a:muiciduburu;草が燃えている。kubuaragikimuiciNdagiduaru；

胸焼けして燃えるようである。ｉ:muiciduburu;ご飯が焦げている。

mulgara ［名］ムイガラこ102

燃え殻。

［名］muikaNdiムィヵンディ１６

繁茂。草などがたくさん生えている状態。

［名］muimutiムィムティ５

盛り餅。餅をだんご状に作り、それをピラミッド型に盛る。

ｍｕｌｎｕｇｕｌ ムイヌグイ［名］１０

燃え残り。

muinukuci＊ ムイヌクチ［名］Ａ６２

（地）海岸名。末尾の地図参照。

muiruNムイルン ［動］昔７６

もぐ。muihaibutaba;もいで食べていたので…。

［動］２BmwaN,muNmuiruNムイルン生

燃える。ｃ，imuiburu;火が燃えている。ｃ，ibu:rumuisimaN;火がすべて燃えてしまった。

［動］６Ｂ型muNmuiruNムイルン生

萌える。芽が出る。生える。kiNfugaradumuru;木も人から生えた。（昔185）

muisimiruNムイシミルン ［動］６Ａ型＊ 昔l78

貰わさせる。

muisiruNムイシルン ［動］昔197

授けられる。

［動］２Ｂ型muitwaNmuituruNムイトゥルンｌ４

もぎ取る。

［動］３Ａ型mujasjaNmujaNムヤンＴ

助ける。nutimujasihugarasa;命を助けてくれて、ありがとう。（昔135）

［動］３Ａ型mujasjaNmujaNムヤン３

燃やす。

ｍｕＪａｌ ムヤイ［名］４
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模合。mujainuuja;模合を起す人。mujainusiNka；

落札した人が、持っていくべきお金。wuwaimujai；

mujanuhira ムヤヌヒラ

屋内の柱。

ｍｕＪｕ ムュー

模様。

mukudatiムクダティ

計画。

mukuiムクイ

報い。

mukuikaisiムクイカイシ

恨みをはらすこと。

ｍｕｋｕｋａＮｄａ＊ ムクカンダ

（植）ヤンバルセンニンソウ＜キンポウゲ科＞ｏ

ｍｕｍｉムミ

籾。刈り取って脱穀すると、maiからmumiになる。

ｍｕｍｉＮムミン

木綿。

ムミガラｍｕｍｌｇａｒａ

籾殻。mainukuruとも言う。

ムミグラｍｕｍｌｇｕｒａ

米倉。

ｍｕｍｉｈａｇｕ ムミハグ

米を貯蔵する箱。この箱を各家庭で持っていた。

＊
ｍｕｍｉｋａｔａｓｉｍｕｎｕ ムミカタシムヌ

籾均し。

mumitubasigaNgaNムミトゥバシガンガン

米をよりわける農具。tubasidamaのない時缶を利）

mujainusiNka;模合を起す人以外の会員。 mujainudiN；

mujai;模合が完結すること。

[名］ Ｔ

[名］ ６

[名］ 昔1４

[名］ ６

[名］ ６

[名］ 植3６

[名］ 沖Ｉ

[名］ ３

[名］ こ１０４

[名］ 沖Ｉ

[名］ 沖Ｉ

[名］ 民

[名］ 沖Ｉ

米をよりわける農具。tubasidamaのない時缶を利用して米をより分けた。缶に干した米を

入れて持ち上げ、風を利用してより分ける。

ｍｕｍｕ ムム ［名］Ｔ

腿。

ｍｕｍｕＮムムン ［動］ｌＤ型mumjaNT

もむ。

［名］mumudakabi＊ムムダカビこ１２７

＜新＞和紙。

ｍｕｍｕｋｕｒａ＊ ムムクラ ［名］黒6３
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腿のうらの筋肉の部分。

munaciNムナチーン ［名］

不思議。怪し・

ｍｕｎｕ ムヌ ［名］生

物。

ｍｕｎｕ ムヌ ［助］Ｔ

…のに。逆接を表す接続助詞。ijagaNtuNkaganinumunuaUakuganinuN;親でさえiWiげない

のに私が漕げない。

ｍｕｎｕ ムヌ ［名］昔３６

者。

ｍｕｎｕＮムヌン ［名］生

物忌み祭。虫、ネズミなどがつかず豊作であることを願う祭りで、全部で４回行う。

ｍｕｎｕＮムヌン ［動］５B*jUmunaN

話す。munamiri;話させなさい。

munuNtaiムヌンタイ［名］

いたずら。児戯。tiramaiとも言う。

munuNtariaNtariムヌンタリアンタリ［句］

いざこざ。

munubaciムヌバチ［名］

物忘れ。

munubaraiムヌバライ［名］

物笑い。

munuciムヌチ［名］

穂が熟れて垂れること。

munuciムヌチ［名］

物知り。占いをする人。

munudumariムヌドゥマリ［名］

あちこちでおしゃべりをすること。munudumiとも言う。

munudumja ムヌドゥミャ ［名］

おしゃべりの人。

munudumuNムヌドゥムン ［動］ｌＤ型munudumjaN＊

おしゃべりをする。

munuimitatiムヌイミタティ ［名］

諺。言い伝え。mununutati：とも言う。

munuitiムヌイティ ［名］

ささやき。

Ｔ

こ３５

Ｔ

こ１０４

１

沖Ｉ

４

Ｔ

生

Ｔ

昔１７０

Ｓ１７
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munukuiムヌクイ［名］

農業。作物をつくること。農作物。

munukuja ムヌクヤ ［名］

乞食。ｉｋｕｊａともいう。

munumagaN＊ ムヌマガン ［動］３Ａ型＊

賄う。食事の用意をする。munumagai;ご飯を作りなさい。

mununaraiムヌナライ［名］

習うこと。教えてもらうこと。ｍｕｎｕ（物）＋narai（習い）の熟合した形。

mununubagiムヌヌバギ［句］

意義。物のわけ。bagiとも言う。

munununaNguiムヌヌナングイ［名］

動物の物音。

mununutatiムヌヌタティ ［名］

諺。物のたとえ。

munuubiムヌウビ ［名］

物覚え。暗記。munuubuiとも言う。

munuubuiムヌウブイ［名］

物覚え。暗記。物覚えがいい、とか言う時に使われる。

munuumuiムヌウムイ［名］

物思い。

ｍｕｎｕｕｔｕ ムヌウトゥ ［名］

物音。

muraNムラン ［動］３Ａ型murasjaN

漏らす。ibitatimurai;少し洩らしなさい。

muraaniciムラアニチ［名］

＜古＞番所の役職名。御用布を仕上げる男。

muradu： ムラドゥー ［名］

村中。muradu:nuujaNta;村中の皆様。

muraduriムラドゥリ［名］

村倒れ。村全体に病気が流行って人々が寝込んだ状態。

murahadiriムラハディリ［名］

村外れ。

muramutiムラムティ ［名］

施政。政。

muranukuciムラヌクチ［名］

（地）海岸名。東崎の辺り。末尾の地図参照。

こ７６

こ２８

こ８７

昔１４８

こ４

昔116

昔１２４

こ２

こ２

Ｔ

昔169

２

歴1５

昔8７

昔5３

Ｂｌ２５

こ３６

Ａ６０
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muranutiムラヌティ ［名］

（地）海岸名。東崎の近く。末尾の地図参照。

ムラウグシ ［名］muraugusl

ﾈｵ興し。

murautiムラウティ ［名］

村内。murautinuda:nutumaru;村内の家の廻り、周辺。

ｍｕｒｉムリ ［名］

森。

muriruNムリルン ［動］６Ｂ型muruN

洩れる。

muriutiruN＊ ムリウティルン ［動］６Ｂ型muriutuN＊

洩れ落ちる。muriuturuc'i;洩れ落ちる血。

muruNムルン ［名］

甘酒。もろみ。

ｍｕｒｕＮムルン ［動］２Ｂ型ｍｗａＮ

盛る。usaimuriju;御馳走を盛りなさいよ。

muruNkamiムルンカミ ［名］

諸味用大瓶。

ｍｕｒｕｄａ＊ ムルダ ［名］

田の名。

．＊
ｍｕｒｕｍａｃｌ ムノレマチ ［名］

田の名。

musaiムサイ［名］

うねり。ゆるやかで大きい波。namusai;長い大きいうねり。（T）musaiti;さ

musiNムシン ［名］

毛布。毛織。kittuとも言う。

＊

ムシグサ［名］muslgusa

（ｵ直）ヒナギキョウ＜キキョウ科＞・

［動］６Ａ型musjaNmusiruNムシルン

貰う。

ｍｕｓｕ ムス ［名］

ござ。むしろ。

musudati＊ ムスダティ ［名］

田の名。

musuuidama ムスウイダマ ［名］

むしろ編み機。

Ａ６０

Ｔ

昔219

昔168

生

昔171

生

生

３

Ａ３０

Ａ４６

Ｔ

(こ32）

Ｔ

(T）musaiti;さざなみ。

植158

生

こ２８

Ａ２３

民
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mutaNムタン ［動］３Ａ型mutasjaN

持たす。mutan1iraninuN;持たせられない。

mutakariruNムタカリルン ［動］６Ａ型mutakarjaN

叱られる。

mutakuNムタクン ［動］５Ａ型mutakaN

叱る。説教する。

ｍｕｔｉムティ ［iZi］

（魚）ハナフエフキ。体は濃褐色で黄色の斑点をもつ。

ｍｕｔｉムティ ［名］

餅。

ｍｕｔｉムティ ［名］

旨。unumuti;その旨。

mutigata ムティガタ ［名］

資産。

mutimaiムティマイ［名］

もち米。

mutinaNムティナスン ［動］３Ａ型mutinasjaN

もてなす。

mutinasiムティナシ ［名］

もてなし。

mutiniNムティニン ［名］

奉仕活動。戦前１５～５０才の男性が、道路や学校などを造る作業をした。汝

Ｎ１５２

１１

Ｔ

iｌｌ１Ｔ

Ｔ

背7９

昔127

生

１０

こ５２

１０

奉仕活動。戦前１５～５０才の男性が、道路や学校などを造る作業をした。女性は長期にな

る場合のみ、手伝った。

［名］mutiniNムティニンＴ

一人前の大人。成人。結婚適齢期。思春期。

［動］４Ａ型mutiugusjaNmutiuguNムテイウグン３

持ち直す。

［名］muttaiムッタイ７

むくみ。顔が大きく腫れたりなどしていること。

［名］muttaraNtiムッタランティ１０

むちやむちやしている手の状態。

ｍｕｔｕ ムトゥ ［接］昔９６

箸、木などの長いものを数える単位。本。ｔ，umutu；（稲などの）ｌ株。（沖４１）

ｍｕｔｕ ムトゥ ［名］昔１８６

もと。元来。原因。mutumutu；もともと。

mutuNムトゥン ［副］昔221
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全然。mutuNha:ninu;全然食べられない。

mutuNムトゥン

持つ。

mutubaru＊ ムトゥバル

田の名。

mutubiraiムトゥピライ

初恋。

mutudaisaNムトゥダイサン

遺産。

mutuhaga ムトゥハガ

本家の墓。

mutukahamai＊ ムトゥカハマイ

大司の墓。mutuhaga;先祖の墓。

mutumaciムトゥマチ

満田原内の田の名。

、ａ ナ

…ずつ。gumatatinaNdamuN;小さく刻む。

、ａ： ナー

菜。ｎａｎｕｈａ;菜の葉。

、ａ： ナー

[動］ｌＤ型mutjaN １

[名］ Ａ５７

[名］ ８

[名］ 続2２

[名］ ２

[名］ 歴3３

[名］ 沖Ｉ

[辞］ ３

[名］ Ｔ

[名］ 昔225

各々。、a:danutu;各々の家の人。nama:とも言う。

ｎａ： ナ

名前。

ｎａｄａ＊ ナーダ

田の名。

､a:gaNsi＊ ナーガンシ

流れ島。与那国の東北にある。海が静かな時にも

[名］ ４

[名］ Ａ５８

[名］ 昔1３

流れ島。与那国の東北にある。海が静かな時にも白波が立っている。

nagaNsi： ナーガンシー ［名］

（地）西崎。ウブドゥマイ浜の近くの浅瀬。

nahanaNna ナーハナンナ［名］

手綱。nahanaNnakacimiti;手綱をつかまえて…。（昔182）

ナーナー［副］、ａ:、ａ：

各々。、a:､a:dusimutiku:;各々自分で持って来し､o

namusiナーヌシ［名］

名簿。

ナーヌス ［名］、ａ:ｎｕｓｕ

Ｎｌ５９

昔182

Ｔ

こ’００

９
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人数。名の数。

nariナーリ［名］

慣れ。習`慣。

､a:tｉナーティ ［名］

臨月。tttaraiとも言う。

naNナン ［名］

波。ｓｕ:janaNminuN;今日は波がない。

naNナン ［名］

（植）ナスビ＜ナス科＞ｏ

ｎａＮナン ［形］

長い。nasaNとも言う。

naNナン ［動］３Ａ型nasjaN

成す。…にする。dabiranasjaN;ペシャンコにした。susagunaN;強める。

naNナン ［動］３Ａ型nasjaN

生む。nasiti;生んで。（昔57）

naNbabusa ナンバブサ［名］

（植）キバナダンドク＜ダンドク科＞ｏ

ｎａＮｂａｔａ ナンバタ［名］

波打ち際。

naNburihiナンブリヒ ［名］

波の打っている所。環礁の波が強くぶつかっている所。

naNciNta ナンチンタ［名］

小さい状態。naNciNtanubasu;小さい頃。

naNcikiナンチキ［名］

（植）クワ＜クワ科＞ohanuti、naNcinukiとも言う。

naNcinukiナンチヌキ［名］

桑の木。hanuti-naNcikiとも言う。naNciNta;桑の実。

naNcinunaiナンチヌナイ［名］

桑の実。

ｎａＮｄａ ナンダ［名］

＜文＞銀。狂言にでてくる。

naNdaguciナンダグチ［名］

物を掛けたりする長い棒。衣桁、物干し竿など。

naNdu ナンドゥ ［副］

あまり。naNdut,ｕｎｕＮｄｕｍｕｎｕｋ，aninubiti;あまり人の言う事がきこえな

naNgiナンギ［名］

無173

こ１２０

生

生

Ｔ

生

２

Ｔ

３

生

１４

生

続8０

３

続7５

こ５

Ｓ１０

あまり人の言う事がきこえなくて…。

［名］

(S10）

Ｔ
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く新＞難儀。

［名］naNhiナンヒ４

（植）クチナシ＜アカネ科＞・実をたたいて、汁を米に入れて黄色に染めたりする。

naNka(1)ナンカ［名］昔2４

７日。１週間。

naNka(2)ナンカ［名］２

初七日忌。ｔ，anaNka;十四日忌。、i:naNka;二十一日忌。。u:naNka;二十八日忌。icinaNka;三

十五日忌。

naNku ナンク

（植）カボチャ＜ウリ科＞o

naNkuNナンクン

なびく。

naNnuhana ナンヌハナ

波涛。波しぶき。ubunaNとも言う。

naNnuki＊ ナンヌキ

（植）クチナシ＜アカネ科＞onaNhi参照。

naNtaguciナンタグチ

さお。物干しざお。naNdaguciとも言う。

naNtahama ナンタハマ

（地）ナンタ浜。船付場がある。

naNti ナンティ

小波。小さな波。

naNti ナンティ

糠（ぬか）を取る道具。

naNtimaci＊ ナンテイマチ

田の名。

naNtu ナントゥ

簿〈て平たい餅。

naNtuti ナントゥティ

何時。nainaNtutibaRainaiburukaia;今何時

[名］ 生

[動］１Ａ型naNtjaN＊ 生

[名］ こ７９

[名］ 植146

[名］ 素

[名］ ３

[名］ ３

[名］ 沖Ｉ

[名］ Ａ３８

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

何時。nainaNtutibagainaiburukaja;今何時頃になるかな。

nabaナバ ［名］

（植）キノコ。

nabiナビ ［名］

鍋。

nabiNdiruNナピンディルン ［動］

なめる。

Ｔ

Ｔ

6Ａ型nabiNdjaN 生
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nabiNta ナビンタ ［名］

焦げ。鍋などに焦げついている食べ物。

nabiNtaOusa ナビンタゲサ［名］

（植）田草の一種。平たくて、とげがあり、士に這うようにして生えてし

nabikabuciナビカブチ ［名］

鍋敷。

nabinuhiNgu ナビヌヒング［句］

鍋の墨。

nabira ナビラ ［名］

（植）ヘチマ。

nabiraNナビラン ［形］

すべっこい。nabirarudugurujaNgurirun;すべっこい所では滑りこける。

nabiutimunu ナピウティムヌ ［名］

熱い鍋を取る物。鍋つかみ。ワラやアダンのひげで作る。

nabuga＊ ナブガ ［名］

長若家。ウラ祭りをする家の１つ。

nabugudaja ナブグダヤ ［名］

（地）洞窟の名。サンニヌ台の近くにある。nabugunasadajatiとも言う。

nabugusudajati＊ ナブグスダヤティ ［名］

田の名。

naburuNナブルン ［動］２Ｂ型

からかう。ひやかす。

nabusa＊ ナブサ［名］

田の名。

naciナチ ［名］

夏。

naciNnaniナツンナニ ［名］

夏用の着物。

nacikasaNナチカサン ［形］

悲しい。涙ぐましい。

ナチマギ［名］nac1magl

夏負け。

nacimusikiナチムシキ［名］

旧暦の７月から１２月までの時期。

nacinumakura ナチヌマクラ ［句］

盛夏。

Ｔ

［名］

士に這うようにして生えていて、

沖Ｉ

士を固くする。

民

こ６９

生

Ｔ

Ｔ

ま２７

歴104

Ａ４１

素

Ａ３７

Ｔ

１

生

こ６９

Ｔ

１０
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nacira ナチラ［名］１ｔ

（植）マクリ＜フジマツモ科＞・海人草。虫下しの薬や飼料にする。

ナダ［名］沖Inada

（魚）うなぎ。

nadaniju ナダニユ ［名］Ｔ

ナタネ油。

ナダタルトゥ ［名］nadatarutuこ９９

有名な人。名士。

nadikiruN＊ ナディキルン ［動］６Ａ*型朧

く古＞なずける。他人の手柄を自分のものにする。

［動］６A剛nadjaNnadiruNナディルンこ６９

撫でる。

ナガ ［名］背２８ｎａｇａ

イ中。

［名］ナガＴｎａｇａ

中。。a:nagaNkihaiwari；（家の中に居て、タトから来た人に）どうぞ中にお入り下さい。

nagaNナガン ［動］３A1il1nagasjaN＊ 生

泣かす。

nagaNdija ナガンディヤ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

nagaNkaiナガンカイ［名］ま２６

祭りを途中で出迎える事。単に人を迎える時にも使う。

［名］nagaNsaNナガンサンこ１２６

陸まじい。仲が良い。

nagabja ナガビャ ［名］生

二番目の兄。女の言葉。

nagabjatiナガビャティ ［名］生

三番目の兄。女の言葉。

nagabuniナガブニ ［名］２

動物の背中。

nagabuta ナガブタ ［名］生

二番目のおばさん。

nagacidi＊ ナガチディ ［名］Ａ２７

田の名。

nagada＊ ナガダ ［名］Ａ５５

田の名。
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nagada＊ ナガダ［名］

（地）田の名。haiNdaN（南帆安）にある。イソバが開いえ

nagadaiナガダイ［名］

（地）祖納にある海岸の名。末尾の地図参照。

nagadara ナガダラ［名］

中くらいの大きさのmo

nagadatiナガダティ ［名］

仲人。

nagaduamitiナガドゥアミティ ［名］

（地）道路名。与那国小中学校の裏から集落までの間の道。

nagaduguiナガドゥグイ［名］

中休み。

naga9atikabusa＊ ナガカ゜ティカブサ［名］

＜古＞（地）溜め池の名。

nagahaNda＊ ナガハンダ ［名］

田の名。

nagahiNciナガヒンチ［名］

敷地と敷地の間などの境界。

nagahira ナガヒラ［名］

家の中心に一本ある太い柱。

nagaijaナガイヤ［名］

二番目のおじさん。

nagaijuナガイユ ［名］

（魚）ヤマトミズン＜ニシン科＞・体が細く長い。

nagairiナガイリ［名］

＜新＞仲入り。結婚の仲立ちをする人。nagadati参照。

nagakura ナガクラ ［名］

中身。魚、人間の中心あたり。腰のあたり。

．＊

nagamac1 ナガマチ［名］

田の名。

nagamacibari＊ナガマチバリ［名］

田の名。

nagamasuniナガマスニ ［名］

（地）旧島仲部落の東南にある丘陵地帯。

nagamiナガミ ［名］

－合桝。

［名］

イソバが開いた田と言われている。

［名］

歴7２

Ａ６０

Ｔ

生

歴102

単にnagaduとも言う。

沖Ｉ

歴101

Ａ４２

こ３８

Ｔ

生

沖Ｔ

Ｔ

昔9０

Ａ２７

Ａ４８

歴6５

生
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[名］nagamiduraciナガミドゥラチ

ザルの一種。目が中くらい。

nagamitiナガミティ

長い道。

．＊

ナガムイｎａｇａｍｕｌ

田の名。

ｎａｇａｍｕｔａ：＊ ナガムター

田の名。

naganaNナガナン

＜古＞目差の結所。subanaN参照。

naganada＊ ナガナダ

田の名。

ナガニｎａｇａｎｌ

二番目の姉。

naganiduraciナガニドゥラチ

ふるい（農具)。

naganiti ナガニティ

三番目の姉。

ナガヌイｎａｇａｎｕｌ

ﾎﾟﾛ解。

naganumaci＊ ナガヌマチ

田の名。

ｎａｇａｎｕｔａ ナガヌタ

満田原内の田の名。

nagaribuciナガリブチ

流れ星。nagarihuciとも言う。

nagarihuci ナガリフチ

流れ星。nagaribuciとも言う。

nagarimiN ナガリミン

流れ水。山水など。

nagatubaru＊ ナガトゥバル

田の名。

nagaujubi ナガウユビ

中指。

ｎａｇｌ ナギ

Ｔ

[名］ １６

[名］ Ａｌ８

[名］ Ａ４２

[名］ 歴1４

[名］ Ａｌ４

[名］ 生

[名］ 民

[名］ 生

[名］ こ’２５

[名］ Ａｌ８

[名］ 沖Ｉ

[名］ ４

[名］ こ’１８

[名］ ５

[名］ Ａ３３

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ
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中。車のような立体的なものの中。nagiNbuN;中に居る。

nagohwaakaナゴファーアカ ［名］

＜新＞米の品種。名護から来た米でとげがある。
＊

ｎａｇｕ： ナグー ［名］

田の名。

naguNナグン ［動］１Ｂ型

泣く。natiduburu;泣いている。

nagudaナグダ ［名］

二番目の兄。男の言葉。

nagudatiナグダティ ［名］

三番目の兄。男の言葉。

nagunagu ナグナグ ［副］

泣く泣く。anunagunaguda:garatuNdi;私は、泣く泣く家から出て…。

１６

Ａ２６

Ｔ

生

生

nagunagu ナグナグ

泣く泣く。anunagunaguda:garatuNdi;私は、

nagunubata＊ ナグヌバタ

田の名。

nagunukuci＊ ナグヌクチ

田の名。

nagurisaN ナグリサン

名残り措しい゜悲しい。

ナグサミnagusaml

慰め。慰安。

naguti＊ ナグティ

田の名。

naOaN ナカ゜ン

流す。

naOaNtui ナガントゥイ

長居。niuriとも言う。

naDadami＊ ナカ゜グミ

長患い。

naDamiti ナカ゜ミティ

（地）道路名。祖納部落の役場から東側の道。

ナキ・naO1

縦。

ナキ･naU1

長さ。kanaga;この長さ。anaga;あの長さ。

naUiruN ナキ゜ル

昔8１

[名］ Ａ５８

[名］ Ａ５７

[形］ 生

[名］ こ３

[名］ Ａ２６

[動］３Ａ型naOasjaN ３

[名］ こ６８

[名］ こ６８

[名］ ５

[名］ 生

[名］ １３

[動］６Ａ型naOjaN ３
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投げる。

naOita ［名］ナキ゜夕Ｔ

垂木。屋根の棟から軒にわたす材・

naUuNナク･ン ［動］ｌＣ型＊Ｔ

音がする。多くはnaDui-kiruNの形で使う。

naDuNナゲン ［動］ｌｃ型生

凪ぐ。波風が止む。

na9uN＊ナク゜ン ［動］ｌＣ型＊nadiutusjaN昔7６

斬り落とす。なぎ落とす。nadiutuba;斬り落とすが…。（昔76）nadiutusjaN;なぎ落とした。

（14）

naDuiナク･イ［名］Ｔ

音。反響。naDuikiranutaba;反響もなくて…。（昔202）
．＊

ｎａＤｕｎｌ ナク・ニ ［名］雁７３

＜古＞（地）古村の名。

naDuniuOaNナク･ニウカ゜ン ［名］２

ナウンニという拝所。

naUurimuN＊ナク･リムン ［名］資238

おちぶれた者。NmadisurunaOurimunuja;どこから来た放浪者か。

naUuriruN＊ナク･リルン ［動］資238

おちぶれる。naOuriaiguN;おちぶれている。

naiナイ［名］Ｔ

今。naibagiN;今まで。

ｎａｉ ナイ［名］生

植物の実。

naiナイ［名］沖Ｉ

苗。

［名］naiナイＴ

地震。

ｎａｉ ナイ ［助］６

…か。疑問の終助詞。hamibuiaranunai;食べさせてもらっているのではないか？uNninai；

ああ、そういう事か。

naiNkiナインキ［名］沖Ｉ

苗が水に埋まること。大水のため苗が水に埋まってしまうこと。

naibagasa ナイバガサ［名］９

青春。baiNdiとも言う。

naibagiナイバギ［名］沖Ｉ
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苗を分けること。

naiduiナイドゥイ

地震。単にｎａｉとも言う。

naigaranusatiナイガラヌサティ

未来。

naigatiナイガティ

今さっき。

naihahurutatiナイハフルタティ

苗から新芽が出てくること。

naikujasiナイクヤシ

苗を苗代から運ぶこと。

ｎａｉｍｕｎｕ ナイムヌ

果物。

nainuba ナイヌバ

今の場合。

nainuciruNナイヌチルン

苗のひげ。

nainuhaNsiナイヌハンシ

ー時逃れ。

naisikitiナイシキ

現在。ずっと前から今まで。naisikitiNc,u：

[名］ ９

[句］ こ９５

[副］ ７

[名］ 沖Ｉ

[名］ 沖Ｉ

[名］ 昔155

[句］ 昔183

[名］ 沖Ｉ

[句］ 続2６

[名］ ６

現在。ずっと前から今まで。naisikitiNc,u:kabuNdi;現在も大便をかぐ。（昔226）naisikitiN

uNniduisiburuju;今でもこのようにしているよ。（昔47）naisikitiNdakutubaciranuNdu;今

でも君の事忘れないよ。

naita9uiナイタク゜イ［名］沖Ｉ

苗取り。naituiとも言う。

naiurusiナイウルシ［名］Ｔ

苗おろし。

naiususihira ナイウスシヒラ ［名］昔283

木製のへラ。まいた籾を軽く押さえるのに使う。ナデイビラ（石垣島）も同じ用途をもつ。

１５－２０センチの苗を軽く抑えるのに使う。nasunarasihira、ｋｉ:hira;とも言う。

naiutiナイウテイ ［名］沖Ｉ

苗を適当な所に投げること。

ｎａｋａ ナカ［名］１

＜移＞舟の中間。

［形］nakaNsaNナカンサン７

仲の良い。kattaNとも言う。
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nakakagidaNナカカギダン ［名］

物などを下げるもの。

nakanuikuナカヌイク［名］

中乗りの漕ぐ權。

nakimuduaiナキーヌドゥアイ［句］

命名式。duaiはdwai、daiとも言う。

nakutja ナクテャ ［名］

（動）若い雄牛。

ｎａｍａ ナマ ［名］

（地）ナマハマのこと。久部良にある砂浜。

namaNguja ナマングヤ［名］

（地）祖納の東側にある海岸の名。kataNgujaとも言う。末尾の地図参照。

Ｎｌ４２

１

２

生

歴3５

Ａ６２

[名］nａｍａＮｍｉナマンミ

生爪。

namaNtarimunu ナマンタリムヌ

怠け者。

namaNtariruNナマンタリルン

だれる。namaNtariduburu;だるい。

namabura ナマブラ

暴れん坊。生意気。

namaciナマチ

酢のあえもの。なます。

namaciナマチ

狭く長い田。

．＊

ナマチｎａｍａｃ１

田の名。

ｎａｍａｈａｍａ ナマハマ

（地）久部良にある砂浜。ｎａｍａとも言う。

namakadaiナマカダイ

生臭い。

namamaiナママイ

十分実らない稲。

namamiNta ナマミンタ

二期作の出来ない田。一期作は必ずできる

namidaiナミダイ

７．８ｋｇ位の鰹。

こ７０

[名］ 資243

[動］６Ａ型＊ 生

[名］ 生

[名］ ５

[名］ 沖Ｉ

[名］ Ａ４２

[名］ Ａ６１

[形］ こ６７

[名］ 沖Ｉ

[名］ 沖Ｉ

－期作は必ずできるが、

ナミダイ

時期の雨が降らないと二期作が出来ない。

［名］３
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［名］namidaujubiナミダウユビ生

薬指。

namihaga ［名］ナミハガ沖Ｉ

苗の横幅。

namja ナミャ ［名］生

成長した雌牛。

［名］namja:a:tｉナミヤーアーティＮｌ２８

雌の小牛。

、ａｎａ ナナ［名］生

７（数詞)。

nanaciganiナナチガニ ［名］無４３

七つ鐘。鐘の鳴らし方の一つ。太鼓やどらのナナチガニで座開きを行う。

nanaju ［名］ナナユＴ

七世。後生では７回生まれ変わり、それで後生は終り本当の神様になると言われている。

nanakuta： ナナクター［名］

箱入り娘。七つ奥の部屋に閉じ込める程、娘を大事にすること。

nanami ナナミ ［名］

斜め。

nandurusaNナンドゥルサン ［形］

滑っこい。

naniナニ ［名］

ロース（豚肉)。棒肉。

ナラ ［名］ｎａｒａ

水がなし】谷間。

naraN ナラン ［動］３Ａ型

ならす。平たくする。

naraN ナラン ［動］３Ａ型narasjaN

習わす。narasiturasiwari;教えて下さい。

narabataruNナラバタルン ［動］２Ａ型

うつぶせになる。

narabiruNナラビルン ［動］６Ａ型narabjaN

並べる。

narabuN ナラブン ［動］ｌＤ型

並ぶ。

narasi ナラシ ［名］

説教。

１４

Ｔ

Ｔ

５

３

生

３

生

５

生

1
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nariナリ［名］１４

風習。ｃ，imanunari;島の風習。

nariNgata ［名］ナリンガタＴ

なぎなた。玉祭の時の神器。

narikiナリキ［名］３

流木。

nariku＊ ナリク［名］歴１６

＜古＞順風願い。

nariruNナリルン ［動］６Ｂ型ｎａｒｕＮＴ

慣れる。なれ親しむ。nariduburu;`慣れている。naigaranariruN;今から,慣れる。manaruN；

もう`慣れた。

nariruNナリルン ［動］Ｔ

流れる。uNniisigarajanariruNdu;そんなにすると流れるよ。

naruNナルン ［動］２Ａ型ｎａＮ３

（実が）なる。nainaranuN;実がならない。

naruNナルン ［動］５Ａ型ｎａｒａＮＴ

習う。

naruN（１）ナルン［動］２Ａ型ｎａＮＴ

成る。SuNnaruN;損になる。kurasiNkucisagunaruN;暮しも苦しくなる。

naruN（２）ナルン［動］２Ａ型ｎａＮＴ

出来る。dasanunaranubi;お腹がすいてしょうがなくって…。batakarinaranuNga;お腹が

ひもじくてしょうがないが。（昔21）biNdinaranuN;飽きてどうしようもない。

naruN＊ ナルン ［動］２Ａ型ｎａＮ３

鳴る。nati;鳴り響く。（昔169）

narubaNナルバン ［接］Ｔ

それなら。では。narubaNitakumaNkisuiku;では、ここへ連れて来なさい。（昔66）

ナサギ［名］lnasagl

情。人情。nasagiminuN;`|青がない。
．＊

ｎａｓ１ ナシ ［名］植１４３

（植）ナス＜ナス科＞o

nasiabuta ［名］ナシアブタこ３７

実母。産みの母。

nasidiciナシディチ ［名］昔178

産み月。臨月。

ナシイヤ［名］こ３７nas11ja

実父。

Hosei University Repository



260

[名］nasimaiナシマイ

分娩。

ナスｎａｓｕ

苗ｲﾋ。

＊

ナスｎａｓｕ

田の名。

nasubari＊ ナスバリ

田の名。

natasugu ナタスグ

（地）祖納、与那国小中学校の近く。

natibiNナテイピン

（葬式の時の）泣き人。

natikuiナティクイ

泣き声。

natimiナティミ

泣き虫。

natimunuiナテイムヌイ

泣き言。

naturi＊ ナトゥリ

（植）ナタオレ＜モクセイ科＞・「なたが折れる」

２

[名］ こ６７

[名］ Ａｌ３

[名］ Ａ５２

[名］ 歴105

[名］ 生

[名］ １

[名］ 生

[名］ こ６８

［名］

の意。

［助］

植128

Ｔ、1

…だけ。turarirunituri;取られるだけ取れ。ＮｄａＯａｃ'urunitamiri;あんたが知っているだけ

教えなさい。

二 ［助］Ｔ

…で。場所を表わす格助詞。

二 ［助］１４

…に。時を表す格助詞。iciikanijakumaNkiduraidua:reja;何月何日には、ここに集合しなさ

い。（昔223）

二 ［名］生

傍。

二 ［名］Ｔ

子（十二支の一つ)。

二 ［名］Ｔ

荷。

二 ［名］１４

根もと。重箱や折詰の最下段に置いた物にもいう。

、I

ｎｌ

、l：

、l：

、l：

ｎｌ：
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nibai＊ ニーバイ ［名］ 昔７６

＜新＞花壇。

､i:damuciニーダムチ ［名］ 昔１９

寝ぼう。

､i:diriニーディリ ［名］９

我慢。、i:diriju;我慢しなさいよ。

nihuNnaiニーフンナイ ［名］９

荷作り。、i:huNnaikiruN;荷作りする。

ｎｉｋｉ＊ ニーキ ［名］ 昔213

覗くこと。

､i:rakasikiニーラカシキ＝［名］=

地下堀り起こし。、i:raukusiとも言う。

､i:tuiニートゥイ ［名］６

髪をたばねること。maNkiとも言う。

､i:tuiニートゥイ ［名］Ｔ

音頭とり。NnuNnuni:tui;太鼓の音頭とり。

ｎｉＮニン ［連言吾］Ｔ

…でも。ｎｉ（場所を表す格助詞）＋Ｎ（係助詞）が融合形。tumajaniNdwaiki;泊屋でも祝

いをし…。（昔4）

niNbaraニンバラ ［名］生

北側。niNbataとも言う。

niNbataニンバタ ［名］１４

北側。niNbaraとも言う。

niNbuciニンブチ ［名］こ７５

念仏。

niNbuciuduiニンブチウドゥイ［名］ 無１７

念仏踊り。

niNdiニンディ ［名］ｌ

眠り。

niNduニンドゥ ［名］Ｔ

２０（数詞)。

niNduニンドゥ ［名］Ｔ

人数。ubuniNdu;大人数。

niNduNニンドゥン ［動］ｌＤ型niNdjaN生

眠る。niNdaritana;眠られたか。

niNgaciニンガチ ［名］Ｔ
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２月。

niNgacicigaNニンガチチガン ［名］２

二月彼岸（春期の彼岸)。

niNgacikadimajaニンガチカディマヤ［名］Ｔ

台湾坊主。旧暦の２月頃の風向きが急に変る風。台湾北方の東シナ海に発生する低気圧のた

めに生ずる。単にkadimajaとも言う。

niNginiNgiニンギニンギ ［慣］５

握り、握り。幼児に手を握ったり開いたりさせる時にいう。

niNgiNニンギン ［名］昔１１４

人間。niNgiNjatucitutiN…;人間は年老いても…。

niNguruニングル ［名］９

恋愛。

niNkuニンク ［副］昔１０２

…と同時に。…するやいなや。nikiduniNku;着いてすぐに。

niNsaNニンサン ［形］生

遅い。、iNsabitiNkudibagiNsijakaisikuN;おそくても９時までには帰ります。（沖48）

nisaNとも言う。（９）

niNsiruNニンシルン ［動］６Ａ型niNsjaNl

寝かす。niNsimiruN;寝かせる。

niNtanuニンタヌ ［名］こ７５

眠け。ninubuikiとも言う。

niNtuニントゥ ［名］こ２１

賀詞（年頭の挨拶)。

niNusiニンウシ ［名］昔５６

念を押すこと。niNkagiutuguN;念を押す。

nibaNmita ニバンミタ ［名］２

二番鶏。

nibaiニバイ［名］生

屋敷の神。各屋敷の東の隅にある。

nibariニバリ ［名］生

根。

nibatiニバティ ［名］素255

むかつくこと。はきけをもようすこと。nibatikiruN;むかつく。nubahaitinibatikibu9a;何

を食べてむかついているのか。

nibiニビ ［助］Ｔ

＜古＞…で。場所を表わす格助詞。minaganibiaNbiduburu;庭で遊んでいる｡
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nibiduニビドゥ ［副］ｌ４

たいてい。おおかた。

nibitiニビティ ［名］続８３

結婚。

nibitidaiニビティダイ［名］生

結婚式。米ｌ升、塩ｌ升、酒ｌ升、餅、御馳走を入れた重箱を持って嫁を迎えに行く。嫁の

家では、花重箱と塩と酒を飾って待っておく。

nibuニブ ［名］生

ひしゃく。

nibutuニブトゥ ［名］生

おでき。agaciNkaとも言う。

niciニチ ［名］生

北。

niciNdaNニチンダン ［名］Ａ９

（地）北帆安。

nicikaNda＊ニチカンダ ［名］Ａ３６

田の名。

nicikadiニチカディ ［名］４

北風。

nicimimiti＊ニチミミティ ［名］Ａｌ９

田の名。

nicinada＊ニチナダ ［名］Ａｌ８

田の名。

nicinanaciニチナナチ ［名］生

北斗七星。

nicinusuniニチヌスニ ［名］Ａ６５

与那国島の近海名。漁場の一つで、そこの海底はＭ上がっていている。ｓuni;陸棚。

nicitagata＊ニチタガタ ［名］Ａ２１

田の名。

niciuranuニチウラヌ ［名］Ａ８

（地）北浦野。与那国町内の字名。

nidaニダ ［名］Ｔ

寝床。ｕｎｕｎｉｄａｃ，idimitigarairanuna;この寝床をかたづけてからしないか。

nidairabutaニダイラブタ ［名］沖Ｔ

（魚）アカグチブダイ。

nidamaニダマ ［名］９
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寝ている様子。

nidamutinasiニダムテイナシ ［名］生

嫁入りの祝い。昔は、現在のような結婚式はせず、二人が仲良くなると男は女の家へ通い、

仕事の手伝いなどする。その内妊娠すると、両家の正式の話し合いを持ち、嫁が婿の家に行

く。その時、親類が家に集まり、嫁入りの祝いをした。

nidiニディ ［名］生

右。

nidiNtu ニディントゥ ［名］続１５

甘いもろみ。niriNtu;甘酒。

nidiruNニディルン ［動］６Ａ型nidjaNl

つれる。

nidiruNニディルン ［動］６Ａ型nidjaN生

忍ぶ。

niduNgusa ニドゥングサ［名］沖Ｉ

田の２回めの草取り。現在は、殆ど一度しか草取りしない。

nidukasiニドカシ ［名］沖Ｉ

２度めの耕作。

nidukiニドゥキ［名］沖Ｉ

田の２度めの耕作。

niduriニドゥリ［名］１

寝ぼけ。

．＊

ｎｌｇｕ ニグ［名］黒６５

にきび。

niguraNニグラン ［形］生

恐ろしい。niguraruta;恐ろしいほど。（昔179）nigurarukutu;大変なこと。nigurarucimi；

大罪。に52）nigurarubuNdi;大恩。

nlguranlgura ニグラニグラ ［副］昔7６

恐る恐る。niguraN;恐ろしい。

nlOal 二カ゜イ［名］こ６

願い。大願。

niUaidati二カ゜イダテイ ［名］

願い立て。niOaidatiki:ｃ，arirutasi;願い立てをして祈っていると…。

niOaiDutu ［名］二カ゜イク･トゥ１

願い事。

［動］５Ａ型niDaN＊niDuNニク・ン生

く稀＞願う。多くはni9aikiruNと言う｡
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nikiニキ ［連語］Ｔ

…のようにして。…ふりで。ｎｉ（さま）＋kｉ（して)。bagarunikiNduNna;わかったふりで

言うな。duNsanikit，uNkitaduNna;巡査のように、人に尋ねるな。

nikimaiニキマイ ［名］生

２期作。

nikiruN（１）ニキルン ［動］６MnikisuNT

着く。近付ける。nikirutamuNduki；（家に）着くとすぐけんかして…。maibitatinikiri;も

う少し近付けなさい。nikisuOadanit，uburanuN;着いたが家に人が居ない。ｃ，i:muiburu

basunisugunikisutaN;火が燃えている時にすぐ到着した。

nikiruN（２）ニキルン ［動］６Ａ？１４

着〈。nikirja;行ったら。（資）niki;着く。（昔102）nikituNdisuN;やっと出て来た。（NllO）

nikuニク ［名］５

＜新＞肉。ucinuniku;牛肉。maniku;赤肉。ｗａ:nuniku;豚肉。

nikumuNニクムン ［動］１，＊ １４

憎tfo

nimunuiニムヌイ ［名］こ７５

寝言。

nimutiニムティ ［名］生

妊娠していること。

nimutiニムティ ［名］Ｔ

荷物。

nimutuニムトゥ ［名］９

根元。

ninubuguニヌブグ ［名］沖Ｉ

藁製の敷きもの。米、もろみなどを干す時に下に敷く。戦後しばらくからしなくなった。

ninubuiニヌブイ ［名］生

いねむり。

ninuguriruNニヌグリルン ［動］６Ａ＊ １４

つまずいて転ぶ。ninuguritiwataba:;転んでいたので。

ninuhaニヌハ ［名］Ｔ

北の方。子（ね）の方向。

ninuhaNnuNニヌハンヌン ［名］Ｔ

（家の）北の隅。

ninuhagaNニヌハガン ［名］歴４８

ニヌハ神。病気の時、祈願する。ninuhagaNtati;病気の祈願をして。

ninuhahuciニヌハフチ ［名］生
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北極星。この星を星の王、生命を生んだ星と言い、病気や心配事のある時に祈る。

ninumaiニヌマイ ［名］生

寝てあがくこと。

ninumusaニヌムサ ［名］沖Ｔ

（魚）シマハギ。体に５本くらいの横しまがあり、尾の根元に小さなトゲがある。

ninutinuci＊ニヌティヌチ ［名］歴135

＜古＞口港御嶽の神名。

niraニラ ［名］生

ニライ。海のかなたの神のいる所。安堵の島とも表現する。

．．＊

nlramac，ニラマチ ［名］ 芸

ニライの祭り。ニライの神が鎮座まします毎年３月３日、５月４日に行われる祭り。

niriNtuニリントゥ ［名］生

味りん。餅米で作った酒。調味料。薬となる。

nirimunu＊ニリムヌ ［名］こ３７

漆器。

niruNニルン ［動］６Ａ＊ｎｊａＮ(5),ｎｊｕＮ(T）５

煮る。

nisaニサ ［助］Ｔ

…ですね。軽い疑問を表す終助詞。waruNnisa;お帰りなさい。「お帰りになったんですね」

の意。（資352）

nisaiニサイ ［名］歴

若者。男前の人。

nisiNnaニシンナ ［名］３

荷縄。牛や馬に荷物を運ばせる時に使う縄。

nisimakaニシマカ ［名］Ａ７

（地）西百嘉。与那国町の字名。比川と祖納の間にある池間牧場の一部。

nisumaciニスマチ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

nitakita＊ニタキタ ［名］こ５３

類（たぐい)。似たもの。

nitamuN＊ニタムン ［動］ｌＤ＊こ７５

妬む゜

ｎｉｔｉニティ ［名］Ｓ６７

日数を数える助数詞。itiniti；１日。

niuriニウリ ［名］ 続２６

長居（いつまでも坐る)。根をおろすの意。nagaNtuiとも言う。
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niurusidaiニウルシダイ ［名］

（地）馬鼻の少し西にある海岸の名。末尾の地図参照ｄ

ｎｕ ヌ ［助］

…の。ujagiNtunuagami:tu;金持ちの子供と…。durunumi;夜の目。（bl92）

nＭN)｡ｉ ヌレ)デイ ［副］

何故。

、ｕ： ヌー ［名］

野原。牧場。

、ｕ： ヌー ［名］

何。何の。ｎｕ:unani;何の着物。、u:ka;何よりも。ｎｕ:ja;何か。

ｎｕｂｉｒｕ ヌービル ［名］

（植）ノビル＜ユリ科＞o

nuhatagi ヌーハタギ ［名］

作物を作らずにいる畑。

ｎｕｍａｉ ヌーマイ ［名］

玄米。

ｎｕｎｉＮｋｕ:niN ヌーニンクーニン ［副］

何もかも。すべて。、u:niNku:niNaNgadubarasaru;何もかも私が悪かった。

、ｕ:ｎｕｋｕｎｕ ヌーヌクーヌ ［名］

あれこれ。なんとかかんとか。

ｎｕｍｕｔａ＊ ヌーヌタ ［名］

田の名。

ｎｕｒｉ ヌーリ ［名］

呪い。

ｎｕｔａ ヌータ ［名］

荒地になっている田。

ｎｕＮ ヌン ［名］

（昆）ノミ。

ｎｕＮ ヌン ［名］

龍巻。

ｎｕＮ ヌン ［副］

何も。、u:NkiranuN;何もしない。nuNharirumunuminuNkaja;何も食べられる

かな。

nuN ヌン ［助動］

…しない（打梢をあらわす)。NnanuN;見ない。

［動］４Ａ型nusjaNnuN ヌン

Ａ６１

昔148

１

生

Ｔ

職202

１

生

昔8５

昔5５

Ａ４５

昔120

沖Ｉ

Ｔ

こ５４

Ｔ

ものはない

昔225

Ｓ２７
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治す。ikaijunusiNdiduuNnaniitijamudui］

行っては戻りして…。（S27）

ｎｕＮ ヌン

直す。

ｎｕＮ ヌン

縫う。

nuNbaru ヌンバル

崖葬の場所。ていんだぱな一帯の部落跡に（

ｎｕＮｋｕＮ ヌンクン

何もかも。

ｎｕＮｎｉ ヌンニ

どんなに。

ｎｕｂａ ヌバ

（植）コケ。

nubaN ヌバン

伸ばす。kucibuninubai;背中を伸ばせ。（T）

ｎｕｂｉ ヌビ

坂。

ｎｕｂｉ ヌビ

首。

nubiamiti ヌビアミティ

坂道。

nubicidi ヌビチディ

首筋。首の後部の筋。

nubisagai ヌビサガイ

首つり。

nubitiNka ヌビティンカ

首が短い人。

nubudasa＊ ヌブダサ

（植）ホルトノキ＜ホルトノキ科＞o

nubusiaOai ヌブシアカ･イ

逆上がること。

nucaN ヌツァン

温かい。

nuci（１） ヌチ

主。arudiとも言う。

itijamuduimuduiti;胃カイヨウ1台しに沖縄に行っては戻り、

[動］４Ｂ型nusjaN ３

[動］５Ｂ型ｎｗａＮ 生

[名］ヌンバル

ていんだぱな一帯の部落跡にある拝所。

歴3３

[副］ 資2４

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[動］３Ａ型nubasjaN ３

[名］ 生

[名］ 生

[名］ ５

[名］ ５

[名］ 続8０

[名］ 続2８

[名］ 植9４

[名］ こ７７

[形］ 生

[名］ 昔179
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［名］
．＊

ヌチｎｕｃ１

十山御嶽の神名。ｃ，imaganiNso:darumimimatanuci

nuci(2)ヌチ ［名］

神。haimiubudagi･ubuihuci･nuci;比川の神名。ijuNirimisati･tuNdabani･nuci；

名。（歴136）

nucibakari＊ ヌチバカリ ［名］

主別れ。祭りの終わりに宇良部岳を礼拝し、神と別れること。

nucimuNヌチムン ［動］ｌＤ型nucimjaN

盗む。

nudaヌダ ［名］

涙。minudaとも言う。

nudatiヌダティ ［名］

（植）雑草の－種で、節がある。とても強い草。田んぼにはえている。

nudatiヌダティ ［名］

（植）ハイキビ＜イネ科＞o

nudiNdimunu ヌディンディムヌ ［名］

抜き出た者。傑出した者。

nudiNnuNヌディンヌン ［動］１，型

のぞきみる。

ｎｕｄｉｄａｍａ ヌディダマ ［名］

曲玉。玉祭の時の神器。

nudimuNヌディムン ［動］ｌＤ型nudimjaN

望む。

nuduヌドゥ ［名］

咽喉（のど)。

nudunuhikka ヌドゥヌヒッカ ［句］

食道。咽の穴。

nugaNヌガン ［名］

米ぬか。

nugaNsiduraciヌガンシドゥラチ ［名］

ザルの一種。目が細かく、米ぬかなどを取る時に使う。

nugiruNヌギルン ［動］６Ｂ型nuguN

抜ける。nugiri;抜けなさい。

nuguNヌグン ［動］１，型nutjaN

ぬく。（糸などを）穴に通す。

nuguNヌグン ［動］４Ａ型nugusjaN

雁135

膝136

久部良御嶽の神

０

３

生

１５

Ｔ

昔1８

１５

Ｔ

３

Ｔ

続110

沖Ｉ

Ｔ

こ５５

1

３
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残す。

nugudiヌグデイ ［名］生

のこぎり。

nugumuNヌグムン ［動］ｌＤ型nugumjaN３

ぬくもる。

nuguruNヌグルン ［動］２Ｂ型ｎｕｇｕＮＴ

残る。

ｎｕｇｕｓ１ ［副］ヌグシＴ

どう。どのように。nugusi＋iti（して）が融合してnugusitiとなる。nugusisudatirarir‐

ukuja;どうしたら育てられるかな。（昔27）tubujanugusitikuruNga;豆腐は、どうして作

るのかね。、u:gusiarubaN;どうあっても。何とかして。（昔91）

ｎｕｇｕｓ１ ヌグシ ［副］昔７５

何とかして。、u:gusiarubaNki:ujasidu:ｋｉ:rariruNdi:umuiti:;何とかして供養してあげたいと

思い。

ｎｕｇｕｓ１ｎｕ ［句］ヌグシヌＳ５６

どのような。

nuOaNヌカ゜ン ［動］３Ａ型nuDasjaN３

抜かす。

［動］６Ａ*型nuOariruNヌカ゜リルンこ８８

＜稀＞逃れる。免れる。nuOaiNdagiaN;逃れそうである。

nu9uNヌク゜ン ［動］ｌＣ型nudjaN２

脱ぐ。

．＊

ヌイ［名］資２５６，ｕ1

余分｡物の寸法や量などを多く見積ること｡usaijaibinuiNdasik'uriju;料理は少し余分lこ(見

積って）作りなさいsakiNkimiNiritinuiNdai;酒に水を入れて量をふやしなさい。

［名］nuimiヌイミ生

糸。

［名］nukadiasiヌカディアシ３

与那国ミンサーの模様の１つ。「互い運いに－歩一歩行こう、ずっと連れそいましょう」と

言う意味がある。

nukiNku＊ ヌキンク［名］植７８

（植）上ラミカンコノキ＜トウダイグサ科＞o

nukoitamuinuci＊ ヌコイタムイヌチ［名］歴136

帆安御嶽の神名。元の島仲の拝所。

nukunukiヌクヌキ［名］歴145

遙拝所。ティンダバナの東側にある水の霊所。
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numinatinutati＊ ［名］ヌミナテイヌタテイＡ２３

田の名。

［動］１，型numjaNnumuNヌムン生

飲む。

［名］枢１
．＊

ｎｕｎａｃ１ｒａ ヌナチラ

（植）ミズスギ＜ヒカゲノカズラ科＞ｏ

ｎｕｎｕ ［名］ヌヌＴ

布。

nunukutu ヌヌクトゥ ［句］昔176

何の事。

ｎｕｎｕｍａｔｉｄａｍａ ［名］ヌヌマティダマ３

経巻台。

ｎｕｎｕｕｉｔｕ ヌヌウイトゥ ［名］続５２

布を織る人。織り子。

nuriヌリ［名］沖Ｉ

（田など|こに）浮いている泥。田の代かきをした後、沈澱せず浮いている土。nuriNtuN;土

が沈んだ。

nuriヌリ［名］Ｔ

海苔。

nuriヌリ［名］続175

糊。

ｎｕｒｉＮｍｕ ヌリンム ［名］生

白い雲の上をゆっくりと動く雲。

［名］nuridaiヌリダイＡ６０

（地）久部良にある海岸の名。末尾の地図参照。

nuriruNヌリルン［動］６Ｂ型nuruN生

濁る。

nuruNヌルン ［動］２Ｂ型nwaN３

乗る。

nuruNヌルン ［動］２Ｂ型ｎｕＮ生

（天気や病気が）治る。

［動］２B*型nuruNヌルンＴ

（となえごとを）宣くる。

nuruNtaiヌルンタイ［形］特殊生

ぬるい。nuruNtaiduburu;ぬるい。

nurudamiヌルダミ［名］続1７
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なんとなく体の調子が悪いこと。

nurugaNヌルガン ［名］Ａ６１

（地）海岸の名。比川と久部良の間にある。末尾の地図参照。

nuruUaNヌルカ・ン ［名］３

（地）ヌルガン。北風が吹く時は、ここに船を入れる。

nusikataヌシカタ ［名］８

治し方。daminududuとも言う。

nusiruNヌシルン ［動］６Ａ型nusjaN５

乗せる。載せる。

nusituヌシトゥ ［名］Ｔ

泥棒。

nusudaci＊ ヌスダチ ［名］Ａ２９

田の名。

nusukuヌスク ［名］Ａ８

（地）野底。与那国町の字名。nukkaとも言う。

nuta：ヌタ ［句］ｌ５

どうした。nuta:aganiNta:ja;どうした、子供達は。ｎｕ（何）＋itａ（した）の複合形。

nutiヌティ ［名］Ｔ

命。

[名］nutiヌテイ

土台。siranunuti;いなむらの土台。（昔95）

nutidama ヌティダマ

貫き玉。曲玉。

nutidu ヌティドゥ

命中。一生。

nutigabu ヌティガブ

寿命。「命」を美称的に表現した語。

nutikagiriヌテイカギリ

命の限り。懸命に。hanaisiki、umihamaiとも言う。

nutikasiヌティカシ

緯糸。織物の横糸。単にnutiとも言う。

nutimuNヌティムン

命拾い。nutimuisuN;生きかえる。

オーＯ：

はい（目上の人Iこ対する返事)。ｕ:とも言う。

obu オブ

１４

[名］ 生

[名］ 続2５

[名］ こ４０

[名］ ６

[名］ ３

[名］ 昔155

[感］ Ｓ５６

[名］ ５
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く幼＞水。ｂｕとも言う。

ｐａシバ ［名］生

鍵。sasinup，ａとも言う。

p'aＮシパン ［動］３Ａ型ｐ'asjaN 生

（魚に餌を）食わす。

p，aNdaNパンダン ［動］３Ａ型paNdasjaN２

外す。はなす。もつれたものなどを外す。haNdaNとも言う。

p，aNdiruNパンディルン ［動］６Ｂ型ｐ，aNduN生

外れる。

p'aNmiOaiツパンミカ゜イ［副］Ｓ３５

急に。どんどん。パンと音をさせる。ｐ'aNmiOaiaOaiti;どんどんあがって。

ｐ,aNparaツパンパラ ［名］こ１３

御転婆（おてんば)。

p，aOaiツパガイ［名］Ｔ

鍬。刃ぐわ。

［名］p，akui？ツパクイＴ

腐卵｡卵が孵化せずに腐りかけていること｡kunukaiUujap，akuidubuibihaninu;この卵は腐っ

ていて食べられない。

p，anaＮ＊シバナン ［名］歴９９

＜古＞焼物の名。アンナンのことを、ｐ'anaNと言う。＊

ｐａｐａシパパ ［名］４

（植）ツワブキ＜キク科＞ｏ

ｐａｐａシパパ ［名］植１０５

（植）コウトウシュウカイドウ＜シュウカイドウ科＞・

０＊

ｐａｐａツパノｆ ［名］植164

（植）ツワブキ＜ツワブキ科＞ｏ

ｐ，asabi-kiruNツパサビキルン ［動]6A型生

甘える。

pasaguツパサグ［名］歴７２

狭い所。狭い空間。

［名］p'asagutiツパサグテイＳ５９

狭い間（すきま)。

p，asiツパシ［名］沖Ｉ

稲こきをすること。
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p，atai-kiruNツパタイキルン ［動］６A,型

く新＞死ぬ。ｐ，ataiは戦後フィリピン人から入ってきた語。

Ｓ２７

[名］ｐｅｐｐｅツペッペ

＜幼＞汚いこと。

p'idisiツピディシ

礎。

p，ikutaNti＊ ツピクタンティ

（植）ハマビワ＜クスノキ科＞ｏ

ｐ，imiNtaiツピミンタイ

湿気のある状態。

p，imiNtaruNツピミンタルン

しめる。pmiNtaiduburu；しめっている。

p，iraNツピラン

ぺしゃんこにする。

p,iraNkaNツピランカン

ぺしゃんこにする。ｐ，iraNとも言う。

p，iriruNツピリルン

ヘこむ。くぼむ。

p，isiNkoツピシンコ

菓子の一種。

p，isiNkoitaツピシンコイタ

ピシンコの型を取る板。

pluc，ツピウチ
ワ●●

火臼。マッチが使用される以前、木を回！

５

[名］ こ５

[名］ 植4１

[名］ 続1０４

[動］２A型 Ｔ

[動］３Ａ型ｐ，irasjaN＊ Ｔ

[動］３A型 生

[動］６Ｂ型ｐ，iruN Ｔ

[名］ 民

[名］ 民

[名］ 生

火臼。マッチが使用される以前、木を回転させて火をつけていたが、その器具のこと。

ｐｏ：ツポー ［名］５

＜幼＞おなら。

［名］ｐｏｐｏ：ツポーッポーＴ

食べ物の一種。メリケン粉を水でこれた物を平たく焼いた物。

p，oNpoNツポンポン ［名］５

＜幼＞腹。

p，uＮ（１）ツプン ［動］５B*型ｐＷａＮ 生

吸う。しゃぶる。ｃ，i:ｐ，uN；（赤ん坊が）乳を吸う。ｐ，uiturN;吸い取る。ｃ，i:puramiri;乳１吸う。しゃぶる。ｃ，i:ｐ，uN；（赤ん坊が）乳を吸う。ｐ，uiturN;吸い取る。ｃ，i:ｐ，uramiri;乳を吸

わせなさい。（何故ｐ'amiriでないのか？）

p１ｕＮ（２）ツプン ［動］５B*型ｐＷａＮ 生

（魚が餌を）食う。naigarap,uhadidu;今から食うはずだヨ。

p，uicuNツプイツン ［動］1,型ｐ，uicjaN lO
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かみつく。くいつく。ｐ，uicariruN;かみつかれる。

p，ukaツプカ ［名］生

ほおずき。ほおずきの実をから(こして、口に含んで鳴らすようにしたもの。

p，umiruNツプミルン ［動］ｌＤ*型ｐｍｊａＮＴ

（口に）くわえる。ふくむ。inujanikudup,umitiaitarasikaiti;犬は肉をくわえて走って帰っ

て…。（昔54）ａ:ｎｕｃｉＮｐ，umikinuhikaNtaNkitamiututi;粟の粒をくわえ、木の穴などに貯

めておき…。（昔219）

p，uｍｕＮツプムン ［動］ｌＤ型ｐｍｊａＮ 昔５４

くわえる。inujanikudup'umiti;犬は肉をくわえて…。（昔54）

pupunudiツププヌディ ［名］続７４

吸血療法。コップに４５度の酒を入れて火をつけ真空にして肌につけて汚血を吸いとる。打

ぼ〈や血圧の高い人によくきく

p，uruNツプルン ［動］２Ｂ型ｐＷａＮ２

しゃぶる。ujubipnruna;指をしゃぶるな。

p１ｗａＮツプァン ［形］生

渋い。バナナのまだ熟していない渋さ。

padujaパードウヤ［名］昔222

（鳥）パアー鳥。和名不明。ｐapa:Ndipa:dujanaiagamidumicuki:;パアーパアーと（言って)、

パー鳥になり、子供を見つけ…。

＊

pasaguパサグ ［名］Ａ２８

田の名。

pasagutati＊ パサグタティ ［名］Ａ２６

田の名。

pasaguti＊ パサグティ ［名］Ａ３６

田の名。

ピーリ ［形動］無ｌ７６ｐｌｒｌ

ぺちゃんこ。batapi:rinaruN;おI夏がぺちゃんこになる。

pjakkiNピャッキン ［名］昔145

親雲上。

puruDiruNプルキ・ルン ［動］６Ａ型puruOirjaN昔８６

抜け落ちる。kaNgibu:ruagamiOapuruOisutaba;背中の子供が抜け落ちたので。

ｒｉ ［辞］６

距離を測る単位。里。itiri;－里。

riruNリルン ［助動］特殊４

…できる。可能の助動詞。ｋ,ariruN；聞くことができる。ｋｕ:ｎｕｔ，uNtuNujaninuNki

butaNsuja;*線香の一本すら上げられなかったんだね。（昔73）
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ｒｉｓｕｋｕ リスク［名］

＜新＞利息。

ｓａ サ［助］

よ。でしょう。

ｓａ： サー［名］

お茶。

ｓａ： サー［名］

自分。ｓａ:t，uisijamutuNha:ninu;自分一人では全然食べられない。

sadaiサーダイ［名］

お茶代。集まりの時の茶菓子代。

sa:dｉサーディ ［名］

看板員。ドナイドの中で演じられる役名。

sagaiサーガイ［名］

死んだ人の御使い。

＊
ｓａ:ｍａ サーマ ［名］

寄り目。

ｓａｒａ： サーラー［名］

（魚）マサワラ。カマスサワラなどの魚。体が細く長い。

saNサン ［名］

（植）サンゴジュ＜スイカズラ科＞・葉は猛毒である。

saNサン ［動］３Ａ型

差す。注ぐ。ujabisisaN;指で差す。ｍｉＮｓａＮ;水を注ぐ。

saNbaru サンバル ［名］

（地）さん原。桃原部落の近く。

saNbarukuruサンバルクル ［名］

（地）サンバル香炉。ムヌン祭後の祈願であるドムヌムヌン祭りＩ

こ１１８

１５

生

７

(昔221）

４

無3３

２

黒4６

沖Ｔ

生

生

Ａ７

無６

（地）サンバル香炉。ムヌン祭後の祈願であるドムヌムヌン祭の行われるところ。

saNbaruma:tｉサンバルマーティ ［名］

（地）サンバル牧場。

saNbiruNサンビルン ［動］６Ａ型saNbjaN

くくる。

saNbjakiサンビャキ［名］

ライ病。

saNcira サンチラ ［名］

（植）サンキライ＜ユリ科＞o

saNdaNサンダン ［名］

三反。

歴7２

芸

生

Ｔ

資
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saNdaiサンダイ［名］Ｔ

神仏に供えた御馳走のおさがり。

saNdakubu：サンダクブー［名］生

３尺棒を使ってする棒踊り。１人、２人組、３人組の各種がある。３尺棒と鎌との組み合わ

せもある。

ｓａＮｄｉＮｓｕ ［名］サンディンスこ’ｌ

易者。ユタ。

［名］saNduサンドゥT

30o

saNdukiサンドゥキ［名］沖Ｉ

田の三度めの耕作。

［名］saNgaciサンガチＴ

３月。

saNgacisaniciサンガチサニチ［名］生

女の子の節句。旧暦の３月３日、女の人は浜におり、潮で足を清める。

saNgwana サングァナ［名］続３１

色きちがい゜好色女。

saNkuNサンクン ［動］ｌＡ型昔４４

引き連れる。引っ張って歩く。biNgajabu:santimamatuNditi;男は麻糸を引いたまま出て…。

（昔44）NmasaNkuNnisaNtiaiganutut，unaranuN;馬を引っ張るように引っ張って歩かない

と、（一人前の）人間にならない。

［名］sａＮｍｉＮサンミンＴ

計算。

［名］saNniサンニ４

（植）ゲットウ＜ショウガ科＞・

［名］saNniciサンニチ２

死後三日月の供養。

［名］saNninudaiサンニヌダイＴ

（地）奇岩怪石の名勝地。

［名］saNnuhaサンヌハＴ

南西の方角。申（ざる）の方向。

［名］saNnuhaNnuNサンヌハンヌンＴ

（家の）南西の隅。

［名］saNnuhakadiサンヌハカデイ４

南西の風。

saNsa サンサ［名］生
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（昆）セミ。

saNsatuiサンサトゥイ［名］

セミ取り。昔はbiDinuha（くわず芋の葉）で作った。

ｓａＮｓｕ サンス ［名］

（植）サンショウ＜ミカン科＞o

saNtiサンティ ［名］

三味線。

ｓａＮｔｉｎｕＮｍａ サンティヌンマ ［句］

三味線の駒。

saNtinudiba サンティヌディバ ［句］

三味線のねじ。

saNtinumidiru サンテイヌミデイル ［句］

三味線の雌弦。

saNtinunagadiru サンテイヌナガディル ［句］

三味線の中弦。

ｓａＮｔｉｎｕｓｕ サンティヌス ［句］

三味線の竿。

saNtinuu:ｄｉｒｕ サンティヌウーディル ［句］

三味線の雄弦。

saNurusiサンウルシ［名］

山おろしの風。saNurusikadiとも言う。

saNzai＊ サンザイ［名］

散財。saNzaiki;ごちそう、酒を出して、にぎやかに宴会し…。

saba サバ ［名］

草履。

saba サバ ［名］

（魚）フカ。

sabaNサバン ［名］

湯呑み。

sabaNサバン ［形］

味が大変まずい。

sabaNusubasimunu サバンウスバシムヌ ［名］

茶わん篭。

sabacidaiサバチダイ［名］

（地）比川にある海岸名。末尾の地図参照。

sabaguN（１）サバグン［動］ｌＢ

５

続100

生

続101

続101

続101

続1０１

続１０１

続101

４

Ｎ１５０

生

Ｔ

Ｔ

生

民

Ａ６２

1Ｂ型sabatjaN 昔5７
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探す。sabatitana;探したか。miNnunaDanuduk'aritabasabagutasi;水の流れる音が聞かれた

ので、探すといい。（昔81）

sabaguN（２）サバグン［動］１Ｂ型sabatjaN昔１７８

訪ねる。unudasabatisi:;その家を訪ね…。kicasabataN;きつき訪ねた。

sabahqcja： サバホーチャー ［名］ｌ

＜移＞サメ用の包丁。柄の部分が滑らないようにギザギザのついた包丁。沖縄方言の流入し

た語。

［名］sabaiサバイＴ

障り。障害。

sabaniサバニ ［名］生

くり船。

sabaruNサバルン ［動］２Ａ型sabataN 無l67

触る。

sabicaNサビツァン ［形］生

寂しい゜

sabidiru サビディル ［名］続１０

味も中味も足りない汁。

［名］sabisabiサビサビＴ

（味などが）油っこくない。（性格などが）あっさりしたさま。さっぱりして、気持ちがい

いきま（お風呂の後など)。

［名］sabuNサブンＴ

茶盆。おぼん・

［名］sabuNサブンＴ

＜新＞石鹸。シャボン。

saburagiサブラギ［名］生

しゃっくり。

saciサチ［名］Ｔ

＜新＞札。紙のお金。

sadiサディ ［名］続18O

はち巻き。踊り用のもの。

［形］sagaNサガン生

少ない。

［動］３Ａ型sagaNサガンＴ

咲かす。hanasagasjarja;花を咲かせたので…。（昔19）

［名］sagadumaiサガドゥマイＡ６０

（地）海岸名。末尾の地図参照。
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sagal サガイ ［名］

祭事。幽明境を異にするの境の意。

sagama サガマ ［名］

逆さ。karaNsagamaNtatiti…;髪を逆さに振り乱して…。

sagamutu サガムトゥ ［名］

満田原内の田の名。

sagamututi＊ サガムトゥティ ［名］

田の名。

saganaja＊ サガナヤ ［名］

＜新＞料亭。

sagaruNサガルン ［動］

さかえる。

sagasama サガサマ ［名］

さかさま。sagasamaNkidusanjaru;さかさまに下げてある。

歴3２

昔184

沖Ｉ

Ａ２８

こ１１９

2Ａ型sagaN ４

sagasama サガサマ

さかさま。sagasamaNkidusa9jaru;さかt

sagasikiサガシキ

盃。

ｓａｇｌ サギ

酒。sagikurut，u;酒を造る人。

sagl サギ

裂けた布。

sagida サギダ

酒造場。

sagidiru サギディル

（柄付）吊り寵。食料保存用。

sagihuciサギフチ

酒癖。

saglJa サギヤ

酒を造る家。酒造所。

sagikutaNdiサギクタンディ

二日酔い。

saginukiサギヌキ

酒気。酒の気。

saglnumja： サギヌミャー

酒飲み。

sagiruNサギルン

裂ける。

Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ ３

[名］ Ｔ

[名］ 歴7３

[名］ 民

[名］ こ４０

[名］ ３

[名］ こ３９

[句］ こ３９

[名］ ３

[動］６Ｂ型saguN 生

Hosei University Repository



281

サギスガ ［名］saglsuga

かんびん。

sagitariサギタリ［名］

酒を蒸溜すること。

サグ ［名］sagu

農業。

サグ ［名］sagu

程度。unusagu;この程度。（昔123）

saguNサグン ［動］１Ｂ型satjaN

裂く。

saguNサグン ［動］ｌＢ型

咲く。

sagubadiruNサグバディルン ［動］６Ｂ型sagubaguN＜稀＞

しゃくにさわる。立腹する。

sagubarasiサグバラシ ［名］

しゃくに障ること。sagudabi、agubadarasiとも言う。

saguda サグダ ［名］

満田原内の田の名。

サグヤ ［名］saguJa

夜ぱい男。

サグマイ ［名］sagumal

うるち米。

saOaida＊ サカ゜イダ ［名］

田の名。

saOaidati＊ サカ･イダティ ［名］

田の名。

saDaiki サカ゜イキ［名］

（植）ガジュマル＜クワ科＞・与那国でgadimaruと言うと、ハマイヌピワを意味可

saOanaba サカ゜ナバ ［名］

（植）カサキノコ。

サカ･ラシウイ ［名］saOaras1ul

掛売り。

saOaruNサカ゜ルン ［動］２Ａ型saOaN

下がる。

saOaruNサカ゜ルン ［動］２A型

退がる。

５

３

こ２７

１６

３

Ｔ

生

Ｔ

沖Ｉ

９

生

Ａ２０

Ａ５１

こ２１

ハマイヌピワを意味する。

Ｔ

続5７

生

こ５２
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saOiruN サキ･ルン ［動］６Ａ型saDjaN 昔１７１

吊す。さげる。saNOiruNとも言う。nagakagidaNkisaNOiututiti；（豚肉を）中カギダンに吊

しておいて…。（昔171）

saOuruN サク･ルン ［動］２B*型saOaN 昔190

探る。

Ｓａｉ サイ ［名］生

ひしゃく。

Ｓａｉ サイ［名］生

おかず。汁のそばにそえる少量のおかず。

Ｓａｉ サイ［助］Ｓ２６

…きね。軽く同意を求める終助詞。kjaNsai；したよね。itaNsaija；したさね。umiamitinu

hataniaNsai;そこに、道の端にあるでしょう。（昔109）

sajaサヤ［名］

サンゴの一種。黄色味をおびており、これに触れるとかゆくなる。

saja サヤ［名］

豆や藁の外皮。

sakahiサカヒ ［名］

（植）サクラ＜バラ科＞・ハンマーの柄や馬のくつわに使った。

sakiサキ［名］

生

沖Ｉ

４

昔３

茶菓子。

sakuciサクチ

長男。嫡子。

sakuiサクイ

籠（かご)。

samaNサマン

さます。ｃ'i:samasjaN;火を消した。（T）

samaNtuiサマントゥイ

あぐら。

sａｍａｍｉサマミ

（植）ギンネム＜マメ科＞・あるいは、

samaruNサマルン

[名］ Ｔ

[名］ 昔4４

[動］３Ａ型samasjaN ２

[名］ 続８

［名］

ハブソウ＜マメ科＞か。

［動］２Ａ型samaN

Ｔ

生

さめる。消える。ｃ，i:samaN;火が消えた。dagisamaN;熱がさめた。ｂｉ:samaN;酔いがさめた。

samuraiサムライ［名］こ３６

侍。首里から来た士族。

ｓａｎａ サナ［名］生
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傘。

sanaN サナン ［名］生

男』性用ふんどし。

sani サニ ［名］Ｔ

血筋。血統。

sanitiサニテイ ［名］続100

１日の三月三日。女の節句、汐干狩をする。saNgacisaniciとも言う。

sanitidaja サニテイダヤ［名］Ａ６０

（地）海岸名。祖納にあり、岩がつきでている。末尾の地図参照。

sanitimutiサニティムテイ ［名］続５４

鬼餅。よ《)ぎを入れた菱形のもち。

ｓａｒａ ［辞］サラＴ

すっかりの意を表わす接頭辞。saraagarasi;すっかり夜を明かすこと。徹夜。

［動］３Ａ型sarasjaNsaraNサランＴ

（畑の土などを）柔らかくする。aUahatagikisarasjaN;私が畑を耕して柔らかくした。

sarabu サラブ［名］７

茶うけ。

saraimutakai＊ サライムタカイ［名］昔135

野原につないでいる牛馬の世話。

ｓａｒａｍａｇｌ サラマギ［名］２

つわり。

ｓａｒａｍａｔａ サラマタ［名］Ｔ

＜新＞さるまた。パンツ。

sariサリ［名］昔192

干ばつ。

sari-kiruNサリキルン ［動］６A型生

かんばつになる。

sariruNサリルン ［動］６Ｂ型saruN生

（畑が堀り起されたりして）柔らかくなる。

ｓａｒｕ ［名］サルＴ

申（十二支の一つ)。

saruNサルン ［動］２Ａ型saN素

切る。切り放す。なたや、斧で振り下ろして切る場合。

．＊

sarugac1 サルガチ［名］植207

（植）ハマサルトリイバラ＜ユリ科＞o

saruta:＊ サルター［名］昔5７
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頃。ibisa:saruta:;幼い頃。

sasagaruN？ササガルン ［動］４Ａ型

授かる。

sasaOaruNササカ゜ルン ［動］２Ａ型sasaUaN

ぶらさがる。

sasamataiササマタイ［名］

足手まとい。子供が親にまとわりつき、仕事の邪魔をすること。

１０

３

続９

[名］sasiサシ

錠。鍵の止め具。

sasibagiサシバギ

ひいき。差別。

sasibira サシビラ

しゃもじ。

sas1Ja サシヤ

（動）羽蟻。家の柱の中にいて、人を刺す動物。

sasimiサシミ

＜新＞さしみ。魚、野菜などの生のままの料理。

sasinaNサシナン

＜古＞神女の一種。佐事阿母。

sata サダ

砂糖。

sata サダ

沙汰。うわさ。

sataNbuidama サタンブイダマ

さとうきびをしぼる機械。

satatiNpura サタティンプラ

砂糖てんぶら・

sataugaiサタウガイ

評判。satauRaiduburujuNRara…;評判になってし

Ｔ

[名］ 昔3２

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ 歴111

[名］ 生

[名］ 昔180

[名］ 続9９

[名］ 続101

[名］ 昔186

評判。sataugaiduburujuNgara…;評判になっていたから…。

sati サテイ ［名］

岬。

sati サテイ ［名］

先。細長い物（包丁や箸など）の先。

satibiサティピ ［名］

先植え。

satimu サティム ［感］

生

Ｔ

沖Ｉ

Ｔ
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きても。深く感動した時に発する。ｓａｔｉとも言う。satimusatimukunuNsaku；もうこいつ

は！satimuinamugu;ああ、残念だ。（昔202）

［名］satinaiサテイナイ沖Ｉ

先に植える苗。

［名］satituNサテイトゥンこ４９

先妻。

satomaija？サトマイヤ［名］歴

あなた。サトマイヤ。女が男に呼びかける言葉。

sｉシ［助］Ｔ

…で。方法。材料などを表わす格助詞。ibitatisiNsaN;少しでよい。hagujaki:sidukuru;箱

は木で作る。nugudisiducl;のこぎりで切りなさい。dusiiri;自分でしなきい゜
．＊

Ｓ１： シー ［名］こ４９

精。itiburutaとも言う。

sibuNシーブン ［名］続5O

おまけ。値引したり、品物を添えること。

［名］sｉｋｉシーキ３

酒を造るのに悪い時期。８，９月頃。暑いためにこうじが早くふき、時期を逃したりする。

［名］sｉｋｉシーキ沖Ｉ

水口から遠い田。

simaha シーマハ ［名］昔３２

子孫。

sｉｍｉシーミ ［副］昔６５

たくさん。数多い。

simi： シーミー ［名］生

清明祭。仏壇に位牌の数だけ食事を供え、家族の願いごとをする。

sisi： シーシー［名］５

＜幼＞小便。

［副］sitiシーティＴ

たって。強いて。

siNシン ［名］続７４

招待客。あんたはｓｉＮいくら呼びかけたか、と言う使い方をする。

［名］siNbikaciシンビカチ３

せんくい。ｃ，iNbikaciとも言う。

［名］siNburiシンブリ１

（植）センブリ＜リンドウ科＞・葉や根を乾燥きせてから飲むと、腹痛や胃痛に利く。

［名］siNdicuriシンデイツリ５
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せんじ薬。

siNdu シンドゥ ［名］

船頭。

siNka シンカ［名］

仲間。dunusiNka;自分の仲間。

siNnuki＊シンヌキ［名］

（植）シマイズセンリョウ＜ヤブコウジ科＞o

siNsiシンシ［名］

＜新＞先生。

siNzuniシンズニ ［名］

与那国島近海の漁礁の名。新しい漁礁。

siba シバ ［名］

心配。sibakiNna;心配するな。sibaduaru;心配だ。

sibaNシバン ［形］

心配だ。ｓｉｂａ＋ａＮの音変化した形。anusibaN;私は心配だ。

sibaNシバン ［形］

狭い。

sibaja シバヤ［名］

芝居。

sibajasiシバヤシ［名］

芸人。芝居師。

sibana＊ シバナ［名］

海岸の磯辺にあるとげとげしい岩石。

sibiシビ ［名］

（魚）ピンナガ＜サバ科＞ｄ大きいものにはdaisibiと言う。

sibugu シブグ ［名］

籾殻。

sibugumaiシブグマイ［名］

実の入っていないガラばかりの稲。

sibuta シブタ ［名］

（魚）マス＜サバ科＞。

続253

Ｔ

植121

Ｔ

Ａ６５

１

生

Ｔ

Ｔ

こ７８

続5５

沖Ｔ

１０

沖Ｉ

沖Ｔ

sidaNシダン ［動］３Ａ*型sidasjaN

（手入れ、化粧などをして）きれいにする。飾る。hatagituminuOajasidasinu

は手入れの物。畑と女は大事に手入れをすることが大切だということ。

sidariシダリ ［名］

手ぬぐい。sidadiとも言う。

生

munu;畑と女

３
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sidatiruN＊ シダティルン ［動］６Ａ型sidatjaN＊ 昔179

仕立てる。misijasidati;店を改造して。

sigata シガタ ［名］１０

姿。mariとも言う。

sigata シガタ ［名］昔221

仕方。sigataminuN;仕方ない。

s1gu シグ ［名］こ１３

桶。ugiとも言う。

siguN シグン ［名］昔125

仕打ち。計画的に行う。

siDagiruN シカ゜ギルン ［動］６Ａ型siDagjaN＊ 昔１５０

（けんかを）しかける。siDakiruNとも言う。（15）

s1Uu シク。 ［副］ｌｌ

すぐ。

ｓ１ｊａｍａ シヤマ ［名］続103

しざま（為様)。sibadaとも言う。

sikabumunu シカブムヌ ［名］生

臆病者。

sikaOata シカカ゜夕 ［名］Ｔ

もめごと。いざこざ。sikaOatanumutu;もめごとのもと。いざこざを起こした最初の人。

ｓｉｋａｍａ シカマ ［名］生

仕事。

sikamahuci シカマフチ ［名］生

宵の明星（仕事星)。この星が東の方に出る時が粟の植え付けに良いと言う。この星が出て

から仕事を止め、帰宅する人は金持ちになると言う。

sikarabata ［名］シカラバタ１１

力業。

sikaruN シカルン ［動］２Ａ＊ 昔lO7

澄む。miNjasikaritiburu…;水は澄んでいて…。

sikattu シカットゥ ［副］昔８１

しっかりと。良く゜sikattuNnjaimijaaranu；しっかりと見ると夢ではなく。sikattuNnija;良

く見ると。

sikatu シカトゥ ［副］ｌ

しかと。じっくりと。ほんとうに。sikatumutakai;激怒して…。

ｓｉｋｉ ［名］シキ５
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野球の一種（子供の遊び)。与那国式野球。蘇鉄の実の綿に糸を巻いてポールを作る。ボー

ルは手で打ち、塁に進む。走者にポールを当てて、アウト

sikiシキ［名］

世間。sikiminut'u;私生児。

sikiシキ［名］

敷居。

sikianaNシキアナン ［名］

津波。

sikibariシキバリ［名］

溝を通すこと。midubariとも言う。

sikigata シキガタ ［名］

母方の血統。８代までが親戚で、それ以上は他人となる。

sikihanari＊シキハナリ［名］

（地）小島。

sikihi＊シキヒ ［名］

＜新＞石碑。

sikiniNシキニン ［名］

責任。

sikitaNaNda シキタンアンダ［名］

石油。sikitaNjuとも言う。

sikitaNbagu シキタンバグ［名］

石油缶。karakaNとも言う。

sikitaNjuシキタンユ ［名］

石油。sikitaNaNdaとも言う。

sikja シキャ ［名］

アウトにすることができる。

Ｔ

こ３５

生

Ｔ

生

図

昔９

昔8６

７

こ５０

こ５０

生

海辺に（植）ハイビャクシン＜ヒノキ科＞・幹は地に臥して広がり、葉はスギに似ている。

自生する。

sikuNシクミ ［名］

仕込み。

sikuNシクン ［動］ｌＡ型

たたく。

sikuN-kiruN＊ シクンキルン ［動］６Ａ型

準備する。siranunautisurasisikuNkiututi;稲叢の台を強くし、準備しておいて。

sikuriシクリ［名］

準備。huNnai、sitaguとも言う。

sikurikata シクリカタ［名］

こ３６

生

昔9５

昔176

昔３
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準備の段取り。

ｓｉｋｗａ＊ シクァ ［名］植153

（植）スイカ＜ウリ科＞ｏ

ｓｉｍａＮシマン ［動］５Ａ型simaNT

しまう。…し終る｡uciaisimaN;牛が闘い終った。ｃ，ibu:rumuisimaN;火がすべて燃えてしまつ

た。

simaruNシマルン ［動］２Ａ型simaN

終る。ｂｉ:simaruN;植え終る。

simauciシマウチ［名］

在来種の牛。

simiNdaigu シミンダイグ［名］

＜新＞左官。セメント大工。urubiki(ru）ｔ，ｕとも言う。

simiNna シミンナ［名］

注縄。

simiruNシミルン ［動］６Ａ型simjaN

責める。

simiruNシミルン ［動］６Ａ型simjaN

攻める。

simiruNシミルン ［動］６Ａ＊simjaN＊

せびる。simituruN;せびり取る。

simunu シムヌ ［名］

吸物。

simutiシムティ ［名］

精神。心使い。niNgiNjasimutidu;人間は精神（が大切）だ。（昔78）

sinaNシナン ［名］

羨み。妬み。

シパイ［副］ｓ１ｐａｌ

いっぱい。sipainuidubutaba;いっぱい乗っていたので…。（昔153）ｋ２

ぱい。

siraンフ ［名］

いなむら。刈った稲を干した後、保存のため積み重ねたもの。取りだしに

ら順序よく積みあげる。頂に風雨を防ぐため茅等をかぶせる。（歴15）

siraruN＊ シラルン ［形動］

駄目だ（やられた)。、a:siraruN;もう、駄目だ。

sirasaNシラサン ［形］

涼しい。

７

３

こ３０

Ｔ

５

５

生

こ４７

昔7８

素

Ｔ

kagusipai;かどいつ

沖Ｉ

取りだしに便利なように下か

(歴15）

昔1７

生
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［名］siricikaisiシリチカーイシ１

追いこみ漁に使う石。

sirisiriシリシリ［副］こ９７

＜擬＞しくしく泣く様子。sirisirinatitiiticimai;咽び泣いて息がつまり…。

［名］siruシル生

産後の忌み。出産後，１０日間産室に忌みこもること。昔はその間、いろりの火を燃やした。

siruNnaシルンナ［名］生

しめなわの一種。出産した時、その家の門にするしめなわ。出産児が男か女かによって、編

み方を変える。

siruNtu シルントゥ ［名］こ３３

産婦。

siruja シルヤ［名］続４５

お産のあった家。

sirutaNgasa シルタンガサ［名］４

（植）ナンキンハゼ＜タカトウダイ科＞・葉脈の色で区別する。

sisiシシ ［名］４

（植）シソ＜シソ科＞・ｃ'isuとも言う。

［動］６Ａ型sisjaNsisiruNシシルン８

せせる。（子供や魚やゴキブリなどが）

sisunuha＊ シスヌハ

（植）シソ＜シソ科＞o

sitaburu シタブル

（地）与那国島の東部の地名。

sitaburu＊ シタブル

田の名。米どころである。

sitagu シタグ

支度。

sitaiシタイ

したり。よくやった。

sitakui＊シタクイ

あちこちかじる。（虫が）あちこち小さく刺す。

［名］ 植140

[名］ 昔1６

[名］ 無１６１

[名］ 昔3９

[感］ ５

[名］ ７

huNnaLsikuriとも言う。

シタタ

sitata；（感情が入った言い方)。

シティ

準備。

sitata

早く。

siti

[感］ Ｓ３２

[名］ Ｔ
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季節。

sitiNgaciシテインガチ ［名］

七月。

sitibuduiシティブドゥイ［名］

シティ踊り。

sitibuiシティブイ［名］

前正月の時季。大晦日のあたり。

sitibuikidariシティブイキダリ［句］

季節の行事。

siti9aNシテイカ゜ン ［名］

結願。

sitimaciriシティマチリ［名］

シティ祭。節祭。siti;獅子舞をして悪魔払いをする意。十月頃行われる年中行事。

sitiriシティリ［名］

季節。

sititaNaNda シティタンアンダ［名］

Ｔ

無1７

続102

Ｎ

続8２

ま１８

Ｎ

生

石油。sikitaNとも言う。

sittai ［感］シッタイＴ

上手だとほめる語。人の踊りを見て、sittai,sittai1と誉めはやす。あかん坊を立たしたり、

歩かしたりしてsittai,sittaLsittaiとあやす。

situ シトゥ ［名］続５１

御土産。

situmi シトゥミ ［名］昔203

勤め。

sjaNdarai： シャンダライー［感］昔161

なるほど、やはりと納得した時に発する語。

sjana-kiruN シャナキルン ［動］６Ａ型sjanakjaN７

喜ぶ。sjanakiduburu;喜んでいる。

sjanaN シャナン ［形］生

嬉しい。

ｓＪａｎｌｓＪａｎｌ シャニシャニ ［副］続2４

いそいそと。うれしそうに。

sjatta シャッタ ［副］Ｓ６６

すぐ。

sjuruku シュルク ［名］３
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鰹ぶしの化粧。鰹を蒸した後に、鰹のくずをまぶしながら形を整えること。

Ｓｕ ス ［辞］こ６

＜新＞船を数える単位。隻。issu;－隻。に6）

Ｓｕ ス ［助］Ｔ

…の。準体助詞。活用語について、体言の資格を与える。kaguNsujanuja;書くのは何か。

kaguNsujakaganuNkidumacci;書くより書かないのがよい。

Ｓｕ ス ［名］続142

帳簿。

Ｓｕ ス ［名］こ４２

消息。

Ｓｕ ス ［名］ま'５

野菜の味噌あえ。祭りの時に食べるあえもので、村祭りにかかせない。

スsｕ：［名］資357

相。顔つきに表れたその人の特質。ｃ、amutisukunimutisumariduburuNdi;島を背負う相、

国を背負う相に生まれていると…。

Ｓｕ： スー ［名］生

今日。

スー ［名］su：４

潮。

Ｓｕ： スー ［名］生

三|床線の棒の部分。

Ｓｕ： スー ［名］７中’

竿。苗を運ぶ際に使う棒、天秤棒など。

Ｓｕ： スー． ［名］昔123

正気．魂．素。ｓｕ:canuN;頭の中に何にもない状態。ｓｕ:minuN;そそっかしい。ｓｕ:kiri;と

ても`慌てること・ｓｕ:bakaranuN;意識がない。ｓｕ:minuNkiburunataba;無意識に全部食べた

ので。（昔164）

Su:Cｉスーチ［名］生

潮が引くこと。

su:darumiスーダルミ ［名］歴135

神名。とやま拝所の神。与那国を総括した神。

スードゥ ［副］ｓｕｄｕｌ２

ちょうど。

sugaNスーガン ［名］４

逆波。

sugiスーギ［名］生
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底の浅いざる。竹製で、直径８０ｃｍ位。これを上下に振って、もみを飛ばす。

sukaraスーカラ ［名］

先天`性の知恵おくれの人。

sukatagaja： スーカタガヤー ［名］

（貝）ヨメカガサ＜ツタノハ科＞ｏ

ｓｕｍａＮスーマン ［名］

小満（２４節気の一つ)。この時期の風に当ると、実は成るけど皮の色が黒くなる。

suminaDuスーミナク｡ ［名］

目の白い部分。

sunusiスーヌシ ［名］

帖付け。記帳。

susaruスーサル ［形］

７

沖Ｔ

沖Ｉ

５

こ５７

Ｎ

強い。susaNの連体形。miNburusu:sa:;頭が良い者。

susuduamiスースドゥアミ ［名］

長雨。

sususaNスースサン ［形］

塩辛い。塩が濃い。ＮｄａＮとも言う。

sutagamariスータガマリ［名］

霊力の高い生れ。

suN-kiruNスンキルン ［動］６Ａ型suNkjaN

損する。

suNgaru スンガル ［名］

（植）ケタデ＜タデ科＞o

suNgiスンギ［名］

お手玉（子供の遊び)。

suNOuinaiスンク゜イナイ［名］

根のひげが長い苗。どんな田に植えても育成しやすい。苗取りの際には泥が根に付ｉ

おとしにくい。

suNkamagaiスンカマガイ［名］

どんぶり。

suNkaniスンカニ ［名］

三味線歌謡の一種。ションカネ。８．８．８．６音の琉歌形式で、叙情的内容の歌。

suNku スンク［名］

鐘（大俣屋の所有する神器)。

suNkuNスンクン ［動］１Ａ型suNtjaN

４

生

生

５

生

５

沖Ｉ

苗取りの際には泥が根に付き過ぎて

７

生

歴143

１
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ひきずる。suNtiNdasi;引きずりだし…。（昔163）

suNkumja スンクミャ ［名］生

魚の浮き袋。

suNkumja： スンクミャー ［名］生

（植）フクロノリ。

suNkutiスンクテイ ［名］生

鉦鼓。

suNni＊スンニ ［連語］昔２７

…の限り。ｓｕ（準体助詞)＋Nni（さま)。naruNsuNni:sudatibuOa;できる限り子供を育てて

いたが…。

suNtiスンティ ［名］生

満潮。潮が満ちること。

suNtiNdaN＊スンティンダン ［動］３Ａ型＊１５

暴き出す。arukutumimukutusuNti:Ndasi;ある事ない事暴き出し。（昔73）

suNticaruNスンティツァルン ［動］３Ａ型＊１５

引っ張る。unumamaagamisuNticarasi;そのまま子供を引っ張って。（昔74）

suNtugu スントゥグ ［名］続117

＜新＞損得。

suatiスアティ ［名］３

潮を合わせること。潮時。

subａ ［名］スバＴ

傍。側。

subaca スバッァ ［副］昔189

あつちこつち。（自分が中心になる)。

subaiスパイ［名］昔179

商売。

subaka ［名］スバカＴ

測司。upuka（大司）に対する語。各専属の御嶽を持っている。

subaka スバカ ［名］ま１１

側司。１２の拝所の１２の司のうち、本司（司の頭）をmotukaというが、それ以外の司を

示す

subanaNスバナン ［名］歴１４

＜古＞筆者の結所。１９世紀後半の村番所で、当時の役人の結所（官舎）の敷地内で、東側

をスグ・ナン（与人の結所)、中央をナガ・ナン（目差の結所)、西側をスバ・ナン（筆者の

結所）と言った。

subatumaru スバトゥマル ［名］昔9４
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周辺。tumaru;周辺。

ｓｕｂｉ スビ

首尾。終わり。

subikiruNスビキルン

首尾良〈終る。

subi-kiruNスビキルン

言いふらす。subiN-kiruNとも言う。

subinudaiスビヌダイ

終わりの祝い。

sudaスダ

年上。年長。兄。

sudaN スダン

相談。

sudaiスダイ

装い。姿形。suraiとも言う。

sudakuスダク

承諾。

sudamaci＊ スダマチ

田の名。

sudamauriスダマウリ

[名］ Ｔ

[動］６A型 沖I

[動］６A型 続2０

[句］ 続241

[名］ 昔4７

[名］ 昔1９

[名］ 昔4３

[名］ 昔１６３

[名］ Ａｌ３

[名］ 歴１５２

柤納の東部落の船。ドナイドの船。冬至の日の祭事で役人が礼拝するしきたりがある。

madamauriとも言う。

sudatiruNスダティルン ［動］６Ａ型sudatjaN昔178

育てる。

sudiスデイ ［名］１

袖。

sudiスディ ［名］昔124

掃除。

sudiスデイ ［名］歴１４９

払い清め（ムヌン祭のときの昼寝)。稲作の際４回の物忌みがあり、その内のひとつである。

ムヌン祭の時には、ナンタ浜で昼寝をする。

sudiNスディン ［名］Ｂｌ４

信念。

sudicihuti： スディチフティー ［名］民

ほうき。

sudikiスディキ［名］Ｔ
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正直。

sudikiruN＊ スディキルン ［動］６Ａ型sudikjaN

,慌てる。sudikiuduruti;`慌て驚き。

sudimaOiスデイマキ。 ［名］

袖まくり。

sudimuta スディムタ ［名］

着物の一種。袖無し。sudimutati;赤ん坊用の袖なし。

sudu スドゥ ［副］

ちょうど。suduunubasujaniNgaciduataruNdi;ちょうどその時は、二月で（

スガ ［名］ｓｕｇａ

きゅうす。ｓｕｋａとも言う。（８）

＊
スガ ［名］ｓｕｇａ

びっこ。ｇｕ:､a:＊とも言う。haNsuga参!Ｈｏ

ｓｕｇａｎｕｔａ スガヌタ ［名］

（植）木の名。和名不明。デイゴに似た木。昔、これでガンを作った。
．．＊

スギマチ ［名］suglmac1

田の名。

．＊
スギナ ［名］ｓｕｇｌｎａ

（ﾈ直）フダンソウ＜アカザ科＞o

suginujuda スギヌユダ ［名］

（植）和名不明。塩気のある所ではえる、防潮林にする。

suginujuda＊ スギヌユダ ［名］

（植）モンパノキ＜ムラサキ科＞omisuginujuda参照。

sugitiスギテイ ［名］

篭。

スグ ［名］ｓｕｇｕ

底。

スグ ［名］ｓｕｇｕ

奥。

suguaNスグアン ［名］

袋網。底網。

sugudaiスグダイ［名］

食台。机。

スグイユ ［名］sugulju

（魚）アイゴ。体は長楕円形で、白`点や白斑をちりばめる。

＊

sugukidamasa スグキダマサ［名］

昔8７

１

資341

昔185

二月であったと…。

生

黒6３

歴3１

Ａｌ９

植3０

Ｔ

植135

１５

Ｔ

昔187

生

Ｔ

沖Ｔ

Ａ５１
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田の名。

スグムタｓｕｇｕｍｕｔａ

（昆）キリギリス。

sugunaNスグナン

＜古＞与人の詰所。subanaN参照。

ｓｕｇｕｎｕｔａ＊ スグヌタ

田の名。

sugusurubja:gu＊ スグスルビャーグ

田の名。

suguti＊ スグティ

田の名。

suOaスカ｡

しょうが。

suOatiスカ゜ティ

正月。１番座に花重箱と塩と花酒を飾る。

su9aticibuスカ・テイチブ

御歳暮。正月の贈物。

suOatidiciスカ゜テイデイチ

ー月。

suUatimutiスカ゜ティムティ

床に飾る大きな鏡餅。karuinamutiとも言う。

suOatiniNtuスカ゜テイニントゥ

お正月の挨拶。

suOatiniOaiスカ゜ティニカ゜イ

お正月の願い。

Ｓｕｉ スイ

あぜみち。

suicaスイッァ

白木綿製の胴衣。kaOaNと一緒に着る。昔の

[名］ 生

[名］ 歴1４

[名］ Ａ２０

[名］ Ａ４８

[名］ Ａ１８

[名］ ５

[名］ 生

[名］ 続4７

[名］ 生

[名］ ５

[名］ 続6１

[名］ 無２

[名］ Ｎｌ３２

[名］ 続8９

白木綿製の胴衣。kaOaNと一緒に着る。昔の女性のよそゆき゜

suicakaOaNスイツァカカ゜ン ［名］

腰衣の上下。女,性のよそゆき゜白木綿で、ひだがいっぱい入っている。

suihiruNスイヒルン ［動］６B'suihjuN

連れて行く。

suikwa： スイクァー ［名］

（植）ヒラミレモン。

suisuiスイスイ［感］

続９

昔8５

３

９
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（走る時にかける）掛け声。

suja（１）スヤ［助］昔４８

…するのは。準体助詞ｓｕに、係助詞ｊａの付いた形。文末にあって感動を表す事も多い。

suja（２）スヤ［連語］沖Ｍ

…だね。文末にあって詠嘆、感動を表す。ｓｕ（準体助詞）＋jａ（係助詞)。urabutagidu

aNsuja;宇良部岳だね。jokumunuNduNsuja;よくしゃべるね。ｃ，irumanumunuuNniNduNsu

ja;不思議なもんだなあ、あんな事を言うなんて…。

スユ ［名］３suju

醤１由。

suka ［助］スカＴ

…するよりは。準体助詞ｓｕに、比較を表す格助詞ｋａの付いた形。aiguNsukanuidumacika

ja*;歩くよりは、乗る方がましかなあ。（昔153）

suku ［名］スクＴ

焼香。香を供える事。sukukiNdidarasjaru;焼香させに遣った。（線香を持って行かす事)。

スク ［名］sukuこ４１

証拠。sukubuci;証拠物件。

sukumaciスクマチ ［名］昔７２

焼香祭。法事。

ｓｕｋｕｍｕｎｕ スクムヌ ［名］続８７

香典。

sumaNniciスマンニチ［名］歴144

小満の頃の北風。潮が小潮の時、吹〈風。

［動］２Ａ型sumaNsumaruNスマルンこ７１

染まる。

［名］sumiNスミン３

そうめん。

スミチャー ［名］沖Ｔｓｕｍｌｃｊａ：

（魚）クギベラ。口がソーメンみたいに細長い。

［名］sumidiスミディＴ

（着物の）黒色の地。

ｓｕｍｉｈａｔｕ ［名］スミハトゥＴ

（鳥）キジバト。

スミク［名］ｓｕｍｉｋｕこ４３

食紅。agasumikuとも言う。

スムッァ ［名］lｓｕｍｕｃａ
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（植）ミカンの一種。実をわって中に黒糖を入れ、ヤカンの上で温め、溶けた汁を飲むとセ

キに利く。葉はタニシの汁に入れて食べる

sumukadaiスムカダイ［名］１６

〈さい臭い。

sumutiスムティ ［名］昔101

本。書物。

sunaiスナイ［名］続７４

行列。

sunaituniスナイトゥニ ［名］ま２６

（地）祖納にある拝所。

sunatiスナティ ［名］生語，生語，

Ｓ６７

男のすぐ上の兄。兄の内で－番年したの人。

言葉。

ｓｕｎｉスニ

陸棚。海中の魚の集まる瀬。

ｓuniスニ

いぼ。iNbiとも言う。

sunuNgaNスヌンガン

急がす。

ｓｕｒａ スラ

梢。木の頂。suraNpaとも言う。

suraNスラン

反らす。haNsurai;足を反らせ。

suraNpa スランパ

梢。単にsurａとも言う。

suraiスライ

装束。姿。sudaiとも言う。

surasaNスラサン

美しい。清潔である。

suriスリ

ｍｏｓｕｄｉとも言う。

surimaciスリマチ

満田原内の田の名。

suriruNスリルン

（目が）さめる。misurudibaN;目がざ

一般に年上の人をこのように呼ぶこともある。

[名］ 生

[名］ ５

[動］３Ａ型sunuNgasjaN Ｔ

[名］ こ２８

[動］３A型 Ｔ

[名］ 生

[名］ こ４１

[形］ 生

[名］ 生

[名］ 沖Ｉ

[動］６Ｂ型suruN Ｔ

目がさめたね。
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suriruNスリルン ［動］６Ｂ型suruN

揃う。寄り集まる。siNkasuriduburu;仲間が揃っている。naigarasuriruN;と

８７）。a:niduburusuruN;家に全員揃った。（昔87）

suriruN＊ スリルン ［動］６Ａ型surjaN＊

反る。

sｕｒｕスル ［名］

お盆。旧暦７月１３日から１５日に行う。

sｕｒｕＮスルン ［動］２Ｂ型swaN

連れる。suihiri:連れて行きなさい。（昔87）

suruN？スルン ［動］２Ｂ型swaN

釣る。

suruNti＊ スルンティ ［名］

（植）ムクイヌピワ＜クワ科＞o

surubuduiスルブドゥイ ［名］

盆踊り。エイサー。surubudiとも言う。

suruburiスルブリ ［名］

盆踊り。旧盆に、念仏を唱えながら踊る。

suruhaci＊ スルハチ ［名］

（植）メドハギ＜マメ科＞･「精霊箸」の意。

＊

surunaスノレナ ［名］

（植）ハルノノゲシ＜キク科＞o

surunuhaciスルヌハチ ［名］

お盆の時、ミデイヌクの側にそえる箸。小枝を折って作る。

surununaiスルヌナイ ［名］

お盆の時、仏壇に供える木の実。山に自生するものでなければならない。

susaN（１）スサン ［形］

強い。厳しい。義理あるいは、欲が強い、塩味が強いと言う場合も用いる。

６Ｂ型suruNT

naigarasuriruN;今から揃う。 (昔

１５

生

生

３

植１９

こ８６

１１

植5９

植168

生

生

生

susaN;風強い。厳しい。莪埋あゐいは、欲か強い、温味か硬いと言う場合も用いる。ｋａｄｉ

が強い。

susaN（２）スサン ［形］

（病気などが）重い。damijasusagunaiti;病気は重くなって。

susaN（３）スサン ［補］

…しすぎる。名詞や動詞連用形に接続する。bikaisusaN；（色や粉が）付きすぎる。
＊

ｓｕｓａｎｕ スサヌ ［名］

（植）ヤンバルアワブキ＜アワブキ科＞o

susikiスシキ ［名］

葬式。

昔2６

７

植9０

Ｔ
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susiparuN＊ スシパルン ［動］２Ａ型susipaN＊ ３

突っ張る。

＊
ＳｕＳｕ スス ［名］黒５１

陰口。susukiruN;陰口をする。

susubiススビ ［名］８

裾辺。山の裾。

susuiススイ ［名］生

ぞうきん。

susuraNススラン ［動］３A型生

（風に）さらす。吹ききらす。susurariruN;さらされる。macinukinusuraNkitiNdisaOiti

haikadinisusurasinicikadinisusuraNdu;松の木の頂上に吊し下げて、南風にさらし北風にさ

らすぞ。（昔41）

ｓｕｔａ スタ

石垣から来た役人。

suti ,スティ

咳（せき)。

Ｓｕｔｕ ストゥ

小じゅうと。夫の兄弟のこと。

sutuabuta ストゥアブタ

姑。夫あるいは妻の母。

sutuija ストゥイヤ

夫あるいは妻の父。

sutuuja ストゥウヤ

夫あるいは妻の父母。

ｓｗａＮ スァン

にがい。

tuNnaruN ツトゥンナルン

よける。

t，ａ ツタ

２．

t，ａ ツタ

舌。

t，ａ ツタ

（鍋などの）ふた。

t'ａ（１） ツタ

[名］ １６

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ こ３８

[名］ 続5７

[名］ Ｔ

[形］ Ｔ

[動］２Ａ型tuNnaN Ｔ

[名］ 生

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ
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…ほど。程度を表す形式名詞。ｃ，iNdirut'adamasiduaru;血が出るほど痛めた。ｆｉＤａａＤａｒｕ

ｔ，ahataratiduburu;月が上がるまでも働いている。tarirufaniruN;柔らかくなるまで、煮る。

t'ａ（２）ツタ ［名］ Ｓ５５

…の時。…の間。bagarut'a;若い時。（資)aUagumarut，a;私が小さい時。（N14)Nnanut'a；

見ない間。（昔225）

t，a:（１）ツター ［副］ Ｓ６５

すぐ。ｔ，a:tumaNsai;すぐ、止まったよ。

t，a:（２） ツター ［副］ ８

どんどん。ｔ'a:haihjuN;どんどん食べる。ｔ'a:hjuNsai;ずっと（向こうに）いったざ。

t，a:cinutiツターチヌティ ［句］ 昔８６

両手（二つの手)。

t，ａＮ ツタン ［形］ 沖Ｉ

近い。

t，aNkuramaiツタンクラマイ ［名］ 沖Ｉ

（植）稲の一種。一つの田に、実っているものと生のものがある稲。

t，ａＮｍａｉ ツタンマイ ［名］ 素204

２人が1つの食器で食事すること。１つの容器でかわるがわる食べたり飲んだりすること。

t，aNtiN ツタンティン ［句］ 沖Ｍ

…たとしても。…でも。過去の助動詞t'ａに接続助詞ＮｔｉＮの付いた形。uNninukutuk，anu

taNtiNNsaN;こんなことを聞かなくてもよい。nuNnidumitaNtiNbagaranuN;どんなに読ん

でもわからない。（T）uNniNtaNtinNsaN;こんなに言っても良い。（T）

t，abamiツタバミ ［名］ Ｔ

（地）タバミ村落名。比川村は最初、イリビ（発祥の地）からここに移動した。

t，abuN ツタブン ［動］ｌＤ型 生

覆う。

t，abusu ツタブス ［名］こ７３

（道などの）ぬかるみ。

t，acimata： ツタチマター ［名］ 民

く古＞歯鍬（二本歯)。

ｔ，adi ツタディ ［名］ 生

下の方。

ｔ，agata＊ ツタガタ ［名］ Ａｌ３

田の名。

ｔ，agi ツタギ ［名］ ６

滝。

＊

t，agijamana:ｓｕ ツタギヤマナース ［名］ Ａ４４
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田の名。

t,a9aツタカ゜［名］

双子。ｔ,aOuとも言う。

t'aDuツタク。［名］

双子。ｔ，aUaとも言う。

t,aｉシタイ［名］

額。ｔ，aitai;母親が子供の額に、自分の額をつける時にいう。

t，aｉシタイ［名］

二人。

t，aｉシタイ［名］

竹を燃やすたいまつ。

t，akusiNki：ツタクシンキー［名］

酒造用こし器。

t，amami＊ツタマミ ［名］

田の名。

t，amataツタマタ ［名］

ふたまたにわかれていること。。

t，amiruNツタミルン ［動］６Ａ型t，amjaN

教える。

t，anaNkaツタナンカ ［名］

十四日忌。

t，anagaツタナガ ［名］

…中。…のあいだ。tabinibu:rutanagaja;旅行している間。

t，ani？ツタニ ［名］

こう丸。

t，araシタラ ［名］

下。

t，aruamitiツタルアミテイ ［名］

近道。

t，ataisabaiツタタイサバイ［名］

あたりさわり。

t，atibataツタティバタ ［名］

織り始めの部分で「織りつけ」のこと。

t，atihita＊ツタテイヒタ ［名］

田の名。

t,atuNtiツタトゥンティ ［名］

昔178

こ５０

５

６

Ｔ

３

Ａ３０

６

２

８

昔7８

６

生

５

昔2８

１５

Ａ５４

生
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来月。

t，ｉシティ ［名］生

月。

t，ｉシティ ［名］沖Ｉ

耕作用農具。土を堀おこす道具。今から百年ないし百二十年前の道具と言われている。

［名］t，ｉシティＴ

舟の出入口。

t，ｉシティ ［名］８

間引き。

t，ｉシティ ［辞］１０

小さいもの、可愛いものの意を表す接尾辞。

［名］t，ｉシティＮ１４１

ｐ。ｔ，ibuniとも言う。

t,i:kanaiツテイーカナイ［名］８

口達者なこと。ｔ，iganaimunu；（言葉で）はむかう者。おしゃべりな人。

t'ikubaiツテイークバイ［名］昔121

口がこわばること。寒かったり、ビックリしたりして、何も言えないこと。

t，iｍｕＮｄｕシティームンドゥ ［名］８

口げんか。

t，iＮツティン ［助］沖Ｍ

…ても。逆接を表わす接続助詞。ｋ'attiNutuganinu;捨ててもおけない。udugitiNugitatiti

NsimiruN;失敗しても起き上がってみせる。nukuNataNtiNaOaisic，ariruN;何があっても私

がしてあげる。（T）ｔ'aNtiNataNtiN参照。

t'ibajaツテイバヤ［名］沖Ｉ

根がそろっていない苗束。

t，ibaruNツティバルン ［動］５Ａ型t'ibaraNT

吹き払う。miNtimunufibarai;目に入ったごみを吹き払いなさい。

t，ibukuraツティブクラ ［名］ｌ

すぐ膨れっ面になる人。

t，ibuniツティブニ ［名］生

口。ｔ，i:とも言う。

t，ibutaシティブタ［名］生

口の大きな人。

t，iganaciツティガナチ ［名］生

月の尊称。

ｔ,igurisa＊ ツテイグリサ［副］昔130
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早速。ｔ'igurisasikuNki;早速その準備をし…。

t,ikiruNツティキルン ［動］６Ａ型t，ikjaN 生

取り除く。引っ込める。

t'inuagaiツテイヌアガイ［句］こ２５

月明り。

finuhiraiツティヌヒライ ［句］こ１３

御世辞。口だけの交際。

t，inukadaiツティヌカダイ ［句］８

口臭。口の臭い。

t，inumunuツティヌムヌ ［句］１０

月の物。月経。ｔ，inumunusimaN;月経が終った。

t'iruDaiツテイルカ･イ ［名］１６

御馳走を保管しておく篭。

t，itiNganaciuDamiツティティンガナチウカ｡[名］生

ミ

旧暦８月１５日の月見。

t，itukaN？ツティトゥカン ［名］Ｓ３１

ひとつかみ。ｃ，uridumainicititukaNnanumamairuSai;薬を毎日手いっぱいづつ飲まさせるサ

ネ。（S31）有気か。無気か。

t，iuOaN ツティウカ゜ン ［名］２

シティ（ロ港）という所の拝所。

t，iuruNツティウルン ［動］４A型Ｔ

細かく刻む。ｕｒｕＮとも言う。

t，jaOiruN ツテャキ゜ルン ［動］６Ａ型t,jaDjaNT

＜古＞叫ぶ。

t，ｕ ツトゥ ［助］ 沖Ｍ

…と。並列・共同等を表わす格助詞。kusiNkituucituiraiku:;蒸篭と臼とを借りて来い。

kanufututubataN;あの人と会った。（T）

t，ｕ ツトゥ ［助］ 沖Ｍ

…すると。仮定を表わす接続助詞。uNniaranutumutijaniraninuN;そうでないと餅は煮られ

ない。Ｎｄａｔｕａｎｕｔｕｍａ:duNhiranutunaranu;君と私と一緒に行かないといけない。（T）

kaganutunaranuN;書かないといけない。（T）

t，ｕ ツトゥ ［名］Ｔ

人。

t，ｕ ツトゥ ［名］Ｔ

１．ｔ，uci;－つ。
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t，uＮツトゥーン ［副］Ｔ

全然。まったく。huganufuNkit，u:NNdiburanuN;他のひとには全然言っていない。

t,umasaiツトゥーマサイ［名］こ３９

出色。他より優れている事。

［名］tMaguツトゥータグ５

人凧。

t，u:tｉツトゥーティ ［名］沖Ｉ

苗束の数え方(1)。片手にいっぱいつかめる程の苗束。

t，ｕＮｔ，uＮシトゥンットゥン ［副］ｌ

＜擬＞ズキンズキン。トントン。ｔ，uNfuNkidami;ズキンズキンし痛い。

t，uNcaimunuツトゥンツァイムヌ ［名］続１８

あわてん坊。

［名］t，uNOudaツトゥンク･ダＴ

田の名。人升田、１升田と宛てる。人口制限のため、この田に入れなかった者は殺したとい

う伝説がある。

t，uNnadatiシトゥンナダティ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

［名］t，uNnuda＊ツトゥンヌダＡ２９

田の名。

［名］fubagaciツトゥバガチ８

－升（酒の場合)。

t'uciツトゥチ［名］昔５０

－緒。biNgatuuNkarajatucinaitiburutasi;男とそれから一緒になっていると。

［名］t，uda＊ツトゥダＡ２３

田の名。

t，udamaツトゥダマ ［名］生

人だま。青白く尾を引いて飛ぶ火。これが出た家からは近いうちに死人が出ると言われてい

る。

［名］t'udiNmajaシトゥデインマヤ沖Ｉ

満田原内の田の名。

［名］t，udimaja＊ツトウデイマヤＡ２９

田の名。

［名］t，ugaraツトゥガラＴ

人柄。

［名］t，uguiツトゥグイＴ

一声。少しの言葉。ｔ，uguiNtuNminutaba;一声もなかったので…。（昔2）
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t，ugurutiツトゥグルティ ［名］ 沖Ｉ

満田原内の田の名。

t，uhaNnaniツトゥハンナニ ［名］ｌ

単衣の着物。

t，uhaNsiicibuguツトゥハンシイチブグ［名］生

石敢当。人をはずす石の意。足をはずす石、真物をのける物とも表現する．道路の突き当り

は魔物が来やすいので、これを置いておく。

t'uhagaidaguシトゥハガイダグ ［名］Ｔ

（昆）虫の一種。シャクトリムシのようにして歩く虫。

t，uhaitiツトゥハイティ ［名］１０

きざなみ。musaitiとも言う。

t'ｕｉ ツトゥイ ［名］こ５

１人。ｔ，aiNtu;２人。ｍｉ:taiNtu;３人。。u:taiNtu;４人。guniN;５人。dukuniN;６人。hitiniN;７人。

hatiniN;８人。kuniN;９人。duniN;１０人。

t，uimunuツトゥイムヌ ［名］

一人者。年を取っているのに、まだ結婚していない人。あるいは、一人っ子など。

t,uitiツトゥイティ ［名］

一息。ピuitikitigara;一息ついてから。

t，ujuruツトゥユル ［名］

一晩。

t，ujurugumiツトゥユルグミ ［名］

一夜篭り。家族、親戚などが、死者の回りで一晩を明すこと。

t，ukabaimunuシトゥカバイムヌ ［名］

一風変わった者。

t，ukataツトゥカタ ［名］

一方。

t，umacinasiヅトゥマチナシ ［名］

一つの田にすること。二つ以上の小さな田の畦を取り去って一つの田にすること。

t'umaruツトゥマル ［名］

廻り。周囲。kamadutinut，umaru;かまどのまわり。

t，umitiツトゥミティ ［名］

ひとすじ。

t1umuduciツトゥムドゥチ ［名］

－度。tmuruciとも言う。

t，umuruciツトゥムルチ ［名］

－度。ｔ，umuduciとも言う。

Ｔ

昔8２

こ６

２

続2６

こ６

沖Ｉ

昔124

１６

昔172

１５
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t，umutiツトゥムティ ［名］Ｔ

朝。

t'umutuiciツトゥムトゥイチ［名］Ａ６１

（地）海岸名。祖納と久部良の間にある海岸。末尾の地図参照。

t，umutumaciシトゥムトゥマチ ［名］続２６

－本松。

t，unamiツトゥナミ ［名］昔７９

人並み。

［名］t，unjaツトゥニャこｌｌ５

よその家。ｔ'unu(人の)＋ja(家)の熟合した形。

t，unuNbiuimunuツトゥヌンビウイムヌ ［句］７

いつも友の後を追うて歩く者。夜遊び（夜ぱい等）の見習いとして先輩について歩く者。

kadaNkuuituとも言う。

t，unukataツトゥヌカタ ［句］続169

人形。

t'unumagiriツトゥヌマギリ［句］昔１８０

全ての人。人々。

［句］t，ununaツトゥヌナＴ

人の名。姓名。単に、ａとも言う。

［名］t，usatiツトゥサティＴ

人の先。ｔ,usatimunanukutu;人より先に物言わぬこと。（昔１３）ｔ'usatiniku:kutu;人より先に

来ること。（昔223）

t，usatiniツトゥサティニ ［副］昔１３

人先に。人より先に。ｔ'usatinituNdina;人より先に飛び出るな。

［名］t,usatiujubiツトゥサティウユビＴ

人さし指。

t，uta:＊ ツトゥター［名］黒６５

頭にできる皮膚病。

t，utuツトゥトゥ ［名］生

（魚）ハリセンポン。フグの－種で、からだじゅうに針がある。

［名］t，uuciツトゥウチ生

牛の一種。数頭の牛を並べて耕す時、回転する側につなぐ牛。

［動］６Ａ型ta-kiruNタキルン生

田を耕す。

ta： ［名］ターＴ

誰。ujata:gaNnaruN;これは誰でも出来る。
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ta： ター ［名］Ｎｌ４５

田。

ta:Ｎ ターン ［連語］Ｔ

誰も。ｔａ：（誰）＋Ｎ（も)。ｔａ:NkunuN;誰も来ない。

ta:Ｎｍｉ ターンミ ［名］沖Ｉ

田踏み。牛の首を数珠つなぎにし、一番内側の牛に手綱をかけ、数頭の牛に踏ませる。終戦

の翌年まで行われた『稲作文化一照葉樹林文化の展開』（上山春平．渡部忠世編）参照。

taamarasi ターアマラシ ［名］沖’

何度も田を耕すこと。何度も耕すことによって、より良い収穫を得ることができる。

ｔａｂｉ ダービ ［名］生

田植え。

tabihadimai タービハディマイ［名］沖Ｉ

田植えの始まり。

ta:ｄｕｎｕ＊ タードゥヌ ［名］植９８

（植）ノジアオイ＜アオギリ科＞o

tagunaruN＊ ターグナルン ［動］２Ａ＊１５

親密になる。inuNtagainiarudituta:gunai;犬も互いに主人と慣れ親しんでいる中に。（昔28）

tahju:rｉターヒューリ ［名］Ｔ

十干・

takasiターカシ ［名］沖Ｉ

（牛でクラブをひっぱったりして）田を耕すこと。

takasidamaターカシダマ ［名］民

すき（農具)。馬に引かせる鍬。

takisiターキシ［名］沖Ｉ

人力で田を耕すこと。

takudiタークデイ ［名］沖Ｉ

新しく田を開墾すること。

ｔａｍａ＊ ターマ ［名］植127

（植）エゴノキ＜エゴノキ科＞ｏ

ｔａｍｉターミ ［副］１５

たくさん。kabiNta:tamidusisitija;紙切れも拾い集めて。（昔67）batacanuNkita:mihaiti；

たらふく食べて。（昔149）

ｔａｍｕ ［名］ターム沖Ｉ

（植）田草の一種。

［名］tamudaタームダＴ
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（植）イモの一種。和名不明。タイモあるいはミズイモのことであろう。田に生え、除草す

るのに苦労する。

ｔａｍｕｓａ タームサ［名］続214

（虫）ミズスマシの一種。田の上で円を描きながら動く。蝿ぐらいの大きさで黒い。

tamanigaciターナニガチ［名］

誰がし。だれそれ。

ta:riruN＊ターリルン ［動］６Ａ*型tarjaN＊

すっかり…する。niNdita:rigara;寝静まってから。

taNタン ［名］

注意。taNkiri;注意しなさい。

taNタン ［名］

炭。

taNciタンチ［名］

たんす。

taNdara タンダラ ［名］

炭俵。

taNdatiタンダティ ［名］

炭焼き。

taNdiタンディ ［名］

お願いすること。taNdidudiN;どうかお願いします。

taNgasa＊ タンガサ［名］

（植）ヒマ＜トウダイグサ科＞otaNOasa参照。

taNgirigiriタンギリギリ ［名］

＜擬＞猫のいびきの様子。猫のゴロゴロと喉を鳴らす様子を言う。

taNDasa タンカ･サ［名］

（植）ナンキンハゼ＜タカトウダイ科＞･飛行機の燃料につかった。ｔａＮＲａｓ

Ｓｌ５

昔2７

Ｔ

こ４８

続138

こ４８

５

Ｓ２７

植8０

２

４

（植）ナンキンハゼ＜タカトウダイ科＞･飛行機の燃料につかった。taNgasa参照。

taNka（１）タンカ［名］

真向い。拝むべき方向に向うことをタンカをとるという。

taNka(2)タンカ［名］

誕生日。誕生日の祝い。

taNkadiタンカディ ［名］

（昆）ヤゴ。トンボの幼虫。大きなトンボになる幼虫は田に居り、かむことがある。

taNkiタンキ［名］

嫉妬。喧嘩。

taN-kiruN＊タンキルン ［動］６Ａ*型

なだめる。

Ｔ

生

Ｔ

生

１５
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taN-kiruN＊ タンキルン ［動］資204

用心する。ara:gutaNkisusanu;あまりに用心し過ぎる。

taNna タンナ ［名］Ｔ

（昆）ダニ。牛によく居る。

taNna タンナ ［名］生

（貝）マルタニシ。

taNtaNburu タンタンブル ［名］無４５

＜文＞（地）比川のこと。石垣の民謡「タカナ節」のに出てくる語。比川の人が、「サンサ

ブルーに…」を「タンタンブルーに…」と替え歌したと言う人もいる。

tabai タバイ［辞］沖Ｉ

刈った草・稲を数える助数詞。ｔ,utabaiはt'u:tiの２倍にあたる。両手でつかめる程度の量。

tabakubuN タバクブン ［名］民

たばこ盆。灰皿o

tabarariruN タバラリルン ［動］６Ａ*型Ｔ

いただく。「飲む」・「食べる」の謙譲語。anutabarariruN;私、いただきます。（食事をす

る時の丁寧な言葉)。

tabaruN タバルン ［動］２A型生

賜る。下さる。tabaiwarujuNgara;下さるのだから…。（昔113）tabarariru;頂きましょう。

tabigui タビグイ［名］こ４９

別。旅に行く人にあげる酒。

tabikuba タビクバ ［名］昔１４１

（暴風などの）旅の災い。

tabinutu タピヌトゥ ［名］Ｔ

移住者。旅の人。

＊

tabiragusa タビラグサ ［名］植191

（植）ヒデリコ＜カヤツリグサ科＞o

tabisitagu ［名］タビシタグこ120

旅仕度。

＊

tabubugusa タブブグサ ［名］植167

（植）ツクシメナモミ＜キク科＞o

tabugu ［名］タブグＴ

煙草。

tabuguN タブグン ［動］１Ｂ型tabutjaNl

たたむ。tabugi:;たため。

tabuguiju タブグイユ ［名］沖Ｔ

（魚）ヒレナガハギ。タバコのような味がすることから命名。
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[名］taburu ダブル

（地）田原西保。

taburuOaNタブルカ゜ン

田原川の上流にある水の神を祭る御願所。

taburuka タブルカ

田原川。

tabusa タブサ

百姓Ohjagusuとも言う。

tabusiruN＊ タブシルン

蓋をする。tabusi;蓋をして。

taciタチ

辰（十二支の一つ)。

taciNnaniタチンナニ

外出着。

tacitaciタチタチ

＜幼＞立つ。立つ。幼児を立たす時の言葉。

tadaNタダン

ただす。imitadai;意味をただしなさい。（S62）

tadagutu タダグトゥ

只ごと。tadagutuaranuN;只ごとではない。

tadaiタダイ

たたり。

tadama タダマ

急。只今。tadamasi;みるみるうちに…。

tadamadamiタダマダーミ

急病。butujatadamadamitiNniminutaba:;夫力

Ａ８

[名］ ７

[名］ こ１９

[名］ １２

[動］６Ａ型tabusjaN 昔5９

[名］ Ｔ

[名］ 1

[慣］ ５

[動］３Ａ型tadasjaN ８

[名］ 昔1６

[名］ Ｔ

[名］ 昔9５

[名］ 昔177

急病。butujatadamadamitiNniminutaba:;夫が急病になり、死んでしまったって。

tadamaniタダマニ ［副］

たちまち。tadamanirjunararirujuNgara;いますぐに龍になれるから…。（昔１０１）

taduruNタドゥルン ［動］２Ｂ型tadwaN

たどる。たずねる。

taga タガ ［名］

（動)鷹。

taga： タガー ［名］

丈（たけ)。

tagaNタガン ［形］

昔1８

Ｔ

こ５３

こ５３

生
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高い。utunitagaruhana;名花。音に名高い花。に99）ututagaN;評判高い。（16）

tagaNtubja タガントゥビャ ［名］続132

凧。ｔａｇｕとも言う。

tagaciNタガチン ［名］生

（植）ナミモロコシ＜イネ科＞o

tagahata タガハタ［名］３

高機。

taganaduOu タガナドゥク｡［名］生

がん。棺を納め墓まで運ぶ道具。死者の近い親戚の者８人でかつぐ。

tagara ［名］タガラこ３１

＜新＞宝。財宝。

tagaraNdinaga ［名］夕ガランデイナガＴ

色々の土が混じった土。tagarudiとも言う。

［名］tagarudiタガルディ生

各種の土が混ざった士。田植えはしにくいが、手入れをすれば、水の減るのが遅くなり，良

い田となる。

tagasaN タガサン ［名］

竹馬。２本の竹竿に足がかりを作り乗って遊ぶもの。

生

[名］タギtagi

拝所。

tagi

（植）

tagi

丘。

tagi

岳。

tagiNma

竹馬。

tagidama

竹藪。

tagiduN

（地）

tagiOiti＊

（植）

taginuNpa

（植）

４

嶽。

[名］タギ Ｔ

タケ＜イネ科＞。

タギ [名］ 昔1６

[名］タギ 無164

[名］タギンマ

竹を股にはさみ、ひもをつけて遊ぶ物。

タギダマ

｢竹山」の意。

タギドゥン

竹富。

タギキ゜ティ

タイワンコスミレ＜スミレ科＞・

タギヌンパ

タケノコ＜イネ科＞。

生

[名］ ３

[名］ Ｔ

[名］ 植104

[名］ 生
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tagisimuduNタギシムドゥン ［名］７

竹の涼み台。夏木や石垣を利用して大名竹で編んで､つくった床。

tagu タグ ［名］沖Ｔ

（動)マダコ。一般に見られるタコで、昼行動する。

tagu タグ ［名］７

凧。tagaNtubjaとも言う。

tagu タグ ［名］昔209

蛸。

taguraN＊ タグラン３Ａ型＊ 資196

皮膚をただらす。ｔｉ:duNtitagurasiminuN;手をやけどして皮膚がただれてしまった。ｃ，urisi

tagurasjaru;薬でただらした。

tagurabiタグラピ ［名］昔120

企み。kurumiとも言う。

taguriruNタグリルン ［動］６Ａ型tagurjaN＊ 素196

皮膚がただれる。やけどなどで皮膚がくずれる。taigutiatikiranututaguriruNdu;はやく手

当をしないとただれるぞ。

ta9aNタカ・ン ［動］３A型Ｔ

たがわす。hantaOasiduburu;足をたがわしている。

taDasiタカ゜シ ［名］こ７６

捻挫（ねんざ)。

ta9atamani＊ タカ･タマニ ［名］Ａ２８

田の名。

ta9ati＊ タカ・テイ ［名］Ａ２１

田の名。

taDuruNタク･ルン ［動］２Ｂ型taOwaN生

たぐる。

tahugani＊ タフガニ ［名］植７４

（植）グミモドキ＜トウダイクサ科＞o

taida:＊ タイダー ［名］植６０

（植）コメツブウマゴシ＜マメ科＞o

taigu タイグ ［副］昔172

早〈。急いで。hajaguとも言う。

taikukuziN＊ タイククジン ［名］昔８

大国人。

tainaNpu： タイナンプー ［名］Ｔ

＜移＞（植）パイナップル。
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taiwandaki＊ タイワンダキ［名］植174

（植）ダイサンチク＜イネ科＞・比川の方言。

taja タヤ［名］生

力。cigaraとも言う。

taja タヤ［連語］昔１６

…たら。過去の助動詞ｔａに接続助詞ｊａが付いた形。udugumitaja;埋めたら。NdaOakatitaja

anujakaganuN;君が書いたら、私は書かない。

taja タヤ［名］こ８５

蛍。

［動］３Ａ型tajaNタヤンＴ

絶やす。

［動］２Ｂ型tajuN＊tajuruNタユルンｌ５

頼る。

takaNna＊ タカンナ［名］植１７８

（植）チゴザサ＜イネ科＞・

［名］takadiNタカディンＴ

高膳。

takasiタカシ ［名］９

案山子。

taki＊ タキ［副］昔４６

…まま。ititaki;生きたまま。

takiNda タキンダ ［名］昔285

＜古＞脱穀具。

takiraN＊ タキラン ［動］６Ａ型＊takirasjaN＊ Ｔ

あおる。けしかける。ｔ,utakirasinaranu;人をけしかけて困る。（素194)ara:gut，utakiraNna；

あまり人をせきたてるな。（素194）

takiruNタキルン ［動］６Ａ型takjaN 昔202

（火を）つける。たきつける。kwarukiNkita:kikakumaikidu;固い木に、たきつけて保存し

て…。（昔202）ｃ,i:takjaN;火をつけた。kamadunuc，itakirun;かまどの火をたきつける。（資

194）（参）今帰仁方言te:sikiruNo

takisipa9aiタキシパカ゜イ［名］沖Ｉ

鉄製の鍬。

takubu＊ タクブ ［名］植171

（植）マルミスブタ＜トチカガミ科＞。

［名］takuiタクイこ５３

類（たぐい)。
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takuruN＊タクルン ［動］２Ｂ型＊素194

…したくる。動詞の連用形について荒々しく動作する意を表す。huNtakuruN;踏みつける。

ｔａｍａ タマ ［名］生

共同でとった魚の分け前。

［名］tamaNkunuciタマンクヌチ歴135

浦野御嶽の神名。

［名］tamaciタマチ４

魂。知恵。tamaciaDae:;知恵があるね。

tamaciタマチ［名］昔164

試し。

［名］tamacinuNgiタマチヌンギ続７４

虚脱。

［名］tamacisagabiタマチサガビ生

知恵のない人。

［名］tamahatiタマハティＴ

玉祭の時の神々の舞・踊りの時に使う櫛に付いた玉にも言う。

［名］tamai＊タマイこ８８

まつすぐ。tamaihanasikirijo:；（横にそれず）まっすぐ話しなさい。

tamaicibugu タマイチブグ［名］３

硬い石。

tamamaciriタママチリ［名］Ｔ

玉祭。柤納祭と同じ日に神器が伝わっている家の主婦が、それを祖納部落の大俣屋に持ちよ

り、司と共に踊る。

ｔａｍａｎａ タマナ［名］Ｔ

（植）キャベツ。

［名］tamanadiタマナデイ３

凪。古謡の中にある表現。現在は全く使われていない。

［動］２Ａ型tamartamaruNタマルン３

溜まる。

［名］tamaugiタマウギ民

箱眼鏡。魚を捕る時に使う道具。箱の底がガラスになっているもの。

［名］tａｍｉタミ１５

…のため。nunutaminiiruOa;何のためにやるのか。

tamicimaiタミチマイ［名］昔183

緊張。心用意。

［動］６Ａ型tamjaNtamiruNタミルン５
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溜める。

tamiruNタミルン ［動］６Ａ型tamjaN 昔l29

ねらう。。unutuNkitamitidumiNgasiharatasi;自分の妻に狙って－発放つと…。

tanaNturi タナントゥリ ［名］昔264

種取り祭。旧十月始め頃、各家で行なう。稲作の苗代に苗の成育を祈る祭事。

tanaci ［名］タナチＴ

司が着る白衣。麻製で副木の皮の染料でうすい黄色に染めている。

tanadi タナデイ ［名］３

平坦な土地。

tanaga ［名］タナガＴ

（離れているものの）間。

tanaita ［名］タナイタｌ

ふなくりに付ける板。波が入らないために付ける。

tanani タナニ ［名］生

竹で編んだ食器棚。

tanati タナテイ ［名］５

遊戯の一種。「小さな棚」の意。手ばしご゜２人で手を組みはしごをつくり、その上に人を

乗せる。tanatikoikoihikoikoiと言って競争する。

タナテイ ［名］tanati生

すずみ台。

taniダニ ［名］Ｔ

種。砂糖キビの頂上の芯にも言う。

taniダニ ［名］Ｔ

嫡子。

taniダニ ［名］続７９

るいれき。首のリンパ腺にできる`慢性のはれもの。ぐりぐり。

tani： ダニ ［名］昔184

血族。tanimuutuda;血のつながった兄弟。腹違いの兄弟のことも言う。

tanigata ［名］タニガタ生

父方の血統。６代までが親戚で、それ以上は他人となる。

tanikumiタニクミ ［名］沖Ｉ

種籾を包むこと。昭和２０年頃まではクバの葉に包み、現在の麻袋の役割をした。

tanimaiタニマイ［名］沖Ｉ

種籾。

taniurusiタニウルシ ［名］Ｔ

種おろし。
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ｔａｎｕｃａ タヌツァ ［名］

（植）田草。

tanumuNタヌムン ［動］１，型tanum

＜新＞頼む。tarumuNとも言う。

tanusui タヌスイ［句］

畦。田川rのそばの意。

tara タラ ［名］

俵。

taraduna タラドゥナ ［名］

俵で納める税。米の税。

タラゲティ ［名］taraOuti

３斗２升入りの俵。

taraitiタライティ ［名］

えくぼ。

tarama タラマ ［名］

（地）多良間。

taramahana タラマハナ ［名］

（植）ベニバナ＜キク科＞・赤い染料をとる。tarumahanaとも言う。

taramujai タラムヤイ［名］

俵模合。家を作ったりする時に持ち回りで米を何俵か持って来るもの。

tariNgu タリング ［名］

（植）ソテツの実。

tarimunu タリムヌ ［名］

家畜の餌。芋の皮、豆腐のかすなどでつくったもの。

tariruN（１）タリルン［動］６Ｂ型taruN

垂れる。amadaigaraamitariduburu;軒先から雨が垂れている。

tariruN（２）タリルン ［動］６Ａ型＊

沖Ｉ

1,型tanumjaN ３

沖Ｉ

Ｔ

昔141

生

７

Ｔ

Ｔ

生

８

生

Ｔ

すっかり…する。…しつぶれる。ｂｉ:tarirutadwaikiti;酔いつぶれるまで、祝いして…。

（昔126）dunaikiranuNkiniNditaritaba;身動きできないほど、寝込んだので･･･。（昔127）

taru ダル ［助］昔202

強意の係助詞。kuNnitarunataNsuja;こんな事になるなんて。

［動］２Ａ型taN＊taruNタルン４

足ろ。

［名］tarugaNタルガン沖Ｔ

（動)田んぼのエビ。taruDa(続40)。

tarumahana タルマハナ［名］１５
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（植）ベニバナ＜キク科＞・赤ん坊の入浴剤に用いる。taramahanaとも言う。

tarumaiタルマイ［名］３

（地）樽舞。与那国町内の字名。比川村が２度めに、fabamiから、移動したところ。

tarumiクルミ［名］沖Ｔ

（魚）フエフキダイ科の魚の総称。体は楕円形で平たく、褐色の斑紋がある。

［動］ｌＤ型tarumuNタルムン生

頼む。tanumuNとも言う。

tasiタシ［名］続９５

裁断すること。Nnanidutasiburu*;着物を裁断している。（続95）

tasiタシ［連語］昔156

…したら。ｔａ（過去の助動詞）＋sｉ（接続助詞)。nuNdikaja:Ndimatutasi;なぜかな_と待っ

ていると…。

［動］ｌＤ型tasikamiruNタシカミルンＴ

＜新＞確かめる。

［動］２Ａ型tasikaNtasikaruNタシカルンｌ

助かる。

tasikiruNタシキルン ［動］６Ａ型tasikjaN生

助ける。

tasuN＊ タスン ［動］ｌＤ＊ 資１９８

裁つ゜断つ。裁断する。ijaNnanihajagutai;お父さんの着物を早く裁ちなさい。wanuniku

miciduciNkitasiutugi;豚の肉を３つ４つに切っておけ。

［動］６Ａ型tatacjaNtataciruNタタチルン生

なぐる。たたく。musutataciri;むしろを叩きなさい。、a:tatacjaN;もう、叩いた。

［名］tatagaNタタガン歴121

（地）立神。与那国町内の字名。

tatakuNタタクン ［動］６Ａ＊tatatjaN 昔3O

叩く。sikuNtataciruN参照。

［動］６Ａ型tatakumjaNtatakumiruNタタクミルンＮｌＯ９

突っ込む。haNtatakumiti;足を突っ込んで。

tatakumuN＊ ［動］ｌＤ型tatakumjaNタタクムン３

ぶちこむ（おしこむ)。

tatakuruN＊ タタクルン ［動］２B＊tatakuraN＊ 昔219

叩〈。叩き殺す。Nditatakurutaba:;…と叩いたので…。

［名］tatamiタタミＴ

畳。

tatami＊ タタミ［名］昔196
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出世。magiranuNkitatamidukirariruNdi;負けずに出世できるように。

tataruN＊ タタルン ［動］２Ａ＊ 昔１２

崇る゜

tati タテイ ［名］Ｔ

縦。

tati タティ ［名］生

肝臓。那覇方言でtaki:mamiという。

tati タティ ［名］昔166

生活。暮らし。ｉ:tatikiigijU;幸せな暮しをしなさい。（昔218）barasarutatikiNnaju;悪い

暮しをするなよ・NsarutatikibuN;良い暮しをしている。（T）

tati＊タティ ［名］１５

成功。tatitaN;成功した。

tatiha： タテイーハー ［名］昔９１

暮しぶり。

tatidai タティダイ［名］生

盃を置く台。

tatigami＊ タテイガミ ［名］歴２

＜古＞立神岩。頓岩。

tatiOaNタテイガン ［名］３

立神岩。

tatiOari タティカ・リ ［名］続６６

立ち枯れ（枯れ木)。

tatikai タテイカイ［名］昔168

やり直すこと。

tatikasi ［名］タティカシ３

経糸。

tatiruN タティルン ［動］６Ａ型tatjaN４

立てる。tatiri;立てなさい。

tatiusai タティウサイ［名］生

祭の時、神に捧げる御馳走。かまぼこ、粉菓子、焼肉等を一定の長方形に切り、mに立てて

盛り上げた物。中央はハイビャクシンを立てて飾る。

tatuN タトゥン ［動］ｌＤ型生

立つ。

teNkuteNkuテンクテンク ［慣］５

＜幼＞太鼓の音。幼児に踊らせる（手をクルクル回させる）時にいう言葉。

teramaci＊テラマチ ［名］Ａ5７
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田の名。

tｉティ ［助］Ｔ

…て。…して。単なる接続を表す接続助詞。tuitikuN;取って来る。mutiku:;持って来い。

ti： ティー ［名］Ｔ

手。tiNdaとも言う。

ti:＊ ティー ［副］昔218

急いで。ｔｉ:ｓｉ:;大急ぎで来て。

ti:anadiru ［名］ティーアナデイル３

くつわ。藁で編んだもの。t，iaNdiri;馬の口にはめて、馬が稲などを食べないようにするもの。

tima:＊ テイーマー ［名］Ｎ127

手間。

tinaiテイーナイ［名］沖Ｉ

苗の一種。植えやすいようにt,utabai（－束）の苗をt，u:tiに分けた残りの苗。ｔ,u:ti参照。

tmaraiテイーナライ［名］こ３９

修業。習い事。tisimi;学問の修業。

ti:sagu ［名］テイーサグ８

手尺。手で寸法を計ること。約５寸。

thtaraiテイータライ［名］９

臨月。月が足ると言う意。、a:tiとも言う。

ti:tatiティータティ ［名］生

月の第一日。ついたち。

ti:uburu ティーウブル ［名］民

（水汲み用）柄杓。

timsasiテイーウサシ［名］Ｔ

手を合せる事。合掌。

ti:utiテイーウテイ ［名］沖Ｉ

苗を少なく植えること。苗は４．５本植えるのが適当だが、この場合１．２本植えたものを

言う。

tiNテイン ［名］Ｔ

空。

tiNティン ［副］

すぐ。ただちに。nainutiNtuNdiri;今すぐ出ていってくれ。

tiNcida ティンチダ［名］

天水田。どこからも水が引けず、田に溜った雨水だけを利用して作る田。

ｔｉＮｄａ ティンダ［名］

手のひら。tinubataとも言う。

昔8０

沖Ｉ

｢稲266｣参照。

Ｔ
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tiNdabana ティンダバナ ［名］Ｔ

＜古＞（地）険座鼻。天蛇鼻。tiNdahanatatiNzjabanaとも言う。

tiNdagi ティンダギ ［名］ 生

夕焼け。

tiNdahanata ティンダハナタ ［名］ 歴２

＜古＞（地）天蛇鼻。与那国の名所の１つ。tiNdabana,tiNzjabanaとも言う。

tiNdaitiNdai ティンダイティンダイ［名］１６

ゆらりゆらり。ｓｕ:jatiNdararitidusuru;今日は揺られて来た。車にゆられている状態。

tiNdanubata＊ ティンダヌバタ ［名］ 黒６１

手のひら。tinubataとも言う。

tiNdisaDiruN＊ ティンディサキ･ルン ［動］６Ａ型tiNdisaOjaNl6

つり下げる。

ｔｉＮｄｕ ティンドゥ ［名］Ｔ

天井。

ｔｉＮＯｕＮ ティンク゜ン ［動］１，型 生

繋ぐ。くくる。tiNguNとも言う。tiNdisagiutuiti；しばって下げておいて。（N140）ｕｃｉ

Ｎｍａｊａｎｕ:nitiNdimama;牛馬は野原に繋いだまま…。（昔135）

ｔｉＮｍａ ティンマ ［名］ 生

労働の報酬。仕事を手伝ってくれた人に、お金をあげる。あるいは、別な時に手伝ってくれ

たのと同じ期間手伝ってあげること。ｔｉｍａとも言う。

tiNna： ティンナー ［名］１

帆の骨に付いた手縄。アダンのひげを使う。

tiNnuburihuci ティンヌブリフチ ［句］ 続ｌ５

天の川。ubukaとも言う。

tiNpa ティンパ ［名］Ｔ

（昆）虫の一種。ミミズの大きいような形をしており、土のやわらかい所に居る。黒色で、

大きなものは長さ４０ｃｍ、太さ直径４cm位ある。

tiNsagu ティンサグ ［名］Ｔ

（植）ホウセンカ＜ツリフネソウ科＞o

tiNtaikiagami ティンタイキアガミ ［名］ 続２４

いたずらっこ゜

tibara ティバラ ［名］ 沖Ｉ

苗を束ねるわら。

tibaru ティバル ［名］ 歴３３

（地）ティバルｄ

ｔｉｄａＮ ティダン ［名］ 生
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太陽。

tidaNamiティダンアミ［名］生

天気雨。太陽が見えているのに降る小雨。

tidaNduguru＊ テイダンドゥグル ［名］歴６２

（地)太陽所｡祖納部落の中道付近の338番地がその場所に当たると言われ拝所になっている。

［名］tidaNganaciテイダンガナチ生

太陽の尊称。

［名］tidaNmagiテイダンマギこ７２

日射病。

［名］tidaiテイダイこ４５

進上。お祝いの時などにあげるお金など。

［名］tidibiティディビ生

拝所の世話役。祭の執行者でもある。部落の草分けの家の長男から長男に継承して行く。

［名］tidimiティディミ１０

片づけ。

［名］tiduguNティドゥグン生

こぶし。げんこつ。tiduguNku;なぐるよ。

［名］tigagiテイガギ４

地鎮祭。

［名］tiganaiティガナイ生

手伝い。

［形］tigurisaN＊テイグリサン１６

手早い゜tigurisami:Ndasi;手早く実を出し…。（昔73）tigurisasikuNki;手早く支度して…。

（昔130）

［名］tigusuiテイグスイ１

釣糸。

［名］tigutiテイグテイ３

（植）シャリンバイ＜バラ科＞･染料の一種。材質硬〈、木、槌の材とした。燃やすと火力

が強い。

tigutitiテイグテイテイ ［名］沖Ｉ

満田原内の田の名。

［名］tiOafaテイカ゜ラ８

てこ（物を動かす時の棒)。

［名］tiDaraNkaOaNティカ゜ランカカ゜ン生

堤灯を上部につけた長い竿。野辺送りの時、先頭の者がこれを持って歩く。

tihuNティフン ［名］昔113
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手本。

tija テイヤ［名］生

（動)ナマコ。

tijainaranuNテイヤイナラヌン ［句］昔５３

手に負えない。inuOati:dumuraarasimuradunutuNtajatijainaranuNki;犬が毎日村を荒すの

で、村中の人々は手に負えないで…。

tikarakakaraiテイカラカカライ［副］

ぐずぐず。決めかねる。

tikiNdaNティキンダン ［動］；

引っぱり出す。maitabatikiNdasiti;稲束を引つばつり出して。

tikubaiテイクバイ［名］

手がかじかむこと。

ｔｉｍａ テイマ ［名］

賃金。tiNmaとも言う。

timunuティムヌ ［名］

薪。たきぎ。

timutiティムティ ［名］

持ち物。

tiniNsa テイニンサ［名］

植えるのが遅いこと。

tinuaja＊ テイヌアヤ［名］

指紋。

tinubata テイヌバタ［名］

手のひら。tiNdaとも言う。

tinucu ティヌツ ［句］

手の垢。「続5」では愛用の道具となっている。

tinu9aiテイヌカ゜イ［名］

竹製のザルの一種。ふたが丸く、食物などを入れる。

tinukubiテイヌクビ ［句］

手くぴ゜

tinuuN＊ティヌウン ［名］

手首。

tipa ティパ ［名］

木槌。

tipa ティパ ［名］

腕白。damaNguとも言う。

１６

3Ａ型tikiNdasjaN 昔7３

(昔73）

９

こ５８

生

昔121

沖Ｉ

黒6１

生

１６

生

こ２８

黒6１

７

こ１２９
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tipuiguNティプーイグン ［名］

＜新＞ゴム紐付きもり。

tipusudiティプースディ ［名］

鉄砲袖。長くて、丸い袖。

tiraNティラン ［動］３Ａ型tirasjaN＊

照らす。tidaNkitiraN;太陽にてらす（あてる)。

tirakukuテイラクク［副］

めちゃくちゃ。karaNtirakukukaNdi;髪を振り乱して。

tiramaiテイラマイ［名］

いたずら。

tiriguNtiティリグンティ ［名］

殴り勝負。子供の遊びの一種。手にタオルを巻き、殴り合う。tidiguN参照。

tiruNテイルン ［動］２Ａ＊

照る。NnutidantitaDasujatiranuN;昨日、日が照ったが、今日は照らない。

tisaziティサジ ［名］

＜移＞手ぬぐい。

tisuティス ［名］

座持ち。座を盛り上げる人。

tisu ティス ［名］

手相。

tiusuNテイウスン ［動］ｌＤ型tiusjaN

手を合わす。拝む。

tjukuNda？テュクンダ［名］

（地）チュクンダ。

tｕ（１）トゥ［名］

盆地。

ｔｕ(2)トウ［名］

（田などの局部的に）低くなった部分。

ｔｕ： トゥー ［名］

ｌＯｏ

ｔｕ： トゥー ［名］

＜古＞海洋。

ｔｕ： トゥー ［名］

唐。ｔｕ:nukuni;知らない国。

ｔｕ： トゥー ［感］

１

Ｔ

Ｔ

昔184

生

５

Ｔ

１２

こ３３

こ３６

Ｔ

ア

続205

稲280

生

生

８

昔134
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さあ。それ。気合いを入れる声。ｔｕ:ugaratisa*;さて、これだけか。（昔224）

ｔｕｂａ トゥーバ ［名］沖Ｔ

（魚）ヒラソウダ＜サバ科＞・体がやや平たい。体色は黄色で黒い縦じまがある。

tubasu トゥーバス ［名］Ｔ

唐芭蕉。実を食べるために植える芭蕉。

ｔｕ:ｇａ トゥーガ ［名］Ｔ

十日。

ｔｕｍａ： トゥーマー ［名］ 昔５６

遠廻し。minu9aDatugutunatababiNgajatuma:;女は落ち着きを取り戻した様子なので、男は

遠廻しに…。

ｔｕｍｉ トゥーニ ［名］

洗い鉢。木製の芋洗い用。

turika トゥーリカ ［名］

とりかじ。船を左方向に進めること。

tu:siNbai トゥーシンバイ ［名］

おたふくかぜ。おたふくかぜでふくらんだ顔。

tuta： トゥーター ［名］

ｌ２ｏ

ｔｕｔｉ： トゥーティー ［名］

ｌｌｏ

ｔｕｔｕ： トゥートゥー ［感］

鶏を呼ぶ時の言葉。

tuN トゥン ［名］

妻。

tuN トゥン ［名］

（紐状の細い）帯。

tuN トゥン ［動］４Ａ型?tusjaN

通す。…しつづける。munumuikituNna;物思いをしつづけるな。（S35）

tuN トゥン ［動］４Ｂ型tusjaN

倒す。

tuNbjaN トゥンピャン ［名］

（植）アオノリュウゼツラン＜ヒガンバナ科＞・麻に似た繊維が取れる。

よると、tubuが与那国方言らしい。tubuki参照。

tuNbutu トゥンブトゥ ［名］

夫婦。mitudaともいう。

tuNbutubagari トゥンブトゥバガリ ［名］

民

Ｔ

生

Ｔ

Ｔ

３

２

生

Ｔ

Ｔ

続160

コに『植物方言集』

生

２
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離婚。

tuNbutumuNdu トゥンブトゥムンドゥ ［名］２

夫婦げんか。mitudamuNduともいう。

tuNda トゥンダ［名］生

三股のもり。首里方言の/tuza/、糸満方言の/tugja/にあたる。

ｔｕＮｄａＮｂｕ トゥンダンブ［名］婚

東道盆。結婚式の時などに用いる盆。豚肉を主とする９品の入った重箱と、白米一斗分のひ

し形のもちの入ったふたつの重箱に、与那国花酒を添える。

tuNdaku トゥンダク［名］昔218

世話。ｔ，uisinarukagirituNdakuki;一人でできる限りの世話をし…。（昔218）minuOasika

matuaOaminutuNdaku;女の仕事と子供の世話。（昔26）

tuNdatuN＊ トゥンダトゥン ［動］ｌＤ＊ 昔184

飛び込む。hacigarat'aranukaraNkituNdati;橋から下の川に飛び込み…。

［名］tuNdiトゥンディこ６３

冬至。

tuNdiruNトゥンディルン ［動］６Ａ型tuNdjaNtuNduN４

出る。飛び出る。。a:garatuNdiruN;家から出る。

［名］tuNguciトゥングチ生

漁師の煙草入れ。枕にもできるように上部が曲っている。

［動］３Ａ型tuNkasjaNtuNkaNトゥンカン２

ぶつつける。おしのける。

［動］２Ａ型tuNkaNtuNkaruNトゥンカルン生

向かう。ujabituNkaiNnuN;上を仰ぎ見る。

［名］tuNkiトゥンキ９

伝言。duraituNk;集会の通知。

tuNkiruNトゥンキルン ［動］６Ａ型tuNkjaN昔170

言いつける。伝える。icimuciNtaNkituNki;動物達に言い聞かせて…。（昔224）tuNkiwaiti

maisimunutaba;訓戒されて亡くなったので…。（昔219）ｔｕは有気？ｏ

ｔｕＮｍａｉｓｕＮトゥンマイスン ［句］昔１２３

引き返してくる。

［名］tuNnuNトゥンヌンＴ

小太鼓。「唐鼓」の意。

tubaru ［名］トゥバルＡ７

（地）桃原。与那国町内の字名。末尾の地図参照。

［動］２Ａ型tubaNtubaruNトゥバルン４

出会う。tubaiduNとも言う。tubaiNdihiruN;会いに行く。
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tubasidama トゥバシダマ ［名］沖Ｉ

米をよりわける農具。手で車を回し、籾をふき飛ばす。実のない米は外側に出ていき、実の

ある米は内側に落ちてくる。

tubatai トゥバタイ

渡海。

tubi トゥビ

クバの葉を編んで作った戸。

tubidaN＊ トゥビダン

＜古＞神経痛。

tubidai トゥビダイ

１３．４ｋｇ位の鰹。

tubigiN＊ トゥビギン

羽衣。素晴らしい着物。tubikiNとも言う。

tubiiju トゥビイユ

（魚）トビウオ。体が細く長い。

tubikiN トゥビキン

羽衣。素晴らしい着物。tubigiNとも言う。

tubira＊ トゥビラ

（植）トベラ＜トベラ科＞o

tubira＊ トゥビラ

けいれん。

tubja トゥビャ

嘘。ｋ，asiとも言う。

tubjadamiトビャダミ

仮病。ｋ,asidami、ｋ，asidamaとも言う。

tubjamunu トゥビャムヌ

嘘つき。

tubu トゥブ

[名］ １６

[名］ 生

[名］ 歴106

[名］ ３

[名］ １６

[名］ 沖Ｔ

[名］ 昔6３

[名］ 植4８

[名］ 黒6６

[名］ 昔1３

[名］ こ２５

[名］ １６

[名］ Ｔ

豆腐。節日には、豆腐を油で揚げた物が必ず出る。

tubuN トゥブン

飛ぶ。buduruN;跳ぶ参照。

tubuki トゥブキ

（植）サイザルソウ＜ヒガンバナ科＞・戦前、海ｉ

[動］ｌＤ型tubjaN 生

[名］

’

４
ロ

（植）サイザルソウ＜ヒガンバナ科＞。戦前、海辺に持って行って腐らし繊維を取り、ロー

プ、洋服を作った。『植物方言集』によると、アオノリュウゼツランか。

tubumami トゥブマミ ［名］昔117

＜古＞大豆。輸入もの大豆。
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tubunuhama トゥブヌハマ ［名］

（地）トゥブヌ浜。

tubunukaciトゥブヌカチ［句］

豆腐の粕。おから。

tuciトゥチ ［名］

年。tucituciniNniN;年々年々（としとしねんねん)。（昔224）

tuciトゥチ ［名］

研石（といし)。

tuciguru トゥチグル ［名］

年頃。

tucinuduru トゥチヌドゥル ［名］

大晦日。

tucisimaiトゥチシマイ［名］

年の夜。年末。

tucituiwari卜ウチトゥイワリ［名］

年をお取り<ださいよ（正月の挨拶)。

tuda トゥダ ［名］

ドゥナイドゥの中の太鼓打ち。

tuda＊ トゥダ ［名］

すき。土を掘り起こす農具。

tudaNta＊ トゥダンタ ［名］

（植）ハスノハギリ＜ハスノハギリ科＞oakasita参照。

tudimaruNトゥディマルン ［動］

かたづく。

tudimaruN＊ トゥディマルン ［動］

とどまる。

tudugiruNトゥドゥギルン ［動］

届ける。

tuduguNトゥドゥグン ［動］

届く。

tudumaiトゥドゥマイ［名］

留まること。滞在。

tuduruti＊ トゥドゥルティ ［名］

田の名。

tuduti（１）トゥドゥティ ［名］

始末。Nnitunutudutikiti;死体の始末をして…。

Ａ６０

３

昔224

こ６４

こ４０

続1２

８

無172

無3３

芸

植4３

2Ａ型 生

2Ａ型tudimaN ３

6Ａ＊ 生

1Ｂ型tudutjaNtudutuN１

こ５２

Ａ４１

昔3１
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tuduti（２）トゥドゥテイ ［名］ 昔186

…だそうだ。伝聞を表す形式名詞。utadudumiburutuduti;唄を詠んでいたって。

tudutiami トゥドゥティアミ ［名］８

にわか雨。通り雨。naciamiとも言う。

tugaNta トゥガンタ ［名］４

（植）オオバギ＜トダイグサ科＞・これで下駄、面、旗頭、獅子頭などを作った。

tugada： トゥガダー ［名］ 沖Ｔ

（魚）ヒラニザ＜ニザダイ科＞・体に３０本くらいの波状の細かい白線をもつ。

tugagiN トゥガギン ［名］ 生

（魚）イソマグロ。

tugamaNgaN トゥガマンガン ［名］２

１０日戸明け。「１０日満願」の意。tuganudwaiとも言う。

tuganudwai トゥガヌドァイ ［名］ 生

出産１０日目の祝い。出産してから１０日目の祝い。忌みが終り、産婆を招き、子の名をつ

けて祝う。tugamaNgaNとも言う。

tugara トゥガラ ［名］ 生

（動）蛇。

tugarakaNda トゥガラカンダ ［名］Ｔ

（植）ハブカズラ＜サトイモ科＞o

tugaruda＊ トゥガルダ ［名］Ａ５４

田の名。

tugata トゥガタ ［名］Ｔ

（植）リュウキュウハリギリ＜ウコギ科＞・俗にいうヤマギリ。

tugati トゥガティ ［名］ 生

とかき。升に盛った穀類を平らにする棒。

tugatidwai トゥガティドアイ ［名］ 生

米寿の祝い。多くの人を招き、舞踊などをして、大きなお祝いをする。また、招待者には、

１升ますと、とかきをあげる。

tugiruN トゥギルン ［動］６Ａ型tugjaN４

溶ける。

ｔｕｇｕ トゥグ ［名］生

仏壇。

ｔｕｇｕ トゥグ ［名］１６

得。tugukiruN;得する。

ｔｕｇｕ トゥグ ［名］ 昔197
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徳。ujanukutukitajammutugumuisiruN;親孝行すれば無いはずの徳が授けられる。

［動］６Ａ型tugu-kjaNtugu-kiruNトゥグキルン５

得する。

トゥグル ［辞］生tuguru

所。場所を数える単位。ｔ'utuguru;ｌか所。

tuguruNnu トゥグルンヌ ［名］歴151

（地）トゥグルンヌ牧場。

tugurudagidiraba トゥグルダギディラバ ［名］歴133

唄の名。トゥグル嶽ディラバ。見送りの時、田草取り、刈入れの時等に歌う。tuguruutaM

dirabaとも言う。

［名］tuguruhaciトゥグルハチ５

トゥグルにある橋。

tuguruhama トゥグルハマ ［名］歴７３

（地）トゥグル浜。

tugurunu ［名］トゥグルヌＡ７

（地）所野。与那国町内の字名。今の飛行場付近、以前は牧場だった。末尾地図参照。

tugurunumatiトゥグルヌマティ ［名］無６

（地）トゥグルヌ牧場。ムヌン祭後の祈願であるドムヌムヌン祭の行われるところ。

［名］tuguruuOaNトゥグルウカ･ン２

トゥグルにある拝所の名。

tuguruutakiトゥグルウタキ［名］無３８

（地）トゥグル御嶽。

tuguruutakidiraba トゥグルウタキデイラバ［名］無３８

唄の名。トゥグル嶽ディラバ。帆船時代の名残をとどめた航海安全を唄った唄・tugurudagi

dirabaとも言う。

tugutu トゥグトゥ ［名］昔5６

ほっとすること。落ち着くこと。

tugutu トゥグトゥ ［副］Ｔ

とくと。念をいれて。tugutukaNgariju;とくと考えなさい。

tu9a ［名］トゥカ゜Ｔ

とが。罪。

［名］tuUaiトウガイ生

うきの一種。とった魚を糸に通して、浮かべておくもの。

［動］２Ａ型tuUaruNトゥカ゜ルン生

とがる。

［動］１C型tudjaNtu9uNトゥク・ン２
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研ぐ。

tuhaNkaNトゥハンカン ［形］特殊生

恥ずかしい。anujatuhaNkaduaru;私は、恥ずかしい。

tuharunuhana＊ トゥハルヌハナ［名］植209

（植）ホウキズイセン＜ヒガンバナ科＞o

tuiNsiトゥインシ ［名］１６

（地）海岸の名。末尾の地図参照。

tuiguiトゥイグイ ［名］１２

埋葬。

tuikamiトウイカミ ［名］ 昔５６

納骨。tuikamiruN;納骨する。agamiNtanutuikamiduki;子供達の葬式をし…。（昔176）

abutatuikamikitisu:kumaci:kikujukiujataN;母の葬式をして、線香をし、供養をしてあげた

という話。（昔202）

tuikuNトゥイクン ［動］ｌＡ型tuitjaN生

問う。尋ね聞く。

tuisimi： トゥイシミー ［名］ｌ

舟の帆柱を受ける底穴。

tuitibuNトゥイティブン ［名］昔１５

才能。

tujaiトゥヤイ ［名］昔196

付き合い（仲良くすること)。ｔ,utunutujai;人との付き合い。

tujamahaciトゥヤマハチ ［名］５

柤納部落にある橋。祖納から空港へ向う最初の橋。

tujamauDaNトゥヤマウガン ［名］２

十山という拝所。

tujaruN＊ トゥヤルン ［動］無168

なくす。

tujumarimunu トゥユマリムヌ ［名］昔152

模範者。有名な人。

tujumuN＊ トゥユムン ［動］１，型 昔206

評判高い゜kisatujumumariNgarajo;以前から評判の高い生まれ柄よ・tujumarikirijo:;有名

になりなきいよ。（16）

tukiトゥキ ［名］Ｔ

時計。

tuki＊ トゥキ ［名］歴152

＜古＞渡海。
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tukja トゥキャ ［名］１６

海路。

tumacidabari＊ トゥマチダバリ［名］Ａｌ９

田の名。

tumaimura トゥマイムラ ［名］Ｔ

（地）祖納。村落名。比川の人たちは、祖納のことをこう呼ぶ。泊村、すなわち港村の意。

tumaiuUaNトゥマイウカ゜ン ［名］

泊りという所の拝所。

ｔｕｍａｒｕ トゥマル ［名］

周辺。。a:nutumaru;家の周辺。

tumaruN トゥマルン ［動］２Ａ型tumaN

止まる。

tumaruN トゥマルン ［動］２Ａ型

泊る。

tumasi トゥマシ ［副］

たくさん。tumasihaiduburu;たくさん食べている。

tumi＊ トゥミ ［名］

共。ataduagaitutumini*;明日夜が明けると共に…。

tumiruN トゥミルン ［動］６Ａ型tumjaN

止める。

tumiruN トゥミルン ［動］６Ａ型tumjaN

泊める。

ｔｕｍｕ トゥム ［名］

とも（舟の船尾)。

tumuNbu トゥムンブ ［名］

（植）モモ＜バラ科＞の一種。

tumuNtu トゥムントゥ ［名］

共の者。従者。

tumuhira＊ トゥムヒラ ［名］

門口の両側に立っている柱。

ｔｕｍｕｎｕｉｋｕ： トゥムヌイクー ［名］

鱸（とも）乗りの漕ぐ擢（かい)。

ｔｕｍｕｎｕｋｉ トゥムヌキ ［名］

（植）タブノキ＜クスノキ科＞o

tumuti トゥムティ ［名］

早朝。

２

昔219

３

昔４

１

昔126

５

５

１

Ｔ

こ３８

昔3８

１

Ｔ

昔6１
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tumutuOusa トゥムトゥク゜サ［名］

（植）オオバコ＜オオバコ科＞ｏ

ｔｕｎａｇａ トゥナガ ［名］

航海中。

tunaiトゥナイ［名］

隣。近所。

tunaisatu トゥナイサトゥ ［名］

隣里。隣村。

tunaraNトゥナラン ［動］３Ａ型

どける。tunarai;どけなさい。

tundaNトゥンダン ［動］３Ａ型tuNdasjaN＊

出す。sikaraarut，ufaiNtunatuNdasi;力ある人２人ずつ出して…。

tuniトゥニ ［名］

殿。祭りをする所。

tunuNtu トゥヌントゥ ［句］

だまっている人（唐の人)。

tunudati＊ トゥヌダティ ［名］

田の名。

tunu9amutiトウヌカ･ムテイ ［名］

あずき餅。

tunuDuNトゥヌク゜ン ［動］ｌｃ型

跳び越える。

ｔｕｎｕｍａｒｕ トゥヌマル ［名］

戸惑うこと。tunumarukiruN;戸惑う。

ｔｕｒａ トゥラ ［名］

寅（十二支の一つ)。

turaN（１）トウラン［動］３Ａ型turasjaN

取らす。与える。turaibahai;取らせなさい。下さい。

turaN(2)トウラン［動］３Ａ型turasjaN

…して下さる。durusiturai;許して下さい。tamiturasiwaihugarasa;教えてＴ

とう。

turanuha トゥラヌハ ［名］

家を守る神。床の北東の隅に置いてある大きな花瓶が神体。毎月、旧暦の１［

む。床の神とも表現する。

turanuha トゥラヌハ ［名］

北東の方角。

Ｔ

昔205

４

８

Ｔ

資336

１６

８

Ａ２９

１２

生

昔135

Ｔ

生

生

hugarasa;教えて下さってありが

生

５日に拝旧暦の１日と１

Ｔ
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turanuhaNnuN ［名］トゥラヌハンヌンＴ

（家の）北東の隅。

turanuhakadi トゥラヌハカデイ ［名］生

北東の風。この風が吹<と天気が悪くなると言う。

turi ［名］トゥリＴ

酉（十二支の一つ)。

turi ［名］トゥリこ６８

なぎ。海のおだやかなこと。

turibaruN トゥリバルン ［動］２Ａ＊ 生

ぼんやりする。

turici ［名］トゥリチ４

（植）ソテツ＜ソテツ科＞・戦時中、実を食べる。アクを抜いて、味噌を作ったり、おかゆ

と食べた。葉は燃えやすく、芋を焼く時に使ったtudiciとも言う。

turimuti トゥリムティ ［名］昔180

接待。kjakuturimutinuara:ｇｕｄｕ:diNdi;客接待がとても上手だと…。

turiruN ［動］６Ｂ型トゥリルンＳｌＯ

（頭・目・耳などが）だめになる。機能を果たさなくなる。miNtabujaturiduburujuNgara；

耳が聞こえなくなっているから…。（slO）

turiruNトゥリルン ［動］６Ｂ型turuN 生

倒れる。

turiruNトゥリルン ［動］６Ｂ型turuN 生

風がぴったりと止む。

turu トゥル ［名］生

ランプ。昭和４０年頃までほとんどの家庭が使っていた。turuti;小さいランプ。

turu ［名］トゥルこ８７

膜。

ｔｕｒｕ:turu： トゥルートゥルー ［副］昔182

＜擬＞とろとろ。ちょろちょろ。（水などが）たれ落ちるざま。（煮物などを）弱い火で煮る

さま。

turuN ［動］２Ｂ型twaNトウルン３

取る。

turuNki＊ トゥルンキ［名］植125

（植）アオバノキ＜ハイノキ科＞・

＊
ｔｕｒｕｎａ トゥルナ［名］植163

（植）ウスベニニガナ＜キク科＞o

tusiNgara トゥシンガラ ［名］昔206

Hosei University Repository



336

＜古＞年柄。今はあまり使われない。

tusiNkai＊ トゥシンカイ［名］

つづらの一種。

tusiNkuru トゥシンクル ［名］

麻袋。脱穀した米や、乾燥した米を入れる。現在は，クバの葉の代りに此を斥

芽させる。

tutiトゥティ ［名］

時。

twamiOuiトァーミク･イ［名］

遠回り。dimitigaratwami9uiaitiigutasi;陸を遠回りして歩いて行ったって…。

twamiOurasiトァーミク゜ラシ［名］

遠廻し。

twamitiトァーミティ ［名］

遠い道のり。

tｗａＮトァン ［形］

遠い。

twaruNトァルン ［動］２Ａ型twaN

鈍る。

ｕ ウ［名］

それ。ujanukibija;それはどうしたことか。（昔77）

ｕ(N)kara ウレ)カラ ［接］

それから。

ウー［名］ｕ：

9Ⅱ（十二支の一つ)。

ｕ:bu:＊ ウーブー［名］

王様。usuOanaci;首里の王様。

ｕｂｕｃｉウーブチ ［名］

雄ぶし。背びれ側の鰹節。

umaraiウーマライ［副］

急いで。agamiumaraikaNgiti;子供を急いでおんぶして…。緊急の場合に使オ

ｕ:ｔｕｔｕ： ウートゥートゥー ［感］

神に祈る時の言葉。ｕ:sutui,ａ:tu:tu:とも言う。

ｕＮウン ［名］

扇。紙製のもクバの若葉で作ったのもある。

ｕＮウン ［名］

襟。

昔131

[名］沖Ｉ

クバの葉の代りに此を用いて種籾を発

生

１６

９

１６

生

３

Ｔ

昔４

Ｔ

昔3２

３

昔8１

緊急の場合に使われる。

続6４

生

こ１２
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ｕＮ ウン ［名］昔126

鬼。uNta;鬼達(昔126)。

ｕＮ ウン ［名］１６

これも。uNkariNataN;あれもこれもあった。

ｕＮ ウン ［動］５Ｂ型ｗａＮＴ

追う。atugarauiku:;あとから追って来い。

uNcaritu ウンツァリトゥ ［名］歴２１

伺い人。花嫁を迎えに行く時間を先方へ問い合わす役。花嫁の家に行く花婿方からの伺いの

者。

uNgata＊ ウンガタ ［名］昔５４

大型。

ｕＮｋａ ウンカ ［名］沖Ｉ

（昆）ウンカ＜ウンカ科＞・稲を成長途中で枯死させてしまう、蚊のような虫。

ｕＮｎａ ウンナ ［名］Ｔ

（地）沖縄。

uNnaga ウンナガ ［名］生

海。

uNnarutagi ウンナルタギ［名］生

（植）タイミンチク＜イネ科＞。小さく細い節の荒い竹。親の竹より、子の竹の方が大きく

なる。uNnarunuujagakusi;ウンナルの親隠し。子供が立派になり、親の欠点を被い隠すこと。

ｕＮｎｉ ウンニ ［名］昔4l

こんな。そんなに。uNnitiNtuN;そんなにまでも。（S55）uNnima:siku;そんなにたくさん。

uNnibi;そうだから。uNniisiti;そんなにして。

uNnina ウンニナ ［感］昔９５

そうか。eiuNnina;え－，そうか。

uNninu ウンニヌ ［連体］Ｔ

このような。そのような。uNninumunukattiri;このような物捨てろ。uNninumunuNtiNta；

こいつども（さげすんだ言い方)。

uNnuga ウンヌガ ［名］生

乳を飲む頃の牛。

＊

uNnuguru ウンヌグル ［名］昔146

当時。uNnugurujaarumaNkaja;当時はありのままのことを…。

ｕＮｔａ ウンタ ［名］Ｔ

これなど。この人達。uNtati;この人など（ややさげすんだ言い方)。

ｕＮｔｉ ウンティ ［名］３

（植）サツマイモ＜ヒルガオ科＞。
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［名］uNti＊ウンティこ１１

運勢。運。

［名］uNtimutiウンテイムテイこ３

芋餅。

［句］uNtinuciruウンテイヌチルＴ

芋を入れた汁。

［句］uNtinudu：ウンティヌドゥーＴ

芋を入れたおかゆ。

uNtinuhairiウンテイヌハイリ［句］生

芋の酢。寝小便をする子を他家に｢ウンテイヌハイリを借して下さい｣と、使いにやる。そこ

の家の人は鍋の蓋をその子にかぶせてたたく。すると、寝小便がなおると言われている。

uNtinui：ウンティヌイー［句］生

芋の御飯。干した芋を煮てつぶし丸めたもの。

uNtinukudiウンテイヌクデイ ［句］３

芋のくず。でんぷん。

uNtirimajuウンテイリマユ ［名］１６

運取り猫。不吉な事が起こる前に鳴く猫。

ｕＮｔｕ ウントゥ ［名］こ１０

膿。

ubaウバ ［名］６

鯨の肉。

ubabu ウバブ［名］続３６

（昆）アブ。牛蠅。形はハエに似るが、やや大型。

ubabuta ウバブタ ［名］生

一番上のおばさん。

ubaga＊ ウバガ ［名］植６２

（植）クロヨナ＜マメ科＞o

ubagiNウバギン ［連語］Ｂ112

これまでも。これも。ｕ（これ）＋bagiN（までも)。ubagiNkaribagiN;あれもこれも。

ubaiウバイ［名］続７

（昆）青蠅。

ubaiti ウバイティ ［名］探19O

おば。両親とその人がいとこで自分より年下の場合に使う呼び方。

ubaku ［名］ウバクｌ

（植）オオバコ。葉をもんでつけると、おできに利く。

ｕｂａｍａ ウバマ ［名］１６
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（地）ウバマ。

ubamitiウバミティ

＜古＞おば。

ubaniウバニ

ー番上の姉。ｕｂｕ＋aniの音変化した形。

ubanida＊ ウバニダ

田の名。

ubarakaN＊ ウバラカン

（地）海岸の名。末尾の地図参照。

ubarida＊ ウバリダ

田の名。

ubiruNウビルン

覚える。

ubja ウビャ

ー番上の兄。女の言葉。ｕｂｕ＋ijaの変化した形。

ｕｂｕ ウブ

大…。ubuNna;大綱。

ｕｂｕ＊ ウブ

こぶ。

ubuNda ウブンダ

＜文＞長者の大主。古典芸能の中の登場人物。si1

ubuNdudama ウブンドゥダマ

（地）ウブンドゥ山。

ubuNkaciウブンカチ

大昔。

ｕｂｕＮｋｕ＊ ウブンク

田の名。

ubuNmisju ウブンミシュ

役人の役職名。

ubuNnada＊ ウブンナダ

田の名。

ubuNsuDatiウブンスカ゜テイ

柤納にある拝所。

ubuabatiウブァバティ

大,慌て。ubuabatikiruN;大慌てする。

ubuamiウブアミ

[名］ 探190

[名］ 生

[名］ Ａ４６

[名］ Ａ６０

[名］ Ａ２０

[動］６Ａ型ubjaN Ｔ

[名］ 生

[辞］ 昔127

[名］ 黒6５

[名］ １６

sitibuduiの時、

［名］

世果報を願う役。

３

[名］ Ｔ

[名］ Ａ５５

[名］ １６

[名］ Ａｌ４

[名］ 歴5８

[名］ 昔202

[名］ ４
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大雨。ｕ:amiとも言う。

ububata ウブバタ［名］６

大腸。

［名］ububuciウブブチ６

大武士。腕力の強い人。

ubuda ウブダ［名］生

一番上の兄。男の言葉。

ubuda ウブダ［名］こ１４

母屋（おもや)。

［名］ubudaisiウブダイシＡ６２

（地）海岸の名。ubuhamaの隣にある。末尾の地図参照。

［名］ubudamiウブダミ６

大病。大患い（おおわずらい)。ubujaNとも言う。

ubudara ウブダラ ［名］無７６

大Ⅲ・御神酒をあげるのに使う。ubudaranagadaramugudaradumidarａを一組として祭り

に用いる。

ubudibaru ウブディバル ［名］昔１６

（地）ウブデイバル。祖納にある。

ubudunanuhama ウブドゥナヌハマ ［名］無159

（地）ウブドゥナヌハマ。東崎付近。

ubugiウブギ［名］Ｓ５６

大きいきま。ubuginuicibuguNta;大きな石など。

ubu9utu ウブグトゥ ［名］６

大事。

ubuhaNda＊ ウブハンダ［名］Ａ４２

田の名。

ubuhama ウブハマ ［名］３

きい浜。海岸名。

ubuhatagiウブハタギ［名］１

大きな畑。

ubuhirugu＊ ウブヒルグ［名］こ２７

酷寒。

ubuiウブイ［名］１

覚え。記憶。ubuiburaN;覚えてない。

ubuiciウブイチ ［名］Ｔ

大きな石。
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ubuija ウブイヤ［名］

長男のおじさん。

ubuisimaciウブイシマチ ［名］

満田原内の田の名。

ubujaNウブヤン ［名］

大患（おおわずらい)。ubudamiとも言う。

ubuka ウブカ ［名］

天の川。

ubuka ウブカ ［名］

司（神女）の長。他の１０人の司を統括し中心になって行事を行う司。

生

沖Ｉ

６

生

Ｔ

[名］ubukadiウブカディ

大風。

ubukatiウブカティ

大勝。

ubukiウブキ

大樹。daibaNki;特大の樹参照。

ubukuiウブクイ

大声。ubukuikiruN;大声（叫び声）を出す。

ubukuju ウブクユ

満月。

ubumaci＊ ウブマチ

田の名。

ubumadabari＊ ウブマダバリ

田の名。

ubumasaNウブマサン

おとなしい。

ubunaNウブナン

大波。

＊

ubunagu ウブナグ

田の名。

ubunatu＊ ウブナトゥ

田の名。

ubuniウブニ

（植）ダイコン。「大きな根」の意。

ubunibana ウブニバナ

橋の名。

生

[名］ こ５２

[名］ こ５２

[名］ 1

[名］ 生

[名］ Ａ５７

[名］ Ａ３０

[形］ 生

[名］ ４

[名］ Ａ５７

[名］ Ａ５７

[名］ 生

[名］ ５
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uburu ウブル ［名］

つるべ。以前はクバの葉で作った。miNaOiuduruとも言う。

ubusa？ ウブサ ［副］

多く。ubusaumaritaba;多く生まれたので…。

＊
ubusara ウブサラ ［名］

（植）コバンモチ＜ホルトノキ科＞o

ubusibana ウブシバナ ［名］

（地）ウブシバナ。

ubusikama ウブシカマ ［名］

大仕事。

ubusu ウブス ［名］

（魚）そうだ鰹。筋がなくて斑点のある鰹。肉が固い。

生

Ｎ１８４

植9４

歴147

こ５１

３

ubusumaci＊ ウブスマチ

田の名。

ubuta ウブタ

満月。ｔｉ:taraLduOunitik，ujuとも言う。

ubutagu ウブタグ

六角凧。

ubutaguru ウブタグル

満田原内の田の名。

ubuta9anaci＊ ウブタカ゜ナチ

月。

ubutakuju ウブタクユ

満月。

ubutana＊ ウブタナ

田の名。

ubutani＊ ウブタニ

田の名。

ubutja ウブテャ

老年の大きな雄牛。

ｕｂｕｔｕ ウブトゥ

大人。

ucari ウツァリ

使者。花嫁の家に時間を知らせに行く使者。

ウッツーｕＣＣｕ：

後ろ。ｃ'uiとも言う。

[名］ Ａ２３

[名］ ９

[名］ ５

[名］ 沖Ｉ

[名］ 続4８

[名］ Ｔ

[名］ Ａ４１

[名］ Ａ４６

[名］ 生

[名］ Ｔ

[名］

とも言う。

[名］

６

uNcaritu

昔124
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［名］

この臼でつき精米する。

沖Ｉuciウチ

つき臼。ｃ，i:uciで籾皮を取った後に、この臼でつき

uciウチ

丑（十二支の一つ)。

uciウチ

牛。

ucl:91 ウチーギ

（植）シャリンバイ＜バラ科＞・盆栽によく使う。

uciNgi＊ ウチンギ

（植）ハマヒサカキ＜サカキ科＞o

uc1aJaml ウチアヤミ

闘牛。

ucicigaraNウチチガラン

押し倒す。

ucidama ウチダマ

（病気名）てんかん。

．．＊

uc1D1 ウチキ｡

（植）ギイマ＜ツツジ科＞o

ucikada＊ ウチカダ

脇臭。baNtanukadaとも言う。

ucikija： ウチキヤー

ふなくりのかいを滑らす木。樫の木で作る。

ucinaNtiウチナンティ

穂が斜めに垂れること。稲が実りすぎて穂を持ち；

[名］ Ｔ

[名］ Ｔ

[名］ ４

[名］ 植100

[名］ ２

[動］３Ａ型ucicigarasjaN Ｔ

[名］ こ６３

[名］ 植119

[名］ こ１２６

[名］ １

[名］ 沖Ｉ

穂が斜めに垂れること。稲が実りすぎて穂を持ちきれず、斜めに垂れる｡

ucmlUal ウチニカ゜イ［名］

牛の繁殖を願う祭り。旧暦の２月と８月の子（ね)、丑（うし）の両日に

生

子（ね）

翌丑の

牛の繁殖を願う祭り。旧暦の２月と８月の子（ね)、丑（うし）の両日に行われる。

の日は村牛願いの日で、各部落のビディリにビディリ主と世話役とが行き祈願する。

日は水祭りの日で、各家族御馳走を持ち、牧場のビデイリに祈願し、遊んで帰る。

ucinohakadiウチノハカデイ ［名］

北北東の風。

ucinubuNna＊ ウチヌブンナ［名］

（植）ハマウド＜セリ科＞o

ucinukabu ウチヌカブ［名］

（鳥）シラサギ（白鷺)。単にkabuとも言う。

ucinumi：ウチヌミー［名］

牛肉。

４

植114

６

３
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uciruNウチルン ［動］６Ｂ型ｕｃｕＮ２

映る。

uciruNウチルン ［動］６Ｂ型ucuN２

移る。

uciui ウチウイ［名］３

（植）シロウリ。

ucuN ウツン ［名］Ｔ

移す。

ucuNウツン ［動］４A型Ｔ

写す。katiucamiututiti;書き写させて置いて…。（昔103）katiuci卜書き写し。（16）

ucunugaNna＊ ウッヌガンナ ［名］植186

（植）キンエノコロ＜イネ科＞ｏ

ｕｄａ ウダ［名］沖Ｉ

もつこ。苗代から苗をいれて運ぶもの。

udatu ウダトゥ ［名］１６

（地）上里。与那国町の字名。比川村が三度目に、移動した所。uidatuとも言う。末尾地図

参照。

udi ウデイ ［名］生

海水浴。

udimagura ［名］ウデイマグラこ６３

腕枕。

udina ［名］ウディナＴ

（植）カブラ＜アブラナ科＞o

udinaba ［名］ウディナバＴ

（植）キノコの一種。牧場に生える。根元は腕の太さもあり、丸く大きく、地面をはうよう

にのびていく。乾燥させて食べる。

ｕｄｕ ウドゥ ［名］生

布団。

ｕｄｕ ウドゥ ［名］続３６

（魚）ウミウナギ。

ｕｄｕＮ ウドゥン ［動］４Ａ型udusjaN 生

おどす。

udubusaN ウドゥブサン ［形］Ｔ

危ない。

ウドゥブサン ［形］udubusaN１

恐ろしい。
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udugiruN ウドゥギルン ［動］６Ａ型udugjaN

失う。maruudugi;全てを失い…。

udugumiruN ウドゥグミルン ［動］６Ａ型udugumjaN

埋める。

udukata ウドゥカタ ［名］

寝具。

udunubata ウドゥヌバタ ［句］

ふとんの綿。

udUru ウドゥル ［名］

（鳥）ウズラ。

udurugaN ウドゥルガン ［動］３Ａ型udurugasja

驚かす。ｔ,uudurugasi1；人を驚かして！（人に驚かされたりした時に発する言葉｡）

１４

３

こ４５

９

こ９

２

uduruguNウドゥルグン ［動］１Ｂ型

驚く。

ugaNdari＊ウガンダリ ［名］

＜古＞小満の季節に行われる祈願祭。

ｕｇａＮｍａ ウガンマ ［名］

（動)イワガニ。甲らが四角形で斜めに走るしわがある。海岸の岩場に住む。

ugaratiウガラティ ［副］

これだけ。

ugiウギ［名］

浮き。

ugiウギ［名］

桶。

ugibaNウギバン ［名］

起きて番をすること。ugibaNkiduagarasi;起きたまま夜を明かし…。

ugibana ウギバナ［名］

寝起き。

．．＊

uglc1 ウギチ［名］

（植）タイワンウオクサギ＜クマツヅラ科＞o

ugiruNウギルン ［動］６Ａ型ugjaN

受ける。ukiruNとも言う。

ugiruNウギルン ［動］６Ｂ型uguN

起きる。

ugiwanisa？ウギワニサ［慣］

おはよう。「起きられたんですね」がもとの意味。

Ｔ

歴144

沖Ｔ

８

１

Ｔ

昔123

こ７４

植137

生

４

４
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ugiwaruNnisa ウギワルンニサ［句］

起きていらっしゃるんですね（朝のあいさつ)。目上の人に使う。同輩に

きたんだね）を使う。（16）

uguNウグン ［動］４Ａ型ugusjaN

起こす。興す。

uguidiNウグイディン ［名］

送り膳（御祝いに列席しない方へ運ぶ)。

uguriウグリ［名］

騒ぎ。murauguri;村騒ぎ。

uguriruNウグリルン ［動］６Ｂ型uguruN

遅れる。

＊

uguura ウグウラ ［名］

＜古＞浦野御嶽の神名。

uOaNウガン ［名］

神を祭ってある所。拝所。

uDaNウカ・ン ［動］３Ａ型

容器から容器へ入れかえる。

uOaNhututiウガンフトゥテイ ［名］

豊年祭。－年間の願いを旧暦の６月の吉日に行う。

uUaNna ウガンナ［名］

（動）海岸の岩にいるカニの一種。毛が深く、トゲも目立つ。

uUamiウカ･ミ ［名］

お参り。

uUamigutu ウカ・ミグトゥ ［名］

拝み事。願、祈願、念願。

uUamuNウカ゜ムン ［動］１，型u9amjaN

拝む。

uDuNウク゜ン ［動］１Ｂ型udjaN＊

泳ぐ。uOi;泳げ。

uOuNウク゜ン ［動］lC型udjaN

扇ぐ。

uOuN？ウク・ン ［動］１０＊ｕｄｕＮ

空く。ｔｉ:u9anuN;手が空かない。uOujuNgara；（手が）空いているから…。

uhuciNgaN＊ウフチンガン ［名］

大火神。

uhumunuiウフムヌイ［名］

続５０

uguNnisa（起同輩には、

生

続4５

昔5３

５

歴135

２

生

生

生

５

１

２

１

２

Ｔ

芸

１
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大口をたたくこと。

uｉウイ

（植）キュウリ。kiuiとも言う。

uｉウイ

上。ujabiとも言う。

uiNdaNウインダン

追い出す。uicaraNとも言う。

uibaru ウイバル

（地）ウイバル。

uicaraNウイツァラン

追い払う。

uidisubu ウイディスブ

競泳。泳ぎ勝負。udiarasiとも言う。

uidunuha＊ ウイドゥヌハ

田の名。

uigaNウイガン

動かす。

uiguN ウイグン

動く。

uihaibaru＊ ウイハイバル

田の名。

uiharaci？ウイハラチ

追い込み。

uihu9uN ウイフゲン

急がす。sunuNgaNとの違いは不明。

uikagiruNウイカギルン

追いかける。uigagiruNとも言う。

uikanimata＊ ウイカニマタ

田の名。

＊
uikidamasa ウイキダマサ

田の名。

uikidati＊ ウイキダティ

田の名。

uinai ウイナイ

老いた苗。深田に植えると良い。

uinuguN ウイヌグン

[名］ ３

[名］ 昔1６

[動］３Ａ型uiNdasjaN Ｔ

[名］ １６

[動］３Ａ型uicarasjaN Ｔ

[名］ こ２２

[名］ Ａｌ９

[動］３A型 続3４

[動］ｌB型 生

[名］ Ａ５１

[名］

[動］lC型uihudjaN ２

[動］６Ａ型uikagjaN Ｔ

[名］ Ａ２６

[名］ Ａ５１

[名］ Ａ５４

[名］ 沖Ｉ

[動］１Ｂ型uinutjaN Ｔ
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追い抜く。

uisagamutu ウイサガムトゥ ［名］

満田原内の田の名。

uisunat，ｕ ウイスナットゥ ［句］

偉い人。

uisurubagu＊ ウイスルバグ［名］

田の名。

uitiウイティ ［名］

満月前後の月。

uitiウイティ ［名］

動き。

uitihittiウイティヒシティ ［名］

身動き。uitihittikiranuNki;身動きもせずに。

uitu ウイトゥ ［名］

老人。

uiuiウイウイ［副］

次々oagaminasimijauiui;子供を次々に産んで。

ｕｊａ ウヤ［名］

親。お方。munuciwaruuja;物知りなお方。（昔154）

ujaNウヤン ［動］３Ａ型ujasjaN

沖Ｉ

１４

Ａ４６

生

７

昔1９

Ｔ

昔3３

Ｔ

４

差し上げる。…してあげる。arudinukutukiujasidukirariruNdi;主人の事をしてあげられる

と…。（昔27）ｋｕ:nut，uNtuNujaninuNkibutaNsuja;線香の一つさえ上げられずにいたんだ

ね。（昔73）ujai:;差し上げましょうね。

ujaNウヤン ［動］３Ａ型ujasjaN生

召し上がそ。「食べる」・「飲む」の尊敬語。ｉ:ujasiwari;御飯を召し上がりなさい。ｉ:N

saNujasitiwari;御飯やお茶をお上がりになって帰って下さい。（昔48）

ujaNtu ウヤントゥ ［名］生

（動)ネズミ。

ujaNtunubu＊ ウヤントゥヌブ ［名］植197

（植）リュウキュウハンゲ＜サトイモ科＞o

ujabaru＊ ウヤバル ［名］歴136

＜古＞御嶽の名。島仲部落のキダンギ山にある御嶽。神名は、ujabarubunadarao現在、

uibaruと言われている。

ujabiウヤビ ［名］生

上。上の方。

ujaburiウヤブリ ［名］４
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先祖。

ujabuta＊ ウヤブタ ［名］

田の名。

ujacida＊ ウヤチダ ［名］

（植）シバニッケイ＜クスノキ科＞o

ujadaiウヤダイ ［名］

共同作業。各戸から－人ずつ出て、道路の整備、台風の後a

ujagata＊ ウヤガタ ［名］

親方。

ｕｊａｇｌ ウヤギ ［名］

金持ち。財産。ｔａ:damaniujagiki;たちまち金持ちになり…。

mijahusaN;財産は欲しくないが、子供は欲しい。

ujagiNtu ウヤギントゥ ［名］

金持ちの人。

［名］
＊

ｕＪａｇｌｍｕｒａ ウヤギムラ

裕福な村。

ｕＪａｇｕ ウヤグ ［名］

親類。

ujaha ウヤハ ［名］

親子。ujahwa(昔111)。

ujahamucibiウヤハムチビ ［名］

婚約祝い。男の家の人が女の家にお酒１升を持って行く。

ｕＪａｌｓ１ ウヤイシ ［名］

土台石。

ujakamibata＊ ウヤカミバタ ［名］

田の名。

ujamiruN＊ ウヤミルン ［動］

敬う。

＊

ｕｊａｎａｓｕ ウヤナス ［名］

田の名。

ujaniNtu ウヤニントゥ ［名］

正月に本家などに挨拶に行くこと。

ujanukuju ウヤヌクーユ ［名］

親孝行。

ｕＪａｎｕｎａｒａｓ１ ウヤヌナラシ ［句］

親の教え。

Ａ４４

植4０

［名］生

台風の後の復旧作業などをすること。

［名］こ1５

Ｎｌ９１

(昔32）ujagihusaminuOaaga

Ｔ

昔3２

生

Ｔ

生

Ｓ５６

Ａ４１

6Ａ型 1

Ａ４５

生

昔112

続5２
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ウヤシムヌ ［名］ｕＪａｓ１ｍｕｎｕ

Ｈ曽物。

ujubiウユビ ［名］

指。ubujubi;親指。ｔ,usatiujubi;人指し指。nagaujubi;中指。namidaujubi;薬指。

子指。ujubinusati;指の先。

uka ウカ［名］

債務。借財。

ukatu ウカトゥ ［名］

只。ごく普通であること。ukatunufujaaranu;ただならぬ人物だ。

uki-kiruNウキキルン ［動］６Ａ型

飽きる。降参する。uki-kimiruN;降参させる。（S72）

ukibaiウキバイ［名］

網の上部。

ukidakiウキダキ［名］

ふなくりに付ける竹。

ukkatunutu ウシカトゥヌトゥ ［句］

軽視すべき人。

ukkumiウックミ ［名］

多勢集まること。たかってくること。ukumijasi:sitaba;多勢やってきたので…。

ukumiウクミ ［名］

種籾を温めること。種籾を発芽させる為に、わらや茅等で温めた。

ukumiruNウクミルン ［動］２C型ukumjaN

取り囲む。

ウマ ［名］ｕｍａ

－￣

し－L-O

umariruNウマリノレン ［動］６Ｂ型

思われる。umariNdagi;思われるように。（16）

umaruNウマルン ［動］２Ａ型

埋まる。

uｍｉウミ ［名］

ここに。そこに。kumiに比べるとやや遠い所を指す。

ｕｍｉａｂｕ ウミアブ［名］

ひいおばあさん。umiは接頭語。

ｕｍｉａｓａ ウミアサ［名］

ひいおじいさん。umiは接頭語。

umiciNgiriウミチンギリ［名］

こ１３

生

gumaujubi；

こ３１

昔151

生

１

１

Ｓ７１

昔109

沖Ｉ

昔193

生

１６

生

Ｔ

１

素

沖Ｉ
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（稲が）熟れすぎること。

ウミヤミ ［名］ｕｍｌＪａｍｌ

思い病み。

umitiru ウミティル ［名］

うけ（魚を捕る具)。

ウム ［副］ｕｍｕ

主（おも)。

uｍｕＮウムン ［動］１，型

熟す。umibuN;熟している。

uｍｕＮウムン ［動］１，型

（糸を）紡ぐ。

uｍｕＮウムン ［動］２Ｂ型？

思う。umuNna;思うな。ｃ'imakajaNdiumurja;島かと思ったら。（昔212）

ｕｍｕＮ＊ ウムン ［名］

（植）オオムギ＜イネ科＞o

umucaNウムッァン ［形］

面白い。

umuda ウムダ ［名］

（動)イノシシ。

umugutu＊ ウムグトゥ ［名］

知恵。umugutuNdi;知恵が出て…｡(S58）umugutuNaiidiNsusataba;；

１

民

Ｓｌ４

生

生

７

植177

生

２

昔127

意地も知恵。umugutuNdi;知恵が出て…。(S58）umugutuNaiidiNsusataba;知恵もあり、

強かったので…。（昔127）

ウムガイ［名］umuOal

くつわ。

umuiウムイ［名］

思い。

umuiNdaNウムインダン ［動］３Ａ型umuiNdasja

思い出す。umuidaNとも言う。

ウムイチガイ［名］umulc1gal

思い違い。錯覚。

umuiuguNウムイウグン ［動］４Ａ型

思い起こす。思い出す。

ウムヤ ［名］umuja

愛人。思っている人。

ｕｍｕｋａ ウムカ ［名］

船を右方向に進めること。おもかじ。

生

１

Ｔ

こ３２

生

１０

Ｔ
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umukagiウムカギ［名］

面影。幻。

umukanaNウムカナン ［名］

産毛。赤ちゃんの髪のことも言う。ubukanaNとも言う。

umukanaNsuiウムカナンスイ［名］

産毛を剃る儀式。出生後、一ケ月頃に行う。

umukazi＊ ウムカジ ［名］

＜新＞右舷。

umunaNウムナン ［動］３Ａ＊umunasj2

見下す。umunasida:naacukai;粗末に取り扱ったのが…。（昔158）ｔ，ｕｕｌ

ｄｕ;人をなめてはいけないよ。umunaNnaju;見下すなよ・

umutiウムティ ［名］

表。

uniウニ ［名］

（田の）うね。

uniウニ ［副］

そんなに。uNniとも言う。unidunaihirudu;こんなになっていくよ。

unisitiウニシティ ［接］

そして。uni(そんなに)＋isiti(して)の熟合形。unitiとも言う。

unitura＊ ウニトゥラ ［名］

（人名）鬼虎。与那国島の伝承上の人物。

ｕｎｕ ウヌ ［名］

この。

unuhakadiウヌハカディ ［名］

南東の風。

unusubakanusuba ウヌスバカヌスバ ［名］

両面。あのそば、このそば。

unutikunutiウヌティクヌティ ［句］

両手。あの手この手。unutikanuti;あの手この手。（６）

upagiruNウパギルン ［動］６Ａ型upagjaN

おっかぶせる。hanasiupagirutudutiNdja;話をおっかぶせるわけよ。（S28）
．＊

upusunl ウプスニ ［名］

大くるぶし。漁師が舟に座り通しのためにできる大くるぶし。

ｕｒａ ウラ ［名］

裏。

uraNdasuDaiウランダスカ゜イ［名］

こ２５

５

２

こ９

３Ａ＊umunasjaN＊ Ｔ

(昔158）ｔ，uumunasijanaranuN

Ｔ

１

Ｎ１１３

Ｎ１１４

歴8０

昔４

４

６

昔8２

Ｓ２８

黒6３

Ｔ

こ’1４

Hosei University Repository



353

（古式の）洋装。

urabarumiウラバルミ［名］歴105

（地）ウラバルミ（北浦野)。慶田城大爺が検地の役人を迎えた所と言われている。

［名］urabudakiウラブダキま’２

（地）ウラブ岳。

ウラブタギタ［名］urabutagita＊Ａ４５

田の名。

urada ウラダ［名］Ｔ

（地）測候所を東に行った右側にある。祖納村が、ＮｄａＮから、最初に移動した所。

urada ウラダ［名］１４

裏座。miOaiduとも言う。

uramaciriウラマチリ［名］年182

牛馬繁盛の祈願祭で柤納で行う（酉の日)。

［形］uramisaNウラミサン生

れたましい。うらやましい。

［動］１，型uramuNウラムン昔202

恨tfouramiduburudu;恨んでいる。

ｕｒａｎｕ ［名］ウラヌＴ

（地）浦野。与那国町内の字名。測候所のすぐ東側にある。祖納村が二度目に移動した所。

［名］uranuuOaNウラヌウカ゜ン２

浦野という拝所。

［名］uraumutiウラウムテイこ１１９

うらおもて。両面。

uriウリ［名］３

下り坂。

uriウリ［名］Ｔ

潤うこと。urikiduburu；（干ばつになっていた田などが）潤っている。

ウリバタ［名］uribatal6

織り終わりの部分。urusibataとも言う。

［動］６Ａ*型urjaNuruNuriruNウリルン生

降りる。

［名］uriti＊ウリテイま’１

下り月。先祖に対する供養の月とし、法事等を行う月とする。

ｕｒｕ ［名］ウル６

石灰。漆くい。urubikirut,u;漆くいをひつつける人。（こ30）uruci参照。

［動］２Ｂ型waNuruNウルン生
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売る。

uruNウルン ［動］２B＊waN＊ Ｔ

織る。、unuduuiburjauiurusitiduhirariru;布を織っているので織り終ってから行かれる。(昔

218）

uruNウルン ［動］４A型Ｔ

おろす。（野菜などを）細かくきざむ。dasaikamatatiurusi;野菜を細かくきざみ…。ｔ,iuruN

とも言う。

uruN（１）ウルン［動］４A＊urusjaN２

降ろす。nimutiuruN;荷物を降ろす。urusi;降ろし（流産)。

uruN(2)ウルン［動］２B＊ 昔９４

（カボチャなどの種を）蒔く。naiuruNsuja;種（苗）を降ろすのは…。（昔94）

urubikitu ［名］ウルピキトゥこ３０

左官。simiNdaiguとも言う。

urudiNウルディン ［名］Ｔ

春と夏の間の季節。

ウルガ ［名］生uruga

内臓。

urugjaNウルギャン ［形］生

涼しい・

uruiciウルイチ［名］生

サンゴが死んでできた石。

ウルム ［名］Ｔｕｒｕｍｕ

（稲などが）実っている状態。また、その時期（春頃）を意味する。urumunaibuN；（稲な

どが）良く実っている。（沖I）

［名］urumukadiウルムカデイこ４０

春風。

usaNウサン ［形］沖４

醜い。

usaN＊ ウサン ［形］資７７

悪い。粗末である。irunuusaN:色が悪い。ｍａｉｎｕｃ，aOinuusaN;米の精白が十分でない。

naganuusaN;仲が悪い。

usaNdaiウサンダイ［名］５

神仏に供えたもの。

usaNgiウサンギ［名］こ９

兎。

usaNni＊ ウサンニ ［名］Ａ4９
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田の名。

usada＊ ウサダ［名］Ａ４６

田の名。

usaOiウサキ゜［名］生

３３年忌。死後３３年で神になるといい、親類が集まり拝む。

usaDiruN＊ウサキ･ルン ［動］６Ａ＊続５３

…して頂く｡お送りする。usaOiwarasaN;もう、お帰りになったよ。usaDidarasjaN;帰って

いただく。＊意味がいま一つはっきりしない。

usaiウサイ［名］

祭の時の御馳走。ｕ(御)＋Sai(おかず)。

usaikagu ウサイカグ ［名］

御馳走を入れておくかご。

usamiruNウサミルン ［動］６Ａ型usamjaN

収める。

usamiruNウサミルン ［動］６Ａ型usamjaN

納める。dunausamiruN;税金を納める。

usaruNウサルン ［動］２Ａ型

からかう。あなどる。usaiduburu;人をなめている。

usiウシ ［連語］

それで。ｕ（これ）＋ｓｉ（手段を表す格助詞)。

usigakiNmiウシガキンミ ［名］

帆柱を通す穴。

usikakiウシカキ［名］

帆を立てる横木。

usikiウシキ ［名］

月の尊称。

usikiruNウシキルン ［動］６Ａ型usikjaN

押し付ける。usikitidabiranasjaN;押さえてペシャンコにした。（T）

usinaNウシナン ［名］

押し波。

ｕＳｕ ウス ［名］

海水。潮。

usuNtiウスンティ ［名］

満潮。

usuaO1 ウスアキ． ［名］

潮の害。（風が）潮を上げること。

生

無4４

５

Ｔ

生

Ｓ６２

１

１

生

２

４

生

９

１
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usuaDikadiウスアキ･カディ ［名］

波しぶきを吹き上げる風。

usubuN ウスブン ［動］ｌＤ型usubjaN

うつぶす。うつむく。

usubugu ウスブグ ［名］

後頭部。

usugal ウスガイ ［名］

後頭部。usubugu参照。

usuDanac1 ウスカ゜ナチ ［名］

御主かなし。首里の王様。

usuihikiウスイヒキ ［名］

干潮。

usumidiウスミディ ［名］

神に供える海水。潮水。

usutui ウストゥイ ［感］

神仏を拝むときの言葉。usutuikiwariju;拝みなさいよ。

ｕｔａ ウタ ［名］

歌。

ｕｔａＮ＊ ウタン ［動］４Ａ型utarasjaN？

浮べる。utairuNとも言う。

ｕｔａｉ ウタイ ［名］

訴え。指示。命令。

utakiウタキ ［名］

＜新＞拝所。

utanumuNku ウタヌムンク ［句］

＜新＞歌の文句。歌詞。

utaruNウタルン ［動］２Ａ型utaN

浮く。

ｕｔｉウテイ ［名］

二番座あるいは三番座の裏。出産の時に。i:ｒｕをここに作り、産室とする。

utiaNウティアン ［名］

網。投網。

uticigaraNウティチガラン ［動］３Ａ＊

（後ろから）どんと押す。

utiduOi＊ ウティドゥキ゜ ［名］

裸足で歩いたためにできる足裏の紋筋の切れ目。

生

３

生

５

Ｔ

９

５

Ｓ１８

こ２０

１

昔3１

生

こ２０

１

２

生

Ｔ

黒6３

Hosei University Repository



357

utiganiウティガニ ［名］

釘。

utihariruN＊ ウティハリルン ［動］６Ａ＊

うち晴れる。すっかり晴れる。kuguruutihariti;心も晴れやかに。

utikabiウティカビ ［名］

打ち紙。

utimaruNウティマルン ［動］２Ａ型

（強く）振る。

utimiウティミ ［名］

不幸。身内の人が死んだ時のこと。

utimiNウティミン ［名］

水が落ちてくる事。落ち水。

utimitiウティミティ ［名］

＜古＞（地）ウティミテイ。福州から与那国に漂流した乗組員をかくまった所。

ｕｔｉｍｕｍｕ ウティムム ［名］

内股。

utinaN＊ ウティナン ［名］

＜古＞神女の一種。徒阿母。

utinuta ウティヌタ ［名］

（地）内之田。与那国町内の字名。末尾地図参照。

utiru ウティル ［名］

おき。火の燃やし残り。

utiruNウティルン ［動］６Ｂ型utuN

落ちる。

uttairuN＊ ウッタイルン ［名］６Ａ＊

指示する。命令する。sikamauttabaN;仕事を指示しても。dakuniNtaOauttaiwa

命令なさって…。（昔141）

utu ウトゥ ［名］

=乙
日o

utuNウトゥン ［動］１，型utjaN

たたく。打つ。

utuNウトゥン ［動］４Ａ型utusjaN

落す。

utuNウトゥン ［動］

８

昔8７

４

生

１１

６

歴104

こ１０

歴111

Ａ７

生

生

Ｔ

dakuniNtaOauttaiwaibi;役人達が

Ｔ

１

生

Ｓ５３
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訴える。言いつける。Ndijat，uutuNdiiruNOadu;君達は人に言いつけようとしてし

（S53）sikamautuN;仕事をしなさい。

utuda ウトゥダ［名］

兄弟。姉妹。sudaの反対。

utudamariウトゥダマリ［名］

－族。傍系の血統。utudamadiとも言う。（４）

utuguNウトゥグン ［動］１Ｂ型ututjaN

置く。置いておく。utuguduguruminuN;置く所がない。haiutuguN*;張って置く。

しているが…。

Ｔ

生

１

[名］utuOai ウトゥカ゜イ

あご。あごの先。

utuhi ウトゥヒ

ふろしき。

utuiciragaN ウトゥイチラガン

生

[名］ Ｔ

[動］３A型 生

散らかす。

ututagaNウトゥタガン

評判高い゜

ututu ウトゥトゥ

＜新＞年下。utuda参照。

ututu ウトゥトゥ

影。

uwaruNウワルン

終る。

ｗａ： ワー

豚。

ｗａｈｉｇｉワーヒギ

鼻ひげ。

ｗａ:hjuriワーヒューリ

十二支。

ｗａｍｕｍｉ： ワーヌミー

豚肉。

wamutaraiワーヌタライ

豚の餌入れ。

waNgi＊ワンギ

ロひげ。

wadaNワダン

おうだん（黄疸)。皮膚や組織が黄色く

[形］ １６

[名］ Ｔ

[名］ 昔128

[動］２Ａ型uwaN ５

[名］ 生

[名］ ５

[名］ Ｔ

[句］ ３

[句］ 民

[名］ 黒4６

[名］ 続4２

皮膚や組織が黄色くなる病気。
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ｗａｄｉワディ ［名］生

上の方。

［名］waranaNワラナン４

向い波。

waruN（１）ワルン［動］２A型生

いらっしゃる。行く、来る、居るの尊敬語。waruNnisa;いらっしゃいませ。abuta:waisi

NniNdiabuta:abi;お母さん、いらっしやてごらんとお母ざんを呼んで…。（昔111）

waruN（２）ワルン［補］２Ａ型ｗａＮＴ

…される。尊敬の補助動詞。用言の連用形に接続する。duguiwararitana;休まれましたか（朝

の挨拶)。ugiwaNdisa;お起きになったんですね（朝の挨拶)。（資345）mahittuimatiwar‐

iju;もう１日待って下さい。

［名］wasikiワシキ生

天候。

［名］zairaisjuザイライシユ１６

＜新＞在来種。米の在来種は、とげがあって、深い田で栽培するのが普通であった。（N21）

［名］zasikiザシキこ３０

＜新＞座敷。＜古＞dasiki。

．．＊

zlccja ジッチャ ［名］植２９

（植）ギシギシ＜タデ科＞・移入語か。

．．＊

z1ccja ジッチャ ［名］植１５１

（植）ソクズ＜スイカズラ科＞・移入語か。

zjakuジヤク［名］続５９

＜新＞（魚）雑魚。鰹つりの餌。

zjunagiジュナギ［名］歴

く古＞門。
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